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第１章 基本構想・総合計画の策定の背景 
 

 

〇 新宿区では、平成 19年に「新宿区基本構想」を策定し、新宿区のめざすまちの姿を「『新宿

力』で創造する、やすらぎとにぎわいのまち」と定めました。また、この基本構想を実現する

ため、具体的な施策の方向性を示した「新宿区総合計画」を策定し、これを行政運営の基本

として、その着実な推進を図ってきました。 

 

〇 我が国は今、急速に進む少子高齢化により人口減少が始まるという、これまでに経験したこ

とのない事態に直面しています。新宿区においては、当分の間は人口の増加が続く見通し

であるものの、2040年頃にピークを迎え、その後は緩やかに人口減少局面に転じていく

見込みとなっています。人口減少や少子高齢化の進展は、私たちの暮らしや地域社会の

様々な分野に影響を及ぼしています。こうした変化を正面から受け止めながら、多様な人々

が活躍できる環境を整えるとともに、AI・デジタル技術等の活用やDX の推進などにより、

地域課題の解決や行政サービスの向上、持続可能な地域社会の構築を図っていくことが求

められています。 

 

〇 また、令和 8年 7月28 日に発生した令和8年熊本地震や、令和８年8 月の千葉豪雨、北

陸地方の大雨など、自然災害の激甚化・頻発化に加え、国内外からの来街者の増加に伴う

生活環境への影響など、区や区民を取り巻く環境は大きく変化してきており、これらへの対

応も必要となってきています。 

 

〇 さらに、次の世代を生きる子どもたちへしっかりと引き継いでいくことのできる持続可能な

まちづくりが求められています。 

 

〇 区民、地域団体、企業など多様な主体が、相互の信頼に基づき、それぞれ責任をもって担い

合う社会の実現に向けて、これからのまちづくりを進める基本姿勢として、新宿区がめざす

べきまちの姿を明らかにし、それをまちづくりの全ての主体が共有することが重要となりま

す。 

 

〇 これらの点を踏まえ、今後も、誰もが安全・安心で快適に暮らし続けられ、明るい未来を展望

できる新宿区を実現していくため、新たな基本構想及び総合計画の策定に向けて骨子案を

作成しました。 
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人口推計 

新宿区全体の人口動向について 

 図表 1-1 は、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）が公表した「日

本の将来推計人口（令和 5 年推計）」の結果を示したグラフである。日本の総人口は 2008 

年から減少過程に入っており、2020 年には 1 億 2,615 万人であった人口が 2070 年には

8,700 万人に大きく減少すると推計されている。 

しかし、図表 1-2 のとおり、新宿区全体の将来推計人口（中位推計）1 によると、新宿区

では当分の間人口の増加が続く見通しである。2020 年に 34.9 万人であった人口は、2040 

年に 36.5 万人でピークを迎え、その後緩やかに減少に転じる推計結果となっている。 
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図表 1-3、1-4 は、中位推計における年齢区分別人口と総人口に占める割合の推移であ

る。全体的にみると、人口増加が続く 2040 年までは、2020 年と比べて大きな変化はみら

れない。 

しかし、2045 年以降は年少人口（0～14 歳）が減少し、生産年齢人口（15～64 歳）の

減少が大きくなる一方、高齢者人口（65 歳以上）の増加が大きくなるという推計結果とな

っている。総人口は 2040 年をピークに 2050 年まで 36 万人台で続く見通しであるが、こ

の間の年齢区分別人口割合をみると、生産年齢人口が 70.2％から 67.4％へと 2.8 ポイント

低下し、高齢者人口が 21.5％から 24.3％へと 2.8 ポイント上昇するといった変化が生じて

いる。 
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地域幸福度指標 

新宿区民の幸福度・生活満足度はともに全国平均を超えており、特に生活満足度が全国平

均に比べて、高い傾向にあります。また、「買物・飲食」「移動・交通」「遊び・娯楽」「初

等・中等教育」「事業創造」は、主観指標・客観指標ともに偏差値が高く、新宿区の強み＝

特徴といえます。 
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SDGs の推進 

１ SDGs (エスディージーズ)とは 

SDGs (エスディージーズ)とは、「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」

のことであり、2015 年 9 月、ニューヨーク国連本部において、193 の加盟国の全会一致で採

択されました。 

SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであ

り、日本でも SDGs 推進本部を設置し、SDGs 実施指針のもと積極的に取り組んでいます。 

２ SDGs で掲げる 17 の国際目標（17 のゴール） 

SDGs では、社会が抱える問題を解決し、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す

ために、「貧困」「保健」「教育」「エネルギー」「気候変動」「まちづくり」など 17 分野にわた

る国際目標を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

1. 貧困をなくそう  2. 飢餓をゼロ  3. すべての人に 

健康と福祉を 

 

 

 

4. 質の高い教育を

みんなに 

 5. ジェンダー平等を

実現しよう 

 6. 安全な水と 

トイレを世界中に 

 

 

 

7. エネルギーを 

みんなに 

そしてクリーンに 

 8. 働き甲斐も 

経済成長も 

 9. 産業と技術革新

の基盤をつくろう 

 

 

 

10. 人や国の不平

等をなくそう 

 11. 住み続けられる

まちづくりを 

 12. つくる責任  

つかう責任 

 

 

 

13. 気候変動に 

具体的な対策を 

 14. 海の豊かさを 

守ろう 

 15. 陸の豊かさも 

 

守ろう 

 

 

 

16. 平和と公正を

すべての人に 

 17. パートナーシップ

で目標を達成

しよう 

  

 

３ 新たな基本政策と SDGs 

新たな基本政策でも、「健康寿命の延伸」「教育の充実」「まちづくり」「地球温暖化対策」

「資源循環型社会の構築」「平和都市の推進」など様々な施策の方向性を示しています。 

これらは、SDGs に合致するものであり、その目標達成につながるものと考えています。 

7



 

第 2 章 基本構想・総合計画の枠組み 

１．体系について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※１ 基本構想の想定期間は、令和１０年度から令和２９年度の２０年、 

     基本計画の計画期間は、令和１０年度から令和１９年度の１０年、 

     都市マスタープランの計画期間は、令和１０年度から令和２９年度の２０年、 

     但し、基本計画との整合性を図るため１０年ごと見直しを行う。 

※２ 基本計画には、新宿区人口ビジョン、新宿区総合戦略、新宿区情報戦略化計画 

及び、社会福祉法第１０７条に基づく「地域福祉計画」を包含する。 

  ※３ 都市マスタープランには、新宿区まちづくり長期計画を包含する。 

 

２．総合計画について 

総合計画は、基本計画と都市マスタープランの性格をあわせ持ち、一体的に策定するものとし

ています。基本構想審議会では「基本計画」、都市計画審議会では「都市マスタープラン」につい

て検討しているため、それぞれの計画が一体的になるように、主に関連する部分の考えを各審

議会において共有しながら進めてきました。この取組により、各審議会が作成した骨子案が、一

体的になるように整理しています。考え方を共有しながら作成した部分については別紙でまと

めています。 

 また、都市マスタープランは、「基本構想」に即して定めることが、都市計画法第１８条の２に規

定されていることから、基本構想審議会における基本構想の検討状況などを踏まえながら骨子

案を作成しました。 

  

新宿区基本構想 

新宿区総合計画 

新宿区実行計画 

基本計画 都市マスタープラン 

施策の方向性を示した行財政運営の指針 都市計画に関する方針 
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第２編 基本構想 
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第１章 めざすまちの姿 
 

 

 

 

【めざすまちの姿】 

『新宿力』でつながる、多彩なくらし、未来への躍動 

 

『新宿力』とは、自然や歴史、文化芸術、経済活動等を背景に、これまで新

宿が蓄積し培ってきた豊かな地域の力と、多様性、先端性を受容する、都

市としての懐の深さを背景に、新宿に集まる多種多様な人の持つ無限に広

がる未知のエネルギーを包括的に表現しています。 

この『新宿力』を原動力として、人と人、人と地域がつながり、多彩なくら

しを育みながら、活気と魅力にあふれる未来へ向かって躍動し続けるまち

を目指します。 

 

 

 

 

令和８年１１月９日の基本構想審議会 

において決定 
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第２章 基本理念 

３つの基本理念 

 

・次の世代が夢と希望を持てる社会をめざします 

新宿の土地、自然、歴史、文化などのまちの記憶を共有するとともに、今を生きる人だけでな

く、次の世代も、夢と希望を持って、心豊かに平和に生きることができる安定した社会をめざし

ます。そして、次の世代にも引き継いでいくことができる、将来にわたって持続可能な社会を

創っていきます。 

 

・一人ひとりを人として大切にする社会を築きます 

新宿区は、多くの人々が暮らし、働き、学ぶ場であり、また憩い、くつろぎ、楽しむ都市です。こ

の多様性と懐の深さを積極的にとらえ、区民一人ひとりが、互いの多様な個性を理解し合い、

認め合うとともに、地域の一員として共に生きていく福祉 社会を築きます。 

 

・多様な主体が連携し、ともに育む自治をめざします 

区民をはじめとする多様な主体がそれぞれの役割を担いながら連携し、互いの強みを活かした

協働を進め、誰もが地域社会の担い手として参画し、活躍できる自治の実現をめざします。 

 

 

 

令和８年１１月９日の基本構想審議会 

において決定 
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総合計画（基本計画・都市マスタープラン） 
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第３編 基本計画 

 
 

17



 

 

第１章 ６つの基本政策 

 

基本構想に掲げる、めざすまちの姿「                            」の実現に向け

て、総合計画では「６つの基本政策」を柱に施策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本政策のイメージ図 

めざすまちの姿 

基本政策 Ⅰ 

新宿の未来への継承と発展 

基本政策 Ⅱ 

誰もが自分らしく 

暮らせるまち新宿 

基本政策 Ⅲ 

新宿の高度防災都市化と 

安全安心の強化 

基本政策 Ⅳ 

住みやすさで選ばれるまち新宿 
（令和８年１１月９日の基本構想審議会 

において決定） 

基本政策 Ⅴ 

多彩なまち新宿の躍進 

基本政策 Ⅵ 

持続可能な区民サービス基盤の

強化 
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基本政策Ⅰ 新宿の未来への継承と発展 

 

少子化の進行や人口減少社会の到来を見据え、これからの新宿区を担う子どもたちや若者が、

夢と希望を持って成長し、活躍できる環境を整えることが重要です。また、安心して子育てでき

る環境づくりや教育環境の充実、安全・安心な居場所や遊び場の確保、子ども・若者の活動機会

の充実、多文化共生の推進、地域コミュニティの活性化に加え、平和を未来へ継承していく取組

が必要です。 

「基本政策Ⅰ 新宿の未来への継承と発展」では、これら子ども・若者と子育て家庭を支える施

策に取り組んでいきます。 

 

基本政策Ⅱ 誰もが自分らしく暮らせるまち新宿 

 

誰もが安心して住み慣れた地域で暮らし続けていくためには、健康で自分らしく生活でき、ス

ポーツを楽しめる環境を整えることが重要です。また、高齢者や障害者への支援、医療・福祉の

充実、地域でのつながりづくり、生活に困難を抱える方への支援などを通じて、区民一人ひとり

の暮らしを支える取組が必要です。 

「基本政策Ⅱ 誰もが自分らしく暮らせるまち新宿」では、これら健康づくりや福祉、地域での

支え合いなど、誰もが安心して住み続けられるまちを実現するための施策に取り組んでいきま

す。 

 

基本政策Ⅲ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

 

首都直下地震や風水害などの自然災害、感染症のまん延など、区民の生命と暮らしに重大な

影響を及ぼす危機に備えることが重要です。また、建築物の耐震化やまちの不燃化、防災体制の

強化、避難所や避難経路に関する情報発信、多言語対応、高齢者や障害者など要配慮者への支

援、感染症対策など、平時から区民の安全・安心を支える取組が必要です。 

「基本政策Ⅲ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化」では、これら災害や感染症などの危

機から区民の命と暮らしを守り、非常時にも安心して生活できるまちを実現するための施策に

取り組んでいきます。 
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基本政策Ⅳ 住みやすさで選ばれるまち新宿（令和８年１１月９日の基本構想審議会

において決定） 

 

区民が日常生活の中で安心して快適に暮らしていくためには、防犯や治安対策、生活環境の

改善、まちの清掃・美化に加え、誰もが利用しやすい道路・交通環境の整備や、みどりや公園など

の潤いある都市環境の充実など、身近な課題にきめ細かく対応することが重要です。また、ごみ

問題や生活マナーの向上、ポイ捨て対策、民泊・空き家対策に加え、脱炭素や資源循環など環境

に配慮した取組を進めるとともに、安全で快適に移動できる道路・交通環境の確保や、豊かで美

しいみどりの創造と魅力ある公園等の整備を進め、誰もが住みやすさを実感できるまちづくり

が必要です。 

「基本政策Ⅳ 住みやすさで選ばれるまち新宿」では、これら防犯・地域安全対策、生活環境の

向上、環境美化、誰もが利用しやすい道路・交通環境の整備、豊かで美しいみどりの創造と魅力

ある公園等の整備、脱炭素や資源循環など、区民の日常生活を支える施策に取り組んでいきま

す。 

 

基本政策Ⅴ 多彩なまち新宿の躍進 

 

新宿の魅力と活力をさらに高め、持続的に発展していくためには、新宿駅周辺をはじめとした

都市基盤の整備や、産業・観光の振興、文化芸術を楽しめる環境づくりが重要です。 

「基本政策Ⅴ 多彩なまち新宿の躍進」では、これら都市機能や地域資源を生かしたまちづく

り、産業・観光・文化芸術など、新宿の魅力と活力を創出する施策に取り組んでいきます。 

 

基本政策Ⅵ 持続可能な区民サービス基盤の強化 

 

将来にわたり良質で安定した行政サービスを提供していくためには、人口構造の変化や行政

需要の多様化に対応しながら、効率的で持続可能な行財政運営を進めることが重要です。また、

行政サービスのデジタル化や窓口手続の簡素化、相談体制の充実、分かりやすい情報発信、公共

施設の有効活用、財政情報の見える化などを通じて、区民にとって利用しやすく信頼される区

役所づくりが必要です。 

「基本政策Ⅵ 持続可能な区民サービス基盤の強化」では、これら区民サービスの向上、効果

的・効率的な行財政運営、公共施設マネジメント、デジタル技術の活用など、基本政策ⅠからⅤ

を支える行政基盤の強化に取り組んでいきます。 
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２章 計画内容のあらまし 

 

基本政策Ⅰ 新宿の未来への継承と発展 

個別施策１ 安心して子育てできる環境の充実 
子ども一人ひとりの権利が尊重され、自己肯定感を持ちながら安心して育ち、学び、自分らし

く成長できています。妊娠期から若者になるまで必要なサポートを受けながら、不安や困難を抱

えた場合にも孤立することなく、早い段階で支援につながっています。子どもの居場所が確保さ

れるなど、関係する機関や地域がそれぞれ連携することで、子育て家庭が地域の中で見守られ、

安心して子どもを生み育てることができています。 

 

個別施策２ 未来を担う子どもたちの『生きる力』を育む教育の推進 
子どもたちが自ら学び、考え、他者と関わりながら、行動できる「生きる力」を身に付けていま

す。どの子どもにも学ぶ機会が確保されるほか学校・家庭・地域とのつながりの中で、新宿への

愛着と誇りを持ちながら成長できています。 

 

個別施策３ 若者をはじめとした誰もがいきいきと活躍できる地域づくりの推進 
誰もが人として尊重され、性別や年齢、背景にかかわらず、自分らしい生き方や働き方を選び、

力を発揮できています。多様な価値観が認められ、暴力や差別のない関係の中で安心して暮ら

せています。若者も、地域や社会とのつながりの中で主体的に活躍するとともに、つまずきや困

難を経験した場合にも再び社会とつながり、自分の役割や希望を持って生活できています。 

 

個別施策４ 地域で活動する様々な主体がささえあう地域コミュニティの推進 
町会・自治会をはじめ、地域で活動する様々な主体が、地域課題を解決するために参加、協力、

連携し、安全・安心で快適な暮らしやすいまちの実現に向け取り組んでいます。 

誰もが地域コミュニティの一員として、地域の実状や課題に関心を持ち、町会・自治会をはじ

めとする地域活動を通して、皆で考え、行動し、解決することで、持続可能な地域コミュニティが

形成されています。 

国籍や民族等の異なる人々が互いの文化的違いを認め、理解し、地域で共に安心して生活す

ることのできる多文化共生の地域社会となっています。 

 

個別施策５ 平和都市の推進 
「新宿区平和都市宣言」の趣旨に基づき、戦争の悲惨さや平和の尊さについて、区民一人ひと

りの理解が深まっています。戦争の記憶や教訓が世代を超えて受け継がれ、子どもや若者を含

む幅広い世代が戦争の記憶と平和の大切さを学び続けています。 

 

 

 

 

 

21



 

 

 

 

 

 

基本政策Ⅱ 誰もが自分らしく暮らせるまち新宿 

個別施策１ 自分らしく生涯にわたり心身ともに健康で暮らせる取組の推進 
日常生活の中で自然に健康づくりを実践できる環境が整備され、年齢や背景に関係なく、こ

ころも身体も健やかに暮らしています。自分らしく暮らし続けていることが実感できる状態とな

っています。 

個別施策２ 誰もが生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむ環境の充実 
誰もが生涯を通じて学びやスポーツに親しみ、楽しみながら人とのつながりを大切にしていま

す。年齢や障害の有無、生活状況にかかわらず、多様な学びや交流の機会に触れられ、心身とも

に豊かな生活を送ることができています。学びやスポーツを通じて人と人とのつながりが育ま

れ、交流の輪が広がるとともに、地域の活力の創出と人々の生きがいづくりにつながっていま

す。 

 

個別施策３ 互いに支え合いながら暮らし続けられる地域包括ケアシステムの推進 
高齢者が住み慣れた地域で、健康づくりや社会参加を続けながら、自分らしい暮らしを保てて

います。認知症になったり、支援や介護が必要になっても孤立せず、本人の意思が尊重された生

活が続き、その人らしい最期が迎えられるよう地域の中で支え合っています。 

 

個別施策４ 障害者がいきいきと暮らし続けられる環境の整備 
障害の重度化、障害者の高齢化や親亡き後を見据えて、障害者が住み慣れた地域で尊厳を持

って暮らし続けられています。 

さらに、障害の有無によって分け隔てられることなく、誰もが生涯にわたって社会参加ができ

るように、区民が互いに支援し合っています。 

 

個別施策５ セーフティネットの機能強化 
障害や疾病、高齢化、失業等による生活困窮、ひきこもりや生きづらさなど様々な状態にあっ

ても、きめ細かな支援を提供するセーフティネットが的確に機能することで、区民一人ひとりが

尊重され、地域の中でその人らしく安心して心豊かに暮らし続けられています。 

 

個別施策６ 地域での生活を支える取組と総合的な地域福祉の推進 
誰もが意欲や能力、状況に応じて社会とのつながりや役割を持ち、地域で安定して暮らしてい

ます。働くことと住まうことの両面で生活基盤が保たれ、事情の違いによって暮らしの継続が妨

げられにくい状態です。地域で暮らし続けるための土台が確かなものになっています。 
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基本政策Ⅲ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化

個別施策１ 災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくり
地震や水害などの災害による被害が最小限に抑えられ、安全で強靭かつ環境に配慮した持続

可能な都市空間が形成されています。地域のつながりと多様な主体の連携のもと、区民が住み

慣れた地域で安心して快適に暮らし続けられる「逃げないですむ安全なまち」が実現しています。

個別施策２ 災害に強い体制づくり
地域、事業者、関係機関が連携し、災害時に適切に機能する地域防災体制が構築されていま

す。要配慮者や外国人住民を含む多様な区民が必要な情報や支援を得ながら、誰も取り残され

ることなく安心して暮らし続けられる環境が整っています。平時からの備えと地域の支え合いに

より、災害に強いまちが実現しています。

個別施策３ 感染症などから暮らしを守る体制の強化
感染症や食中毒、アスベストによる健康被害などの危機から区民の生命と健康が守られてい

ます。区民一人ひとりに正しい知識や必要な情報が適切に届けられ、平時から予防意識が根づ

くとともに、発生時にも落ち着いて行動できる環境が整っています。また、医療機関等との連携

のもと、都市のにぎわいと公衆衛生上の安全性が両立しています。

基本政策Ⅳ 住みやすさで選ばれるまち新宿（令和８年１１月９日の基本構想審議会

において決定）

個別施策１ 犯罪のない安全・安心なまちづくり
地域の特性に応じた防犯や安全対策が進み、区民や来街者が安心して過ごせるまちになって

います。東京都や警察、地域住民、地域団体、事業者、関係機関が連携し、犯罪や迷惑行為の発

生を防ぐ地域ぐるみの取組が定着しています。

また、社会の変化に応じた消費者対策が進み、若年層から高齢者まで誰もが必要な情報を得

ながら消費者被害を未然に防ぎ、安全・安心に暮らせるまちになっています。

個別施策２ 地域で安心して生活できる環境の整備
多様な人々が行き交う新宿において、にぎわいと暮らしやすさが両立し、地域で安心して生活

できる環境になっています。地域ごとの特性を踏まえたまちづくりが進み、生活ルールの共有や

住環境との調和が図られることで、住む人にも訪れる人にも安全で快適なまちになっています。

また、空家等や民泊を含む生活環境上の課題に適切に対応し、誰もが安心して暮らし続けら

れるまちになっています。

個別施策３ 心地よい快適なまちの実現（令和８年１１月９日の基本構想審議会において決定）

清潔で美しい街並みが保たれ、区民、事業者、来街者など多様な人々がルールやマナーを共有

しながら、快適に過ごしています。繁華街や駅周辺を含め、にぎわいのある都市空間と良好な生

活環境が調和し、誰もが安心して歩き、訪れ、楽しめるまちになっています。地域、事業者、行政

など多様な主体が協力することで、新宿の魅力と景観が支えられ、きれいで美しいまちであるこ

とが実感できています。
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個別施策４ 地球温暖化対策の推進 
「ゼロカーボンシティ新宿」の実現に向けた取組が進み、区民や事業者による環境負荷の少な

い暮らしや事業活動が定着しています。再生可能エネルギー電力等の導入や省エネルギー化と

あわせて、気候変動による影響を受けにくいまちづくりを進めることで、環境への配慮と都市の

活力が両立しています。脱炭素と気候変動への適応が一体的に進み、持続可能な「環境都市・新

宿」の姿となっています。 

 

個別施策５ 資源循環型社会の構築 
ごみの発生が抑えられ、資源が有効に活用される暮らし方や事業活動が地域に根づいていま

す。区民・事業者・行政がそれぞれの役割を果たし、環境負荷の少ない生活様式が広がっていま

す。まちの清潔さと持続可能性を支える資源循環型社会が形成されています。 

 

個別施策６ 誰もが利用しやすい道路・交通環境の整備 
誰もが安全かつ快適に移動できる道路・交通環境が整い、歩行者にもやさしい都市空間が実

現しています。道路の機能性、防災性、環境への配慮が両立し、誰もが円滑に移動できる面的・

一体的なバリアフリー化が図られ、かつ、地域の実情に合った交通手段も確保されることで、移

動の不便さや不安が軽減されています。高齢者をはじめ、住む人も訪れる人も、それぞれのニー

ズに応じて将来にわたり無理なく安心して移動できる、持続可能な環境が保たれています。 

 

個別施策７ 豊かで美しいみどりの創造と魅力ある公園等の整備 
誰もが身近にみどりや公園に親しみ、安心して憩い、過ごせています。新宿の貴重な水辺やみ

どりが次世代に受け継がれ、都市の快適性や魅力、防災性にもつながっています。歩きたくなり、

立ち寄りたくなる魅力ある都市空間が広がっています。 

 

 

基本政策Ⅴ 多彩なまち新宿の躍進 

個別施策１ 産業の持続的な発展に向けた支援 
新宿の多様な産業が社会経済環境の変化に対応しながら活力を維持し、事業活動における新

たな価値の創出や雇用の拡大につながっています。地域資源や多様な人材を活かし、地域課題

を解決する事業など新たな挑戦が生まれています。こうした産業の力が、地域経済の持続的な

発展を支えています。 

 

個別施策２ 商店街の魅力向上・活性化の推進 
商店街は、買い物の場としてだけでなく、人々の交流やにぎわいを生み出す地域の拠点とし

て機能しています。商店街ごとの特色や魅力が生かされ、多様な担い手が活動する活気ある商

店街が形成されるとともに、地域コミュニティとのつながりの中で、日常生活を支える身近な存

在として親しまれています。 

 

個別施策３ 多彩な文化芸術と歴史を活かしたまちの魅力の創造 
区民が文化芸術や歴史を身近に感じ、新宿ならではの魅力に触れながら暮らしています。ま

ちの記憶や文化芸術・歴史資源が受け継がれ、交流や賑わい、愛着や誇りにつながっています。

文化芸術と歴史が、暮らしの豊かさと都市の魅力を支える基盤になっています。 
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個別施策４ 区民の暮らしと調和のとれた国際観光都市・新宿としての魅力の向上 
各地域が持つ多様な資源を活用することで、区全体の魅力とブランド力が一層高まり、来街

者が地域を回遊しながら「新宿らしさ」を実感し、地域への愛着を育むことのできるまちとなっ

ています。 

新宿の大きな魅力である区内の商業地や繁華街では、地域の個性や魅力と安全・安心、環境

美化が調和し、地域内の多様な主体との連携のもと、区民も来街者も心地よく、安心して過ごせ

る快適な空間が保たれています。 

 

個別施策５ 回避性と利便性の向上による魅力的で歩きやすいまちづくり 
新宿駅をはじめとする主要駅周辺では、人中心の都市空間への再編と交通結節機能の強化が

進み、商業・文化・滞在機能の魅力が周辺地域へ自然に広がっています。官民が連携しながら、

回遊性と利便性に優れた歩行者ネットワークが形成され、誰もが歩きたくなる魅力的なまちと

なっています。 

また、年齢、性別、国籍、言語、個人の能力やライフスタイルにかかわらず、すべての人が安心

して快適に利用できる生活環境および公共空間が整っています。 

 

個別施策６ 地域特性を活かした持続可能で魅力ある都市空間づくり 
地域特性や魅力を十分に活かした地域主体のまちづくりにより、人々が住み、働き、学び、遊

び、そして世代を超えてつながる都市として、誰もが誇りと愛着がもてるまちになっています。 

あわせて、歴史的景観や自然景観と調和した個性的で美しい景観に配慮したまち、環境にや

さしく災害への対応力を備えた持続可能な都市空間が実現し、誰もが住みたくなる豊かで良好

な居住環境が整っています。 

 

 

基本政策Ⅵ 持続可能な区民サービス基盤の強化 

個別施策１ 行政サービスの強化 
区民一人ひとりが、必要な手続やサービスに迷うことなくたどり着き、自分に合った方法で、

いつでもどこでも利用できます。デジタル技術の利便性と対面支援の安心感が両立し、誰もが

安心して利用できる行政サービスが実現しています。 

 

個別施策２ 持続可能な行財政運営 
社会経済状況の変化や多様化・複雑化する行政需要に対し、民間活力、デジタル技術・AI 及び

データを活用しながら、効果的・効率的で質の高い区民サービスが安定的に提供されています。

また、地方分権改革や自治権拡充に向けた取組が進み、専門性と政策形成能力を備えた職員と

組織により、持続可能な区政運営が実現しています。 

 

個別施策３ 公共施設マネジメントの推進 
将来にわたって公共施設の必要な機能や安全性が確保されるとともに、区民が安心して公共

サービスを利用できています。財政負担との均衡を図りながら、時代の変化や区民ニーズに応

じた施設配置や機能の最適化が実現しています。また、持続可能な公共サービスを支える施設

基盤が確立されています。 
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第３章 施策の体系

基本政策Ⅰ 新宿の未来への継承と発展
個別施策１ 安心して子育てできる環境の充実

個別施策２ 未来を担う子どもたちの『生きる力』を育む教育の推進

個別施策３ 若者をはじめとした誰もがいきいきと活躍できる地域づくりの推進

個別施策４ 地域で活動する様々な主体がささえあう地域コミュニティの推進

個別施策５ 平和都市の推進

基本政策Ⅱ 誰もが自分らしく暮らせるまち新宿
個別施策１ 自分らしく生涯にわたり心身ともに健康で暮らせる

個別施策２ 誰もが生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむ環境の充実

個別施策３ 互いに支え合いながら暮らし続けられる地域包括ケアシステムの推進

個別施策４ 障害者がいきいきと暮らし続けられる環境の整備

個別施策５ セーフティネットの機能強化

個別施策６ 地域での生活を支える取組と総合的な地域福祉の推進

基本政策Ⅲ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化
個別施策１ 災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくり

個別施策２ 災害に強い体制づくり

個別施策３ 感染症などから暮らしを守る体制の強化

基本政策Ⅳ 住みやすさで選ばれるまち新宿（令和８年１１月９日の基本構想審議会

において決定）

個別施策１ 犯罪のない安全・安心なまちづくり

個別施策２ 地域で安心して生活できる環境の整備

個別施策３  心地よい快適なまちの実現（令和８年１１月９日の基本構想審議会において決定）

個別施策４  地域温暖化対策の推進

個別施策５ 資源循環型社会の構築

個別施策６ 誰もが利用しやすい道路・交通環境の整備

個別施策７ 豊かで美しいみどりの創造と魅力ある公園等の整備

基本政策Ⅴ 多彩なまち新宿の躍進
個別施策１ 産業の持続的な発展に向けた支援

個別施策２ 商店街の魅力向上・活性化の推進

個別施策３ 多彩な文化芸術と歴史を活かしたまちの魅力の創造

個別施策４ 区民の暮らしと調和のとれた国際観光都市・新宿としての魅力の向上

個別施策５ 回避性と利便性の向上による魅力的で歩きやすいまちづくり

個別施策６ 地域特性を活かした持続可能で魅力ある都市空間づくり

基本政策Ⅵ 持続可能な区民サービス基盤の強化
個別施策１ 行政サービスの強化

個別施策２ 持続可能な行財政運営

個別施策３ 公共施設マネジメントの推進
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第４章 基本政策で定める個別施策の内容 

基本政策Ⅰ 新宿の未来への継承と発展 

個別施策Ⅰ-１ 

安心して子育てできる環境の充実 

１．目指す姿 

子ども一人ひとりの権利が尊重され、自己肯定感を持ちながら安心して育ち、学び、自分らし

く成長できています。妊娠期から若者になるまで必要なサポートを受けながら、不安や困難を抱

えた場合にも孤立することなく、早い段階で支援につながっています。子どもの居場所が確保さ

れるなど、関係する機関や地域がそれぞれ連携することで、子育て家庭が地域の中で見守られ、

安心して子どもを生み育てることができています。 

 

２．現状と課題 

近年、少子化が急速に進む中、国や都では包括的な子育て支援の強化が図られています。一

方で、共働き世帯の増加や核家族化により、家庭のニーズは多様化・複雑化しています。新宿区

では、就学前児童人口や出生数の減少が続く一方、子育て家庭を取り巻く状況は多様化してお

り、保育サービスや学童クラブ、子どもの居場所づくりなどへのニーズも引き続き高い状況です。

ヤングケアラー支援を含めた児童虐待への対応など、支援を必要とする子どもや家庭への取組

も求められています。 

さらに、就学前児童の動向を見据えた持続可能な保育環境の確保や、学童クラブ等の定員超

過対策も引き続き重要です。 これらに対応し、子どもたちが健やかに育つ環境を整えるには、

子どもの権利を尊重しつつ、主体的な成長を支える環境整備が必要です。妊娠期から若者にな

るまでの切れ目のない支援や、ひとり親家庭等への相談体制の充実、多様な居場所づくりが求

められます。あわせて、子どもの成長を支える保育士等の資質の維持・向上も必要です。 行政、

関係機関、地域団体が連携してネットワークを構築し、親と子の育ちを共に支え、まち全体で子

育てを応援する体制を実現していくことが求められています。 

 

３． 全体の方向性 

子どもの権利を尊重し、子どもたちが自分らしく成長できる環境づくりを進めます。また、妊

娠期から若者になるまでの切れ目のない支援を行うとともに、持続可能な保育環境や子どもの

居場所を確保しつつ、支援職員の質の維持・向上を図ります。あわせて、関係機関や地域の連携

強化を通じて、安心して子育てできる環境を整えます。 

 

４． 個別の方向性 

27



 

 

＜子どもの権利の尊重と、子どもたちが主体性を持って成長できる環境づくり＞ 

⚫ 子どもの自己肯定感の高さを指標の一つとして継続的に把握し、子ども・子育て支援施策の

検証や改善につなげます。また、地域の中で子どもが主体となって活動できる機会を創出し、

自ら考え行動できる育ちを支援します。あわせて、施策の構築・展開にあたっては、子どもの

権利と利益に十分配慮するとともに、子どもの意見を聴き、その意見を踏まえながら施策を

検討する取組を進めます。 

 

＜子どもから若者へ成長するまでの切れ目のない支援のための取組＞ 

⚫ 子どもと家庭の総合相談窓口では、子どもとその家庭からあらゆる相談を受け、また虐待等

による人権侵害から子どもを守るため、関係機関と連携し、相談内容に応じた総合的な支援

を行います。 

⚫ 児童虐待の未然防止に向けて、従来の普及啓発に加え、保護者と直接関わりながら支援を行

うなど、児童虐待予防の取組を強化します。家庭の状況に応じた継続的な関わりを通じて、早

期の気づきと予防的支援につなげます。 

⚫ 乳幼児期から学齢期まで、福祉、保健、教育、医療などの関係機関や地域の支援者が連携し、

保護者とともに子どもの発達を支援します。また、就学期以降も、子どもの個性と育ち、多様

性について周囲の理解啓発を進め、社会の中で活躍できるよう支えます。 

⚫ 社会生活を円滑に営むうえで困難を有する若者に対しては、家族関係や進路等の悩みの相談

を受け、関連する 18 の窓口が「子ども・若者総合相談」として連携し、それぞれの状況に応じ

た適切な支援につないでいきます。 

 

＜妊娠期からの子育て支援＞ 

⚫ 経済的支援と伴走型相談支援を一体的に実施し、必要な支援につなげます。また、「こども家

庭センター」の取組を通じて、児童福祉部門と母子保健部門が連携し、早期から計画的かつ継

続的な支援を行います。妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援により、安心して子

育てできる環境づくりを進めます。 

 

＜持続可能な保育環境の確保＞ 

⚫ 就学前児童人口の動向や地域の状況等を注視しながら、必要が生じた場合には保育施設の整

備や再編を検討するとともに、多様な保育サービスを引き続き提供します。量の確保にとどま

らず、将来的な需要の変化や地域ニーズ、保育の質や届きやすさも見据え、持続可能な保育環

境の確保を進めます。 

 

＜子どもの成長を支える職員の質の向上＞ 

⚫ 子どもの成長を支える職員については、子どもの発達に応じて充実したサービスの提供がで
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きるよう、職員の確保も含めた保育所等の適正な運営を支援するとともに、保育士や学童ク

ラブ指導員などの職員の資質の維持・向上及び専門性をより高める取組を継続的に行います。 

 

＜子どもの居場所づくり＞ 

⚫ 児童館や学童クラブなどの子どもの居場所については、既存施設を活用しながら、子どもた

ちが安全・安心に過ごせる環境の確保を進めます。また、様々な事情を有する子どもとその家

庭を対象に、関係機関と連携し、生活習慣の形成や学習支援等を行える環境づくりを支援し、

子どもの健全な育成を図っていきます。 

 

＜ひとり親家庭の支援の充実＞ 

⚫ ひとり親家庭の相談窓口をワンストップで実施するほか、より相談しやすい窓口づくりを進め、

個々の世帯状況に応じた継続的・計画的な寄り添い型の支援を行います。就労、家計、住まい、

子育てなど複合的な課題を抱える世帯が必要な支援に円滑につながれるよう、相談のしやす

さと支援の継続性の両面から、取組体制の充実を図ります。 

 

＜親と子の育ちの場をつくる子育て支援＞ 

⚫ 子どもの育ちに対する支援が親の成長にもつながるよう、取組や事業の充実を図ります。ま

た、親子がともに過ごし、学び、交流できる場や機会を広げることで、子育ての不安や孤立の

軽減につなげ、地域の中で親と子の育ちを支え合える環境づくりを進めます。 

 

＜関係機関の連携による支援の強化＞ 

⚫ 新宿区子ども家庭・若者サポートネットワークを通じて、関係機関がそれぞれの役割や機能を

発揮できるよう、区が調整機関となって連携を強化します。また、研修や周知啓発等により専

門性の向上を図り、妊娠期から若者になるまでを対象とした切れ目のない支援に取り組みま

す。 

 

＜地域で支える子育て支援体制の構築＞ 

⚫ 子育て支援のネットワークの構築を図るとともに、子育て支援活動への区民参加を促し、地域

全体で子どもと子育て家庭を支える体制づくりを進めます。また、子どもが参加できる場の

充実に向けて、子育て支援団体と協働しながら取組を進め、地域のつながりを生かした支援

の充実につなげます。 

 

＜子育て家庭の福祉の向上と子どもたちの生きる力の育成＞ 

⚫ 子育て家庭の福祉の向上と子どもの生きる力の育成については、区だけで取り組むのではな

く、子ども未来基金を活用した助成事業等によって、子どもの育ちを支援する区民や団体の
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自主的な活動を後押しすることを通じて、子どもの体験や地域とのつながりの機会を確保し

ていきます。 

 

＜子育て支援情報の発信＞ 

⚫ 子育ての楽しさや大切さを広く発信し、子育てをしていない人にも理解と共感を広げるこ

とで、まち全体で子育てを応援する気運を醸成します。そのため、区ホームページや子育て

情報ガイド「新宿はっぴー子育てガイド」などの広報媒体を活用し、子育てに関する情報を

分かりやすく発信していきます。 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地域福祉計画  ● 地方版総合戦略 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画 ● 教育ビジョン 

⚫ 男女共同参画推進計画  ● 高齢者保健福祉計画 

⚫ 介護保険事業計画  ● 健康づくり行動計画 

⚫ 国民健康保険データヘルス計画 ● 特定健康診査等実施計画 

⚫ 自殺対策計画  ● ホームレスの自立支援等に関する推進計画 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 ● 感染症予防計画 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅰ-２ 

未来を担う子どもたちの『生きる力』を育む教育の推進 

１．目指す姿 

子どもたちが自ら学び、考え、他者と関わりながら、行動できる「生きる力」を身に付けていま

す。どの子どもにも学ぶ機会が確保されるほか学校・家庭・地域とのつながりの中で、新宿への

愛着と誇りを持ちながら成長できています。 

 

２．現状と課題 

変化の激しい現代社会において、子どもたちが自ら学び、考え、行動できる「生きる力」を育む

ことは、教育の普遍的な使命です。教育現場には、一人ひとりの個性や状況に応じた指導を行う

とともに、多様な他者と協働しながら課題を解決する力を育てることが求められています。 

新宿区においては、不登校傾向にある児童・生徒の増加や、特別な支援を必要とする児童・生

徒への対応など、教育ニーズの多様化が進んでいます。こうした中、一人ひとりの状況に応じた

学びの機会の確保や安心して学べる環境づくり、多様な学びを支える体制の充実が求められて

います。また、学校（園）施設の計画的な更新や長寿命化等への対応を進めるとともに、ICT を

効果的に活用しながら、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図っていく必要がありま

す。 

あわせて、教員が子どもと向き合う時間を確保し、質の高い教育活動を継続できるよう、勤務

環境の改善や研修機会の充実を進めることも重要です。さらに、地域の多様な人材の参画を促

し、家庭や地域と連携した開かれた学校づくりを進めることで、子どもたちの学びと成長を社会

全体で支えていくことが求められています。 

 

３． 全体の方向性 

新宿区教育ビジョンの 3 つの柱である「子ども一人ひとりの『生きる力』をはぐくむ質の高い

学校教育の実現」、「新宿のまちに学び、家庭や地域とともにすすめる教育の実現」、「時代の変

化に対応した、子どもがいきいき学ぶ教育環境の実現」のもと、教育施策を着実に推進し、子ど

もたちが未来を切り拓いていく力を伸ばしていきます。 

 

４． 個別の方向性 

＜子ども一人ひとりの「生きる力」をはぐくむ質の高い学校教育の実現＞ 

⚫ 児童・生徒がタブレット端末を日常的に活用し、各学校における「個別最適な学び」「協働的な

学び」の一層の充実を図ります。やむを得ず登校できない場合にもオンラインによる学習指導

を行い、学習機会を確保するとともに、生成 AI 等に関わる教育内容の充実や情報モラル、メ

ディアリテラシーの育成強化を進めます。 
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また、子ども一人ひとりを権利の主体として尊重し、その意見や考え方を大切にした教育を推

進します。 

 

＜新宿のまちに学び、家庭や地域とともにすすめる教育の実現＞ 

⚫ 地域ぐるみで子どもの一貫した成長を支え、今後の地域社会を担う人材の育成へとつなげる

ため、地域の多様な人材の参画を促し、開かれた学校づくりを推進します。また、様々な地域

資源の活用を図ることで、新宿のまちの特性を生かすとともに、多様な形態による家庭の教

育力の向上を支援します。 

 

＜一人ひとりの子どもが豊かに学べる教育環境の整備＞ 

⚫ やむを得ず登校できない児童・生徒や家庭にひきこもりがちな児童・生徒に対して、ICT を活

用した学習支援や多様な学びの場の活用により、社会的自立に向けた学習面・生活面の支援

をさらに充実します。 

⚫ 特別な支援を必要とする児童・生徒に対しては、特別支援教育推進員の配置、アセスメントツ

ールの活用、自閉症・情緒障害特別支援学級の設置・運営等により、個別の教育的ニーズに応

じた適切な支援を推進ます。あわせて、多様性の包摂の視点を踏まえ、障害の有無や国籍に

かかわらず、一人ひとりの子どもが豊かに学べる教育環境の充実に取り組んでいきます。 

 

＜学校の教育力の強化＞ 

⚫ 教員の勤務環境の改善・充実を図り、教員が心身ともに充実するとともに、研修や学ぶ時間を

十分確保し、仕事にやりがいと誇りを持ちながら質の高い教育活動を実施できるようにしま

す。そのうえで、「チーム学校」全体で子どもの主体的な学びを支え、一人ひとりの学びを最大

限に引き出します。 

 

＜教育環境の整備・充実＞ 

⚫ 子どもたちが安全・安心に学び続けることができるよう、園児・児童・生徒数の動向等に注視

しながら、区立幼稚園を適切に運営するとともに、学校施設の長寿命化を基本とした整備を

推進します。また、特別な支援を必要とする児童・生徒等に対する学習環境の整備を適切に行

います。 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

32



 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略          ● 子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 教育ビジョン                  ● 区立幼稚園のあり方の見直し方針     

⚫ 新宿区立小・中学校の通学区域、学校選択制度適正規模及び適正配置の基本方針 

⚫ 男女共同参画推進計画          ● 健康づくり行動計画 

⚫ 自殺対策計画                     ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 関連する主な個別計画 
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⚫ 個別施策Ⅰ-３  

若者をはじめとした誰もがいきいきと活躍できる地域づくりの推進 

１．目指す姿 

誰もが人として尊重され、性別や年齢、背景にかかわらず、自分らしい生き方や働き方を選び、

力を発揮できています。多様な価値観が認められ、暴力や差別のない関係の中で安心して暮ら

せています。若者も、地域や社会とのつながりの中で主体的に活躍するとともに、つまずきや困

難を経験した場合にも再び社会とつながり、自分の役割や希望を持って生活できています。 

 

２．現状と課題 

多様な価値観を互いに尊重し、誰もが性別や背景に関わらず能力を発揮できる社会の実現は、

持続可能なまちづくりの基盤です。近年、ワーク・ライフ・バランスの重要性が広く認識される一

方で、ジェンダー平等や多様性の尊重は、社会全体へさらに浸透させていく必要があります。新

宿区における各種アンケート等からも、地域や職場での多様性推進を求める声が寄せられてい

ます。しかし、方針決定の場や管理職層における女性の参画は十分とは言えず、さらなる促進が

課題です。また、仕事と子育て・介護の両立に悩む区民も多く、働きやすい職場環境の整備や、

男性の家事・育児参加を後押しする機運の醸成が求められています。 誰もがいきいきと活躍で

きる地域をつくるには、制度的支援と意識改革を両輪で進めることが不可欠です。性別や背景

にかかわらず、多様な人材が能力を発揮できる環境づくりや、あらゆる暴力や差別を許さない

社会の実現に向けた取組を進めていく必要があります。あわせて、仕事と生活の調和を図りな

がら誰もが活躍できる環境づくりに加え、多様な視点が地域や組織の意思決定に反映される仕

組みづくりも求められています。さらに、若者が地域や社会の中で主体的に活躍できる環境づく

りや、多様な意見を地域づくりや区政に反映できる機会の充実も求められています。 

 

３． 全体の方向性 

ジェンダー平等と多様性を尊重する地域社会の実現に向けて、制度的支援と意識改革を両輪

として取組を進めます。あわせて、暴力の防止、ワーク・ライフ・バランスの推進を通じて、誰もが

尊重され活躍できる地域づくりを進めます。 

 

４． 個別の方向性 

＜ジェンダーに基づくあらゆる暴力の防止＞ 

⚫ 性犯罪・性暴力、配偶者等からの暴力、ストーカー行為、セクシュアル・ハラスメント等は個人の

尊厳を著しく踏みにじる重大な人権侵害であることを踏まえ、「同意のない性的な行為は性暴

力である」という認識を社会全体で共有し、あらゆるジェンダーに基づく暴力を容認しない地

域づくりに向けた啓発を推進します。 
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＜性別に偏りのない区政への参画促進＞ 

⚫ 区は特定事業主として、職員・職場の意識改革を図り、仕事と子育て・介護の両立を支援しま

す。さらに、性別にかかわらず職員の個性と能力が存分に発揮され、働きやすく、活躍できる

環境づくりに取り組むことで、政策・方針決定過程を含む区政における職員の参画を促進しま

す。 

 

＜ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進＞ 

⚫ ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度と育児支援制度の活用により、働きやすい職場環

境づくりに向けた支援を行うほか、性別にかかわらず家事・育児や介護への参加を促す支援

を行います。また、社会情勢や企業ニーズを的確に捉えた企業のワーク・ライフ・バランスへの

理解促進を進めます。 

 

＜男女共同参画の推進と多様な生き方を認め合う社会づくり＞ 

⚫ 性別にかかわらず政策・方針決定過程への参画を促進するとともに、あらゆる分野において

希望に応じて能力を十分に発揮できるよう、情報提供や支援を行います。また、ワーク・ライ

フ・バランス推進企業認定制度の取組を通じて、男女共同参画社会の実現を目指します。 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画           ● 男女共同参画推進計画 

⚫ 職員スマートワーキング・アクションプラン    ● 高齢者保健福祉計画 

⚫ 健康づくり行動計画                   ● 自殺対策計画  

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅰ-４ 

地域で活動する様々な主体がささえあう地域コミュニティの推進 

１．目指す姿 

町会・自治会をはじめ、地域で活動する様々な主体が、地域課題を解決するために参加、協力、

連携し、安全・安心で快適な暮らしやすいまちの実現に向け取り組んでいます。誰もが地域コミ

ュニティの一員として、地域の実状や課題に関心を持ち、町会・自治会をはじめとする地域活動

を通して、皆で考え、行動し、解決することで、持続可能な地域コミュニティが形成されています。 

国籍や民族等の異なる人々が互いの文化的違いを認め、理解し、地域で共に安心して生活す

ることのできる多文化共生の地域社会となっています。 

 

２．現状と課題 

人口減少や少子高齢化、ライフスタイルの多様化により地域のつながりが希薄化する中、新宿

区では町会・自治会の担い手の高齢化や加入率低下に加え、マンション住民の地域コミュニティ

への参加が進みにくいことなど、地域コミュニティを取り巻く課題が生じています。持続可能な

地域社会の実現に向けて、町会・自治会への継続的な支援やマンション管理者等との連携による

コミュニティ形成、多様な主体との協働を進め、地域全体で支え合うコミュニティづくりが求めら

れます。 

一方、外国人が多い新宿区では、生活習慣の違いによるトラブルへの懸念や、外国人の孤立

防止、地域参加の促進が課題となっています。このため、多言語での情報提供や相談、日本語学

習支援、生活ルール・マナーの周知を強化するとともに、イベントや防災訓練等への参加を促し、

双方向の交流を通じた多文化共生を進める必要があります。 

 

３． 全体の方向性 

地域の実情に即したまちづくりを進めるため、多様な主体との連携を基盤に、制度の柔軟な

運用と現場対応力の強化を通じて、地域課題の解決に向けたまちづくりを進めます。あわせて、

多言語による情報提供や生活ルールの周知等を通じて、外国人も安心して活躍できる多文化共

生の地域づくりを進めます。 
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４． 個別の方向性

＜町会・自治会活性化への支援（町会・自治会及び地域活動への支援）＞

⚫ 町会・自治会ごとに課題を分析し、様々な施策を組み合わせた継続的な支援を行うとともに、

複数の地域団体が連携した事業への支援や好事例の共有を通じて、多様な主体との連携を進

めます。

⚫ 「新宿区未来につなぐ町会・自治会ささえあい条例」に基づき、マンション住民等と地域との接

点づくりやコミュニティ形成への支援を進め、担い手確保や地域活動の活性化につなげます。

＜多様な主体との協働の推進＞

⚫ 協働支援会議や助成交付団体の意見をもとに、助成交付団体等の評価方法や活動状況、情報

共有の手法を検証します。

⚫ 検証結果を踏まえ、効果的・効率的に事業を展開することにより、NPO 団体等とともに区が

抱える課題の解決に取り組みます。区民や民間が主体となるコミュニティづくりの可能性も意

識しながら、協働の質向上につなげます。

＜多文化共生の基盤整備と交流促進＞

⚫ 外国人住民への多言語等による情報提供や相談窓口の運営、日本語学習支援に加え、生活ル

ールやマナーの周知啓発を進め、生活上の不安やトラブルを防ぎ、外国人も日本人も安心して

暮らせるよう取り組みます。

⚫ 外国人が地域コミュニティの一員として参加できるよう、イベントや祭り、清掃、防災訓練等の

情報発信を充実するとともに、日本人が外国文化に触れ交流できる機会を広げ、相互理解と

支え合いの促進につなげます。

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

５． 各主体の主な役割（例示） 

37



 

 

 

⚫ 地域福祉計画                    ● 地方版総合戦略 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画        ● 男女共同参画推進計画 

⚫ 地域との協働推進計画           ● 町会・自治会活性化推進プラン 

⚫ マンション管理適正化推進計画      ● マンション等まちづくり方針 

⚫ 高齢者保健福祉計画            ● 健康づくり行動計画 

⚫ 自殺対策計画                      ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅰ-５ 

平和都市の推進 

１．目指す姿 

「新宿区平和都市宣言」の趣旨に基づき、戦争の悲惨さや平和の尊さについて、区民一人ひと

りの理解が深まっています。戦争の記憶や教訓が世代を超えて受け継がれ、子どもや若者を含

む幅広い世代が戦争の記憶と平和の大切さを学び続けています。 

 

２．現状と課題 

新宿区は昭和 61 年に「新宿区平和都市宣言」を行い、他自治体と共に核兵器廃絶に向けた取

組を行うとともに、戦争の悲惨さや平和の尊さの思いを共有するための取組を進めてきました。 

しかし、戦後長い年月が経過し、戦争を直接経験した方が少なくなる中、次世代を担う若者に

対して、戦争体験を伝え、戦争の悲惨さや平和の尊さを継承していくことが特に大切な時期に

なっています。平和な未来を次世代へ着実に引き継ぐためには、幅広い世代に届く効果的な手

法を展開するとともに、平和啓発を一過性の取組にとどめず、日常的な学びにつなげていく必

要があります。引き続き、区民に対して平和の普及啓発事業を実施するとともに、戦後 80 年・

平和都市宣言 40 周年の節目に作成した戦争体験談集を活用するなど戦争の悲惨さや平和の

尊さを次世代へ継承する取組が求められます。あわせて、未来を担う児童・生徒が自分自身の問

題として捉え、自ら考える機会を創出できるよう、学校教育等を通じた平和教育の普及啓発を

一層充実させることが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

平和都市としての理念を次世代へ継承していくため、戦争の悲惨さと平和の尊さを伝える普

及啓発を進めます。あわせて、戦争体験談集を活用した継承や平和教育の充実を図るなど、幅

広い世代が平和を学び、考える機会を創出し、平和への意識を根づかせます。 

 

４． 個別の方向性 

＜平和都市の推進＞ 

⚫ 「新宿区平和都市宣言」の趣旨を踏まえ、区民一人ひとりが平和の大切さと戦争の悲惨さを認

識し、平和を守っていく意識を高めるため、様々な事業を通じて普及啓発に取り組みます。 

⚫ 戦争体験談のデジタルアーカイブの活用や平和教育の普及啓発を通じて次世代への継承を進

めるとともに、子どもや若者をはじめとした幅広い世代が、平和の大切さや戦争の歴史を日

常的に学び考える機会の充実を図ります。 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 教育ビジョン 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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基本政策Ⅱ 誰もが自分らしく暮らせるまち新宿 

個別施策Ⅱ-１ 

自分らしく生涯にわたり心身ともに健康で暮らせる取組の推進 

１．目指す姿 

日常生活の中で自然に健康づくりを実践できる環境が整備され、年齢や背景に関係なく、こ

ころも身体も健やかに暮らしています。自分らしく暮らし続けていることが実感できる状態とな

っています。 

 

２．現状と課題 

「人生 100 年時代」を迎え、単に寿命を延ばすだけでなく、健康上の問題なく生活できる「健

康寿命」の延伸が社会全体のテーマです。また、こころの健康や社会的なつながりを通じた総合

的な健やかさへの関心も高まっています。新宿区は医療機関が充実している一方、健康不安や

介護への将来不安を抱える人も少なくありません。 

新宿区ではフレイル予防や生活習慣病対策等を展開し成果を上げていますが、参加者が一部

の層に偏る傾向があり、働く世代や若年層への効果的なアプローチが課題です。また、孤立から

くるこころの健康や女性特有の健康課題など、ライフステージに応じた対応も求められています。

誰もが自分らしく心身ともに健康で暮らせるまちを実現するため、幅広い世代が日常で気軽に

健康づくりに取り組める環境整備が必要です。 

 

３． 全体の方向性 

区民の健康寿命の延伸に向け、対象者に応じた支援の充実と地域・関係機関との連携強化を

図ります。また、課題に応じた多面的なアプローチと地域・専門機関との連携を通じて、より実効

性の高い健康支援体制の構築を進めます。 

 

４． 個別の方向性 

＜気軽に健康づくりに取り組める環境整備＞ 

⚫ 健康ポイント事業やいきいきウォーク等の事業の周知やアプリ機能の拡充などにより、幅広い

世代の区民が運動を楽しいと感じられるよう健康づくりに参加するきっかけをつくります。 

 

＜高齢期の健康づくりと介護予防・フレイル予防の推進（高齢期の健康づくりと介護予防・フレイ

ル予防事業）＞ 

⚫ 区オリジナル 3 つの体操・トレーニングの普及啓発を効果的に行い、高齢者の特性に応じた健

康づくりや介護予防・フレイル予防を地域に広く浸透させます。 

⚫ イベント等を通じ若い世代の介護予防・フレイル予防への関心を高めます。また、地域貢献を
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考えている民間企業等の協力を得ながら、地域のリーダーを育成するとともに、必要な支援

を行い、住民主体の活動の活性化を図ります。 

 

＜高齢期の健康づくりと介護予防・フレイル予防の推進（高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施事業）＞ 

⚫ 低栄養などの改善を目的とした訪問や電話等によるハイリスクアプローチを行うとともに、地

域の通いの場など様々な場に出向き、健康教育や健康相談等を行うポピュレーションアプロ

ーチを実施することで、介護予防・フレイル予防を推進します。 

 

＜食育の推進＞ 

⚫ イベントでのブース出展や食育講演会、広報やホームページなど様々な媒体を活用し、1 日に

必要な野菜の摂取量の周知啓発を行います。また、毎月 8 日の「しんじゅく野菜の日」の発信

や、「食」を通じた健康づくりネットワーク、各種給食施設との連携により、野菜を多く摂れる食

環境づくりを進めます。 

 

＜生活習慣病の予防＞ 

⚫ 糖尿病予防に向けて、講演会やイベントの開催等による普及啓発を行います。 

⚫ 糖尿病性腎症等の重症化予防事業において、かかりつけ医と連携した保健指導の実施、参加

勧奨の工夫、専門職からの働きかけ等を通じ、参加者数の増加を図ります。 

⚫ 特定健康診査の実施に当たり、未受診者への受診勧奨や受診後の生活習慣病治療中断者に

対する通知指導・電話指導について、より効果的な事業手法を検討・実施することで、健康寿

命の延伸と医療費の適正化を推進します。 

 

＜女性の健康支援＞ 

⚫ 女性のための健康セミナーの開催や出前講座の実施のほか、区ホームページやリーフレットな

ど様々な媒体を用いた普及啓発を行い、女性が生涯を通じて健康で充実した日々を過ごせる

よう支援します。 

 

＜こころの健康づくり＞ 

⚫ 心のサポーター養成研修の活用や地域イベントでの冊子配布等により、こころの健康に関する

普及啓発を強化します。 

⚫ 精神保健福祉連絡協議会や精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る課題検

討会の開催を通じて関係機関とのネットワークを強化します。また、精神保健相談や保健師に

よる随時相談を実施し、こころの不調への早期対応を図ります。 
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＜自殺総合対策＞ 

⚫ ライフステージや性差に応じた自殺対策を進めるとともに、地域連携の強化、様々な問題や悩

みに応える相談体制の充実、ICT の活用を推進することによって、「誰も自殺に追い込まれる

ことのない社会」の実現を目指します。 

 

＜生涯を通じた歯と口の健康づくり＞ 

⚫ 学齢期においては学校における歯科健康教育等を通じて、子どもが自ら望ましい歯科保健行

動をとれるよう支援します。 

⚫ 区民一人ひとりが歯と口の健康に関する正しい知識を得られるよう、普及啓発を通じてかか

りつけ歯科医の定着を図るとともに、専門家による口腔管理を促進し、主体的に歯と口の健

康に取り組むことができるよう支援します。施設を利用している障害者については、専門職が

指導・助言を行うことが効果的な口腔ケアにつながることから、区・施設、関係団体・歯科診療

所が連携し、障害者の歯と口の健康づくりの支援に取り組みます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地域福祉計画 ● 地方版総合戦略 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画 ● 教育ビジョン 

⚫ 男女共同参画推進計画 ● 高齢者保健福祉計画 

⚫ 介護保険事業計画 ● 健康づくり行動計画 

⚫ 国民健康保険データヘルス計画 ● 特定健康診査等実施計画 

⚫ 自殺対策計画 ● ホームレスの自立支援等に関する推進計画 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 ● 感染症予防計画 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅱ-２ 

誰もが生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむ環境の充実 

１．目指す姿 

誰もが生涯を通じて学びやスポーツに親しみ、楽しみながら人とのつながりを大切にしていま

す。年齢や障害の有無、生活状況にかかわらず、多様な学びや交流の機会に触れられ、心身とも

に豊かな生活を送ることができています。学びやスポーツを通じて人と人とのつながりが育ま

れ、交流の輪が広がるとともに、地域の活力の創出と人々の生きがいづくりにつながっていま

す。 

 

２．現状と課題 

人生 100 年時代を迎え、健康寿命の延伸に向けた関心が高まる中、日常的にスポーツに親し

む機会や生涯学習の重要性が増しています。また、誰もが分け隔てなく参加できるインクルーシ

ブな環境づくりも社会全体で求められています。 

新宿区では、スポーツ施設や生涯学習施設が一定程度整備されており、学習・スポーツ活動な

どを楽しむ環境についても一定の評価を得ています。一方で、スポーツ施設や図書館等の老朽

化への対応に加え、スポーツ活動を行う場の確保や、障害の有無や年齢等にかかわらずスポー

ツや学習活動に参加できる環境の整備が課題となっています。さらに、読書や学習活動を支え

る図書館機能の充実など、多様なニーズに応じた取組が求められています。 

誰もが生涯にわたり学びやスポーツに親しみ、心身ともに豊かな生活を送るためには、多様な

参加機会の提供と継続的に取り組める仕組みづくりに加え、学習環境や図書館サービスの充実

を通じて、より多くの区民が気軽に学び、スポーツができる環境づくりを進めていく必要があり

ます。 

 

３． 全体の方向性 

ライフステージに応じた学習やスポーツの機会を創出するとともに、パラスポーツの普及によ

る障害理解の促進や多様なニーズを踏まえた施設整備・機能の充実により、誰もが気軽に学び

やスポーツに親しめる環境づくりを推進します。また、学びやスポーツを通じた地域活動への参

加や交流を促進するとともに、地域団体の育成・連携を強化することで、地域のコミュニティの

活性化を図ります。 

 

４． 個別の方向性 

＜スポーツ環境の整備＞ 

⚫ 区民一人ひとりのライフステージやスポーツへの関わり方に応じて、スポーツへの興味・関心

を高める取組や、スポーツを始めるきっかけとなる場や機会を創出します。また、子どもから
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高齢者まで、区民のスポーツ活動が継続的なものとなるよう、指定管理者やスポーツ関係団

体等と連携し、地域でスポーツに親しめる環境づくりを進めます。 

⚫ 障害のある方が気軽にスポーツを楽しめる場や機会を充実させるとともに、パラスポーツの

普及や障害理解の促進を通じて、スポーツを通じた共生社会の実現を目指します。 

⚫ スポーツ関連団体や地域団体、多様な主体との連携を進め、スポーツを通じた交流や地域コ

ミュニティの活性化につながる取組を推進します。 

⚫ スポーツ施設を計画的に整備し機能強化を図り、利用者の安全性・快適性を向上させ、多様な

利用者ニーズに対応したスポーツ環境の整備を推進します。 

⚫ トップアスリートやプロスポーツチーム等との連携を通じて、スポーツへの関心を高めるとと

もに、地域のにぎわいや交流の創出につなげます。 

 

＜生涯学習の推進＞ 

⚫ 世代やライフスタイル等に応じた多様な生涯学習事業を展開し、区民が学ぶことへの関心を

高め、生涯にわたり学び続けられる環境づくりを進めます。 

⚫ 生涯学習館や文化・歴史施設等を活用し、区民が気軽に学び、交流できる場や機会を充実さ

せます。 

⚫ 活動団体への支援や地域人材とのマッチングを通じて、生涯学習活動の活性化を図るととも

に、新たな活動への参加を促進します。 

⚫ 学習成果を発表・共有する機会を充実させることで、学習意欲の向上と区民同士の交流を促

進し、学びを通じた地域コミュニティの活性化につなげます。  

 

＜新中央図書館等の建設＞ 

⚫ ICT の急速な進展等、公立図書館を取り巻く環境の変化を踏まえながら、図書館運営協議会

における意見交換や先進自治体の視察を通じ、時代にふさわしい図書館のあり方についての

検討を継続します。また、紙と電子書籍それぞれの特性を生かした資料の提供を行うなど、利

用者の利便性向上を図ります。  

 

＜子ども読書活動の推進＞ 

⚫ 家庭・地域や関係部署と連携し、「新宿区子ども読書活動推進計画」に掲げる取組を推進して

いきます。  

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画 ● 教育ビジョン 

⚫ 男女共同参画推進計画 ● 高齢者保健福祉計画 

⚫ 健康づくり行動計画 ● 自殺対策計画 

⚫ スポーツ環境整備方針 ● 図書館基本方針 

⚫ 子ども読書活動推進計画 ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅱ-３ 

互いに支え合いながら暮らし続けられる地域包括ケアシステムの推進 

１．目指す姿 

高齢者が住み慣れた地域で、健康づくりや社会参加を続けながら、自分らしい暮らしを保てて

います。認知症になったり、支援や介護が必要になっても孤立せず、本人の意思が尊重された生

活が続き、その人らしい最期が迎えられるよう地域の中で支え合っています。 

 

２．現状と課題 

高齢者を取り巻く生活環境やニーズが多様化する中、だれもが住み慣れた地域で最期まで自

分らしく暮らせるよう、「地域包括ケアシステム」のさらなる深化が社会基盤として求められてい

ます。新宿区では、単身や高齢者のみの世帯が増加し、社会的孤立への懸念が高まっています。

区民からも安心して暮らせるまちづくりや福祉人材の確保を望む声が寄せられています。また、

認知症高齢者の増加に伴い、本人とその家族が地域で孤立せずに暮らせる環境づくりも急務と

なっています。これらの課題に対応し、実効性の高いケアシステムを構築するには、行政だけで

なく、地域住民や関係機関など多様な主体が世代を超えて支え合う仕組みが必要です。あわせ

て、介護保険サービスの基盤整備を着実に進めるとともに、「認知症サポーター」等の養成で地

域支援体制を拡充します。さらに、「高齢者総合相談センター」のアウトリーチ強化や、ICT を活

用した医療と介護の連携ネットワークの推進により、身近で利用しやすい支援体制を発展させる

ことが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

地域包括ケアシステムのさらなる深化に向けて、医療・介護・介護予防・住まい・生活支援が一

体となった体制づくりを進めます。あわせて、多様な主体による支え合い、介護基盤の整備、認

知症高齢者への支援、相談機能の充実、在宅医療・介護連携の強化を通じて、住み慣れた地域で

暮らし続けられる環境を整えます。 

 

４． 個別の方向性 

＜地域で支え合うしくみづくりの推進・多様な主体による支え合いの推進＞ 

⚫ 生活支援コーディネーターや社会福祉協議会と連携し、地域支え合い普及啓発イベントや講座

等を実施するとともに、住民や地域の多様な主体が世代や分野を超えて地域課題を解決でき

るしくみづくりに取り組みます。 

⚫ 高齢者等支援団体の立ち上げ支援や活動継続のためのコーディネートをしています。また、ボ

ランティア・ポイント事業の拡大等により、地域が主体となって支え合う担い手の育成を進め

ます。  
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＜介護保険サービスの提供と基盤整備＞ 

⚫ 多様化するニーズに対応するため、整備補助を活用した民設民営による地域密着型サービス

の整備や、特別養護老人ホーム及び併設ショートステイの整備を進め、必要なサービス基盤の

確保を着実に図ります。 

⚫ 質の高い介護保険サービスを提供するため、区内介護サービス事業所に対し、介護人材の育

成・確保等の支援を行っていきます。 

 

＜認知症高齢者への支援体制の充実＞ 

⚫ 認知症の人とその家族を応援する「認知症サポーター」の養成を進めるとともに、地域での活

動の担い手となる「オレンジの輪」の登録者を増やしていきます。 

⚫ 認知症介護者家族会等の運営支援や地域での普及啓発活動を通じて、認知症の人と家族を

地域全体で支える体制の充実を図ります。 

 

＜高齢者総合相談センターの機能の充実＞ 

⚫ 高齢者総合相談センター（地域包括支援センター）は、アウトリーチによる相談支援や、地域ケ

ア会議等を活用した様々な関係機関とのネットワーク強化に取り組むことにより、地域での認

知度を高め、重層的な支援ニーズに的確に対応できるよう機能の充実を図ります。 

⚫ 介護者同士の交流の促進や、介護者に向けた相談体制の充実により、介護者支援の取組を進

めていきます。 

 

＜在宅医療・介護連携ネットワークの推進＞ 

⚫ 新宿区医師会が運営する「新宿区医療連携システム（新宿きんと雲）」を始めとする様々なICT

システムを状況に応じて活用できるよう関係機関に働きかけることにより、在宅医療を支え

る多職種のネットワークを構築します。 

⚫ 各相談窓口の役割や相談対応等を分かりやすく周知し、利用しやすい相談体制を整えること

で、在宅医療・介護連携の実効性向上につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

⚫ 地域福祉計画 ● 地方版総合戦略 

⚫ 高齢者保健福祉計画 ● 介護保険事業計画 

⚫ 健康づくり行動計画 ● 自殺対策計画 

⚫ ホームレスの自立支援等に関する推進計画 ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

 

 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅱ-４ 

障害者がいきいきと暮らし続けられる環境の整備 

１．目指す姿 

障害の重度化、障害者の高齢化や親亡き後を見据えて、障害者が住み慣れた地域で尊厳を持

って暮らし続けられています。 

さらに、障害の有無によって分け隔てられることなく、誰もが生涯にわたって社会参加ができ

るように、区民が互いに支援し合っています。 

 

２．現状と課題 

国では、障害者等の地域生活の支援体制の充実や障害者の就労支援等の更なる推進を図る

ため、障害者総合支援法の改正が行われたほか、障害者差別解消法の改正により合理的配慮の

提供が義務化されるなど、障害者の権利擁護や社会参加の推進に向けた環境整備が進められて

います。その一方で、新宿区のアンケート等でも、障害者向け福祉サービスの充実や、精神・身体

に負担を抱える人々への配慮を求める声が寄せられています。また、地域で暮らし続けるための

情報支援の不足や、相談・支援体制の拡充、生活の拠点となる住まいや就労機会の確保が、引き

続き向き合うべき課題として指摘されています。障害のある方がいきいきと暮らし続けられる

環境を整備するため、区は継続的に障害理解啓発に取り組んでいます。その上で、基幹相談支援

センター等を中心とした相談窓口と事業所間のネットワークを強化し、日常の困りごとに寄り添

える地域生活支援体制を構築します。同時に、生活継続の基盤となる障害者グループホームの

設置を促進し、企業等と連携した就労支援を一層強化することが求められます。 

 

３． 全体の方向性 

障害のある人が地域で安心していきいきと暮らし続けられるよう、相互に人格と個性を尊重

し合う共生社会の実現と障害理解の促進を進めます。あわせて、地域生活支援体制の推進、ライ

フステージに応じた支援、就労支援の充実、施設等からの地域生活移行への支援、グループホー

ムの設置促進への取組を通じて、安心して生活し社会参加できる環境を整えます。 

 

４． 個別の方向性 

＜障害者の地域生活支援体制の推進＞ 

⚫ 基幹相談支援センターと地域生活支援拠点を中心とした相談支援体制を推進し、障害者やそ

の家族がいつでも相談でき、地域で安心して暮らし続けられるよう支援します。 

⚫ 事業所間の連携強化を進め、障害者を地域で支えるための相談支援等のネットワークを推進

し、地域生活を支える基盤の充実を図ります。 

⚫ 障害者が必要とするサービスを利用できる環境づくりのため、サービス提供体制の促進に向
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けて検討していきます。 

 

＜障害を理由とする差別の解消の推進＞ 

⚫ 区民や事業者への啓発など、障害を理由とする差別を解消するための取組を推進します。 

 

＜障害者グループホームの設置促進＞ 

⚫ 地域で安心して生活を継続できるよう、区が障害者グループホームの設置促進を行います。 

 

＜障害者就労支援の促進＞ 

⚫ 障害者の就労の機会拡大を図るとともに、安心して働き続けられるよう、障害者の自立と社

会参加を一層促進します。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地域福祉計画 ● 地方版総合戦略 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画 ● 自殺対策計画 

⚫ 障害者計画 ● 障害児福祉計画 

⚫ 障害福祉計画 ● ホームレスの自立支援等に関する推進計画 

⚫ 無電柱化推進計画 ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

⚫ 新宿中央公園魅力向上推進プラン ● 清潔できれいなトイレづくりのための指針 

⚫ ユニバーサルデザインまちづくりガイドライン 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅱ-５ 

セーフティネットの機能強化 

１．目指す姿 

障害や疾病、高齢化、失業等による生活困窮、ひきこもりや生きづらさなど様々な状態にあっ

ても、きめ細かな支援を提供するセーフティネットが的確に機能することで、区民一人ひとりが

尊重され、地域の中でその人らしく安心して心豊かに暮らし続けられています。 

 

２．現状と課題 

当区は周辺区と比べ単身世帯の割合及び住宅コストが高いという特徴から、生活基盤が不安

定になるリスクが比較的高いと言えます。また、経済的困窮に加え、社会的孤立やひきこもりな

ど、区民が抱える生活上の困難は複雑化・複合化していることから、関係機関と連携し、対象者

の多様な背景・状況に合わせた総合的な支援を提供していく必要があります。 

また、都市部特有の見えにくいホームレスや、ひきこもりの長期化とその家族の高齢化問題な

ど、行政の支援につながりにくい層へのアプローチも大きな課題となっています。さらに、生活

困窮世帯の子どもが、将来への夢と希望を持ち、多様な進路を自ら考え、選択できる環境の充

実が必要です。 

生活に困難を抱える方々が、地域の中で自立した生活を営み、その人らしく安心して暮らして

いくため、生活困窮者や生活保護受給者、ホームレスへの自立・就労支援を進めるとともに、支

援につながりにくい層への多方面からのアプローチを展開することが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

生活に困難を抱える方々が地域で自立した生活を営み、その人らしく安心して暮らせるよう、

近隣自治体を含む関係機関と連携し、対象者の多様な背景・状況に合わせた支援を提供すると

ともに、アウトリーチに工夫を凝らし、セーフティネットの機能強化を図ります。 

 

４． 個別の方向性 

＜生活困窮者の自立支援の推進＞ 

⚫ 多様化・複雑化する生活困窮者の課題に対し、関係部署・関係機関と連携しながら、一人ひと

りの状況に応じて各種支援事業を活用した包括的な支援を行います。仕事、住まい、家計など

の複合課題を総合的に捉え、必要な支援につながりにくい世帯への接続も意識しながら、自

立に向けた支援を進めます。 
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＜ホームレスの自立支援の推進＞ 

⚫ 「新宿区第 V 期ホームレスの自立支援等に関する推進計画」に基づき、ホームレスの実態把握

や広報・周知機能の強化、人権啓発等の各種施策とともに、ホームレスの自立に向けた支援を

推進します。自立支援には、居住支援の視点も踏まえ、地域理解の促進と生活再建につながる

支援を進めます。 

 

＜生活保護受給者の自立支援の推進＞ 

⚫ 就労支援に加えて、個別の事情に応じた就労意欲の喚起や日常生活習慣の改善を総合的か

つ段階的に支援することで、経済的自立のみならず、日常生活・社会生活の自立を図ります。 

 

＜生活困窮世帯の子どもへの学習支援の推進＞ 

⚫ 貧困の連鎖を防止するため、高校や大学・専門学校等への進学等、本人の希望を踏まえた多

様な進路が選択できるよう環境を改善します。学習支援にとどまらず、日常生活や進路選択

の相談に応じることで信頼関係を構築し、子どもが将来への夢や希望を自然に抱けるよう支

援を推進します。 

 

＜ひきこもりの方や家族等への支援＞ 

⚫ ひきこもりや生きづらさで悩む方やその家族に対し、その人のペースに合わせて相談に応じ、

的確な支援策につなげていきます。また、都や関係機関・団体と連携しながら、相談員の支援

スキルを向上させていきます。 

⚫ ひきこもりや生きづらさで悩む当事者が安心して過ごすことができる居場所づくりや、同じ悩

みをもつ家族同士が情報交換を行える家族会の開催を進めます。 

 

＜支援につながりにくい層へのアプローチの推進＞ 

⚫ 必要な支援につながりにくい層に対し、関係機関と連携した多方面からのアプローチを展開

し、信頼関係をつくっていくことで、各種支援施策につながりやすい環境を整えます。相談窓

口での対応だけでなく、アウトリーチや周知活動を工夫することで、様々な支援対象者との接

点づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

⚫ 地域福祉計画 

⚫ 地方版総合戦略 

⚫ 高齢者保健福祉計画 

⚫ 自殺対策計画 

⚫ ホームレスの自立支援等に関する推進計画 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅱ-６ 

地域での生活を支える取組と総合的な地域福祉の推進 

１．目指す姿 

誰もが意欲や能力、状況に応じて社会とのつながりや役割を持ち、地域で安定して暮らしてい

ます。働くことと住まうことの両面で生活基盤が保たれ、事情の違いによって暮らしの継続が妨

げられにくい状態です。地域で暮らし続けるための土台が確かなものになっています。 

 

２．現状と課題 

少子高齢化が進む中、地域の活力を維持し持続可能なまちづくりを進めるためには、多様な

背景を持つ人々が意欲や能力に応じて活躍できる環境整備が不可欠です。また、生活の最も基

本的な基盤である「住まい」の確保と安定は、すべての人が安心して暮らすための大前提となり

ます。多様な人々が暮らす新宿区においては、障害者、高齢者、若者、女性等一人ひとりの状況

応じたきめ細やかな就労支援が求められています。また、高齢者や障害者などの要配慮者が民

間賃貸住宅への入居を断られてしまうケースが存在するなど、安心して住み続けられる住環境

の確保に困難を抱えている実態が課題です。誰もが地域で安定した生活を営めるよう、区は支

援を必要とする方々と企業等の受け入れ側の双方に対するアプローチを強化する必要がありま

す。また、マンションの適正な維持管理では、小規模・高経年のマンションは管理組合や管理規約

を持たないなどの管理不全になりやすいことが多く、管理の適正化を図る必要があります。 

 

3. 全体の方向性 

誰もが地域で安定した生活を営み、社会の中で役割を持って暮らせるよう、多様なニーズに

応じた就労支援と住まいの安定確保を進め、地域生活を支える基盤を強化します。 

また、安全で快適な住環境の確保に向けて、マンションの適正管理支援やマンションまちづく

り施策を通じた良好な住環境づくりに取り組みます。 

 

４． 個別の方向性 

＜誰もが活躍できる就労支援＞ 

⚫ 障害者、高齢者、若年非就業者及び女性など多様な対象者の就労ニーズに応じた支援を充実

させるとともに、企業等の受入れ環境の整備促進や関係機関との連携強化を図り、求職者と

企業等との効果的なマッチング等、就労準備から就労定着までの幅広い支援を行うことで、

多様な働き方の実現につなげていきます。 

 

＜高齢者や障害者等の住まい安定確保＞ 

⚫ 高齢単身世帯の増加、民営借家の住宅ストック数の上昇傾向が続いている一方で、単身高齢
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者などの要配慮者に対しては、大家の拒否感が大きいことから、大家・住宅確保要配慮者の双

方が安心して入居できる仕組みづくりが必要です。助成制度がより効果的に利用されるよう、

様々な周知方法や周知媒体を活用するなど、利用促進策を踏まえ、引き続き助成を行ってい

くほか、高齢者等の住宅確保要配慮者の入居を拒まないセーフティネット住宅や居住サポート

住宅の確保に向け、居住支援協議会を通じた検討を進めていきます。 

 

＜マンションの適正な維持管理及び再生への支援＞ 

⚫ 小規模・高経年のマンションを含め、管理不全の兆候があるマンションへの助言・指導を行い、

管理の適正化を推進します。管理組合への啓発や WEB による情報提供を進めるとともに、

管理計画認定制度を通じて管理水準の向上を図ります。 

 

＜新宿区マンション等まちづくり方針に基づくマンションまちづくり施策＞ 

⚫ 「大規模マンション及び都市開発事業に係る市街地環境の整備に関する条例」を施行し、区と

開発事業者等が連携して良好な市街地環境の形成や防災性の向上等を図るとともに、「新宿

区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例」の改正施行により、近隣トラブルの

防止や持続可能な住環境の形成につなげます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

⚫ 地域福祉計画 ● 地方版総合戦略 

⚫ マンション管理適正化推進計画 ● マンション等まちづくり方針 

⚫ 高齢者保健福祉計画 ● 自殺対策計画 

⚫ ホームレスの自立支援等に関する推進計画 ● 地域防災計画 

⚫ 住宅マスタープラン 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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基本政策Ⅲ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

個別施策Ⅲ-１ 

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくり 

１．目指す姿 

地震や水害などの災害による被害が最小限に抑えられ、安全で強靭かつ環境に配慮した持続

可能な都市空間が形成されています。地域のつながりと多様な主体の連携のもと、区民が住み

慣れた地域で安心して快適に暮らし続けられる「逃げないですむ安全なまち」が実現しています。 

 

２．現状と課題 

気候変動による風水害の激甚化や首都直下地震など、自然災害リスクが年々高まる中、被害

を最小限に抑え迅速に回復できる強靭な都市基盤の構築が社会全体の課題です。新宿区では

防災まちづくりが進む一方で、地震時の倒壊・延焼リスクを抱える木造住宅密集地域が依然とし

て存在します。また、道路や橋、公園、擁壁など高度経済成長期に整備された都市インフラの老

朽化が進行しており、適切な維持管理・更新が急務です。さらに、局地的な集中豪雨による浸水

被害への備えも欠かせません。「逃げないですむ」安全なまちを実現するため、区はインフラの計

画的整備と制度的支援を両輪で進める必要があります。地図データベース等を活用した住宅の

耐震化促進や、木造住宅密集地域の不燃化、再開発を活用した防災空間の創出が求められます。

あわせて、細街路の拡幅や無電柱化、道路・公園施設・橋梁の長寿命化を推進するとともに、水

位警報装置の DX 化等による総合的な水害対策を展開し、災害に強い都市環境を構築していく

ことが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

災害に強い安全なまちの実現に向けて、制度的支援の拡充とインフラの計画的整備を両輪と

して進めます。あわせて、耐震化、不燃化、再開発、細街路整備、無電柱化、道路・公園・橋の防災

性向上、水害対策を総合的に進め、逃げないですむ安全なまちづくりを推進します。 

 

４． 個別の方向性 

＜建築物等の耐震性強化＞ 

⚫ 地図データベース等を活用して耐震性能を有しないと考えられる住宅を把握し、耐震診断や

耐震改修の重点的な個別啓発と情報提供の充実を図ることで、建築物等の耐震化を進めます。 

⚫ 気候変動による豪雨や災害リスクも踏まえ、擁壁やがけの所有者への適切な維持管理の啓発

や、改修が必要な箇所への支援制度の活用促進を行い、安全性の向上につなげます。 
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＜木造住宅密集地域の防災性強化＞ 

⚫ 老朽住宅等の建替えによる不燃化や道路整備の促進を図り、木造住宅密集地域の再編を通じ

て、災害に強く、良好な住環境の形成を行います。防災性向上と住環境整備を両立させる視

点から、建替えや道路整備を着実に進め、密集市街地の改善につなげます。 

 

＜再開発による市街地の整備＞ 

⚫ 市街地再開発事業等を活用した良質な建築物への建替えや道路・公園の整備等、面的なまち

づくりを支援し、災害に強いだけでなく、グリーンインフラや再生可能エネルギー等にも配慮し

た環境に優しい都市空間を構築します。 

⚫ 市街地再開発組合等への指導・助言などを通じて、進捗に応じた支援を行い、防災性、利便性、

環境性能を高める市街地整備を進めます。 

 

＜細街路の拡幅整備＞ 

⚫ 防災性を高める街路ネットワークを形成するため、区道整備に合わせた L 型側溝等が未後退

の敷地への声かけによる整備や、地区計画など他のまちづくり事業と連携した啓発活動を進

めます。防災性向上に加え、住民への周知や合意形成にも配慮しながら、細街路の拡幅整備を

進めます。 

 

＜道路の無電柱化整備＞ 

⚫ 災害時における避難や救急活動の円滑化を図るため、広域的に防災拠点までのアクセスルー

トの無電柱化を進めます。「防災」の観点を重視しつつ、「安全・快適」「景観」の観点も踏まえ、

総合的な評価から路線を選定し優先的に整備します。 

⚫ 再開発等の機会も捉えて積極的に無電柱化を促進し、防災性、景観性、快適性を兼ね備えた

道路環境の形成につなげます。 

 

＜道路・公園の防災性の向上＞ 

⚫ 道路・公園擁壁を対象として、道路法等に基づき 5 年に 1 回の専門的な点検調査を行い、必

要に応じて補修・改修を行うことで、安全性を確保します。平時の安全性に加え、災害時の機

能確保にもつながるよう、予防保全の考え方に基づいた維持管理を進めます。 

 

＜まちをつなぐ橋の整備＞ 

⚫ 定期点検の結果や修繕の進捗状況を踏まえ、橋りょう長寿命化計画の見直しを図りながら予

防保全型管理を行うほか、民間ノウハウや新技術の活用、橋りょうの集約化・撤去等の検討に

より、効率的・効果的な取組を進めます。財政負担の軽減・平準化を図りつつ、安全な維持管

理を行います。 
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＜水害対策＞ 

⚫ 神田川、妙正寺川の河川改修や下水幹線の整備を都に働きかけ促進するとともに、道路の透

水性舗装や浸透ますなどの雨水流出抑制施設の整備、水害対策に関する啓発活動等により、

総合的な治水対策を促進します。 

⚫ 水位警報装置や河川監視カメラの DX 化に取り組み、監視業務の効率化と災害リスク・コスト

低減を両立させながら、河川監視や情報発信を強化します。 

 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略 ● 高齢者保健福祉計画 

⚫ 地域防災計画 ● 国民保護計画 

⚫ 事業継続計画 ● 国土強靭化地域計画 

⚫ 無電柱化推進計画 ● 災害廃棄物処理計画 

⚫ 耐震改修促進計画 ● 新宿中央公園魅力向上推進プラン 

⚫ 清潔できれいなトイレづくりのための指針 ● 建築行政マネジメント計画 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針 ● 新宿の新たなまちづくり 

⚫ 新宿の拠点再整備方針 ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想 ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 ● 西新宿地区再整備方針 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅲ-２ 

災害に強い体制づくり 

１．目指す姿 

地域、事業者、関係機関が連携し、災害時に適切に機能する地域防災体制が構築されていま

す。要配慮者や外国人住民を含む多様な区民が必要な情報や支援を得ながら、誰も取り残され

ることなく安心して暮らし続けられる環境が整っています。平時からの備えと地域の支え合いに

より、災害に強いまちが実現しています。 

 

２．現状と課題 

近年、地震に加え、台風や豪雨など自然災害の激甚化・頻発化や災害リスクの多様化が進み、

平時からの備えと実効性ある対応体制の重要性が一層高まっています。国は、避難所環境の改

善や在宅避難者支援、要配慮者支援、地域防災力の向上を重視しており、東京都も情報発信や

防災アプリの活用などを進めています。 

新宿区では、防災訓練や備蓄、マンション防災、要配慮者支援、帰宅困難者対策などを進めて

きましたが、都市部特有の人口集積やマンション居住の増加、地域特性の違いなどを踏まえ、災

害時に適切に機能する防災体制の構築が引き続き重要です。特に、高齢者や障害者、外国人住

民など、多様な区民への対応を含め、地域の実情に応じた備えが求められています。 

また、地域コミュニティの担い手不足などにより、災害時の支え合いの基盤が変化しています。

今後は、区民一人ひとりの防災意識を高めるとともに、地域、事業者、関係機関が連携し、誰も

取り残さない地域防災体制を強化していく必要があります。 

 

３． 全体の方向性 

災害時の多様な課題に対応できるよう、地域、事業者、関係機関が連携した実効性の高い防

災体制を構築します。平時からの訓練や備え、情報伝達、避難所運営、要配慮者支援の充実を通

じて、誰も取り残さない地域防災体制の強化を図ります。 

 

４． 個別の方向性 

＜防災意識と地域の防災力の向上＞ 

⚫ 地域防災計画等に基づき、災害に対応できる組織体制の構築や帰宅困難者対策、復興支援な

ど、総合的な防災対策の推進を図ります。 

⚫ 避難所運営管理協議会を中心に、地域の実情に応じた実効性の高い訓練を実施するとともに、

避難所開設キットを活用した訓練を推進します。また、中学校の生徒と連携した避難所防災訓

練を実施し、避難所運営体制の強化を図ります。 

⚫ 防災区民組織やマンション管理組合等による自主防災活動を支援し、地域防災力の向上を図

60



 

 

ります。 

⚫ 小学校の児童に対しては、出前授業の実施などを通じて、防災意識の向上を図ります。 

⚫ 在宅避難に向けて日頃からの備えを促進するとともに、起震車等の体験型啓発を活用し、区

民や事業者の防災意識の向上を図ります。 

⚫ 豪雨や猛暑、富士山噴火などの災害リスクを考慮した災害対策の強化を図ります。 

 

＜災害情報の伝達体制の強化＞ 

⚫ 災害時における情報収集及び伝達用として設置した防災行政無線をはじめとする災害情報支

援システムの機能維持を図るため、耐用年数に応じた計画的な更新や、将来のニーズ・社会環

境の変化を踏まえたシステムの再構築を検討します。 

⚫ 多様な媒体の活用や受け手特性への配慮も意識しながら、災害情報の伝達体制を強化します。 

 

＜避難所運営体制の充実＞ 

⚫ プライバシーに配慮した生活空間の確保や衛生環境の向上など、避難所生活環境の充実を図

ります。 

⚫ 各避難所のマニュアル改定を推進するとともに、改定内容を踏まえた避難所訓練を実施する

など、女性の視点等を踏まえた避難所運営体制の充実を図ります。 

⚫ 避難所等に配備している物資のうち、賞味・使用期限を迎える物資の更新を計画的に行い、高

齢者、障害者、外国人等に配慮しながら、実効性のある避難所運営につなげます。 

 

＜要配慮者支援の充実＞ 

⚫ 要配慮者災害用セルフプランやあんしん手帳の作成を通じて、要配慮者の自助や共助の取組

を推進します。 

⚫ 要配慮者の特性に応じて福祉避難所の備蓄物資を充実させ、要配慮者の受入体制の強化を

図ります。 

⚫ 避難所開設・運営訓練を実施し、福祉避難所の運営体制の確保と、災害時における要配慮者

支援体制の充実を図ります。 

⚫ 災害時に安否確認や必要な支援が円滑に行えるよう、災害時要援護者名簿を警察・消防・防

災区民組織等に事前に提供するとともに定期的に更新を行います。 

⚫ 災害時の避難に支援が必要な方一人ひとりについて、災害が発生したときにスムーズに避難

等の支援が行えるよう、あらかじめ支援者等を決めておく個別避難計画の作成を進めます。 

 

＜マンション対策＞ 

⚫ マンション特有の揺れを体験できる地震動シミュレータによる訓練や、防災講話、防災資機材

助成を継続して実施し、マンション住民の防災意識向上と自主防災組織の結成・活動を促進し
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ます。

⚫ 中高層マンションへの戸別訪問を通じて、エレベーター用防災キャビネットの現物支給や防災

備蓄品購入助成の周知、防災講話を実施し、マンションにおける備えの充実と災害対応力の

向上を図ります。

＜帰宅困難者対策＞

⚫ オフィスビル等の開発案件に対して、都市計画部門と連携しながら帰宅困難者一時滞在施設

のスペース確保を働きかけることで、災害時における受入体制の充実を図ります。

⚫ 新宿駅周辺防災対策協議会を中心に、訓練やセミナー、講習会を継続的に実施することで、事

業者や関係機関の対応力向上を図り、帰宅困難者対策における地域防災力の向上につなげま

す。

＜災害医療体制の充実＞

⚫ 緊急医療救護所等に備蓄している医薬品・医療資機材について、品目や運用方法の検討を医

師会、歯科医師会、薬剤師会等と連携して進めることで、災害時に必要な医療を円滑に提供で

きる体制の充実を図ります。

⚫ 協定締結病院と、医師会・歯科医師会・薬剤師会等と連携した緊急医療救護所訓練を実施し、

関係機関の連携強化と実践的な対応力の向上を図ります。

＜被災者生活再建支援体制の強化＞

⚫ 災害時における被災者生活再建支援体制の強化に向けて、タブレット端末を活用した実践的

な住家被害認定調査モバイルシステム研修や応急危険度判定研修等を継続的に実施します。

これにより、被害認定や応急危険度判定業務の迅速化・精度向上を図り、被災者への円滑な生

活再建支援につなげます。

＜災害廃棄物処理体制の強化＞

⚫ 災害時に発生する災害廃棄物については、「新宿区災害廃棄物処理計画」に基づき、迅速かつ

適正な処理を行います。また、災害時に、より実践的に対応できるよう、23 区、清掃一部事務

組合、東京都と連携し、処理体制の検討を進めます。

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地域福祉計画   ● 地方版総合戦略 

⚫ マンション管理適正化推進計画  

⚫ マンション等まちづくり方針  ● 高齢者保健福祉計画 

⚫ 地域防災計画   ● 国民保護計画 

⚫ 事業継続計画   ● 国土強靭化地域計画 

⚫ 災害廃棄物処理計画   ● 災害時受援応援計画 

⚫ 震災復興マニュアル   ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針  ● 新宿の新たなまちづくり 

⚫ 新宿の拠点再整備方針  ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョ 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 ● 西新宿地区再整備方針 

⚫ 四谷駅前地区まちづくり誘導方針 ● 飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン 

 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅲ-３ 

感染症などから暮らしを守る体制の強化 

１．目指す姿 

感染症や食中毒、アスベストによる健康被害などの危機から区民の生命と健康が守られてい

ます。区民一人ひとりに正しい知識や必要な情報が適切に届けられ、平時から予防意識が根づ

くとともに、発生時にも落ち着いて行動できる環境が整っています。また、医療機関等との連携

のもと、都市のにぎわいと公衆衛生上の安全性が両立しています。 

 

２．現状と課題 

新型コロナウイルス感染症の経験を経て、未知の感染症や健康危機事象に平時から備え、発

生時に迅速に対応できる「健康危機管理体制」の重要性が再認識されています。また、日々の食

の安全・安心の確保や、アスベストによる健康被害の未然防止に向けた取組も、区民の健康と安

全な暮らしを支える重要な要素です。 

多数の飲食店が集積し、国内外から多くの人々が訪れる新宿区は、感染症の拡大や食中毒な

ど公衆衛生上のリスクが高まりやすい環境にあります。一方で、感染症対策への関心や感染予防

行動は低下傾向も見られており、平時からの備えや正しい知識の普及を継続していくことが求

められています。加えて、建築物の解体・改修等に伴うアスベストの飛散防止や、関連制度の活

用を促すための周知も求められています。 

区民の生命と健康を守るためには、医療機関等との強固なネットワークの構築や、正確で分か

りやすい情報の迅速な提供に加え、感染症発生時を想定した訓練や地域医療体制の整備を進め

ることが必要です。また、予防接種に関する丁寧で分かりやすい情報提供の強化や、時期や対象

に応じた効果的な食品衛生啓発を通じて、区民が適切な予防行動を取れる環境づくりを進めて

いくことが重要です。また、アスベストによる健康被害防止に向けた周知啓発を進めることが重

要です。 

 

３． 全体の方向性 

感染症や健康危機事象から区民の生命と健康を守るため、平時からの備えと発生時の迅速な

対応を支える健康危機管理体制の整備を進めます。あわせて、地域医療機関との連携強化、訓

練や普及啓発、丁寧な予防接種情報の提供、食品衛生の効果的な啓発、アスベストによる健康被

害防止に向けた周知を通じて、安全に暮らせる環境の確保を進めます。 

 

４． 個別の方向性 

＜新型インフルエンザ等対策の推進・感染症予防関係法令に基づくまん延防止対策及び健康診

断等（結核等）＞ 
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⚫ 感染症に関する基本的な情報や感染予防策、感染症の発生状況などについて、継続的かつ適

時に分かりやすい情報提供を行うとともに、区民に対する正しい知識の普及啓発に努めます。

実施にあたっては、双方向型のコミュニケーションを推進します。 

⚫ 感染症予防計画及び新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、感染症発生時を想定した

研修・訓練や連絡会の開催を通じて、地域医療体制の整備を進めます。 

 

＜予防接種＞ 

⚫ 予防接種については、予診票に同封する案内や区ホームページ、SNS 等を活用し、より丁寧

で分かりやすい情報提供を実施します。制度周知に加え、区民の関心や懸念にも配慮しなが

ら、接種しやすい環境づくりにつながる情報発信を進めます。 

 

＜食品衛生の普及啓発＞ 

⚫ 食品衛生の普及啓発では、食中毒が発生しやすい時期に合わせた広報活動を行うほか、多く

の区民が参加するイベントへの出展を通じて、直接区民への働きかけを行います。効果を検証

しながら啓発手法の見直しと改善を図り、より効果的な普及啓発につなげます。 

 

＜アスベスト対策＞ 

⚫ アスベスト対策として、調査員派遣や除去等工事助成を促進させるため、アスベストの危険性

や助成等制度の周知啓発活動に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 健康づくり行動計画 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 

⚫ 感染症予防計画 

 

７． 関連する主な個別計画 
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基本政策Ⅳ 住みやすさで選ばれるまち新宿（令和８年１１月９日の基本構想審議会

において決定） 

個別施策Ⅳ-１ 

犯罪のない安全・安心なまちづくり 

１．目指す姿 

地域の特性に応じた防犯や安全対策が進み、区民や来街者が安心して過ごせるまちになって

います。東京都や警察、地域住民、地域団体、事業者、関係機関が連携し、犯罪や迷惑行為の発

生を防ぐ地域ぐるみの取組が定着しています。 

また、社会の変化に応じた消費者対策が進み、若年層から高齢者まで誰もが必要な情報を得

ながら消費者被害を未然に防ぎ、安全・安心に暮らせるまちになっています。 

 

２．現状と課題 

都市のにぎわいと利便性を支える一方で、防犯や消費者被害への対応は、大都市に共通する

重要課題となっており、特殊詐欺や SNS を通じた消費者被害など、犯罪の手口は多様化・巧妙

化しており、社会の変化に応じた対策が求められています。 

新宿区では、防犯・地域安全対策が区政への要望として最も高く、区民の関心の強い分野とな

っています。また、在勤者や若年層を含め、歌舞伎町をはじめとする繁華街の治安や夜間の安全、

客引き行為などへの不安が見られることから、安全・安心に暮らせる環境づくりが求められてい

ます。一方で、地域防犯活動の担い手の確保も課題となっています。さらに、消費生活相談件数

は増加傾向にあり、近年はデジタル化の進展に伴い、相談内容も多様化・複雑化していることか

ら、高齢者だけでなく若年層も含めた幅広い層への対応が必要です。 

今後は、東京都や警察、地域住民、地域団体、事業者、関係機関が連携しながら、歌舞伎町を

はじめとする繁華街と住宅地それぞれの特性に応じた防犯対策を進めることが重要です。あわ

せて、防犯活動を支える担い手の確保や、消費者被害の未然防止に向けた啓発と相談支援を強

化していく必要があります。 

 

３． 全体の方向性 

地域の防犯力向上と消費者被害の未然防止を図り、区民も来街者も安心して過ごせるまちづ

くりを進めます。地域の特性や社会の変化を踏まえ、地域住民、地域団体、事業者、関係機関が

連携した防犯活動や安全対策を強化するとともに、多様化・複雑化する消費者被害の未然防止

に向けて世代に応じた取組を進めます。 
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４． 個別の方向性 

＜地域の安全・安心＞ 

⚫ 地域団体主導による地域安全マップの作成やパトロール活動を支援することで、「自分たちの

まちは自分たちで守る」という意識の醸成を図り、防犯活動の機運向上と地域ぐるみの見守

り体制の強化につなげます。 

⚫ 合同パトロールや研修の実施を通じて地域団体の継続的な活動を支えるとともに、若者を含

めた多様な世代に応じた啓発活動を進めることで、実効性の高い防犯対策の推進を図ります。 

⚫ 最新技術を活用しながら、地域の実情や犯罪手口の変化に対応した防犯対策を推進し、安全・

安心な地域環境の確保を図ります。 

 

＜繁華街対策＞ 

⚫ 区、関係機関、地域団体が連携して、客引き行為等防止キャンペーンを定期的に実施するとと

もに、悪質性の高い店舗に対する重点的な見回りや指導を行うことで、被害の未然防止と繁

華街の安全・安心の確保につなげます。また、事業者等によるルール遵守の徹底を図り、誰も

が安心して滞在できる環境づくりを進めます。あわせて、児童相談所、警察等の関係機関と連

携し、繁華街に集まる困難を抱えた子ども・若者を適切な支援につなげる体制の充実を図り

ます。 

 

＜安心できる豊かな消費生活＞ 

⚫ 「悪質商法被害防止ネットワーク」を活用した訪問相談など、アウトリーチ型の相談体制の充実

を図るとともに、WEB 相談など利便性の高い相談機能の拡充により、多様化・複雑化する消

費者問題に丁寧かつ的確に対応し、早期解決につなげます。 

⚫ 地域に積極的に出向く見守り活動や学校等での出前講座、デジタルサービスの仕組み・リスク

に関する講座等を通じて、社会の変化に対応した消費者教育を推進し、消費者被害の未然防

止を図ります。 

 

＜安全・安心対策＞ 

⚫ 地域団体や関係者による安全・安心に資する活動を支援するため、歌舞伎町安全・安心対策事

業助成の活用促進を図ります。あわせて、助成制度の周知や活用支援を進めることで、防犯活

動の担い手確保や活動基盤の強化につなげます。 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

68



 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 男女共同参画推進計画 

⚫ 高齢者保健福祉計画 

⚫ 自殺対策計画 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 歌舞伎町街並みデザインガイドライン 

 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅳ-２ 

地域で安心して生活できる環境の整備 

１．目指す姿 

多様な人々が行き交う新宿において、にぎわいと暮らしやすさが両立し、地域で安心して生活

できる環境になっています。地域ごとの特性を踏まえたまちづくりが進み、生活ルールの共有や

住環境との調和が図られることで、住む人にも訪れる人にも安全で快適なまちになっています。 

また、空家等や民泊を含む生活環境上の課題に適切に対応し、誰もが安心して生活できるま

ちになっています。 

 

２．現状と課題 

都市部では、人口移動の活発化や居住形態の多様化、訪日外国人の増加などを背景に、地域

の生活環境を取り巻く状況が大きく変化しています。国においても、空家等対策、住宅宿泊事業

の適正化、地域と調和した観光の推進等の取組を進める中で、にぎわいと暮らしやすさの両立

が重要な課題となっています。 

新宿区は、外国人住民の割合が高く、転入者も多いことから、多様な人々が暮らし、訪れる都

市としての特徴を有しています。一方で、マンション居住者の増加や地域コミュニティの希薄化、

生活ルールの共有の難しさなど、地域のつながりや生活環境をめぐる課題も生じています。ま

た、大久保通り周辺（大久保地区）では来街者の増加に伴う混雑が見られるほか、観光や民泊の

広がりにより、地域のにぎわいと住民の生活環境との調和を図ることが一層重要になっていま

す。さらに、空家等の存在は、地域の生活環境や安全性に影響を及ぼすおそれがあることから、

適切な管理や発生抑制が求められています。 

こうした中、地域ごとの特性や実情を踏まえながら、にぎわいと生活環境の調和を図ることが

必要です。あわせて、空家等や民泊を含む住環境上の課題に適切に対応し、地域住民が安心して

暮らせる環境整備を進めていくことが求められています。 

 

３． 全体の方向性 

多様な人々が暮らし、訪れる新宿の特性を踏まえ、地域ごとの実情に応じて、にぎわいと生活

環境の調和がとれた安全で快適なまちづくりを進めます。さらに、空家等や民泊を含む住環境

上の課題への対応を進めるとともに、生活ルールの周知・共有を図ることで誰もが安心して生

活できる環境の整備を推進します。 

 

４． 個別の方向性 

＜大久保通り周辺（大久保地区）のまちづくりの推進＞ 

⚫ 来街者に向けた新大久保ルールの周知を強化するとともに、店舗に対して混雑緩和・環境改
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善への協力要請や法令遵守に向けた指導を行います。外国人住民や来街者への生活ルールの

周知・共有を進めながら、地域住民と来街者の双方にとって過ごしやすい環境づくりを進めま

す。 

⚫ 大久保通りの混雑緩和に向けて、引き続き、雑踏警備、迂回誘導の実施及び、歩行空間の整備

の検討等を進め、誰もが安全かつ円滑に通行できる環境づくりを推進します。 

 

＜地域と調和した観光振興＞ 

⚫ 関係部署や地域と連携しながら、外国人旅行者に対するマナーやルール等を効果的に周知・

啓発し、新宿のまちでトラブルなく快適に滞在してもらうとともに、旅行者と地域住民がとも

に安全・安心に過ごせる環境整備につなげます。 

 

＜空家等対策の推進＞ 

⚫ 「新宿区空家等対策計画」に基づき、空家等実態調査や住宅・土地統計調査の結果を踏まえ、

空家等の発生抑制、適正管理、除却や改善を進めるとともに、所有者等の状況に応じて無料

相談会や財産管理制度の活用、高齢者福祉部門との連携に取り組むことで、老朽化が著しい

空家等の解消と地域の安全・安心の確保につなげます。 

 

＜民泊の適正な運営の確保＞ 

⚫ 新たに事業を始める事業者に対しては、令和８年３月改訂の新宿区住宅宿泊事業ルールブッ

クに基づき、効果的な指導を行うことで適正な運営を確保するとともに、苦情の原因となる

民泊については、住宅宿泊事業法に基づく指導を通じて運営の適正化を図ります。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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⚫ 子ども・子育て支援事業計画  ●  無電柱化推進計画 

⚫ 空家等対策計画   ● 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 新宿の新たなまちづくり  ● 新宿の拠点再整備方針 

⚫ 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 ● 西新宿地区再整備方針 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅳ-３ 

心地よい快適なまちの実現（令和８年１１月９日の基本構想審議会において決定） 

１．目指す姿 

清潔で美しい街並みが保たれ、区民、事業者、来街者など多様な人々がルールやマナーを共有

しながら、快適に過ごしています。繁華街や駅周辺を含め、にぎわいのある都市空間と良好な生

活環境が調和し、誰もが安心して歩き、訪れ、楽しめるまちになっています。地域、事業者、行政

など多様な主体が協力することで、新宿の魅力と景観が支えられ、きれいで美しいまちであるこ

とが実感できています。 

 

２．現状と課題 

国内では、都市部への人の集中や来街者の増加が続く中で、にぎわいの拡大とあわせて、 

清潔で快適な公共空間を保つことの重要性が高まっています。東京都においても、多様な人々

が集まり行き交う都市として、地域の生活環境と都市の魅力を両立させていくことが求められ

ています。 

新宿区は、多くの人が暮らし、働き、学び、訪れる都市であり、日常的に人の往来が多く、生活

環境への負荷がかかりやすい特性があります。また、外国人住民や転入者も多く、多様な背景を

持つ人々が集まる中で、地域で共有すべきルールやマナーの浸透、良好な生活環境の維持が一

層重要になっています。 

こうした中、区民や来街者からは、防犯や安全性への関心に加え、ごみの散乱、まちの清 

潔感、街並みの印象、歩きやすさなど、生活環境に関する課題が挙げられています。特に、繁華

街や駅周辺など人の往来が多い地域では、不法投棄やポイ捨て、滞留者、路上喫煙などが、景観

や快適性に影響を及ぼしやすい状況があります。 

新宿区の魅力であるにぎわいや多様性を活かしながら、区民、事業者、来街者など多様な

人々が共にまちを利用する都市として、地域の生活環境と都市の活力が調和した、清潔で快適

なまちを維持していくことが必要です。  

 

３． 全体の方向性 

にぎわいと多様性を活かしながら、ルールやマナーの共有を進め、区民、事業者、来街者など

多様な人々の協力のもと、清潔で快適なまちづくりを進めます。あわせて、環境美化と路上喫煙

対策を着実に進めることで、景観と生活環境の調和した、誰もが安心して歩き、訪れ、過ごせる

きれいで美しいまちの実現を目指します。 
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４． 個別の方向性 

＜環境美化の推進＞ 

⚫ 歌舞伎町地区の建物やエリア・ブロックごとの状況に応じ、地域、関係部署と連携し、事業者等

への指導を通じて不適正排出や来街者のポイ捨てへの対応を進めます。 

⚫ 新宿駅東口周辺地区、新宿駅西口周辺地区及び高田馬場駅周辺地区をはじめとした繁華街

等地域において、庁内関係部署、地域、関係機関と連携し、クリーン作戦や滞留者対策を継続

します。また、安全性や景観に配慮した道路等の整備・管理を進め、誰もが快適に訪れ、楽しめ

るまちづくりにつなげます。 

 

＜路上喫煙対策の推進＞ 

⚫ ポイ捨て防止に向け、地域団体や企業等による清掃活動を支援するとともに、繁華街清掃委

託や街頭ビジョン、デジタルサイネージの活用、環境振興協会と連携した周知啓発を進めます。 

⚫ 路上喫煙対策では、地域等との協働によるキャンペーンやパトロールを効果的に実施し、禁止

ルールの普及啓発を図ることで、誰もが快適に過ごせるまちづくりを進めます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 健康づくり行動計画 

⚫ 感染症予防計画 

⚫ 環境基本計画 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 歌舞伎町街並みデザインガイドライン 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅳ-４ 

地球温暖化対策の推進 

１．目指す姿 

「ゼロカーボンシティ新宿」の実現に向けた取組が進み、区民や事業者による環境負荷の少な

い暮らしや事業活動が定着しています。再生可能エネルギー電力等の導入や省エネルギー化と

あわせて、気候変動による影響を受けにくいまちづくりを進めることで、環境への配慮と都市の

活力が両立しています。脱炭素と気候変動への適応が一体的に進み、持続可能な「環境都市・新

宿」の姿となっています。 

 

２．現状と課題 

地球温暖化に起因する気候変動は、猛暑や集中豪雨など私たちの生活に直接的な脅威をもた

らす喫緊の課題です。国際社会が脱炭素化へ動く中、国や都においても「ゼロエミッション」の実

現に向け、再生可能エネルギーの導入や省エネルギー化が強力に推進されています。 

新宿区は 2050 年の CO₂排出量実質ゼロに向けて、2030 年度に 46％削減（2013 年度

比）という目標を設定しています。区内の排出量の大部分は家庭や事業所のエネルギー消費に

由来しており、大規模な発電施設の設置が困難な都市特性の中で目標達成は容易ではありませ

ん。環境への関心は高まりつつあるものの、脱炭素化を進めるためには、区民や事業者の参画や

行動変容を促す取組をさらに広げていく必要があります。 

この課題に対し、区は区民・事業者への省エネルギー及び創エネルギー機器等補助制度をより

効果的に実施するとともに、都市開発での環境負荷低減の誘導や再エネ電力の導入促進等を通

じて、さらなる脱炭素化を進めていく必要があります。また、クーリングシェルターの拡充や緑の

確保などの気候変動適応策と併せて、多様な主体との連携・協働による環境学習の機会を提供

し、総合的に推進することが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

2050 年の「ゼロカーボンシティ新宿」の実現に向けて、区民・事業者への再生可能エネルギ

ー電力等の導入促進や効果的な補助制度を実施するとともに、暑熱対策等の気候変動への適応

策を充実し、地域のレジリエンスを強化していきます。さらに、多様な主体と連携・協働し、環境

学習・環境教育等を通じて区民等の行動変容の促進を図っていくことで、総合的な地球温暖化

対策を進めていきます。 

 

 

４． 個別の方向性 

＜再生可能エネルギー及び省エネルギーの推進＞ 
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⚫ 区内事業者への再生可能エネルギー電力等の導入促進や、開発制度等を通じた環境負荷低減

を進めます。 

⚫ 省エネルギー・創エネルギー機器等への補助制度を技術革新等の社会情勢を捉えながら、より

効果的な制度となるよう検討します。また、区有施設等への薄膜太陽光発電設備の導入など、

区が先導して脱炭素化に向けた取組を進めるとともに、最新の脱炭素技術の動向を踏まえ、

その活用についても検討します。 

 

＜気候変動への適応策の充実＞ 

⚫ 気候変動による影響に備え、クーリングシェルターの拡充による暑熱対策や、道路等の都市基

盤の温暖化対策などを総合的に進め、持続可能なまちづくりを目指します。 

 

＜環境学習・環境教育の推進等による行動変容の促進＞ 

⚫ 若い世代を中心に、地球温暖化や気候変動に関する環境学習の機会を創出し、すべての世代

に向けた情報提供を進めます。 

⚫ 多様な主体と連携・協働し、若い世代が参画できる環境学習・環境教育の場を提供するととも

に、区民が環境に配慮した行動を継続できる仕組みを構築し、行動変容の機会拡充を図りま

す。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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⚫ 地方版総合戦略   ● 教育ビジョン 

⚫ マンション等まちづくり方針  ● 健康づくり行動計画 

⚫ 環境基本計画                 ● 一般廃棄物処理基本計画 

⚫ 新宿の新たなまちづくり 

⚫ 新宿の拠点再整備方針  ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 

⚫ 西新宿地区再整備方針  ● 高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針 

⚫ 田橋駅前地区基盤整備ビジョン 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅳ-５ 

資源循環型社会の構築 

１．目指す姿 

ごみの発生が抑えられ、資源が有効に活用される暮らし方や事業活動が地域に根づいていま

す。区民・事業者・行政がそれぞれの役割を果たし、環境負荷の少ない生活様式が広がっていま

す。まちの清潔さと持続可能性を支える資源循環型社会が形成されています。 

 

２．現状と課題 

大量生産・消費・廃棄の社会経済システムは、環境への過度な負荷や資源枯渇を引き起こして

います。持続可能な社会（SDGs）の実現に向け、限りある資源を有効活用し、廃棄物の発生を根

本から減らすとともに、不用になった廃棄物を再資源化する「資源循環型社会」の構築が世界共

通の使命です。多数の事業所が集積し、単身世帯や流動人口も多い新宿区では、事業系ごみや

生活スタイルの変化によるプラスチックごみ等の削減が大きな課題です。区民アンケート等でも、

食品ロス削減やプラスチック資源等の正しい分別・リサイクルの推進を求める声が寄せられてい

ます。特に分別のルールが複雑化する中、多様な国籍・世代にいかに分かりやすく情報を届け、

正しい行動へ結びつけるかが課題となっています。ごみを「資源」と捉え直す意識改革が必要で

す。食品ロス削減やリサイクル推進に向け、生産・販売事業者等の民間企業との連携を深めるこ

とが求められます。さらに、事業所への立入検査や指導を強化し、区民・事業者・行政が一体とな

った 3R（リデュース・リユース・リサイクル）を推進していくことが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

資源循環型社会の実現に向けて、ごみを資源として捉える意識の醸成と、区民・事業者・行政

が連携した３Ｒの取組を進めます。あわせて、食品ロス削減やリサイクルの推進、多言語にも対応

した分別周知、事業系ごみ対策の強化を通じて、ごみの減量と資源の有効活用を図ります。 

 

４． 個別の方向性 

＜ごみの減量とリサイクルの推進＞ 

⚫ 食品ロス削減やリユースの推進など、ごみの発生抑制を進めるとともに、生産・販売事業者等

との連携も図ることで、更なるごみ減量、資源回収、リサイクルを促進し、循環経済（サーキュ

ラーエコノミー）の実現や脱炭素化につながる資源循環型社会の構築を進めます。 

⚫ 区民・事業者・行政がそれぞれの役割と責任を果たせるよう、３Ｒに関する普及啓発を進める

ことで、ごみ減量に向けた行動変容を促し、持続可能な地域づくりを進めます。 

⚫ 資源プラスチックの分別方法や排出方法の理解を深めるため、分かりやすく効果的な情報発

信を行うとともに、多言語対応の普及啓発や情報ツールの活用を進めることで、多様な国籍・
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世代の区民の適正排出と資源化の促進につなげます。 

⚫ 事業系ごみについては、各事業所の状況や課題に即した立入検査を強化し、効果的な周知啓

発と指導を進めることで、減量、リサイクル、適正排出の徹底を図ります。 

⚫ 事業者や関係団体等との情報共有や意見交換を通じて実態を的確に把握し、ごみ減量やリサ

イクルに効果のある施策を推進することで、事業系ごみの削減と持続可能な事業活動の促進

につなげます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略   ● 子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 健康づくり行動計画   ● 新型インフルエンザ等対策行動計画 

⚫ 環境基本計画                       ● 一般廃棄物処理基本計画 

⚫ 新宿の新たなまちづくり 

⚫ 新宿の拠点再整備方針新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 

⚫ 西新宿地区再整備方針 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅳ-６ 

誰もが利用しやすい道路・交通環境の整備 

１．目指す姿 

誰もが安全かつ快適に移動できる道路・交通環境が整い、歩行者にもやさしい都市空間が実

現しています。道路の機能性、防災性、環境への配慮が両立し、誰もが円滑に移動できる面的・

一体的なバリアフリー化が図られ、かつ、地域の実情に合った交通手段も確保されることで、移

動の不便さや不安が軽減されています。高齢者をはじめ、住む人も訪れる人も、それぞれのニー

ズに応じて将来にわたり無理なく安心して移動できる、持続可能な環境が保たれています。 

 

２．現状と課題 

道路は、人や物の移動を支える交通機能に加え、災害時の避難や延焼遮断を担う防災機能、

身近な生活空間としての環境機能など、多様な役割を担っています。新宿区では、気象災害の激

甚化や猛暑への対応、高度経済成長期に整備された道路インフラの老朽化、バリアフリー化され

た歩行空間の確保に加え、起伏の多い地形や狭あいな道路事情、駅周辺を中心とした駐輪需要、

運転手不足や新たなモビリティの普及に伴う安全面への懸念など、道路・交通を取り巻く課題が

複合化しています。 

このため、都市計画道路等の整備による交通利便性・防災性・歩行者安全性の向上を図るとと

もに、歩行者優先の視点に立った道路改良や自転車との共存に配慮した人にやさしい道路空間

の整備、環境に配慮した道路づくり、ICT 等も活用した予防保全型の維持管理を進める必要が

あります。あわせて、地域公共交通の維持・確保、放置自転車対策や駐輪環境の充実、自転車等

の適正利用と交通ルール・マナーの周知を総合的に進め、地域の実情に応じた安全で快適かつ

持続可能な移動環境を整えていくことが求められます。また、駅などの生活関連施設や施設を

結ぶ経路を含めた総合的なバリアフリー化が求められます。 

 

３． 全体の方向性 

誰もが安全で快適に利用できる道路・交通環境の実現に向け、交通利便性の向上と歩行者に

やさしい道路等空間の整備を進めるとともに、都市計画道路等の整備、道路の改良・バリアフリ

ー化、環境配慮舗装、予防保全型維持管理を推進します。あわせて、地域公共交通の維持・確保、

自転車等の適正利用、駐輪対策やルール周知を総合的に進め、地域の実情に応じた持続可能な

移動環境の充実を図ります。また、誰もが円滑な移動を確保できるよう、より面的・一体的なバ

リアフリー化を図る。 
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４． 個別の方向性 

＜都市計画道路等の整備＞ 

⚫ 都市計画道路等の整備により、周辺道路の混雑緩和など交通の利便性や歩行者の安全性の

向上を図ります。都市機能の維持、防災性の向上、歩行者の安全確保を支える基盤整備として、

計画的な道路整備を進めます。 

 

＜人にやさしい道路の整備＞ 

⚫ 区道のバリアフリー化や道路の改良を進めることにより、安全で快適な歩行者空間を確保す

るとともに、生活する人が安心して暮らしやすい道路空間の整備を進めます。歩行者優先の

視点に立ち、自転車との共存や段差解消にも配慮した道路環境の改善を図ります。 

 

＜道路の環境対策＞ 

⚫ ヒートアイランド現象の一層の抑制を図るため、遮熱性舗装の施工を実施するとともに、低炭

素アスファルトなどの低炭素材料の調査・研究を行うなど、道路の脱炭素化を推進し、環境保

全を図ります。暑熱対策と脱炭素化を両立する道路整備を進めます。 

 

＜道路や特定公共物の持続可能な維持管理＞ 

⚫ 民間ノウハウや ICT・AI 等の新技術の活用を通じて、より効率的・効果的に管理する取組を進

めるほか、計画的な修繕を行う予防保全型の維持管理や、区民ニーズを見据えたインフラ更

新、道路空間の利活用の推進により、財政負担の軽減・平準化を図りながら持続可能な維持

管理を行います。 

 

＜鉄道駅のバリアフリー整備促進＞ 

⚫ 利用者の安全性向上や快適な利用空間の実現を目指し、ホームドアやエレベーターの設置促

進を図ります。 

 

＜地域公共交通の維持・確保＞ 

⚫ 乗務員不足などにより公共交通網の維持が困難となる可能性を踏まえ、地域公共交通のあり

方に関する検討を行うなど、利便性の高い地域交通の維持・確保に向けた取組を進めます。 

⚫ 社会環境の変化に柔軟に対応し、区民の移動手段の更なる充実を図るため、新しい技術を活

用した地域交通の導入に向けた検討も進めます。 
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＜放置自転車等の対策＞ 

⚫ 安全で快適な生活環境の維持向上を図るため、まちの特性や自転車の利用実態にあわせた総

合的な駐輪対策を進めます。放置自転車の撤去や啓発活動による適正利用の促進、需要が多

い地域における駐輪場整備の在り方の検討、附置義務制度や独自ルールの活用などを通じて、

地域ごとの課題に対応します。 

 

＜みんなで進める交通安全＞ 

⚫ 自転車利用者、歩行者をはじめ、新技術等により新たに導入される交通モードにも対応したル

ールやマナーの周知と交通安全教育を、社会状況にあわせて推進します。自転車や電動キック

ボード等を含む新モビリティにも対応し、歩行者との安全な共存を支える交通安全意識の向

上を図ります。 

 

＜駐車場整備事業の推進＞ 

⚫ まちづくりの進展に応じて、駐車場地域ルールの導入を検討します。地域の特性や交通需要

の変化を踏まえた駐車場整備の在り方を整理し、適切な運用につなげます。 

 

 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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⚫ 地方版総合戦略   ● 子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 高齢者保健福祉計画   ● 健康づくり行動計画 

⚫ ホームレスの自立支援等に関する推進計画 

⚫ 無電柱化推進計画   ● 自転車等の利用と駐輪対策に関する総合計画 

⚫ 自転車ネットワーク計画  ● 交通安全計画 

⚫ 駐車場整備計画   ● 移動等円滑化促進方針 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針  ● 歌舞伎町街並みデザインガイドライン 

⚫ 新宿の新たなまちづくり  ● 新宿の拠点再整備方針 

⚫ 交通バリアフリー基本構想  ● 交通バリアフリー特定事業計画 

⚫ 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン ● 新宿駅東口まちづくり構想 

⚫ 新宿駅東口地区まちづくりビジョン ● 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 

⚫ 西新宿地区再整備方針  ● 高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針 

⚫ 飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅳ-７ 

豊かで美しいみどりの創造と魅力ある公園等の整備 

１．目指す姿 

誰もが身近にみどりや公園に親しみ、安心して憩い、過ごせています。新宿の貴重な水辺やみ

どりが次世代に受け継がれ、都市の快適性や魅力、防災性にもつながっています。歩きたくなり、

立ち寄りたくなる魅力ある都市空間が広がっています。 

 

２．現状と課題 

都市における公園やみどりは、憩いの場を提供するだけでなく、ヒートアイランド現象の緩和、

生物多様性の保全、災害時の避難場所としての役割を担う極めて重要な都市インフラです。市

街地が高度に密集している新宿区において、新たな公園用地を確保することは容易ではありま

せん。一方で、区民アンケート等では、子どもが安全に遊べる公園や、自然と触れ合える空間を

求める声が常に上位に挙げられています。 

また、既存の公園施設の老朽化や街路樹の老木化・大径木化が進んでおり、公園施設の更新

や清潔なトイレの整備、倒木等のリスクを防ぐ安全点検など、誰もが快適に利用できる維持管理

体制の強化が課題となっています。豊かで美しいみどりの環境を次世代へつなぐため、区は開

発事業をはじめ、様々な機会を捉え、新たな公園の創出に努める必要があります。既存の公園に

おいては、地域のニーズを反映し、再整備や清潔でバリアフリーに配慮したトイレの整備、施設の

計画的な更新を進め、魅力ある公園の実現や安全性・快適性の向上を図ることが求められます。

さらに、街路樹や公園樹木の定期的な点検・剪定を徹底するとともに、ネイチャーポジティブや

景観形成の視点を取り入れたみどりの保全・育成を総合的に推進していくことが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

豊かで美しいみどりを次世代へつなぎ、グリーンインフラとして活用していくため、新たな公

園の創出と既存公園・みどりの質の向上を総合的に進めます。あわせて、公園の魅力向上や安

全・快適性の確保、街路樹の適切な維持管理、ネイチャーポジティブや景観形成の視点を取り入

れたみどりの保全・育成・創出を推進します。 

 

４． 個別の方向性 

＜新たな公園の創出＞ 

⚫ 都市計画公園の開設や開発事業に伴う公園の新設など、様々な機会をとらえて新たな公園の

創出に努めます。防災、憩いの場としての機能も踏まえ、都市の魅力向上につながる公園整備

を進めます。 
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＜公園の魅力向上＞ 

⚫ 新宿中央公園等の魅力向上に取り組み、公園づくりを通して新宿のまちの魅力や価値の向上

を推進します。 

⚫ 住民とともに公園づくりを進め、地域の利用ニーズを反映した魅力ある公園の実現を図るこ

とで、地域に愛される公園空間の形成につなげます。 

⚫ 子どもから高齢者まで誰もが安全・安心に利用できる公園環境の充実を図ります。 

 

＜公園の安全・快適性向上＞ 

⚫ 公園施設の計画的な更新や定期的な安全点検を行うなど、公園の安全性向上に取り組みます。 

⚫ 清潔でバリアフリーに配慮した公園トイレ等を計画的に整備し、誰もが安心して快適に過ごす

ことができる公園づくりを進めます。 

⚫ 公園樹木の計画的な健全度調査を実施するなど、身近な自然である公園のみどりの安全性を

高めます。 

 

＜未来へつなぐ街路樹空間の管理＞ 

⚫ 定期的な点検・診断により、活力の低下や倒木等の危険性を有する樹木を把握するとともに、

交通安全や防災性に配慮した剪定管理を行い、道路空間に見合った樹形を形成することで、

安全で災害に強い、持続可能な街路樹の維持管理に取り組みます。 

⚫ 道路空間の魅力や質を高めるため、路線の特徴や都市の森等との連携など、地域性を生かし

た街路樹の維持管理を進め、次世代につなぐ街路樹空間を形成します。 

 

＜自然豊かで美しい魅力あるみどりの拡充＞ 

⚫ ネイチャーポジティブ（生物多様性の回復）や景観形成の視点をみどりの施策に取り入れなが

ら、引き続きみどりの保全・育成・創出及び質の向上を進めます。都市課題の解決や地域の魅

力向上につながる、新宿らしいみどりの拡充を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略   ● 子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 健康づくり行動計画   ● ホームレスの自立支援等に関する推進計画 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 ● みどりの基本計画 

⚫ 新宿中央公園魅力向上推進プラン ● 清潔できれいなトイレづくりのための指針 

⚫ 街路樹管理指針   ● 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 歌舞伎町街並みデザインガイドライン ● 新宿の新たなまちづくり 

⚫ 新宿の拠点再整備方針  ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 ● 西新宿地区再整備方針 

⚫ 高田馬場駅周辺エリアまちづくり方 

 

７． 関連する主な個別計画 
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基本政策Ⅴ 多彩なまち新宿の躍進 

個別施策Ⅴ-１ 

産業の持続的な発展に向けた支援 

１．目指す姿 

新宿の多様な産業が社会経済環境の変化に対応しながら活力を維持し、事業活動における新

たな価値の創出や雇用の拡大につながっています。地域資源や多様な人材を活かし、地域課題

を解決する事業など新たな挑戦が生まれています。こうした産業の力が、地域経済の持続的な

発展を支えています。 

 

２．現状と課題 

物価高騰、働き方の変化、デジタル化の進展など、地域経済を取り巻く環境は激しく変化して

います。また、新宿区内には多様な中小企業が集積しており、高い開業率を背景に新たな事業も

生まれています。 

こうした社会経済情勢、地域特性を踏まえ、都市の活力を維持するためには、地域産業の担い

手である中小企業の経営を強化していくことが必要です。また、創業を取り巻く環境が変化する

中、スモールビジネスに加え、スタートアップなど多様な事業形態に対応した支援のあり方が求

められています。区内の優れた商品や技術、地域資源の魅力を広く発信し、販路拡大や新たなビ

ジネス機会の創出につなげていくことも必要です。 

区内中小企業の人手不足に対しては、更なる人材確保につなげ、求職者の就労ニーズに対応

していく必要があります。 

 

３． 全体の方向性 

地域産業の持続的な発展に向けて、中小企業の経営基盤強化と新たな産業・雇用の創出を総

合的に進めます。あわせて、伴走型の経営支援や事業承継支援、創業支援、地域産業の魅力発信、

人材確保支援を通じて、地域経済の活性化と産業基盤の強化を図ります。 

 

４． 個別の方向性 

＜経営支援の推進＞ 

⚫ 経営相談と専門家派遣との連携による伴走型支援等の経営支援の取組を推進し、事業者の経

営力強化を図ります。 

⚫ 後継者不在の課題を抱える事業者に対して、事業承継の実現に向けた支援を行い、長期的な

経営基盤の維持強化につなげます。 
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＜創業支援の推進＞ 

⚫ 従来からのスモールビジネスへの支援に加え、新宿区の地域特性を踏まえたスタートアップへ

の支援に取り組むことで、区内で多くの創業を創出し、地域課題の解決と地域経済の活性化

につなげます。 

⚫ 新たな企業価値を創出する取組への支援も進め、新宿で創業しやすい環境づくりと都市の活

力向上を図ります。 

 

＜地域産業の振興＞ 

⚫ 区内の優れた商品やものづくり技術について、PR やビジネスチャンス創出の支援を行い、新

宿の魅力向上につなげます。 

⚫ 地場産業の魅力発信や、地場産業の団体及び事業者への支援等を通じて、地域産業の振興を

図ります。 

⚫ 地域産業の活力をコミュニティ醸成やブランド力向上に結びつけながら、地域のにぎわいや

交流促進につなげます。 

 

＜人材確保支援の推進＞ 

⚫ 求職者に向けた相談支援や区内中小企業とのマッチング促進、ICT を活用した区内中小企業

の魅力発信などを通じて、就労支援及び人材確保支援に取り組みます。 

⚫ 潜在的な求職者や中小企業双方に届く支援と情報発信を進めることで、人手不足への対応と

区内産業の持続的な発展につなげます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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⚫ 地方版総合戦略 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 

⚫ 産業振興プラン 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅴ-２ 

商店街の魅力向上・活性化の推進 

１．目指す姿 

商店街は、買い物の場としてだけでなく、人々の交流やにぎわいを生み出す地域の拠点とし

て機能しています。商店街ごとの特色や魅力が生かされ、多様な担い手が活動する活気ある商

店街が形成されるとともに、地域コミュニティとのつながりの中で、日常生活を支える身近な存

在として親しまれています。 

 

２．現状と課題 

電子商取引（EC）の普及や消費者のライフスタイルの変化により、地域に密着した商店街を取

り巻く環境は厳しさを増しています。一方で、商店街は買い物だけでなく、地域の防犯やコミュ

ニティ形成、賑わい創出の拠点としての役割も担っており、その活性化は地域社会全体の活力に

直結します。 

新宿区内には多数の個性豊かな商店会が存在しますが、経営者の高齢化や後継者不足による

担い手の減少、それに伴う商店会組織の弱体化が共通の課題となっています。地域の活力を維

持するためには、商店街自体の魅力を高めるとともに、次世代を担う若手人材の参画を促し、持

続可能な運営体制を構築することが急務です。また、商店会と地域住民との協働によるイベント

や地域活動を支援し、地域に根差した商店街の振興を進めていくことが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

商店街の持続的な発展に向けて、商店会の組織力強化と個店の魅力向上を支援し、地域に根

差したにぎわいづくりを進めます。あわせて、担い手育成や若手参画の促進、空き店舗の有効活

用、地域との協働や安全・安心の取組などを通じて、商店街の魅力と活力を高めます。 

 

４． 個別の方向性 

＜商店街の魅力向上・活性化に向けた支援＞ 

⚫ 商店街の魅力向上や組織力強化の取組を支援し、商店会への加入を促進するとともに、担い

手育成や若手人材の参画、デジタル技術の活用を促進することで、商店街の持続的な発展と

運営基盤の強化につなげます。 

⚫ 商店街を構成する商店会および個店の経営改善や魅力づくり、地域ごとの特色を踏まえた活

動を支援することで、来街者に選ばれる商店街づくりと地域経済の活性化を進めます。 

⚫ 空き店舗の有効活用を進めることで、商店街のにぎわいの維持・向上を図り、地域の魅力と回

遊性の向上につなげます。 

⚫ 商店会による地域との協働・連携の取組を支援することで、まちのにぎわいや交流を創出し、
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地域コミュニティの活性化につなげます。 

⚫ 商店街による安全・安心や地域コミュニティの推進につながる活動を支援することで、地域に

根差した商店街の振興を図り、暮らしやすく魅力あるまちづくりを進めます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

⚫ 地方版総合戦略   ● 産業振興プラン 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針  ● 歌舞伎町街並みデザインガイドライン  

⚫ 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン ● 新宿駅東口まちづくり構想   

⚫ 新宿駅東口地区まちづくりビジョン ● 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針  

⚫ 景観形成ガイドライン 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅴ-３ 

多彩な文化芸術と歴史を活かしたまちの魅力の創造 

１．目指す姿 

区民が文化芸術や歴史を身近に感じ、新宿ならではの魅力に触れながら暮らしています。ま

ちの記憶や文化芸術・歴史資源が受け継がれ、交流や賑わい、愛着や誇りにつながっています。

文化芸術と歴史が、暮らしの豊かさと都市の魅力を支える基盤になっています。 

 

２．現状と課題 

文化芸術や歴史は、人々の心に豊かさをもたらすとともに、地域への愛着や誇りを育み、まち

の個性を形づくる重要な要素です。多様な価値観が交差する現代においては、文化芸術を通じ

た交流の促進や、地域の歴史を次世代へ継承する取組の重要性が高まっています。 

古くから多くの文化人や芸術家が集い、多様な文化を育んできた新宿区は、現在も多彩な文

化芸術・歴史資源を有しています。一方で、その魅力は十分に認知されているとは言えず、区民

が気軽に文化芸術や歴史に触れられる機会の充実が求められています。そのため、新宿の文化

芸術や歴史の魅力を積極的に発信し、文化を通じた交流や賑わいを創出することで、まちの活

力向上につなげていく必要があります。 

今後は、「新宿フィールドミュージアム」を中心として、文化芸術への関心と参加を促し、区民が

身近に文化芸術を鑑賞・体験できる機会を創出していくことが重要です。また、新宿歴史博物館

及び４記念館の利用促進を図るとともに、区内にある歴史的建造物や遺跡、地域に根付く伝統

文化、新宿ゆかりの人物などへの興味・関心を高め、まちへの愛着と誇りの醸成につなげていく

ことが求められています。 

 

３． 全体の方向性 

新宿ならではの文化芸術と歴史の魅力を活かし、区民の暮らしに彩りと愛着を生むまちづく

りを進めます。あわせて、文化芸術や歴史に触れられる機会の充実や魅力発信、団体間の連携強

化、文化芸術・歴史資源の継承と関連施設の魅力向上などを通じて、まちの魅力を高めます。 

 

４． 個別の方向性 

＜文化芸術の振興＞ 

⚫ 新宿が誇る文化の多様な魅力を区民が知り、鑑賞・体験・交流できる場を提供することで、文

化芸術への理解を深め、継続的な文化芸術活動への参画と新たな創造を促します。 

⚫ 「新宿フィールドミュージアム」の取組を通じて、区内の文化芸術団体の交流・連携を強化する

ことで、分野を越えたつながりや新たな活動の広がりを生み、文化芸術の更なる活性化につ

なげます。 
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⚫ ICT も活用しながら、ターゲット層に応じた戦略的な情報発信に取り組むことで、多彩な文化

芸術資源の魅力を分かりやすく伝え、文化芸術に触れる機会の拡大と新宿の魅力発信の強化

を図ります。 

 

＜文化歴史資源の継承＞ 

⚫ 貴重な文化歴史資源を発掘・保存しながら、その価値を発信することで、区民がまちの魅力を

再発見し、伝統文化や文化財への理解と関心を深められるようにします。 

⚫ 新宿ゆかりの文化人の足跡や作品の魅力を区内外に広く発信することで、まちの記憶の継承

と新宿ならではの文化的魅力の発信強化につなげます。 

⚫ 新宿歴史博物館や４記念館については、多様なニーズに対応しながら、地域の歴史や文化を

継承する親しみやすい施設として魅力向上に取り組むことで、学びと交流の拠点機能の充実

を図ります。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 子ども・子育て支援事業計画   ● 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 歌舞伎町街並みデザインガイドライン  ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想   ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針  ● 景観まちづくり計画 

⚫ 景観形成ガイドライン  

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅴ-４ 

区民の暮らしと調和のとれた国際観光都市・新宿としての魅力の向上 

１．目指す姿 

各地域が持つ多様な資源を活用することで、区全体の魅力とブランド力が一層高まり、来街

者が地域を回遊しながら「新宿らしさ」を実感し、地域への愛着を育むことのできるまちとなっ

ています。 

新宿の大きな魅力である区内の商業地や繁華街では、地域の個性や魅力と安全・安心、環境

美化が調和し、地域内の多様な主体との連携のもと、区民も来街者も心地よく、安心して過ごせ

る快適な空間が保たれています。 

 

２．現状と課題 

多面的な魅力を有する新宿区には、各地域に歴史や文化、地域産業、みどりなど、多様な地域

資源が蓄積されています。一方で、これらの資源が新宿全体のブランドとして十分に認識・発信

されているとは言えず、地域ごとの個性が埋もれやすいことや、区内の回遊性、情報発信の分か

りやすさにも課題があります。 

また、コロナ禍からの訪日観光客の回復が進む中、新宿区は、国内外から多くの人を引きつけ

る集客拠点として存在感を高めています。一方、一部の商業地や繁華街では、ごみの散乱や滞留、

治安への懸念など、来街者の増加に伴う新たな課題も生じています。こうした地域の暮らしへの

影響を踏まえ、賑わいの創出と、安全・安心や環境美化の確保を両立していくことが求められて

います。 

今後は、多様な主体の連携のもと、地域の個性を生かした魅力づくりと、安全・安心で快適な

環境整備を一体的に進めることが重要です。併せて、各地域の資源を活用しながら新宿全体の

ブランド力を高めるとともに、来街者と区民の双方に地域の魅力が伝わる効果的な情報発信を

強化し、区内の回遊や地域への愛着につなげていくことが求められます。 

 

３． 全体の方向性 

各地域が持つ個性豊かな資源を最大限に生かし、新宿ならではの魅力やブランド力を高め、

区内の回遊や賑わいづくりを進めるとともに、多様な主体との連携を強化し、国内外から訪れる

来街者が安全・安心で快適に過ごせる環境を整え、地域と調和した持続可能な観光都市を築き

ます。 

 

 

 

４． 個別の方向性 
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＜新宿のブランド力等の強化＞ 

⚫ 区民や企業等と連携し、各地域の個性を生かした事業を展開するなど、新宿のブランド力や

独自性を強化し、まちの賑わい創出や区内回遊性の向上に取り組みます。 

⚫ 区内の優れた商品や新宿ならではのものづくり技術など、多様な地域資源を効果的に活用し、

新宿の新たな魅力を創出します。 

 

＜まちの魅力の発信＞ 

⚫ SNS による即時性の高い情報発信や、AI によるイベント情報の収集・発信など、ICT を積極

的に活用して観光 DX を推進します。 

⚫ 様々な媒体を活用し、分かりやすく利便性の高い観光情報を提供することで、区内の回遊促

進や観光案内機能の強化、来街者の集中による混雑緩和等につなげます。 

 

＜歌舞伎町のエリアマネジメント＞ 

⚫ 区内の繁華街の代表である歌舞伎町では、地区内の各主体が「歌舞伎町エリアマネジメント基

本方針」に基づいて共通のビジョンを共有し、主体的なまちづくりに取り組みます。こうした取

組を踏まえ、商業地や繁華街における安全・安心や環境美化と両立した賑わいの創出を推進

します。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

 

 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 
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⚫ 移動等円滑化促進方針  ● 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 新宿の拠点再整備方針  ● 交通バリアフリー基本構想 

⚫ 交通バリアフリー特定事業計画 ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 ● 景観まちづくり計画 

⚫ 景観形成ガイドライン 

 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅴ-５ 

回遊性と利便性の向上による魅力的で歩きやすいまちづくり 

１．目指す姿 

新宿駅をはじめとする主要駅周辺では、人中心の都市空間への再編と交通結節機能の強化が

進み、商業・文化・滞在機能の魅力が周辺地域へ自然に広がっています。官民が連携しながら、

回遊性と利便性に優れた歩行者ネットワークが形成され、誰もが歩きたくなる魅力的なまちと

なっています。 

また、年齢、性別、国籍、言語、個人の能力やライフスタイルにかかわらず、すべての人が安心

して快適に利用できる生活環境および公共空間が整っています。 

 

２．現状と課題 

都市の魅力と活力を高めるためには、自動車中心から人中心へと都市空間を転換し、主要駅

を核に安全で快適に歩ける環境と拠点間の回遊性を高めていくことが求められています。駅周

辺の複雑な動線、歩行者空間の不足による混雑、バリアフリールートの複数化や高低差への対応、

情報面を含むアクセシビリティの課題など、利便性や回遊性向上の面でなお改善が必要です。 

また、主要駅周辺の回遊性を高める歩行者ネットワークや、滞留・交流を支える空間の充実も

重要な課題となっています。今後は、駅前空間の再編や交通結節機能の強化、案内のわかりやす

さの向上、新たな道路空間の活用などを通じて、人にやさしい交通環境と歩行者中心の都市空

間を形成していくことが求められます。あわせて、当事者の意見を踏まえながら、物理的な段差

の解消だけでなく、情報面・心理面・社会的な障壁の軽減を図り、ユニバーサルデザインの理念

に基づく連続的な整備と普及啓発を進めることで、誰もが安心して移動し利用できるまちづく

りが求められています。 

 

３． 全体の方向性 

新宿駅をはじめとする区内の主要駅周辺において、先端技術を取り入れながら、交通ターミ

ナルとしての交通結節機能の強化を図るとともに、人中心の都市空間への再編をめざします。

あわせて、商業・文化・滞在施設など多様な都市機能や地域特性を活かしながら、より魅力的で

賑わいあふれるまちづくりをめざします。これらを官民が連携して進めることで、誰もが安心し

て歩きたくなるまちを実現します。 

さらに、年齢、性別、国籍、言語、個人の能力やライフスタイルにかかわらず、すべての人が安

心して快適に利用できる生活環境および公共空間の整備を推進します。 
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４． 個別の方向性 

＜新宿駅周辺地区の整備推進＞ 

⚫ 新宿駅直近地区は、世界一の乗降客数を誇る新宿駅を擁する交流の核であり新宿の顔である

とともに、世界中から人々を呼び込み、駅周辺の各地区へ送り出す拠点として、国際的な賑わ

い交流を創造する都市空間づくりを進めるとともに、多様な規模の建築物の建替えを促進し、

新宿らしい賑わいの維持発展や安全・安心で快適なまちづくりをめざします。 

⚫ 少子高齢化、障害のある人の社会参加、外国人観光客の増加などに対応できるよう、ユニバ

ーサルデザインに配慮した次世代の新宿グランドターミナルの整備を促進します。 

⚫ 人中心の駅前広場や道路空間、多層的な歩行者ネットワークを民間と連携して整備するとと

もに、鉄道・バス・自転車・次世代モビリティなど地域活動を支える多様な交通手段に対応した

施設の整備や、多言語にも配慮した分かりやすい案内の充実を図り、利便性・回遊性とまちの

賑わいを高めます。 

 

＜飯田橋駅周辺地区の整備推進＞ 

⚫ 駅周辺のまちづくりと連携し、歩行者デッキや地下鉄出入口のバリアフリー化、まちの高低差

を解消する歩行者空間の整備などを行うとともに、駅前にふさわしい賑わい拠点の形成を促

進します。歩きやすさや回遊性の向上を図り、駅周辺の利便性と魅力を高める整備を進めま

す。 

 

＜高田馬場駅周辺地区の整備推進＞ 

⚫ 誰もが自由に、安全に、快適に移動できる歩行者ネットワークを形成し、駅周辺の回遊性を向

上させるとともに、様々な人や文化が出会い、交流しやすくなるまちづくりを推進します。歩

行空間の改善に加え、安全・安心や生活環境との調和にも配慮しながら、駅周辺の魅力向上を

図ります。 

 

＜その他主要駅の地区周辺の課題＞ 

⚫ 安全で快適性の高い空間や憩いのスペースなどを日常的につくるとともに、歩行者の滞留空

間や賑わいの創出につなげるため、「歩行者利便増進道路（ほこみち）」等の新たな道路空間の

活用方法を検討し、歩行者の回遊性とまちの賑わいを向上させます。 

 

＜バリアフリーの整備促進＞ 

⚫ 協議会の場などを活用して、促進方針で示された配慮事項を各施設管理者に周知啓発し、当

事者の意見を踏まえた取組を推進します。 
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＜ユニバーサルデザインまちづくりの推進＞ 

⚫ アドバイザーを活用した事前協議制度を実施し、建築物等の施設所有者等に指導や助言を行

うことで、質の高い都市施設の整備を推進します。 

⚫ 区ホームページや SNS 等での情報発信の充実、ガイドブックの配布等を通じて、区民等のユ

ニバーサルデザインまちづくりに対する理解を深めていきます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略    ● 移動等円滑化促進方針 

⚫ 歌舞伎町まちづくり誘導方針   ● 歌舞伎町街並みデザインガイドライン 

⚫ 新宿の新たなまちづくり   ● 新宿の拠点再整備方針 

⚫ 交通バリアフリー基本構想   ● 交通バリアフリー特定事業計画 

⚫ 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン  ● 新宿駅東口まちづくり構想 

⚫ 新宿駅東口地区まちづくりビジョン  ● 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 

⚫ 西新宿地区再整備方針   ● 景観まちづくり計画 

⚫ 景観形成ガイドライン    ● 四谷駅前地区まちづくり誘導方針 

⚫ 高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針  ● 飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン 

 

 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅴ-６ 

地域特性を活かした持続可能で魅力ある都市空間づくり 

１．目指す姿 

地域特性や魅力を十分に活かした地域主体のまちづくりにより、人々が住み、働き、学び、遊

び、そして世代を超えてつながる都市として、誰もが誇りと愛着がもてるまちになっています。

あわせて、歴史的景観や自然景観と調和した個性的で美しい景観に配慮したまち、環境にやさし

く災害への対応力を備えた持続可能な都市空間が実現し、誰もが住みたくなる豊かで良好な居

住環境が整っています。 

２．現状と課題 

大規模な自然災害への備えとしての都市の不燃化・強靭化や、地域固有の歴史・文化・景観と

いった魅力の保全・育成、誰もが住みたくなる豊かで良好な居住環境の形成を一体的に進める

ことで、持続可能な都市空間を形成を図ります。それぞれのまちが持つ個性を活かした、きめ細

やかなまちづくりルールの策定と運用が求められています。区は、高層ビル群から風情ある街並

み、閑静な住宅街まで、極めて多様な地域特性を有しています。こうした多様性は大きな魅力で

すが、無秩序な開発が進むことで、地域コミュニティの分断や良好な景観・住環境が損なわれる

リスクもはらんでいます。それぞれの地域の実情に合った、地域主体のまちづくりルールを定着

させていくことが課題となっています。地域の魅力を未来へ引き継ぐため、区は地域住民等と

の協働によりまちづくり制度を活用し、防災性の向上と地域の個性を活かしたまちづくりを推進

する必要があります。特に、新宿駅、飯田橋駅、高田馬場駅周辺の主要拠点においては、それぞ

れの特性を活かした独自のまちづくりが求められます。あわせて、令和５年３月に改定した「新宿

区景観まちづくり計画・景観形成ガイドラインを積極的に活用し、効果的できめ細かな景観誘導

を図ることで、美しい都市空間を形成していくことが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

地域の個性と魅力を活かしながら、防災性の向上と良好な住環境の形成を一体的に進め、持

続可能な都市空間づくりを進めます。あわせて、地域住民等との協働によりまちづくり制度等の

策定・活用と、景観まちづくり計画・景観形成ガイドラインを活用した景観誘導を通じて、調和の

とれた魅力あるまちづくりを推進します。 

 

４． 個別の方向性 

＜地区計画等のまちづくりルールの策定＞ 

⚫ 地域住民との協働によりまちづくり構想やガイドライン等のまちづくりルールを検討・策定し、

進捗状況に応じて、ルールの実現に向けた地区計画等の策定・活用をすることで、地域の個性

や魅力を活かしたまちづくりや不燃化を推進します。 
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⚫ 新宿駅周辺地区では、国際競争力を備えた都市活力の維持・発展に向けた取組を進めていき

ます。 

⚫ 飯田橋駅東口周辺地区及び高田馬場駅周辺地区では、地域の特性を活かした駅周辺のまち

づくりを推進してきます。 

 

＜景観に配慮したまちづくりの推進＞ 

⚫ 令和５年３月に改定した「新宿区景観まちづくり計画・景観形成ガイドライン」を活用し、より効

果的できめ細かな景観誘導を図ります。歴史・文化・みどり・地域資源と調和した景観形成を

進め、地域価値やまちの魅力向上につなげます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略   ● 歌舞伎町まちづくり誘導方針 

⚫ 歌舞伎町街並みデザインガイドライン ● 新宿の新たなまちづくり 

⚫ 新宿の拠点再整備方針  ● 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン 

⚫ 新宿駅東口まちづくり構想  ● 新宿駅東口地区まちづくりビジョン 

⚫ 新宿三丁目駅周辺まちづくり誘導方針 ● 西新宿地区再整備方針 

⚫ 景観まちづくり計画   ● 景観形成ガイドライン 

⚫ ユニバーサルデザインまちづくりガイドライン 

⚫ 西早稲田駅周辺地区まちづくり構想 ● 四谷駅前地区まちづくり誘導方針 

⚫ 高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針 ● 飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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基本政策Ⅵ 持続可能な区民サービス基盤の強化 

個別施策Ⅵ-１ 

行政サービスの強化 

１．目指す姿 

区民一人ひとりが、必要な手続やサービスに迷うことなくたどり着き、自分に合った方法で、

いつでもどこでも利用できます。デジタル技術の利便性と対面支援の安心感が両立し、誰もが

安心して利用できる行政サービスが実現しています。 

 

２．現状と課題 

デジタル化の進展に伴い、社会全体でオンライン化やキャッシュレス化が定着し、時間や場所

を問わず手続や支払いができる利便性の高い行政サービスへの期待が高まっています。また、

人口減少や人材不足が進む中、限られた資源で質の高い行政サービスを維持するため、行政

DX の推進が求められています。 

新宿区では、多様な決済手段の導入や行政手続のオンライン化を進めていますが、来庁が難

しい区民の負担軽減や窓口の混雑緩和に向けた更なる利便性の向上が求められています。また、

オンライン化やワンストップ化への期待が高まる一方、分かりやすい申請環境の整備、オンライン

サービスの周知、多言語対応、障害者への意思疎通支援の充実も課題となっています。 

こうした中、区は多様な電子納付手段の拡充や 24 時間 365 日利用可能なオンライン申請の

充実を進めるとともに、ポータルサイトの活用などにより行政サービスの利用環境の向上を図る

必要があります。また、デジタル技術や AI の活用による業務効率化や事務処理の集約を進め、

持続可能な行政運営につなげていくことが求められています。 

さらに、窓口や郵送による手続も継続しながら、デジタル機器に不慣れな高齢者等への配慮

を行い、誰もが簡単で分かりやすく利用できる「誰一人取り残さない」サービス提供体制を構築

することが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

誰もが簡単で分かりやすく利用できる行政サービスの実現に向けて、電子納付やオンライン

申請環境の拡充を進めるとともに、利便性の向上を図ります。あわせて、ポータルサイトを活用

した情報提供の充実や事務処理の効率化を進め、窓口や郵送による手続も継続しながら、多様

な利用者に配慮した誰一人取り残さない行政サービスを推進します。 
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４． 個別の方向性 

＜行政サービスの向上＞ 

⚫ すべての公金について電子納付に対応できるよう検討を進め、コード決済やクレジットカード

決済等の多様な決済手段の拡充を図ります。また、オンライン申請や電子納付の充実を進め、

来庁することなく行政サービスを利用できる環境整備を推進します。 

⚫ 庁内における事務処理の集約等を進め、事務の効率化を図ります。 

⚫ 利用者ニーズやデータ分析を踏まえ、24 時間 365 日利用可能なオンライン手続の充実を進

めるとともに、広報新宿、区ホームページ、SNS、ポータルサイト等を活用して、オンライン手

続の周知と利用促進を図ります。 

⚫ デジタル機器の利用に不安を感じる区民にも配慮し、窓口や郵送による従来の手続を継続し

ながら、誰もが簡単で分かりやすく手続できる仕組みづくりを進めます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

⚫ 地方版総合戦略 

⚫ 情報化戦略計画 

⚫ 教育ビジョン 

⚫ 男女共同参画推進計画 

⚫ DX 人材育成方針 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅵ-２ 

持続可能な行財政運営 

１．目指す姿 

社会経済状況の変化や多様化・複雑化する行政需要に対し、民間活力、デジタル技術・AI 及び

データを活用しながら、効果的・効率的で質の高い区民サービスが安定的に提供されています。

また、地方分権改革や自治権拡充に向けた取組が進み、専門性と政策形成能力を備えた職員と

組織により、持続可能な区政運営が実現しています。 

 

２．現状と課題 

少子高齢化の進行や社会保障関係経費の増大、労働力人口の減少などを背景に、自治体を取

り巻く行財政環境は一層厳しさを増しています。加えて、区民ニーズや地域課題は多様化・複雑

化しており、限られた財源・人材の中で、行政サービスの質を維持・向上していくことが課題とな

っています。さらに、デジタル化の進展や地方分権改革の動向を踏まえ、自治体には、社会の変

化に柔軟に対応できる行財政運営がこれまで以上に求められています。 

新宿区においても、昼夜間人口差や多様な国籍・背景を持つ住民の存在など、地域特性を踏

まえた行政運営が必要です。また、経常収支比率が高い水準で推移し、財政運営の硬直化が進

む中、受験者数の減少により人材の確保が一層困難となっており、限られた行政資源をより効

果的・効率的に活用していくことが求められています。そのため、財源確保や公民連携、デジタル

技術・AI の活用を進めるとともに、行政評価を通じた効果検証や PDCA サイクルの強化を図る

必要があります。また、地方分権改革や自治権拡充に向けた取組を進め、自主性・自立性の高い

行政運営を推進していくことも求められています。 

あわせて、予算の使途や成果、重点施策を分かりやすく伝えることで区民の理解を深めるとと

もに、職員対応のばらつきの解消や手続の簡素化を進め、サービスの質の向上を図ることが重

要です。さらに、変化する行政課題に的確に対応するため、DX に関する基礎的な知識や政策形

成能力を備えた職員の育成を進めるとともに、職員の専門性向上や組織力の強化、働きやすい

職場環境の整備を進めていく必要があります。 

 

３． 全体の方向性 

限られた行政資源を有効に活用し、行政評価による進行管理と PDCA サイクルの強化、公民

連携の推進、デジタル技術・AI の活用による業務改革を通じて、効果的・効率的で持続可能な行

財政運営を進めます。あわせて、自治基本条例の認知度向上や、地方分権改革、自治権拡充、自

治のまちの推進に向けた取組を進めるとともに、職員の能力開発、キャリア形成支援、働きやす

い職場づくりを一体的に推進し、組織力の強化と区民サービスの向上を図ります。 
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４． 個別の方向性 

＜安定した財政基盤の確立＞ 

⚫ 納付案内などの外部委託の活用や財産調査時のシステム利用により、区税と国民健康保険料

の適正な徴収を進め、負担の公平性を図りながら収入の確保に努めます。 

⚫ 区税や国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険等について、滞納整理部門間にお

ける情報共有や連携強化のための体制を確立し、収入の確保に努めます。 

⚫ 区有施設等における命名権（ネーミングライツ）や広告掲載などによる税外収入を推進すると

ともに、新たな財源確保の手法を検討することで、さらなる財源確保に取り組みます。 

 

＜行政評価制度の推進＞ 

⚫ 行政評価により施策及び事業の適切な進行管理を行い、評価結果を事業の見直しや予算編成

に反映することで、PDCA サイクルの強化を図ります。また、効果的・効率的な行財政運営と

区政の透明性向上につなげるとともに、成果の見える化や説明責任の強化を進めます。 

 

＜公民連携（民間活用）の推進＞ 

⚫ 民間活力の活用を進めるため、公民連携に関する相談窓口や民間提案制度、連携協定等を活

用するとともに、職員の公民連携に関する理解促進を図ります。 

⚫ 提案募集型ネーミングライツ制度を活用し、区有施設への導入を推進することで、新たな財源

を確保するとともに、民間事業者の柔軟な発想や専門性を生かし、施設等の魅力向上や地域

活性化を図ります。 

 

＜ICT の利活用による効果的・効率的な業務の推進＞ 

⚫ デジタル化の進展を踏まえ、他自治体の取組も参考にしながら、デジタル技術や AI を利活用

できる環境の整備を進めます。 

⚫ 基幹業務システム基盤の安定運用を継続するとともに、システム間の円滑なデータ連携を進

めることで、窓口運用の効率化と区民サービスの向上を図ります。 

⚫ 基幹ネットワーク機器等のインフラや、電子申請サービス等に係るシステム、ネットワーク、サ

ーバ等を適切に運用し、安定した行政サービスの提供を支えます。 

 

＜効果的・効率的な区政運営に向けた取組＞ 

⚫ デジタル技術や AI の利活用を通じて業務の方法や手法、執行体制の見直しなどを図り、業務

の効率化や経費の削減に取り組みます。 

⚫ 人材や予算などの限られた行政資源を効果的・効率的に活用し、良質な区民サービスの提供

と安定した財政基盤の確立を両立することで、将来にわたって持続可能な行財政運営を推進
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します。 

⚫ デジタル技術や AI を活用し、窓口やオンラインサービスにおける UI/UX（利用者にとって分

かりやすく使いやすいデザイン）改善や地域社会のデジタル化を推進することで、行政サービ

スの利便性向上を図ります。 

 

＜地方分権の推進＞ 

⚫ 地方分権改革関連法や有識者会議等の動向を注視し、基礎自治体への権限移譲や義務付け・

枠付けの見直し等に関する検討状況を把握したうえで、国や東京都への要望提出や提案募集

方式等の機会を活用し、特別区長会を通じて提案・意見を発信します。 

⚫ 都区制度改革については、関係部署との情報交換を図りながら、必要に応じて要望・意見を発

信するとともに、自治権の拡充に向けた取組を進めます。 

 

＜自治のまちの推進＞ 

⚫ 「新宿区自治基本条例」の理念を踏まえ、自治のまち新宿の実現に向けて更なる自治の推進

を図るとともに、条例の認知度向上に向けて引き続き区民への周知を図ります。 

 

＜職員のキャリア開発による組織力強化の推進＞ 

⚫ DX 人材育成方針に基づき、全職員が DX に関する基本的な知識を身につけ、システムやデ

ジタルツールを効果的に活用できるようにするとともに、各所属において DX を推進できる

人材を育成します。 

⚫ 目標管理型人事考課制度を効果的に活用し、適性や能力に応じた配置管理や評定結果を踏ま

えた昇給・昇任を行うことで、職員の育成と意欲向上を図り、昇任意欲の醸成につなげます。 

⚫ e ラーニングや資格取得支援制度を活用し、職員の能力開発と意欲向上を促進するとともに、

多様化する区民ニーズに的確に対応できる人材を育成します。また、職員自らが目指すキャリ

アを実現できるよう、人事制度の見直しや相談体制の充実、各種研修を進めます。 

⚫ 特別区長会調査研究機構等の仕組みを活用し、職員が主体的に政策課題の調査・研究を行い、

その成果を区政に反映することで、政策形成能力の向上と組織力の強化につなげます。 

 

＜職員のエンゲージメント向上による『働きやすい職場づくり』の推進＞ 

⚫ 職員のエンゲージメント調査を定期的に実施し、経年変化を確認しながら、組織改善や職員の

エンゲージメント向上に向けた取組を進めます。 

⚫ 調査結果に基づく改善策を実施することで、職員の働きがいや意欲、組織への愛着を高める

とともに、業務の生産性や質の向上、働きやすい職場環境の実現、人材の定着につなげます。 
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６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

 

⚫ 地方版総合戦略 

⚫ 情報化戦略計画 

⚫ 職員スマートワーキング・アクションプラン 

⚫ 自殺対策計画 

⚫ 新型インフルエンザ等対策行動計画 

⚫ 人材育成基本方針 

⚫ 職員のメンタルヘルスに関する計画 

⚫ 定員適正化計画 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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個別施策Ⅵ-３ 

公共施設マネジメントの推進 

１．目指す姿 

将来にわたって公共施設の必要な機能や安全性が確保されるとともに、区民が安心して公共

サービスを利用できています。財政負担との均衡を図りながら、時代の変化や区民ニーズに応

じた施設配置や機能の最適化が実現しています。また、持続可能な公共サービスを支える施設

基盤が確立されています。 

 

２．現状と課題 

公共施設の老朽化が進み、多くの施設が更新や改修の時期を迎えています。また、建設資材

価格の高騰や厳しい財政状況の中、すべての施設を同じ規模や機能で維持していくことは難し

くなっており、人口構造の変化による将来的な施設ニーズも見据えながら、施設のあり方を検討

していくことが求められています。 

新宿区においても、区民生活を支える公共施設の老朽化が進み、改修や更新の必要性が高 

まっています。区民アンケートの結果などでは、公共施設のアクセス性や施設数に対して評価

する意見がある一方、施設の老朽化や利用状況の偏り、施設やサービスに関する周知不足、利用

予約や利用環境の改善などが課題として挙げられています。 

こうした状況を踏まえ、予防保全による施設の長寿命化を進めるとともに、将来ニーズを見据

えた機能転換や統廃合、民間活力の活用などを通じて、持続可能な公共施設マネジメントを推

進していく必要があります。また、工事現場におけるリスク管理や施工管理を徹底し、品質管理

体制を強化するとともに、区民参加を取り入れた施設マネジメントに取り組み、施設の安全性の

確保と区民サービスの維持・向上を図ることが重要です。 

 

３． 全体の方向性 

将来にわたり安全な施設利用の確保と持続可能な公共サービスを提供するため、予防保全に

よる施設の長寿命化を進めるとともに、将来ニーズを見据えた機能転換や統廃合、民間活力の

活用などを通じて、公共サービスの質の維持・向上と財政負担の縮減の両立を図ります。 

 

４． 個別の方向性 

＜資産（建築物）の長寿命化＞ 

⚫ 定期点検の結果や修繕履歴を基に施設の老朽状況を把握し、工事費の縮減や平準化を図りま

す。 

⚫ 将来ニーズの変化が見込まれる施設については、必要最小限の修繕にとどめるなどの工夫を

行い、経費の縮減を図りながら、計画的な長寿命化を進めます。 
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＜施設の有効活用／公共施設マネジメントの強化＞ 

⚫ 施設の維持管理や更新、長寿命化などに計画的かつ効果的に取り組むことで、財政の健全性

確保に努めるとともに、公共サービスの質の維持・向上を図り、持続可能な施設運営につなげ

ます。 

⚫ 行政需要に的確に対応するため、将来ニーズを見据えながら施設の機能転換や統廃合、民間

活力の活用などを進めることで、限られた資産を有効に活用し、必要な公共サービスの最適

化につなげます。 

⚫ 統廃合等により活用方法を見直す施設や用地については、貸付等による有効活用を進め、財

源確保と公共サービスを支える基盤の強化につなげます。 

⚫ 施設や提供サービスに関する区民への情報発信を積極的に行うとともに、様々な機会を捉え

て区民意見やニーズを把握しながら、公共サービスの質の維持・向上につなげます。 

 

 

 

６． 成果指標 

 

指標名 指標の 

定義 

指標の 

選定理由 

現状 

【令和 9 年度】

(2027 年度) 

目標水準 

【令和 19 年度】

(2037 年度) 

データ出典 

      

⚫ 公共施設等総合管理計画 

⚫ 個別施設計画 

⚫ 教育ビジョン 

 

５． 各主体の主な役割（例示） 

７． 関連する主な個別計画 
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１
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
枠
組
み

•
新
宿
区

で
は
、
都

市
計
画
法
第
１
８
条
の
２
に
基
づ
く
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方

針
と
し
て
、
平
成

1
9
（２

０
０
７
）年

に
「新

宿
区
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

策
定

し
ま
し
た
。

•
そ
の

後
、
社

会
情

勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
平
成

2
9
（２

０
１
７
）年

１
２
月
に
「都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

見
直
す
と
と
も
に
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

実
現
に
向

け
た
計

画
と
し
て
新
た
に
「ま

ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン
」を

加
え
、
両

者
を
合

わ
せ
て

「新
宿

区
ま
ち
づ

く
り
長
期
計
画
」と

し
て
策
定
し
ま
し
た
。

•
平
成

2
9
年

に
策

定
し
た
現
行
の
「
ま
ち
づ
く
り
長

期
計
画
」の

計
画
期
間
は
令
和

９
（２

０
2
７
）年

度
ま
で
で
あ
り
、
「新

宿
区
基
本
計
画

」と
「都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を

一
体

的
に
定
め
た
「新

宿
区
総
合
計
画
」の

期
間
も
令

和
９
年

度
ま
で
と

な
っ
て
い

ま
す
。

•
こ
の

た
め
、
新

た
な
「都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

策
定

す
る
も
の

で
す
。

⑴
新
宿
区

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

に
つ

い
て

は
じ
め
に

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
骨
子
の
全
体
像

⑵
策
定
の

考
え
方

⑶
計
画
期

間

•
今
回

の
策

定
で
は
、
「ま

ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン
」を

「都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
取

り
込

み
、
よ
り
区
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
区

民
等

と
行

政
、
そ
れ
ぞ

れ
が

果
た
す
べ

き
役
割
が
見
え
る
計
画
と
し
て
い

き
ま
す
。

•
「都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」は

、
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方

針
と
し
て
、

将
来
の
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
、
「め

ざ
す
都
市
の
骨
格
」及

び
「部

門
別
ま

ち
づ

く
り
方

針
」、

「地
域

別
ま
ち
づ
く
り
方
針

」等
を
示

し
ま
す
。

平
成

1
9

(2
0

0
7

)年
1
2
月

▼

平
成

2
9

(2
0

1
7

)年
1
2
月

▼

令
和

5
(2

0
2

3
)年

7
月 ▼

令
和

9
(2

0
2

7
)年

（
予
定
）

▼

ま
ち
づ
く
り

戦
略
プ
ラ
ン

見
直
し

新
た
に

策
定

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と

戦
略
プ
ラ

ン
の

一
体
化

見
直
し

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

【
平

成
2
９
年

見
直

し
時

の
社

会
経
済
情
勢
や
ま
ち
の
変
化
】

・
東

日
本

大
震

災
の

発
生

・
東
京

2
0

2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

決
定

・
お
と
め
山

公
園

の
拡
張

整
備

【
令
和

5
年
見
直
し
時
の
社
会
経
済
情
勢
や
ま
ち
の
変
化
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
と
し
た
、

人
々
の

暮
ら
し
方

・働
き
方

の
変
化

・
世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展

・
各
エ
リ
ア
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
方
針
等
の
策
定

＜
都

市
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

こ
れ
ま
で
の
計
画
見
直
し
の
背
景

＞

＜
都

市
マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン
の
位
置
づ
け
＞

新
宿
区
基
本
構

想

施
策
の
方
向
性
を
示
し
た

行
財
政
運
営
の
指
針

各
分
野
の
個
別
計
画

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

(
区
域
マ
ス

)
【
東

京
都

決
定
】

基
本
計
画

ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画

都
市

計
画

に
関
す
る
方
針

重
点
的
な
取
組
や
推
進
方
策

・
課
題
別
戦
略

・
エ
リ
ア
戦
略

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

実
行
計
画

新
宿

区
総

合
計

画

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
一
体
化

•
計
画

期
間

は
令

和
1
0
（2

0
2

8
）年

度
か
ら
令
和

2
9
（2

0
4

7
）年

度
の

お
お

む
ね

2
0
年

と
し
ま
す
。

•
社
会

経
済

情
勢

の
変
化
や
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
な
ど
に
適

切
に
対

応
す
る
た

め
、
お
お
む
ね

1
0

 年
ご
と
に
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
い

ま
す
。
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•
基
本

的
な
構

成
は
現
行
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
継

承
し
ま
す
。

•
社
会

情
勢

や
ま
ち
の
変
化
を
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ま
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て
、
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ま
ち
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方
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す
る
と
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に
、
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づ

け
の

見
直

し
や
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容
の
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い
ま
す
。

•
「ま

ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン
」を

「都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に

取
り
込

み
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か
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す
く
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等
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果
た
す
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き
役
割
が
見
え
る
計
画
と
し
ま
す
。

＜
新

た
な
構

成
＞

２
骨
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構
成
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じ
め
に
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市
マ
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タ
ー
プ
ラ
ン
骨
子
の
全
体
像
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序
章

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
背
景
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社
会

構
造

の
変

化
へ

の
対

応
策

生
活
の

質
へ
の
着
目

資
源
を
活
か
し
、
都
市
の
質
や
価
値
を

高
め
、
育

て
て
い

く
意

識
の

高
ま
り

主 な 政 策

キ ー ワ ー ド ●
都
市
計
画
の

潮
流
（国

内
外
）

人
口
減
少
や
温
暖
化
な
ど
の

社
会

構
造

の
転
換

・
東
日
本
大
震
災
の
発
生

・
東
京
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0

2
0
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ピ
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催
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、
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1
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0
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0
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策
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都
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持
続
可
能
な
開
発
目
標

S
D

G
ｓ

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

W
e

ll
-b

e
in

g
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

人
間
中
心

P
e

o
p

le
-

c
e

n
tr

e
d

包
摂
的

In
c
lu

s
iv

e

主 な 政 策

キ ー ワ ー ド

都
市

の
資

源
を

活
か
し
、
都
市
の
質
や
価
値
を
高

め
、
育

て
て
い

く
こ
と
が

重
視

さ
れ

る
時

代
へ

序
章

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
背
景

１
社
会
情
勢
の
変
化
と
都
市
計
画
を
取
り
巻
く
潮
流
の
変
遷

•
人

口
増

加
や
量

的
拡
大
を
前
提
と
し
た
成
長
社
会
の
ま
ち
づ

く
り
を
経

て
、
こ
れ
か
ら
の

都
市

は
、
豊

か
さ
や
生

活
の
質
、
都
市
の
価
値
を
重
視
す
る
成
熟
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
移

行
し
て
い

ま
す
。
新
た
な
都
市
基
盤
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
既

存
ス
ト
ッ
ク
や
地
域

固
有
の

資
源
を
活

か
し
な
が
ら
、
多
様
な
主
体
と
の
共
創
に
よ
っ
て
都
市
の
質
や
価
値
を
高
め
、

持
続

的
に
育

て
て
い
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0

0
7

都
市

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策

定

2
0

1
7

見
直

し

2
0

2
7

都
市

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定

2
0

0
0
（
H

1
2
）
～

2
0

0
7
（
H
１
９
）

2
0

0
7
（
H

1
9
）
～

2
0

1
7
（
H

2
9
）

2
0

1
7
（
H

2
9
）
～

2
0

2
7
（
R

9
）

2
0

2
7
～

2
0

4
0
年

代

2
0

0
0
年

（
＝

１
０
０
）

2
0
０
８
年

（
＝

１
０
０

.9
）

2
0

4
0
年

(
1
2

7
.3

)

2
0

3
0
年

(
1
1
8

.2
)

●
人
口
推
移
（対

２
０
０

0
年
比
）

新
宿
区

東
京
都

日
本

人
口

ピ
ー
ク

人
口
ピ
ー
ク

主 な キ ー ワ ー ド

2
0

1
8

 外
国

人
材

の
受

入
れ
・共

生

2
0

2
0

 2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

2
0

2
1
 デ

ジ
タ
ル
社
会

2
0

2
6

 A
Iの

徹
底

活
用

主 な 政 策

キ ー ワ ー ド・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
契
機
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

人
々
の
暮
ら
し
方
・
働
き
方
の
変
化

・
世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現

・
風
水
害
の
激
甚
化
等
に
よ
る
気
候
変
動
や

防
災
へ
の
意
識
の
高
ま
り

・
A

I・
気
候
変
動
・
人
口
構
造
等
の
変
化
の

急
速
化
、
複
合
化

●
今
後
の
見
通
し

A
Iロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
社
会
実
装
、
自
動
運
転

脱
炭
素

気
候
激
甚
化
・
災
害
リ
ス
ク

イ
ン
フ
ラ
更
新

主 な 政 策

キ ー ワ ー ド

個
性
の
確
立
と

質
や
価

値
の

向
上

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

N
a
tu

re
-p

o
s
it

iv
e

強
靭
性

R
e

s
il

ie
n

c
e

エ
リ
ア

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

国
内

国
外

都
市

計
画

の
潮

流
（国

内
外
）

出
典

：「
新

し
い

時
代
の
都
市
計
画
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
社
会
資
本
整
備
審
議
会
答
申

(H
1
8
年

2
月

)、
「国

土
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン

2
0

5
0
」国

交
省

(H
2

6
年

7
月

)
、
「都

市
の

ス
ポ
ン
ジ
化

へ
の

対
応
」
都

市
計

画
基
本

問
題
小
委
員
会

（
H

2
9
年

8
月
）
、
「
多
様
な
価
値
観
や
社
会
の
変
化
を
包
摂
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
都
市
計
画
基
本
問
題
小
委
員
会

（R
5
年
４

月
）、

「「
成

熟
社

会
の

共
感

都
市

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」都

市
の
個
性
の
確
立
と
質
や
価
値
の
向
上
に
関
す
る
懇
談
会
（
R

7
年
５
月
）、

「地
域
に
民

間
投

資
を
呼

び
込
み
、
個

性
あ
る
都

市
空
間

を
つ
く
る
「令

和
の
都

市
（ま

ち
）リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」の

推
進

」都
市

計
画

基
本
問
題
小
委
員
会
（R

8
年

1
月
）
、
「
C

IT
IE

S
 I

N
A

 G
L
O

B
A

L
IZ

IN
G

 W
O

R
L
D

G
L
O

B
A

L
 R

E
P

O
R

T
 O

N
 H

U
M

A
N

 
S

E
T

T
L
E

M
E

N
T

S
2

0
0

1
」U

N
-H

a
b

it
a
t（

2
0

0
1
年
）、

「E
N

H
A

N
C

IN
G

 U
R

B
A

N
 S

A
F

E
T

Y
 2

0
0

7
」 

U
N

-H
a
b

it
a
t（

2
0

0
1
年

）、
持

続
可

能
な
開

発
目
標

（
S

D
G

s
）（

2
0

1
6
年

１
月

発
効

）、
「
W

o
rl

d
 C

it
ie

s
 R

e
p

o
rt

 2
0

2
2

E
n

v
is

a
g

in
g

th
e

 F
u

tu
re

 o
f
 C

it
ie

s
」 

U
N

-H
a
b

it
a
t（

2
0

2
2
年
）
、
「N

a
tu

re
-p

o
s
it

iv
e

 c
it

ie
s
 A

 c
o

n
c
e

p
tu

a
l 
f
ra

m
e

w
o

rk
」

O
E

C
D
（2

0
2

6
年

）
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ま
ち
づ

く
り
の

進
展
に
よ
り
利
便
性
の
高
い
市
街
地
の
形

成
が

進
ん
で

き
た

中
、

今
後
は
人
口
減

少
も
見

据
え
な

が
ら
、
社
会
情
勢

の
変
化

や
多
様

化
・
複
雑
化

す
る
都

市
課

題
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る

•
都

市
基

盤
整

備
等

の
推
進
に
よ
り
利
便
性
が
向
上
し
た
一
方

、
地

域
の
安

全
性
向

上
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

•
ま
た
、
高

齢
化

の
進
行
や
人
口
ピ
ー
ク
の
到
来
、
外

国
人

住
民

の
増
加

、
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽

化
、
脱

炭
素

化
へ
の

対
応
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
な
ど
、
新
宿
区
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
等

が
大

き
く
変

化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

１
ま
ち
づ

く
り
の

取
組

実
績

【
平
成

2
0
（
2

0
0

8
）
年

度
か

ら
令

和
7
（
2

0
2

5
）
年

度
】

２
基
礎
調
査
デ
ー
タ

●
区

全
体

の
人

口
は
令

和
2

2
年

頃
に
約

3
6

.5
万

人
で

ピ
ー

ク
を
迎

え
、
そ
の

後
は
緩

や
か
な
減

少
と
高

齢
者

の
割

合
が

高
ま
っ
て
い

く
こ
と
が

見
込

ま
れ
て
い

る
。

●
外

国
人

比
率

は
1
3

.6
％

（
約

4
.8

万
人

）
で

2
3
区

中
1
位
。

訪
日

外
国

人
旅

行
者

数
や
住

宅
宿

泊
事

業
者

数
も
急

増
し

て
い

る
。

●
建

物
棟

数
が

減
少

傾
向

に
あ
る
と
と
も
に
平

均
敷

地
面

積

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敷
地
の
統
合
が
進
ん
で
い
る

と
考

え
ら
れ
る
。

●
耐

震
化

率
・
不

燃
領

域
率

は
着

実
に
向

上
し
て
い

る
一

方
、

地
域

危
険

度
の

高
い

地
区

が
残
っ
て
い

る
。

３
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ

（
居

住
者

・
事

業
者

ア
ン
ケ
ー
ト
、
町

会
等

意
見

等
）

●
日
常
の
飲
食
・
買
い
物
の
便
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
し

や
す
さ

な
ど
、
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上
を
実
感
す
る
声
が

多
い

。

●
一
方
、
災
害
へ
の
安
全
性
や
発
災
後
の
迅
速
な
復
興
、
住

民
マ
ナ
ー
の
悪
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

を
心

配
す
る
声
が
集
ま
っ
て
い
る
。

●
居
住
者
の
愛
着
度
分
析

で
は
、
愛
着
が
高
い
人
ほ
ど
、
継

続
居
住

意
向

や
地

域
活

動
へ

の
参

加
意

向
が

高
い
ほ
か
、

歴
史
・
文
化
、
景
観
、
み
ど
り
な
ど
地
域
資
源
へ
の
満
足
度

も
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
る
。

西
新

宿
五

丁
目
北
地
区
防
災
街
区
整
備
事
業

人
口

推
移

（
過

去
経

緯
・将

来
推

計
）

新
た
な
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

（
居
住
者
向
け
、
 R

8
年

4
～
５
月
実
施
）

ま
ち

づ
く

り
へ

の
現

状
の

満
足

度
（
満

足
・
ど
ち

ら
か
と

い
う
と

満
足
と
回
答

し
た
人
の

割
合
）

●
満

足
な

こ
と

1
.
公

共
交

通
機

関
の

利
用

し
や

す
さ

 
…

7
0
.
8
%

2
.
日

常
的

な
飲

食
・

買
い

物
の

便
利

さ
 
…

6
3
.
7
%

●
不

満
足

な
こ

と

1
.
地

域
の

安
全

性
 
…

3
5
.
9
%

2
.
自

転
車

で
の

移
動

の
し

や
す

さ
 
…

2
9
.
2
%

序
章

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
背
景

２
新
宿
区
の
現
況
・
課
題

●
「
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル

」
の
再
編

を
進
め
る
と
と
も
に
、

都
市

計
画
道
路
の
整
備

や
七
つ
の
都

市
の

森
の

充
実

な
ど
、

都
市

基
盤
整
備
が
進
展
し
た
。

●
住
民

参
画

を
通

じ
た
地
区
計
画

や
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の

策
定
な
ど
に
よ
り
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
土
地
利
用
・
景
観

形
成
・
住
環
境
整
備

を
推
進
し
た
。

●
耐
震

化
・
不
燃
化

、
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
を
着
実
に
進

め
、
安

全
・
安
心
で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
持
続
可
能
な
都

市
基
盤
を
強
化

し
た
。
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「
ど

の
よ
う
に
進

め
る
か
」
「
何
に
着
目
す
る
か
」

２
つ
の
観
点
で

今
後

2
0
年

の
ま
ち
づ

く
り
を

捉
え
る

•
こ
れ
ま
で
整

備
し
て
き
た
都
市
空
間
を
活
か
し
、
居

住
者

や
就

業
者
、
来

街
者

な
ど
様

々
な
人
が

ま
ち
を
使
い
、
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
価
値
を
と
も
に
育
て
て
い
く
段
階

へ
と
ま
ち
づ

く
り
を
発
展
さ
せ
る
。

•
さ
ら
に
、
地

域
の
個
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
歴
史
、
文

化
等
に
触

れ
る
体
験
や
様
々

な
人
が

交
流
で
き
る
機

会
や
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
へ
の
誇
り
や
愛
着

を
育
み
、
持
続
的

に
価

値
が

高
ま
る
都
市
を
目
指
す
。

「
つ

く
る
」
こ
と
に
加

え
、
様
々
な
人
が
使
い
続
け
、
関
わ
り
続
け
、
と
も
に
育

て
る
都

市
を

め
ざ

す

●
今

後
2

0
年
を
見
据
え
た
新
宿
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

•
「社

会
情

勢
の

変
化
と
都
市
計
画
を
取
り
巻
く
潮
流
」と

「新
宿

区
の

ま
ち
の

現
況

・課
題

」
を
踏
ま
え
、
今

後
2

0
年

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
「
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
」
と
い
う
方
向

性
と
、
「何

に
着

目
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
」と

い
う
視

点
の

2
つ
の

観
点
か
ら
整

理
し
ま
す
。

●
今
後

2
0
年
を
見
据
え
た
着
目
す
べ
き
視
点

序
章

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
背
景

３
こ
れ
か
ら
の
新
宿
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
方
向
性
と
着
目
す
べ
き
視
点

暮
ら
し
の
質
と

国
際

的
な

魅
力
の
向
上

社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
都
市
の
更
新

強
靭

で
持

続
可

能
な

都
市

の
実

現
地

域
の

個
性

を
活

か
し
た

ま
ち
づ

く
り
の
推
進

•
高
ま
る
首
都
直
下
地
震
の
リ
ス
ク

•
気
候
変
動
に
よ
る
風
水
害
の
激
甚
化

•
脱
炭
素
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け
た

取
組
の
重
要
性
の
高
ま
り

•
都
市
の
防
災
力
向
上
を
進
め
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
後
の
速
や
か
な
復
興

に
向
け
た

取
組
を
推
進

•
脱
炭
素
化
な
ど
持
続
可
能
な
都
市
の
実
現

に
向
け
た
環
境
配
慮
の
取
組
を
推
進

現
況

課
題

ま
と
め

着
眼

点

•
中
長
期
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行

•
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

•
A

Iや
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
は
じ
め
と
す
る
技

術
革
新

の
進
展

•
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

計
画
的
、

  
戦
略
的

な
更
新

•
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
新

技
術
も
活
用
し
な
が
ら
、
都
市
機
能
と
都

市
基
盤
の
更
新
を
推
進

現
況
課
題
ま
と
め

着
眼
点

•
外
国
人
の
住
民
、
観
光
客

が
増
加
傾
向

•
新
宿
駅
周
辺
な
ど
に
お
け
る
国
際
都
市
と

し
て
の
役
割
の
高
ま
り

•
来
街
者
の
増
加
に
伴
う
生
活
環
境
へ
の
影
響

•
誰
も
が

安
全

・安
心
に
暮
ら
し
、
活
動
で
き

る
都
市
環
境
の
確
保

•
新
宿
駅
周
辺
に
お
け
る
国
際
交
流
拠
点
と

し
て
の
魅
力
向
上

•
様
々
な
人
々
が
快
適
で
豊
か
な
時
間
を
過

ご
せ
る
都

市
空
間
の
形
成

現
況

課
題

ま
と
め

着
眼

点

•
商

業
・業

務
・文

化
・居

住
機
能
が
集
積
す

る
魅
力
あ
る
都
市

•
地

域
ご
と
の
多
様
な
個
性
を
活
か
し
た
区

民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り

•
地

域
ご
と
の
個
性
や
魅
力
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

•
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
都
市
の
重
要
な
基

盤
と
し
て
捉
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

現
況

課
題

ま
と
め

着
眼

点

●
今
後

2
0
年
を
見

据
え
た
着
目
す
べ
き
視
点
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１
将
来
の
都
市
像
、
め
ざ
す
都
市
の
骨
格
の
考
え
方

（
１

）
将
来

の
都
市
像

多
彩

な
日

常
を

育
み

新
た

な
魅

力
を

未
来

へ
つ
な
ぐ
都
市

•
新
宿

区
基

本
構
想
の
「め

ざ
す
ま
ち
の
姿
」を

都
市

計
画
の

面
か
ら
実
現

す
る
た
め
、
2

0
年

後
を
見

据
え
た
将

来
像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
め
ざ
す
都
市
の
骨
格
を
示
し
ま
す
。

•
地

域
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
み
ど
り
や
水
辺
、
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
、
新
宿
の
多
彩
な
資
源
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
発
想
や
技
術
を
取
り
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。
歩
い
て
巡
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
個
性
豊
か
な
ま
ち
が
連
な
る
新
宿
の
強
み
を
活
か
し
、
誰
も
が
快
適
に
移
動
で
き
る

こ
と
で
、
地
域
を
越
え
た
回
遊
や
交
流
を
促

進
し
て
、
多
彩
な
日
常
の
暮
ら
し
や
活
動
の
可
能
性
が
広
が
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

•
災

害
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
化
や
豊
か
な
み
ど
り
の
創
出
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
都
市
環
境
を
形
成
し
ま
す
。
誰
も
が
安
全
・

安
心
に
居
心
地
よ
く
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
自
分
ら
し
い
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
都
市
を
育
み
ま
す
。

•
国

籍
や
世
代
を
超
え
た
多
様
な
人
々
の
営
み
や
交
流
を
通
じ
て
、
新
た
な
文
化
や
魅
力
を
創
造
し
、
ま
ち
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
な
が
ら
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
て
、
新
宿
の
豊
か
さ
を
未
来
へ
と
継
承
・発

展
さ
せ
る
都
市
を
区
民
と
と
も
に
実

現
し
ま
す
。

＜
そ
れ
ぞ

れ
の
地

域
で

次
世

代
に

つ
な

ぎ
た

い
日

常
風

景
・
新

た
に
生
み

出
し
て

い
き
た

い
日

常
風
景
＞
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１
将
来
の
都
市
像
、
め
ざ
す
都
市
の
骨
格
の
考
え
方

第
１
章

め
ざ
す
都
市
の
骨
格

（
２

）
め
ざ

す
都
市
の
骨
格
の
考
え
方

１
ま
ち
に
集
う
す
べ
て
の
人
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
都
市

①
誰
も
が
快
適
に
過
ご
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
多
様
な
都
市
空
間
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

②
官
民
の
公
共
的
空
間
な
ど
を
活
用
し
、
多
様
な
活
動
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

2
ま
ち
に
関
わ
る
人
々
が
誇
り
と
愛
着
を
も
ち

自
ら
育
て
て
い
く
都
市

①
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
協
働
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
地
域
で
活
動
す
る
人
々
が
担
い
手
と
な
っ
て
ま
ち
を
運
営
し
、
価
値
を
高
め
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

③
住
み
た
い
と
思
う
人
が
将
来
に
わ
た
り
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

3
安
全
・安

心
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
都
市

①
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
の
複
合
的
な
リ
ス
ク
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
災
害
に
強
い
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
早

期
に
復
興
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

③
ま
ち
で
過
ご
す
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

４
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
持
続
可

能
な
都
市

①
社
会
動
向
の
変
化
を
柔
軟
に
受
け
止
め
、
対
応
し
、
発
展
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
技
術
革
新
を
積
極
的
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
気
候
変
動
等
の
環
境
課
題
へ
の
対
応
と
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
新
宿
の
実
現
を
進
め
ま
す
。

５
ま
ち
の
個
性
や
記
憶
を
活
か
し
躍
進
す
る
多
彩
な
都
市

①
新
宿
駅
周
辺
か
ら
、
新
た
な
魅
力
と
価
値
を
生
み
出
し
、
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

②
多
彩
な
ま
ち
の
個
性
や
地
域
資
源
を
活
か
し
、
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
新
宿
の
骨
格
を
形
成
す
る
ま
ち
、
道
路

、
み
ど
り
、
水
辺
を
連
携

さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
ま
ち
の
個
性
や
課
題
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
ま
す
。
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•
新

宿
区

で
は
、
こ
れ
ま
で
形
成
し
て
き
た
都
市
基
盤

を
活
か
し
な
が
ら
、
地

域
そ
れ

ぞ
れ
の

個
性

や
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
そ
の
魅

力
が

人
々

の
交
流

や
回
遊

を
通
じ

て
ま
ち
全

体
へ
広
が
っ
て
い
く
都
市
構
造
を
め
ざ

し
ま
す
。

•
そ
こ
で
、
現

行
の

都
市
構
造

（「
心
（し

ん
）」

「軸
（じ

く
）」
「環

（わ
）」
）
の
骨

格
を
継

承
し
つ
つ
、
地

域
ご
と
の
個
性
を
高
め
な
が
ら
、
人

々
が
ま
ち
を
歩
き
、
使

い
、
交

流
し
、
新

た
な
活
動
や
価
値
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
形

成
し
て
い

く
た
め
、
「心

」「
軸
」

「環
」の

役
割
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

※
都
市
構
造

図
…

将
来
的
な
都
市
機
能
や
都
市
施
設
等
の
基
本
的

な
骨

格
を
、

将
来

の
都

市
構

造
と
し
て
示
し
た
も
の
で
す
。

賑
わ
い

と
交
流
を
先
導
す
る
地
区
を
「心

（し
ん
）」

高
い
都
市
活
動
を
支
え
る
幹
線
道
路
や
そ
の
沿
道
を
「軸

（じ
く
）」

都
市
に
潤
い
を
与
え
る
水
辺
や
み
ど
り
の
つ
な
が
り
を
「環

（
わ
）」

と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

都
市
構
造
図

２
将
来
の
都
市
構
造

第
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ざ
す
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心
（し

ん
）

拠
点

の
個

性
を
明
確
化
し
ま
す
。

多
様

な
交

流
に
よ
っ
て
新

た
な
価

値
を
創

造
し
周
辺
へ
展
開
す
る

都
市
構
造
図

賑
わ

い
交

流
の
心

地
域

の
個

性
を

活
か

し
た

多
様
な

賑
わ
い

と
交

流
を
生
み
出
す

•
高

田
馬

場
、
四

谷
、
神
楽
坂
・飯

田
橋
、
大
久
保
、
神

宮
外

苑
・信

濃
町
な
ど
、
多

様
な
人

々
が
集

ま
り
賑
わ
い

と
交
流
を
先
導
す
る
拠
点
を
「
賑
わ
い
交
流
の
心
」
と
位
置
づ
け
ま
す
。

•
防

災
性

を
高

め
な
が
ら
、
歴
史
、
文
化
、
商
業
、
業

務
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教

育
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
「心

」が
持

つ
固
有
の
魅
力
や
都
市
機
能
を
高
め
、
駅
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
空
間
を

活
用

し
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
や
交
流
が

生
ま
れ
、
地
域

の
個
性

が
ま
ち
の
中

に
表
れ
る
拠

点
を
形

成
し
ま
す
。

•
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「心

」に
近
接
す
る
「七

つ
の
森

」の
み
ど
り
を
活

か
し
、
都

市
の

豊
か
さ
や
賑

わ
い
の

質
を
高
め
ま
す
。

•
な
お
、
隣

接
自
治
体
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

る
「心

」に
つ
い

て
は
区
境

を
ま
た
が
っ
た
表

現
に
更
新
し
ま
し
た
。

生
活

交
流
の
心

日
常

の
暮

ら
し
を

支
え
地
域

へ
の
誇

り
と
愛

着
を

育
む

•
下

落
合

、
中

井
、
落
合
、
早
稲
田
、
曙
橋
等
の
駅

周
辺
な
ど
、
生

活
利

便
機

能
や
地

域
の

活
動
が

集
ま
り
日

常
の
生
活
圏
の
核
と
な
る
エ
リ
ア
を
「
生
活
交
流
の
心
」
と
位
置
づ
け
ま
す
。

•
公

共
交

通
（鉄

道
や
バ
ス
）の

利
便
性
の
高
い
立

地
特

性
や
、
商

店
街
、
公

共
施

設
、
公

園
等
の

地
域
資

源
を
活
か
し
、
自
由
度
の
高
い
移
動
手
段
で
あ
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ポ
ー
ト
の

集
積
や
防

災
を
含
め
た
生
活
に
必
要
な
情
報
の
発
信
な
ど
を
図
り
、
交
流
を
先
導
す
る
地
域
に
密
着
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

•
駅

前
商

店
街

や
周
辺
の
公
共
施
設
等
と
連
携

し
、
身

近
な
空

間
を
活

か
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
々
が
日
常
の
中
で
地
域
と
関
わ
り
、
交
流

し
、
地

域
へ
の
誇
り
や
愛
着
が
育
ま
れ
る
拠
点
を
形

成
し
ま
す
。

創
造

交
流
の
心

２
将
来
の
都
市
構
造

第
１
章

め
ざ
す
都
市
の
骨
格

•
新

宿
駅

周
辺

は
、
首
都
圏
・国

内
・海

外
と
つ
な
が

る
交

通
機
能

を
有
し
、
商

業
・観

光
・娯

楽
・滞

在
機

能
、
都

心
居
住
・公

園
機
能
等

多
様

な
都

市
機
能
が
国
際
水
準
で
高
度
に
集

積
し
て
い

ま
す
。

•
新

し
い

魅
力

と
価
値
を
持
続
的
に
創
出
し
、
国

内
外
か
ら
集

ま
る
人

々
の

交
流
・連

携
・挑

戦
が
生

ま
れ
る
人
中

心
の
エ
リ
ア
と
し
て
、

「創
造

交
流

の
心
」と

位
置
づ
け
ま
す
。

•
高

い
防

災
機

能
を
備
え
な
が
ら
、
人
に
や
さ
し
い

歩
行

者
優
先

の
都
市

空
間
を
東

西
南

北
に
つ
な
げ
、
特

色
あ
る
各
地
区
を
つ
な
ぎ
、

誰
も
が

行
き
交
い
、
滞
在
し
、
交
流
で
き
る
環
境
を
形
成
し
ま
す
。
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都
市
活
動
軸

軸
（じ

く
）

「心
」
と
の

つ
な

が
り
を
明
確
化
し
ま
す
。

広
域

的
な

都
市

活
動

を
支

え
、
沿

道
へ

賑
わ
い

を
広
げ
る

•
広

域
的

な
交

通
を
担
う
幹
線
道
路
と
そ
の
沿
道
を
「都

市
活

動
軸

」と
位

置
づ

け
、
身

近
な
交
流

の
場
で
あ
る
「
生
活
交
流
の
心
」
を
繋
ぐ
骨
格
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

•
円

滑
な
自

動
車
交
通
の
処
理
の
ほ
か
、
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い

土
地
利

用
の
更

新
や
自

転
車

・歩
行
者

が
安
全

・
快
適
に
移
動
で
き
る
都
市
空
間
の
確
保
、
沿
道
を
含
め
た
賑
わ
い
空
間
の

形
成

、
街

路
樹

の
整
備
に
よ
る
み
ど
り
の
充
実
、
沿

道
建

物
の

不
燃
化

等
を
進

め
ま
す
。

地
域

活
動
軸

地
域

間
の

交
流

を
支

え
安
全

で
快
適

な
沿
道

を
つ
く
る

•
「都

市
活

動
軸

」を
補
助
す
る
軸
と
し
て
、
地
域
間

の
交
流

を
図
る
主
要

な
幹
線

道
路
を
「地

域
活

動
軸

」と
位
置
づ
け
ま
す
。

•
円

滑
な
自

動
車
交
通
の
処
理
、
自
転
車
や
歩
行
者

の
た
め
の

安
全

な
空

間
の
確

保
、
街

路
樹

の
整
備

に
よ
る
み
ど
り
の
充
実
及
び
沿
道
建
物
の
不
燃
化
、
沿
道
の
賑
わ
い
の
誘
導
な

ど
を
進

め
ま
す
。

賑
わ

い
交
流
軸

「
心

」
を

つ
な

ぎ
歩

い
て
賑

わ
い

を
連
続

さ
せ
る

•
明

治
通

り
、
新
宿
通
り
か
ら
中
央
通
り
（新

宿
副

都
心

街
路
第

４
号
線

）ま
で
と
そ
れ
ら
の

沿
道

を
、
新

宿
の

賑
わ
い
と
交
流
の
骨
格
と
な
る
軸
と
し
て
「
賑
わ
い
交
流
軸
」と

位
置
づ
け

ま
す
。

•
「創

造
交

流
の
心
」や

「賑
わ
い
交
流
の
心
」の

機
能

を
沿

道
へ
滲

み
出

さ
せ
、
個

性
の
異

な
る
そ
れ
ぞ

れ
の

「心
」
が
つ
な
が
り
、
多
様
な
賑
わ
い
が
連
続
す
る
軸
を
形
成
し
ま
す
。

•
街

路
樹

や
連
続
し
た
路
面
店
舗
、
ゆ
と
り
あ
る
歩
行

空
間
の

形
成
な
ど
を
進

め
、
歩

い
て
魅
力

的
な
通

り
を
形
成
し
ま
す
。

２
将
来
の
都
市
構
造

第
１
章

め
ざ
す
都
市
の
骨
格

都
市
構
造
図
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七
つ
の
都
市
の
森

環
（わ

）
都

市
に
近

接
す
る
み
ど
り
・水

辺
の
価

値
を
明

確
化

し
ま
す
。

み
ど

り
を

守
り
都

市
活

動
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
か
す

•
新

宿
中

央
公

園
周
辺
、
戸
山
公
園
周
辺
、
落
合

斜
面
緑

地
、
早

稲
田

大
学
周

辺
、
外

濠
周

辺
、
明
治

神
宮
外

苑
周
辺
、
新
宿
御
苑
周
辺
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「
七
つ
の
都
市
の
森
」

と
位

置
づ

け
ま
す
。

•
い

ず
れ
も
「心

」に
近
接
し
て
い
る
貴
重
な
み
ど
り
と
し
て
保
全

・拡
充
を
進

め
る
と
と
も
に
、
激

甚
化

す
る
豪
雨

や
猛
暑
等
の
気
候
危
機
に
対
し
、
雨
水
の
貯
留
・
浸
透
に
よ
る
防
災
・

減
災
、
暑

熱
環

境
の
緩
和
、
生
物
多
様
性
の
確

保
な
ど
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
発
揮
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

•
あ
わ
せ
て
、
周

辺
市
街
地
や
「心

」と
の
つ
な
が

り
を
高

め
、
住

む
人

、
働

く
人

、
訪
れ
る
人

が
憩
い

、
交

流
し
、
活
動
で
き
る
場
と
し
て
活
か
す
こ
と
で
、
「
心
」で

形
成
さ
れ
る
賑
わ
い
や

都
市

活
動

の
価

値
や
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

水
と
み

ど
り
の
環

水
と
み

ど
り
で

「
心

」
を

つ
な

ぐ

•
新

宿
区

の
外

周
に
沿
っ
た
神
田
川
、
妙
正
寺
川

や
外
濠
の
水
辺
、
外
濠
の
緑
地
、
明
治
神
宮
外
苑
、
新
宿
御
苑
の

み
ど
り
を
「水

と
み
ど
り
の

環
」と

位
置
づ

け
ま
す
。

•
「創

造
交

流
の

心
」や

「賑
わ
い
交
流
の
心
」の

多
く
が

区
の

外
周
部

に
あ
る
た
め
、
「水

と
み
ど
り
の

環
」を

た
ど
っ
て
「
心
」か

ら
「
心
」
へ
行
き
来
で
き
る
環
状
の
骨
格
を
形
成
し
ま
す
。

•
高

密
な
都

心
に
お
い
て
都
市
に
潤
い
を
与
え
、
都

市
の

品
格

を
高
め
る
貴

重
な
資

源
と
し
て
、
水

辺
や
み
ど
り
を
保
全
し
つ
つ
、
「
心
」
や
周
辺
の
道
路
、
公
園
、
市
街
地
等
と
の
連
続
性

を
高

め
、
地

域
の
人
々
や
訪
れ
る
人
々
が
歩
き
、
憩

い
、
回

遊
で
き
る
、
快

適
で
魅
力

あ
る
都

市
空
間

を
形

成
し
ま
す
。

風
の

み
ち

（
み

ど
り
の

回
廊
）

水
と
み
ど
り
で
さ
わ
や
か
な
風
を
ま
ち
へ
導
く

•
賑

わ
い

交
流
軸
と
な
る
明
治
通
り
及
び
新
宿
通

り
か
ら
中

央
通
り
を
「風

の
み
ち
（み

ど
り
の
回

廊
）」
と
位

置
づ
け
、
緑
陰
の
あ
る
街
路
樹
の
整
備
や
沿
道
建
物
の
緑
化
な
ど
を
進
め
、

新
宿

御
苑

の
み
ど
り
や
外
濠
の
水
辺
か
ら
さ
わ
や
か
な
風
を
導
く
、
厚

み
と
広

が
り
を
も
っ
た
、
み
ど
り
豊
か
な
都
市
空
間
を
形
成
し
ま
す
。

•
ま
た
、
身

近
な
地
域
の
み
ど
り
を
つ
な
げ
、
新

宿
区

の
外
周

を
囲
む
「水

と
み
ど
り
の

環
」や

、
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
の
保
全
・
拡
充
を
め
ざ
す
「
七
つ
の
都
市
の
森
」
と
結
ぶ
よ
う
に
、
幹

線
道

路
の

街
路
樹
の
み
ど
り
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

２
将
来
の
都
市
構
造

第
１
章

め
ざ
す
都
市
の
骨
格

都
市
構
造
図
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２
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ま
ち
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り
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部
門

現
行
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

今
回

策
定

す
る
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案

）

１
土

地
利
用

(1
)
都
心
居
住
の
推
進
と
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
形
成

(2
)
多
様
性
や
懐
の
深
い
新
宿
の
魅
力
を
活
か
し
た
業
務
商
業
系
市
街
地
の
形
成

(3
)
都
市
型
産
業
地
区
に
お
け
る
土
地
利
用
の
適
正
な
誘
導

(4
)
都
市
の
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
保
全

(5
)
国
際
都
市
の
拠
点
整
備
の
推
進

（
7

-（
２
）
(３

)へ
移
動
、
1
-(

2
),

3
-(

2
)の

記
載
に
内
包
）

(１
) 
良
好
な
住
環
境
が
整
う
住
宅
市
街
地
の
形
成

(2
)
多
様
性
や
懐
の
深
い
新
宿
の
魅
力
を
活
か
し
た
業
務
商
業
系
市
街
地
の
形
成

(3
)
都
市
型
産
業
地
区
に
お
け
る
土
地
利
用
の
適
正
な
誘
導

(4
)
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
保
全
・
拡
充
・
活
用

２
都
市
交
通
整
備

(1
)
人
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
へ
の
改
善

(2
)
人

と
環

境
に
配

慮
し
た
道
路
整
備

(3
)
歩
き
た
く
な
る
歩
行
者
空
間
の
充
実

(4
)
交
通
需
要
の
管
理
の
推
進

(5
)
公
共
空
間
を
活
用

し
た
都
市
の
魅
力
の
向
上

（
一
部

7
-（
４
）
へ
移
動
）

(1
) 
人
を
中
心
と
し
た
移
動
環
境
の
形
成

(2
)
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

(3
) 
歩
き
た
く
な
る
歩
行
者
空
間
の
充
実

(4
) 
交
通
環
境
の
適
正
化

３
防
災
ま
ち
づ

く
り

(1
)
災
害
に
強
い
、
逃
げ
な
い
で
す
む
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

(2
)
建
物
・
都
市
施
設
等
の
安
全
性
の
向
上

(3
)
防
災
拠
点
と
避
難

施
設
等
の
充
実

(4
)
災
害
発
生
時
の
応
急
・
復
旧
対
策
の
整
備

(5
)
風
水
害
対
策
の
強
化

(1
)
災
害
に
強
い
、
逃
げ
な
い
で
す
む
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

(
2

)
災
害
発
生
時
の
対
応
力
強
化

(3
) 
復
興
ま
ち
づ
く
り

(4
) 
激
甚
化
す
る
風
水
害
へ
の
対
応
強
化

４
み
ど
り
・
公

園
整
備

(1
)
み
ど
り
の
骨
格
の
形
成

(2
)
み
ど
り
を
残
し
、
ま
ち
へ
拡
げ
る

(3
)
水

や
み
ど
り
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

(4
)
生
活
や
活
動
の
場
に
あ
る
身
近
な
み
ど
り
の
充
実

(5
)
公
園
を
活
か
し
た
賑
わ
い
づ
く
り

(1
)
み
ど
り
の
骨
格
の
形
成

(2
)
豊
か
な
み
ど
り
と
水
辺
空
間
の
保
全
・
継
承

(3
)
魅
力
あ
ふ
れ
る
み
ど
り
の
創
出

(4
)
生
活
や
活
動
の
場
に
あ
る
身
近
な
み
ど
り
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

５
景
観
ま
ち
づ

く
り

(1
)
地

域
の

個
性

を
活

か
し
た
景
観
誘
導

(2
)
賑
わ
い
と
潤
い
の
あ
る
景
観
誘
導

(3
)
国
際
観
光
都
市
・
新
宿
の
顔
づ
く
り
の
推
進

(4
)
区
民
と
の
連
携
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
1
）
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
多
様
な
景
観
誘
導

(2
)
賑
わ
い
と
潤
い
の
あ
る
景
観
誘
導

(3
)
新
宿
を
象
徴
す
る
都
市
景
観
の
形
成

(4
)
区
民
と
の
連
携
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

６
住
宅
・
住
環
境
整
備

(1
)
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り

(2
)
住
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り

(3
)
安
定
し
た
居
住
を
確
保
で
き
る
し
く
み
づ
く
り

(4
)
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
主
体
と
し
た
魅
力
あ
る
住
環
境
づ
く
り

(5
)
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
外
国
人
等
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
づ
く
り

（
一
部

7
-(
１
)へ

移
動
）

(1
)
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り

(2
)
住
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り

(3
)
安
定
し
た
居
住
を
確
保
で
き
る
し
く
み
づ
く
り

(4
)
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
主
体
と
し
た
魅
力
あ
る
住
環
境
づ
く
り

７
誰
も
が
豊
か
に
過

ご
せ
る

ま
ち
づ
く
り

(1
)
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り

(2
)
人
々
の
交
流
を
創

出
す
る
都
市
空
間
づ
く
り

(1
)
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
2
）
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

(３
)
国
内
外
か
ら
人
を
惹
き
つ
け
、
新
た
な
魅
力
と
交
流

を
生

み
出
す
ま
ち
づ
く
り

(４
)
多
様
な
人
々
の
滞
在
・
交
流
・
活
動
を
育
む
都
市
空
間
づ
く
り

８
環
境
に
配

慮
し
た

ま
ち
づ
く
り

(1
)
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

(2
)
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

(3
)
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

(4
)
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
都
市
空
間
づ
く
り

(1
) 
脱
炭
素
化
の
推
進

(2
) 
気
候
変
動
に
適
応
し
た
暑
熱
対
策
の
推
進

(3
)
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

(4
) 
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
都
市
環
境
の
整
備

•
基
本

的
な
構

成
は
現
行
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
継

承
し
な
が

ら
、
構

成
を
一
部

見
直
し
ま
し
た
。

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
構
成
に
つ
い
て

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た

現
況
課
題

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

●
住
民
参
画
に
よ
り
地
区
計
画
や
ま
ち
づ

く
り
ル
ー
ル
を
策
定

し
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
土
地
利
用
を
誘
導
し
た
。

●
創
造
交
流
の
心
で
あ
る
新
宿
駅
直
近
地

区
に
お
い
て
、
駅
・
駅
前
広
場
・
駅
ビ
ル

等
を
一
体
的
に
再
編
す
る
新
宿
グ
ラ
ン

ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
引
き
続
き
賑
わ
い
交
流
の
心
な

ど
で
基
盤
整
備
と
合
わ
せ
た
市
街
地
の

更
新
も
見
込
ま
れ
る
。

●
公
園
の
再
整
備
等

に
よ
り
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
潤
い
と

ゆ
と
り
あ
る
空
間
づ
く
り
を
推
進
し
た
。

現
況

課
題

●
住
民
参

画
に
よ
り
地

区
計

画
や
ま
ち
づ

く
り
ル
ー
ル
を
策

定
し
、
地

域
特

性
に

応
じ
た
土

地
利

用
を
誘

導
し
た
。

●
住
宅
系

用
途

の
割

合
が

過
半

を
占

め
て
い

る
。

方
向
性

住
宅
市

街
地

の
良

好
な

環
境

を
整

え
る

。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
歴

史
・
文

化
、
景

観
、
み
ど
り
な
ど
地

域
資

源
を
活

か
し
て
地

域
固

有
の

住
宅

地
の

魅
力

を
高

め
る
。

現
況

課
題

●
公
園
の

再
整

備
等

に
よ
り
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

充
実

を
図

る
な
ど
、
潤

い
と

ゆ
と
り
あ
る
空

間
づ

く
り
を
推

進
。

●
敷
地
の

統
合

・
大

規
模

化
が

進
み
、
ま
と
ま
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す

る
機
会

が
増

加
。

●
今
後
の

都
市

は
成

長
社

会
か
ら
、
豊

か
さ
や
生

活
の

質
、
価

値
の

向
上

に
重

き
を
置
く
成

熟
社

会
に
移

行
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
多

様
な
活

動
を
創

出
す
る
視

点
な
ど
が

重
視

さ
れ
て
い

る
。

方
向
性

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

多
様

な
機

能
を
位

置
づ

け
、
活

用
を
図

る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
規

模
に
関

わ
ら
ず
、
滞

在
や
交

流
、
移

動
な
ど
日

常
生

活
を
豊

か
に
す
る
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
防

災
性

向
上

や
景

観
形

成
、
暑

熱
緩

和
、
環

境
改

善
な
ど
都

市
を
支

え
る
多

様
な
機

能
を
有

す
る
重

要
な
空

間
で
あ
る
た
め
、
様

々
な
機

会
を

捉
え
、
積

極
的

に
確

保
・
誘

導
を
図

る
と
と
も
に
、
地

域
特

性
に

応
じ
た
積

極
的

か
つ
柔

軟
な
活

用
を
図

る
。

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

１
土
地
利
用

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

出
典
）
「

東
京
の

土
地
利

用
令
和
３
年

東
京
都

区
部

Ⅱ
計
量

・
解
析

」

新
宿
区
及

び
近
隣

区
の
宅

地
利
用

比
率
（

R
3
）

凡
例

公
共

商
業

住
宅

工
業

社
会

情
勢

の
変
化

●
今
後
の
都
市
は
成
長
社
会
か
ら
、
豊
か
さ
や
生
活
の
質
、
価
値
の
向
上
に
重
き
を
置
く
成
熟
社
会
に

移
行
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
多
様
な
活
動
を
創

出
す
る
視
点
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●
住
宅
系
用
途
の
割
合
が
過
半
を
占
め

て
い
る
。

●
区
全
体
で
は
敷
地
の
統
合
・
大
規
模

化
が
進
み
、
ま
と
ま
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
確
保
の
機

会
が
増
加
。

地
区

計
画
策

定
地
区

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力
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【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
生
活
利
便
性
が
高
く
災
害
に
強
く
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て
各
住
宅
地
の
魅
力
を
高
め
る
。

●
多
様
な
都
市
機
能
の
集
積
と
地
域
の
個
性
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
質
の
高
い
ま
ち
を
形
成
す
る
。

●
公
園
や
民
地
の
み
ど
り
に
つ
い
て
都
市
の
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
保
全
・
拡
充
・
活
用
を
進
め
る
。

方
針

（骨
子

）

（
1）

良
好

な
住
環

境
が
整
う

住
宅
市
街
地
の
形
成

●
住

み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
店
舗
な
ど
の
生
活

利
便
施

設
が
身

近
に
立

地
し
、
災

害
に
強

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

豊
か
で
暮

ら
し
や
す
い

良
好

な
住
環

境
の

保
全
・
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、

歴
史
・
文
化
、
景
観
、
み
ど
り
な
ど
地

域
資

源
を
活

か
し
て
各

住
宅
地

の
魅
力
を
高
め
る
。

●
戸
建
住
宅
を
中
心
と
す
る
住

宅
地

で
は
、
良

好
な
住

環
境

の
維
持
・
形

成
を
図
り
、
み
ど
り
豊

か
な
住
宅
地
と
し
て
の

ま
ち
づ

く
り
を
進

め
る
。
（
低

層
住
宅
地
区
）

●
戸
建
住
宅
や
低
中
層

の
集

合
住

宅
等

を
中

心
と
す
る
住

宅
地
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
制

度
を
活

用
し
て
、
都
心
居
住

の
魅

力
を
活

か
し
た
低

中
層

市
街

地
の
形

成
を
図

る
。
（低

中
層
住
宅
地
区
）

●
区

画
整

理
等

に
よ
り
道
路
や
公
園
等
の
都
市
基

盤
が
整

備
さ
れ
た
中

高
層

住
宅
地

で
は
、
現

在
の
住
環
境
を
維
持

し
な
が

ら
、
周

辺
環

境
と
調

和
し
た
都
市
型

住
宅
地

を
形
成
す
る
。
（
中

高
層
住
宅
地
区
）

（
2）

多
様

性
や
懐
の
深
い
新
宿
の
魅
力
を
活
か
し
た
業
務

商
業

系
市

街
地
の

形
成

●
新
宿
駅
周
辺
で
は
、
業

務
・
商

業
・
娯

楽
・
滞

在
・
宿

泊
・
居
住
な
ど
多

様
な
機

能
の
集

積
を
誘

導
す
る
と
と
も
に
、
み
ど
り
豊

か
で
回

遊
性

の
高

い
観
光
・
交

流
拠
点
と
し
て
魅
力

の
向
上
や

国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
。
（
創
造
交
流
地
区
）

●
高
田
馬
場
地
区
、
四

谷
地

区
、
神

楽
坂

・
飯

田
橋

地
区

、
大
久

保
地
区
、
神
宮
外

苑
・
信
濃
町

地

区
で
は
、
住
宅
、
商
業

、
宿

泊
機

能
等

が
融

合
し
た
拠

点
と
し
て
、
地

区
の
個

性
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
質
の
高
い
ま
ち
を
形

成
す
る
。
（
賑

わ
い

交
流

地
区
）

●
区
内
の
鉄
道
各
駅
の
周

辺
は
、
地

区
の

生
活

中
心

と
し
て
、
商
店
街

の
振
興
や
賑
わ
い

の
あ
る

街
並
み
の
形
成
等
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強

化
す
る
。
（
生

活
交
流

地
区
）

●
幹
線
道
路
及
び
そ
の

沿
道

は
、
み
ど
り
豊

か
な
道

路
整

備
と
魅
力
的
な
沿
道
建

物
を
誘

導
す

る
と
と
も
に
、
延

焼
遮
断
帯
と
し
て
の
防
災
機
能
の
強

化
を
図

る
。
（
幹

線
道
路

沿
道
地

区
）

（
3）

都
市

型
産
業

地
区
に
お
け

る
土
地
利

用
の
適

正
な
誘
導

●
印

刷
・
製

本
関

連
業
な
ど
都

市
型

産
業

が
根

ざ
し
た
地

区
で
は
、
地

場
産

業
の
歴

史
や
伝

統
を

踏
ま
え
た
機
能

更
新

を
誘

導
す
る
と
と
も
に
、
職

住
近

接
の

市
街

地
形

成
を
図

る
。
（
都

市
型

産
業

地
区

）

（
4）

都
市

の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
保
全
・
拡
充

・
活
用

●
大
規

模
な
公

園
、
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
、
公

共
施

設
、
寺

社
、
公

開
空

地
等

が
有

す
る
み
ど
り
を
、

都
市

の
貴

重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
保

全
す
る
。

●
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
規

模
に
関

わ
ら
ず
、
滞

在
や
交

流
、
移

動
な
ど
日

常
生

活
を
豊

か
に

す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
防

災
性

向
上

や
景

観
形

成
、
暑

熱
緩

和
、
環

境
改

善
な
ど
都

市
を

支
え
る
多
様

な
機

能
を
有

す
る
重

要
な
空

間
で
あ
る
た
め
、
様

々
な
機

会
を
捉

え
、
積

極
的

に

確
保

・
誘
導

を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
特

性
に
応

じ
た
積

極
的

か
つ
柔

軟
な
活

用
を
図

る
。

１
土
地
利
用

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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土
地

利
用

方
針

図

１
土
地
利
用

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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市
街

地
整

備
方

針
図

１
土
地
利
用

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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現
況

課
題

●
鉄
道
駅

や
バ
ス
、
自

転
車

等
の

公
共

交
通

が
区

内
全

域
に
分

布
し
て
い

る
が

、
一
部
利

便
性

が
低

い
地

域
が

残
る
。

方
向
性

公
共
交

通
の

維
持

・
拡

充
と

次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応

を
進

め
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
誰

も
が

安
全

・
快

適
に
移

動
で
き
る
人

を
中

心
と
し
た
移

動
環

境
の

形
成

を
図

る
。

•
利

便
性

の
高

い
地

域
公

共
交

通
の

維
持

・
確

保
に
努

め
る
。
次

世
代

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応

に
つ
い

て
は
、
交

通
施

策
と
道

路
イ

ン
フ
ラ
の

整
備

・
活

用
を
一

体
的

に
検

討
す
る
。

•
公

共
交

通
や
地

形
等

に
よ
り
利

便
性

が
低

い
地

域
で
は
、
次

世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

活
用

を
検

討
す
る
。

•
大

規
模

開
発

や
駅

の
再

整
備

な
ど
の

機
会

を
捉

え
て
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
ハ
ブ
と
し
て
の

機
能

の
強

化
を
図

る
。

現
況

課
題

●
世
界
有

数
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

新
宿

駅
を
中

心
に
公

共
交

通
が

区
内

全
域

に
分

布
。

●
自
転
車

の
移

動
に
関

す
る
課

題
の

指
摘

。
●

気
候
変

動
に
伴

う
暑

さ
へ
の

対
応

も
含

め
、
来

街
者

や
高

齢
者

等
、
誰

も
が

安
全
・
快

適
に
歩

き
続

け
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ

く
り
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。

方
向
性

歩
き
た
く
な
る
歩

行
者

空
間

を
充

実
さ
せ
る
。

方
針
（
3
）

に
追

加

•
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
す
る
。

•
道

路
や
公

園
、
公

開
空

地
等

の
樹

木
に
よ
る
緑

陰
や
、
沿

道
建

築
物

等
に
よ
る
日

陰
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
道

路
と
そ
の

沿
道

が
連

携
し
、
歩

行
空

間
の

幅
員

確
保

、
ベ
ン
チ
等

の
設

置
な
ど
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰

も
が

快
適

に
歩

き
続

け
ら
れ
る
歩

行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
。

現
況

課
題

●
自
転

車
の

移
動

の
し
や
す
さ
に
関

し
て
は
不

満
足

と
の

意
見

も
多

い
。

方
向
性

安
全
・
快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

を
確

保
す
る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
歩

行
者

と
分

離
さ
れ
た
安

全
・
快

適
な
自

転
車

走
行

空
間

の
確

保
を
含

む
自

転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
す
る
。

●
公
共
交
通
機
関
の
利
用
し
や
す
さ
の
改
善
が
み
ら
れ
る
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
一
方
、
自
転
車
の

移
動
の
し
や
す
さ
に
関
し
て
は
不
満
足
と
の
意
見
も
多
い
。

ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
補
助
第

7
2
号
線
の
全
線
開
通
や
新
宿
駅
東
西
自
由
通
路

の
整
備
完
了
な
ど
、
道
路
や
歩
行
者
空
間
の
整
備
に
関
す

る
長
期
的
な
取
組
が
成
果
を
上
げ
た
。

●
駅
施
設
や
駅
前
広
場
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
区
内
す
べ
て

の
駅
に
お
け
る
車
い
す
利
用
者
の
移
動
経
路
確
保
を
進
め

た
。

●
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ポ
ー
ト
が
区
内
全
域
に
普
及

し
た
。

補
助
第

7
2
号
線
（第

Ⅱ
期
）

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

●
幅
員

5
.5

ｍ
未
満

の
道
路
が
半
数
を
超
え
、
区
内
全
域
に

広
が
っ
て
い
る
。

●
世
界
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
新
宿
駅
を
中
心
に
、

鉄
道
駅
や
バ
ス
、
自
転
車
等
の
公
共
交
通
が
区
内
全
域
に

分
布
し
て
い
る
が
、
一
部
利
便
性
が
低
い
地
域
が
残
る
。

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た

現
況
課

題

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

変
化

へ
の
対

応

２
都
市
交
通
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

社
会

情
勢

の
変
化

●
道
路
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
限
ら
れ
た
財
源
・
人
員
の
も
と
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
維
持
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
気
候
変
動
に
伴
う
暑
さ
へ
の
対
応
も
含
め
、
来
街
者
や
高
齢
者
等
、
誰
も
が
安
全
・
快
適
に
歩
き
続

け
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

幅
員
別
道
路
延
長
比
率

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

6
4

.0
%

出
典
）東

京
都
統
計
年
鑑
（令

和
5
年
）
、

新
宿
区
の
土
地
利
用

2
0

2
4

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力
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【
基
本
的
な
考
え

方
】

●
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
に
加
え
、
歩
行
者
の
安
全
と
移
動
の
快
適
性
を
重
視
し
た
「
人
を
中
心

と
し
た
移
動
環
境
」
の
形
成
を
図
る
。

●
沿
道
と
連
携
し

、
魅
力
的
な
緑
化
や
良
好
な
景
観
形
成
、
賑
わ
い
や
休
憩
機
能
の
創
出
な
ど
を
図
り

、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
す
る
。

●
歩
行
空
間
や
自

転
車
利
用
環
境
の
向
上
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
を
形
成
す
る
。

２
都
市
交
通
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

（骨
子

）

（
1
）
人
を
中

心
と
し

た
移

動
環

境
の

形
成

●
徒

歩
や
公

共
交

通
な
ど
多
様
な
交
通
手
段
を
適
切
に
組

み
合

わ
せ
、
誰

も
が

安
全
・
快
適
に
移
動
で
き
る
人

を
中

心
と
し
た
移

動
環

境
の
形
成

を
図
る
。

●
利
便
性
の
高
い
地
域
公

共
交

通
の

維
持

・
確

保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
駅

や
バ
ス
停
か
ら
目

的
地
ま
で
の

移
動

手
段

と
し
て
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
。

●
自
動
運
転
な
ど
の
次
世

代
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応

に
つ
い
て
は
、
交
通
施

策
と
道
路
イ
ン
フ
ラ
の

整
備

・
活

用
を
一

体
的

に
検

討
す
る
。

●
公
共
交
通
や
地
形
等

に
よ
り
利

便
性

が
低

い
地

域
で
は
、
A

Iオ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
等

の
次

世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用

を
検
討
す
る
。

●
鉄
道
や
路
線
バ
ス
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
、
次

世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
乗
り
換
え

拠
点
と
な
る
駅
周
辺

等
で
は
、
大

規
模

開
発

や
駅

の
再
整

備
な
ど
の
機
会
を

捉
え
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
と
し
て
の

機
能

の
強

化
を
図

る
と
と
も
に
、
住

宅
地
等
に
お
い
て
も
地

域
の

特
性

に
応

じ
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
の

形
成
や
機
能

強
化
を
図
る
。

（
2
）
道
路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

整
備

●
幹
線
道
路
は
、
地
域
の
住
民
の
意
見
や
周

辺
環

境
に
十

分
配

慮
し
な
が

ら
、
通

過
交

通
を
適

切
に
処

理
す
る
道

路
と

し
て
整
備
を
推
進
す
る
。

●
生
活
道
路
は
、
多
様
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
生

活
空

間
と
し
て
、
歩

行
者

の
安

全
性

・
快

適
性

を
確

保
す
る
と

と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
環

境
に
配

慮
し
た
舗

装
等

を
進

め
る
。

●
生
活
道
路
や
細
街
路
は
、
防
災
性
の
向

上
を
め
ざ

し
、
拡

幅
整

備
を
進

め
る
。

（
3
）
歩
き
た

く
な
る

歩
行
者

空
間
の
充

実

●
沿
道
と
連
携
し
、
魅
力
的
な
緑
化
や
良
好

な
景

観
形

成
、
賑

わ
い

や
休

憩
機

能
の

創
出

な
ど
、
健

康
づ

く
り
に
も
資

す
る
歩
行
者
空
間
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
既

存
の

街
路

空
間

の
再

構
築

・
利

活
用

な
ど
も
検

討
し
な
が

ら
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
道
路
や
公
園
、
公
開
空
地
等
の
樹
木
に
よ
る
緑

陰
や
、
沿

道
建

築
物

等
に
よ
る
日

陰
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
道

路
と
そ
の
沿
道
が
連
携
し
、
歩
行

空
間
の
幅
員
確
保
、
ベ
ン
チ
等
の
設

置
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰

も
が
快

適
に
歩
き
続
け
ら
れ
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
。

●
「
新
宿
区
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ

く
り
条

例
」
や
「
新

宿
区

移
動

等
円

滑
化

促
進

方
針

」
に
基

づ
き
、
障

害
者

等
の
当
事
者
団
体
等
と
の
協
働
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
歩

道
拡

幅
や
無

電
柱
化
等
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者

空
間

を
整

備
す
る
。

●
新
宿
駅
周
辺
で
は
、
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

再
整

備
と
あ
わ
せ
て
、
周

辺
の

ま
ち
づ

く
り
と
連

携
し
な
が

ら
、

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
拡
充
を
図

り
、
回

遊
性

の
高

い
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
す
る
。

（
4
）
交
通
環

境
の

適
正
化

●
自
動
車
の
流
入
抑
制
や
速
度
規
制
を
行
う
こ
と
で
、
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
共
同
荷
さ
ば
き
施

設
へ
の
誘
導
や
渋
滞
抑
制
の
た
め
の
未
整

備
都

市
計

画
道

路
の

整
備

推
進

な
ど
、
地

域
に
応

じ
た
総

合
的

な
交

通
施

策
を
検
討
す
る
。

●
駐
車
場
整
備
計
画
や
地
域
ル
ー
ル
等
に
基

づ
き
、
地

域
特

性
に
応

じ
た
駐

車
施

設
及

び
荷

さ
ば
き
駐

車
施

設
の

適
正
化
を
推
進
す
る
。

●
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通
行
空
間
の

整
備

を
進

め
、
そ
の

連
続

性
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図

る
と
と
も
に
、
駐

輪
場

の
附
置
義
務
制
度
の
推
進
、
利
用
マ
ナ
ー
の

啓
発

等
に
よ
り
、
自

転
車

利
用

環
境

を
向

上
さ
せ
る
。

道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

高
速

バ
ス

鉄
道

地
下

鉄
路

線
バ
ス

自
動

車

自
転

車
（シ

ェ
ア
サ
イ
ク
ル

含
む

）

徒
歩

都市活動軸 地域活動軸

自
動

車
専

用
道

路

広
域

幹
線

道
路

地
域

幹
線

道
路

地
区

内
主

要
区
画
道
路

主
要

区
画

道
路

区
画

道
路

広域・高速 地域内・低速

自
動

運
転

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

・
シ
ス
テ
ム

A
I

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通

図
：新

宿
区

の
交

通
体

系
（公

共
交

通
・道

路
）
イ
メ
ー
ジ
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都
市

交
通

整
備

方
針
図

２
都
市
交
通
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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歩
行

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

２
都
市
交
通
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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新
宿

駅
周

辺
歩

行
者
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

２
都
市
交
通
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

138



将
来
の
都
市
構
造
に
関
す
る
自
転
車
通
行
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方

２
都
市
交
通
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

国
道

都
道

区
道

国
道
・
広
域
幹
線
対
象
区
間

都
道
・
広
域
幹
線
対
象
区
間

区
道
・
広
域
幹
線
対
象
区
間

隣
接
区
の
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線

主
要
な
駅

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
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３
防
災
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
建
築
物
等
の
耐
震
化
の
周
知
・
啓
発
や
助
成
制
度
の
拡
充
等
に

よ
り
、
耐
震
化
率
が
向
上
し
た
。

●
四
谷
駅
前
や
西
新
宿
五
丁
目
等
の
再
開
発
に
よ
る
市
街
地
整
備

が
完
了

し
、
安

全
で
安

心
し
て
住

め
る
ま
ち
の
整
備
を
進

め
た
。

●
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
よ
り
不
燃

化
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
細
街
路
の
拡
幅
整
備
や
区
道
の
無

電
柱

化
に
よ
り
道
路
等
の
公
共
施
設
の
防
災
性
向
上
を
推
進
し
た
。

西
新
宿
五

丁
目
北

地
区

防
災
街
区

整
備
事

業

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

●
耐
震
化
率
、
不
燃

領
域
率
は
着
実
に
向

上
し
て
い
る
一
方
、
四
谷
・
簞
笥
・
榎
・

落
合
第
二
の
一
部
な
ど
で
地
域
危
険

度
が
高
い
地
区

が
見

ら
れ
る
。

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た
現
況
課
題

●
自
然
災
害
で
は
地
震
へ
の
関
心
が
最
も
高

い
(約

9
0
％
）
。
ま
た
、
心
配
に
感
じ
て
い
る
こ
と
と
し
て

地
震
の
際
の

火
災
延
焼
や
建
物
倒
壊
、
狭
い
道
路
に
よ
る
消
防
活
動
へ
の
不
安

が
４
～
５
割
に
及
ぶ
。

●
「
災
害
へ
の
安
全
性

」
「
災
害
後
の
復
興
準
備
」
は
共
に
現
状

の
満
足
度
が
低
く
（
約

3
6

%
、
約
１
４
％
）
、

将
来
の
重
要
度
が

高
い
（
約

9
1
％
、
約

7
9

%
）
。

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

現
況

課
題

●
耐
震
化

率
・
不

燃
領

域
率

は
向

上
し
て
い

る
一

方
、
地

域
危

険
度

の
高

い
地

区
が
見
ら
れ
る
。

●
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽

化
が

進
行

し
て
い

る
。

方
向
性

災
害
に
強

い
、
逃

げ
な
い

で
す
む
安

全
な
ま
ち
づ

く
り
を
継

続
推

進
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
予

防
保

全
型

の
計

画
的

な
維

持
管

理
や
新

た
な
技

術
等

の
活

用
、

区
民

ニ
ー
ズ
を
見

据
え
た
イ
ン
フ
ラ
更

新
、
道

路
空

間
の

利
活

用
に
よ
る
財

政
負

担
軽

減
な
ど
に
よ
り
、
持

続
可

能
な
道

路
の

維
持

管
理

を
進

め
る
。

現
況

課
題

●
自
然
災

害
で
は
地

震
へ
の

関
心

が
最

も
高

い
(約

9
0
％

）
。
ま
た
、
心

配
に
感

じ
て
い

る
こ
と
と
し
て
地

震
の

際
の

火
災

延
焼

や
建

物
倒

壊
、
狭

い
道

路
に
よ
る

消
防
活

動
へ
の

不
安

が
４
～

５
割

に
及

ぶ
。

方
向
性

災
害
発

生
時

の
対

応
力

を
強

化
す
る
。

方
針
（
2
）

に
追
加

•
マ
ン
シ
ョ
ン
自

主
防

災
組

織
の

結
成

・
活

動
支

援
に
よ
る
住

民
主

体
の

防
災

体
制

強
化

や
、
避

難
所

防
災

訓
練

や
総

合
防

災
訓

練
等

を
通

じ
た
区

民
の

防
災

意
識

の
醸

成
を
図

る
。

•
新

宿
駅

を
は
じ
め
と
す
る
主

要
な
駅

周
辺

で
は
、
駅

滞
留

者
等

の
帰
宅
困
難
者
対
策
を
充
実
さ
せ
る
。

現
況

課
題

●
「
災
害

へ
の

安
全

性
」
「
災

害
後

の
復

興
準

備
」
は
共

に
現

状
の

満
足

度
が

低
く

（
約

3
6

%
、
約

１
４
％

）
、
将

来
の

重
要

度
が

高
い

（
約

9
1
％

、
約

7
9

%
）
。

方
向
性

発
災
後

に
早

期
に
市

街
地

の
復

興
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
具

体
の

市
街
地

整
備

手
法

を
整

理
・
想

定
す
る
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
地

域
特

性
に
応

じ
た
復

興
ま
ち
づ

く
り
の

方
向

性
を
示

し
、
行

政
だ

け
で
な
く
区

民
や
事

業
者

等
と
事

前
に
共

有
す
る
こ
と
で
、
災

害
発

生
時

の
迅

速
な
復

興
計

画
策

定
・
実

行
に
つ
な
げ
る
。

•
地

籍
情

報
の

調
査

と
あ
わ
せ
て
道

路
区

域
線

調
査

を
推

進
す
る
。

現
況

課
題

●
気
候
変

動
に
伴

う
集

中
豪

雨
の

激
甚

化
・
頻

発
化

に
よ
り
、
河

川
増

水
や
内

水
氾
濫
に
よ
る
浸

水
リ
ス
ク
が

深
刻

化
し
て
い

る
。

方
向
性

気
候
激

甚
化

に
対

応
し
た
都

市
基

盤
を
強

化
す
る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
激

甚
化

す
る
集

中
豪

雨
等

に
よ
る
都

市
型

水
害

へ
の

対
応

、
地

下
街

・
地

下
鉄

駅
・
建

築
物

の
地

下
部

分
に
お
け
る
浸

水
対

策
や
、

止
水

板
・
出

入
口

対
策

、
避

難
確

保
計

画
の

作
成

を
促

進

強
靭
で
持
続
可
能

強
靭
で
持
続
可
能

強
靭
で
持
続
可
能

強
靭
で
持
続
可
能

社
会
情
勢
の
変
化

●
気
候
変
動
に
伴
う
集

中
豪
雨
の
激
甚
化
・
頻
発
化
に
よ
り
、
河
川
増
水
や
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水

リ
ス
ク
が

深
刻

化
し
て
い

る
。

●
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

地
域

危
険

度
（

総
合

）
出
典
）地

震
に
関
す
る
地

域
危

険
度

測
定

調
査

（第
9
回

）

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力
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【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
震
災
・
火
災
・
風
水
害
に
備
え
、
逃
げ
な
い
で
す
む
安
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
る
。

●
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在
施
設
や
備
蓄
倉
庫
等
の
防
災
拠
点
の
整
備
に
加
え
、
地
域
主
体
の
防
災

対
策

の
推
進
を
行
い
災
害
発
生
時
の
対
応
力
強
化
を
図
る
。

●
発
災
前
か
ら
復
興
の
備
え
を
進
め
、
早
期
に
暮
ら
し
を
再
建
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

３
防
災
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

（骨
子

）

（
1）

災
害

に
強
い
、
逃
げ
な
い
で
す
む
安
全
な
ま
ち
づ
く

り

●
延
焼
遮
断
帯
の
形
成
、
木

造
住

宅
密

集
地

域
や
地

域
危

険
度

の
高
い

地
域
に
お
け
る
防

災
性

の
向
上
を
図
る
。

●
都
市
計
画
道
路
の
整
備

、
道

路
の

拡
幅

、
無

電
柱

化
、
道

路
や
橋
り
ょ
う
の

長
寿
命

化
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の

確
保

、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保
、
消
防
水

利
の
整

備
な
ど
に
よ
り
、
道

路
等

の

公
共
的
空
間
に
お
け
る
防

災
性

を
向

上
さ
せ
る
。

●
予
防
保
全
型

の
計
画

的
な
維

持
管

理
や
新

た
な
技

術
等
の
活

用
、
区
民

ニ
ー
ズ
を
見

据
え
た
イ

ン
フ
ラ
更
新
、
道
路
空

間
の

利
活

用
に
よ
る
財

政
負

担
軽
減
な
ど
に
よ
り
、
持

続
可
能

な
道
路

の
維
持
管
理
を
進
め
る
。

●
建
築
物
の
耐
震
化
・
不

燃
化

や
老

朽
建

築
物

の
建

替
え
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
長
周
期

地

震
動
対
策

、
液
状
化
対

策
、
外

壁
や
看

板
等

の
落

下
対

策
、
が
け
・
擁
壁
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

崩
壊

防
止
の
推
進
を
図
る
。

（
2）

災
害

発
生
時
の
対
応
力
強
化

●
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在

施
設

や
備

蓄
倉

庫
等

の
防

災
拠
点

の
整
備

を
進
め
る
。

●
事
業
継
続
計
画
（
B

C
P
）
に
基

づ
く
応

急
対

策
の

迅
速
化

に
向
け
た
体
制
を
整
備
す
る
。

●
高
齢
者
や
障
害
者
、
外

国
人

、
性

別
な
ど
に
配

慮
し
た
避
難
施

設
等
の

充
実
を
図
る
。

●
公
園
に
お
け
る
防
災
機

能
の

確
保

、
大

規
模

開
発

等
の

機
会
を
捉
え
た
地

域
の
防

災
に
資
す
る

施
設
の
誘
導
、
初
期

消
火

体
制

の
強

化
、
マ
ン
シ
ョ
ン
防

災
対
策
の

推
進
に
よ
り
、
災
害
へ
の
備

え
を
促
進
す
る
。

●
マ
ン
シ
ョ
ン
自
主
防
災

組
織

の
結

成
・
活

動
を
支

援
し
、
住

民
主
体

の
防
災

体
制
を
強
化
す
る
。

●
避
難
所
防
災
訓
練
や
総

合
防

災
訓

練
等

を
通

じ
て
、
区
民

の
防
災

意
識
の

醸
成
を
図
る
。

●
新
宿
駅
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
な
駅

周
辺

で
は
、
駅

滞
留
者
等

の
帰
宅

困
難
者

対
策
を
充
実
さ

せ
る
。

（
3）

復
興

ま
ち
づ

く
り

●
関
係
事
業
者
等
と
の

連
携

に
よ
る
電

力
等

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

早
期

復
旧

対
策

を
推

進
す
る
。

●
災
害
発
生
後
に
策

定
す
る
復

興
計

画
の

基
本

的
な
考

え
方

と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
地

域
特

性

に
応
じ
た
復
興
ま
ち
づ

く
り
の

方
向

性
を
示

し
、
行

政
だ

け
で
な
く
区

民
や
事

業
者

等
と
事

前

に
共

有
す
る
こ
と
で
、
災

害
発

生
時

の
迅

速
な
復

興
計

画
策

定
・実

行
に
つ
な
げ
る
。

●
震
災
前
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基

盤
と
し
た
住

民
の

生
活

再
建

を
考

慮
す
る

。

●
大
規
模
災
害
時
の
道

路
復

旧
を
迅

速
に
行

う
た
め
、
地

籍
情

報
の

調
査

と
あ
わ
せ
て
道

路
区

域
線
調
査
を
推
進
す
る
。

（
4）

激
甚

化
す
る

風
水
害
へ
の
対
応
強
化

●
激
甚
化
す
る
集
中
豪

雨
等

に
よ
る
都

市
型

水
害

に
対

応
す
る
た
め
、
公

共
施

設
や
大

規
模

民

間
施
設
な
ど
に
お
い

て
雨

水
貯

留
施

設
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
等

を
活

用
し
た
雨

水
浸

透
施

設

な
ど
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道

路
の

浸
透

性
舗

装
整

備
、
広

域
調

整
池

な
ど
の

河
川

整

備
や
下
水
道
幹
線

等
の

整
備

な
ど
を
進

め
、
流

域
全

体
で
の

治
水

対
策

を
推

進
す
る
。

●
地
下
街
・
地
下
鉄
駅

・
建

築
物

の
地

下
部

分
に
お
け
る
浸

水
対

策
や
、
止

水
板

・
出

入
口

対
策

、

避
難
確
保
計
画
の
作

成
を
促

進
す
る
。

●
区
民
や
事
業
者
へ
の

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の

配
付

、
止

水
板

の
あ
っ
せ
ん
等

に
よ
り
、
事

前
の

備

え
を
促
進
す
る
。

●
強
風
に
よ
る
外
壁
・
看

板
等

の
落

下
や
街

路
樹

等
の

倒
木

、
工

事
現

場
に
お
け
る
仮

設
物

の
崩

壊
な
ど
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
風

害
対

策
を
促

進
す
る
。
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３
防
災
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

復
興

ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
（案

）

①
拠
点
型

②
改
造
型

③
個
別
再
建

・
修
復
型

④
機
能
継
続
型

復
興
ま
ち
づ

く
り
の

方
向

性
4
類

型

⚫
大

規
模
災
害
か
ら
の
復
興
で
は
、
被
災
状
況
に
加
え
、
都
市
機
能
の
集
積
状
況
、
道
路
や
公
園
等
の
都
市
基
盤

の
整
備
状
況
、
地
区
計
画
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
状
況
な
ど
、
地
域
特
性

を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

⚫
こ
の

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
以
下

の
4
類

型
に
整
理
し
、
迅
速
か
つ
円

滑
な
復
興

に
つ
な
げ
る
。

①
拠

点
型
復
興
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア

―
都
市
機
能
を
回
復
・強

化
す
る
―

•
創

造
交
流
の
心
や
賑

わ
い
交
流
の
心
等
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
る
都
市
機
能
の
早
期
回

復
及
び
更
な
る
充
実

・強
化
を
図
る
。

•
都
市
基
盤
の
再
編
が
必
要
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
土
地

区
画

整
理

事
業

等
に
よ
り
駅
前

広
場

や
都
市
計

画
道

路
等
の
整
備
と
市
街

地
の
再
建
を
一
体
的
に
検
討
し
、
拠

点
性

の
高

い
市

街
地

へ
の
復
興

を
目
指

す
。

②
改

造
型
復
興
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア

―
都
市
基
盤
を
面
的
に
再
整
備
す
る
―

•
木

造
住
宅
密
集
地
域

等
災
害
危
険

性
が
比
較
的
高
く
、
道
路
や
公
園
等
の
都
市
基
盤
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
る
面
的
整
備
を
進
め
、
防
災
性
強
化
と
住
環
境
の

向
上
を
図
る
。

③
個

別
再
建

・修
復
型
復
興
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア

―
都
市
基
盤
を
活
か
し
個
別
再
建
を
図
る
―

•
過

去
の
土
地
区
画
整

理
事
業
等
に
よ
り
都
市
基
盤
が
一
定
程
度
整
備
さ
れ
た
地
域

に
つ
い
て
は
、
個
別
建
替

え
を
基
本
に
市
街
地

の
復
興
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
地
区
計
画
等
の
策
定
や
見
直
し

を
検

討
し
な
が
ら
、
防
災
性
強
化
と
住
環
境
の
向
上
を
図
る
。

④
機

能
継
続
型
復
興
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア

―
被
災
後
も
機
能
を
維
持
し
区
全
域
を
支
え
る
―

•
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
西
新
宿
超
高
層
ビ
ル
地

区
等

の
平
時
か
ら
高
い

防
災

性
を
確
保

し
、
被
災
後
も

必
要
な
機
能
を
継
続
で
き
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
発
災
後
、
区
役
所
と
連
携
し
、
行
政
機
能
の
継
続
、
情
報
の

収
集
・発

信
、
物
資
の
供
給
等
の
拠
点
と
し
て
、
区
全
域
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
復
旧
・復

興
を
支
え
る
。
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ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
「
新

宿
中

央
公

園
魅

力
向

上
推

進
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
再

整
備

を

実
施

す
る
な
ど
、
区
立

公
園

の
魅

力
向

上
を
推
進

し
た
。

●
地
域

の
身

近
な
公
園

に
お
い
て
住
民

と
の
協

働
に
よ
る
公
園

づ

く
り
を
進
め
、
地
域
の

利
用

ニ
ー
ズ
を
反
映

し
た
魅
力

あ
る
公

園

を
整
備

し
た
。

●
公

園
等

の
樹

木
の

健
全

度
調

査
を
実

施
す
る
な
ど
、
み
ど
り
の

計
画

的
な
保
全

の
取

組
を
推
進

し
た
。

●
西

新
宿

五
丁

目
北

地
区

防
災

街
区

整
備

事
業

に
よ
り
、
都

市
計

画
公

園
（
淀
橋

さ
く
ら
公

園
）
を
整
備

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

●
新
宿

御
苑

・
明
治

神
宮

外
苑

・
戸
山

公
園

等
、
「
心
」
に
近
接

し

て
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
が

分
布

し
て
お
り
、
高
密
な
都
心
に

お
い
て
き
わ
め
て
貴
重

な
資
源

と
な
っ
て
い
る
。

●
区

全
体

の
緑

被
率

（R
7
年
度
）
は

1
7

.8
7
％
で
あ
り
、

1
7

.4
8

%
（
H

2
7
年
度
）
と
比
べ

0
.3

9
％
増
加
し
て
い
る
。

●
大
規

模
開

発
等

に
よ
り
質
の

高
い

み
ど
り
が

創
出

さ
れ
る

一
方

、
小
規

模
敷

地
で
は
建
替

え
等
に
伴
う
樹

木
や
庭
木

の

減
少

が
み
ら
れ
、
保
全
・
緑
化

誘
導

が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た
現
況
課
題

●
み
ど
り
や
公
園
に
対
す
る
評
価
は

1
0
年
前
と
比
べ
良
く
な
っ
た
と
の
回
答
は

ど
ち
ら
も
約

3
0
％

程
度
で
あ
り
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が

5
割
を
超
え
て
い
る
。

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

現
況

課
題

●
「
心
」
に
近

接
す
る
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
が

貴
重

な
資

源
と
な
っ
て
い

る
。

方
向
性

み
ど
り
の
骨

格
を
形

成
し
、
み
ど
り
と
水

辺
を
保

全
・
継

承
す
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
「
七

つ
の

都
市

の
森

」
「
水

と
み
ど
り
の

環
」
「
風

の
み
ち
（
み
ど

り
の
回
廊
）
」
を
骨

格
に
、
「
心

」
や
市

街
地

と
の

つ
な
が

り
を
高

め
る
。
新

宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備

に
あ
わ
せ
東

西
を

つ
な
ぐ
み
ど
り
の
軸

を
形

成
す
る
。

現
況

課
題

●
気
候

変
動

に
よ
る
集

中
豪

雨
や
暑

熱
環

境
の

悪
化

が
進

み
、
み
ど
り
の

多
面

的
な
機

能
へ
の

期
待

が
高

ま
っ
て
い

る
。

方
向
性

み
ど
り
を
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
多

面
的

に
活

か
す
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
公

園
や
道

路
な
ど
ま
ち
の
様

々
な
場

所
の

み
ど
り
を
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活

用
し
、
雨

水
貯

留
・
浸

透
に
よ
る
防

災
減

災
、
暑

熱
環

境
の

緩
和

、
健

康
の

向
上

な
ど
、
み
ど
り
が

有
す

る
多

面
的

な
価

値
や
機

能
を
活

か
し
た
持

続
可

能
な
都

市
環

境
の

形
成

を
図

る
。

現
況

課
題

●
小
規

模
敷

地
で
は
建

替
え
等

に
伴

う
樹

木
や
庭

木
の

減
少

が
み
ら
れ
、
保

全
・

緑
化

誘
導

が
課

題
と
な
っ
て
い

る
。

●
み
ど
り
や
公

園
に
対

す
る
評

価
は

1
0
年

前
と
比

べ
「
良

く
な
っ
た
」
が

3
0
％

程
度

で
あ
り
、
「
変

わ
ら
な
い

」
が

5
割

を
超

え
て
い

る
。

方
向
性

身
近
な
み
ど
り
の

創
出

を
進

め
る
と
と
も
に
、
地

域
の

利
用

ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
魅

力
あ
る
公

園
の

拡
充

を
図

る
。

方
針
（
2
）

に
追
加

•
保

護
樹

木
・
保

護
樹

林
等

の
指

定
や
み
ど
り
の

保
全

モ
デ
ル
地

区
の

指
定

に
よ
り
、
地

域
の

み
ど
り
の

保
全

・
継

承
を
図

る
と

と
も
に
、
そ
の

価
値

や
魅

力
の

発
信

を
充

実
さ
せ
る
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
生

き
物

の
生

息
環

境
の

確
保

と
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形

成
を
図

る
こ
と
で
、
地

域
特

性
に
応

じ
た
生

物
多

様
性

に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
街

路
樹

に
つ
い

て
は
、
緑

量
を
確

保
し
つ
つ
安

全
性

・
快

適
性

に
配

慮
し
た
整

備
・
維

持
管

理
を
進

め
る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
区

民
、
地

域
団

体
、
事

業
者

な
ど
多

様
な
主

体
と
の

協
働

に
よ

り
、
公

園
や
緑

地
の

柔
軟

な
利

活
用

や
運

営
管

理
を
進

め
る
こ

と
で
、
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

や
交

流
機

会
の

創
出

な
ど
憩

い
と
賑

わ
い

の
形

成
を
図

る
と
と
も
に
、
効

果
的

・
効

率
的

な
維

持
管

理
を
推

進
す
る
。

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

暮
ら
し
の
質

と
国
際

的
な
魅
力

地
域
の
個
性
を
活
か
す

４
み
ど
り
・
公
園
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

●
気
候
変
動
に
よ
る
集
中
豪
雨
や
暑
熱
環
境
の
悪
化
が
進
み
、
み
ど
り
の
多
面
的
な
機
能
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

社
会
情
勢
の
変
化

新
宿
中
央
公
園

緑
被
の
推

移

出
典
）
新

宿
区
み

ど
り
の

実
態
調

査
（
第

1
0
次
）

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力
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【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
「
七
つ
の
都
市
の
森
」
の

保
全
・
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、
水
辺
や
街
路
な
ど
の
み
ど
り
の
連
続
性
を
高
め
、
み
ど
り
が
つ
な
が
る
骨
格
を
形
成
す
る

。
●
生
物
多
様
性
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
魅
力
と
機
能
性
を
備
え
た
み
ど
り
を
創
出
す
る

。
●
公
共
施
設
や
公
園
・
緑
地
等
の
み
ど
り
の
充
実
と
利
活
用
、
普
及
啓
発
を
進
め
、
生
活
や
活
動
の
場
に
あ
る
身
近
な
み
ど
り
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

方
針

（骨
子

）

（
1）

み
ど

り
の
骨
格
の
形
成

●
「
七

つ
の

都
市

の
森
」の

保
全
・
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
周

辺
市

街
地
や
「
心

」と
の

つ
な
が

り

を
高
め
な
が
ら
水
と
み
ど
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
。

●
神
田
川

や
妙
正
寺
川
、
外

濠
等

で
は
、
様

々
な
機

会
を
捉
え
て
、
水
辺

を
要
所
と
し
た
親
水
空

間
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
の

道
路

・
公

園
等
と
の

連
続
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

「
水
と
み
ど
り
の
環
」
を
形

成
す
る
。

●
緑
陰
あ
る
街
路
樹
の
整

備
や
沿

道
建

築
物

の
緑

化
な
ど
を
進
め
、
「
風

の
み
ち
（
み
ど
り
の
回

廊
）
」
を
形
成
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
新

宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
東
西
を
つ
な

ぐ
み
ど
り
の
軸

を
形
成
す
る
。

●
「
心
」
に
水
と
み
ど
り
の

潤
い

を
も
た
ら
す
た
め
、
「
七

つ
の
都
市

の
森

」
や
「
水
と
み
ど
り
の

環
」
、

「
風
の
み
ち
（
み
ど
り
の

回
廊

）
」
と
の

連
続

性
を
高

め
る
。

（
2）

豊
か

な
み
ど

り
と
水
辺
空
間
の
保
全
・
継
承

●
歴
史
を
も
つ
公
共
施
設

や
公

園
を
中

心
と
し
た
み
ど
り
の

保
全
・
創
出

な
ど
に
よ
り
、
「
み
ど
り

の
記
憶
」
を
継
承
す
る
。

●
保
護
樹
木
・
保
護
樹

林
等

の
指

定
や
み
ど
り
の

保
全

モ
デ
ル
地

区
の
指

定
に
よ
り
、
地

域
の
み

ど
り
の
保
全
・
継
承

を
図

る
と
と
も
に
、
そ
の

価
値

や
魅

力
の

発
信
を
充
実
さ
せ
る
。

●
公
園
施
設
の
老
朽
化
対

策
、
樹

木
の

計
画

的
保

全
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
、
防
災
性
の
向
上

な
ど
に
よ
り
、
誰

も
が

安
心

し
て
利
用

で
き
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
水
辺
に
親
し
め
る
空
間

づ
く
り
や
適

切
な
維

持
管

理
に
よ
り
、
水
辺
空

間
を
充
実

さ
せ
る
。

（
3）

魅
力

あ
ふ
れ

る
み
ど
り
の

創
出

●
緑

化
計

画
書

制
度
や
緑

化
助

成
制

度
、
地

区
計

画
を
活

用
し
た
緑

化
誘

導
な
ど
に
よ
り
、
接

道

部
や
屋
上

、
壁
面

等
の

緑
化

を
進

め
、
特

に
目

に
見

え
る
み
ど
り
の

創
出

を
図

る
。

●
公
共

施
設

の
み
ど
り
に
加

え
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
広

場
等

に
お
い

て
も
、
昆

虫
や
野

鳥
の

生

息
に
配
慮

し
た
ま
と
ま
り
の

あ
る
み
ど
り
の

創
出

を
誘

導
し
、
生

き
物

の
生

息
環

境
の

確
保

と
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成

を
図

る
こ
と
で
、
地

域
特

性
に
応

じ
た
生

物
多

様
性

に
配

慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

●
み
ど
り
の

持
つ
多

様
な
機

能
の

維
持

・
向

上
を
図

る
と
と
も
に
、
区

民
と
の

協
働

に
よ
る
特

色
あ

る
公

園
づ

く
り
を
進

め
る
。

●
街
路

樹
に
つ
い
て
は
、
街

路
樹

管
理

指
針

の
改

定
等

を
踏

ま
え
、
緑

量
を
確

保
し
つ
つ
安

全
性

・

快
適

性
に
配
慮

し
た
整

備
・
維

持
管

理
を
進

め
る
。

●
公
園

や
道
路

な
ど
ま
ち
の

様
々

な
場

所
の

み
ど
り
を
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活

用
し
、
雨

水

貯
留

・
浸
透

に
よ
る
防

災
減

災
、
暑

熱
環

境
の

緩
和

、
健

康
の

向
上

な
ど
、
み
ど
り
が

有
す
る
多

面
的

な
価
値

や
機

能
を
活

か
し
た
持

続
可

能
な
都

市
環

境
の

形
成

を
図

る
。

（
4）

生
活
や
活
動
の
場
に
あ

る
身

近
な

み
ど
り

に
親
し
め

る
環

境
づ

く
り
の

推
進

●
庁
舎

・
学
校

等
の

公
共

施
設

、
寺

社
、
病

院
な
ど
の

大
規

模
な
敷

地
の

み
ど
り
や
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
、
生
活

や
活

動
の

場
に
あ
る
身

近
な
み
ど
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
（
地

域
の

庭
）
）

と
位

置
づ

け
、
地
域

の
住

民
や
施

設
利

用
者

等
が

楽
し
め
る
よ
う
に
、
み
ど
り
の

充
実

と
地

域
へ

の
開

放
を
進

め
る
。

●
区

民
、
地
域
団
体
、
事

業
者

な
ど
多

様
な
主

体
と
の

協
働

に
よ
り
、
公

園
や
緑

地
の

柔
軟

な
利

活

用
や
運
営

管
理

を
進

め
る
こ
と
で
、
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

や
交

流
機

会
の

創
出

な
ど
憩

い
と

賑
わ
い
の
形
成
を
図

る
と
と
も
に
、
効

果
的

・
効

率
的

な
維

持
管

理
を
推

進
す
る
。

●
桜
の

開
花

な
ど
み
ど
り
の

状
況

に
関

す
る
区

民
へ
の

広
報

等
、
み
ど
り
の

啓
発

を
進

め
る
。

４
み
ど
り
・
公
園
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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み
ど

り
・公

園
整

備
方
針
図

４
み
ど
り
・
公
園
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
「
新
宿
区
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
や
「
新
宿

区
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
・
改
定

し
、
多
様
な
地
域
特
性
に
応
じ
た
新
宿
ら
し

い
景
観
づ
く
り
を
着

実
に
推
進
し
た
。

●
「
新
宿
区

景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
等

の
改

定
に
あ
た
り
、
夜
間

景
観
、
公
共
空
間
に
関

す
る
景
観
形
成
に
つ
い
て
追
加
し
た
。

●
新
宿
駅
直
近
地
区
に
お
い
て
、
駅
・
駅
前
広

場
・
駅
ビ
ル
等
を
一
定
的
に
再
編
す
る
新
宿

グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
行
中
。

夜
間
景
観

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

●
新
宿
区
の
変
化
に
富
ん
だ
地
形
や
水

と
み
ど
り
を
活
か
し
た
景
観
資
源
が

区
内
に
広

く
分
布

し
て
い
る
。

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た
現
況
課
題

●
ま
ち
の
景
観
の
良
さ
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
満
足
度
が
、
「
満
足
」
約

3
8
％
、
「
不
満
足
」
約

2
5
％
、

1
0
年
前
と
比
較
し
て
「
良
く
な
っ
た
」
約

3
5

%
、
「
悪
く
な
っ
た
」
約

2
1
％
と
回
答

●
ま
ち
の
景
観
の
良
さ
に
対
す
る
将
来
の
重
要
度
が
高
い
。
（重

要
・ど

ち
ら
か
と
い
う
と
重
要
が
約

7
9
％
）

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

現
況

課
題

●
「
新
宿

区
景

観
ま
ち
づ

く
り
計

画
」
や
「
新

宿
区

景
観

形
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
・
改

定
し
、
多

様
な
地

域
特

性
に
応

じ
た
新

宿
ら
し
い

景
観

づ
く
り
を
着

実
に

推
進
し
た
。

●
ま
ち
の

景
観

の
良

さ
に
対

す
る
将

来
の

重
要

度
が

高
い

。

方
向
性

新
宿
区

特
有

の
歴

史
や
国

際
色

な
ど
文

化
的

な
特

色
の

ほ
か
、

夜
間
景

観
、
公

共
空

間
で
の

活
動

に
新

た
に
着

目
し
な
が

ら
、

地
域
の

個
性

を
活

か
し
た
景

観
誘

導
を
さ
ら
に
推

進
す
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
新

宿
区

特
有

の
歴

史
や
国

際
色

な
ど
の

文
化

的
な
特

色
を
活

か
し
、
新

宿
区

特
有

の
歴

史
や
国

際
色

な
ど
の

文
化

的
な
特

色
を

活
か
し
、
よ
り
個

性
豊

か
で
魅

力
的

な
景

観
形

成
を
進

め
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
西

新
宿

周
辺

と
新

宿
駅

周
辺
の

超
高

層
ビ
ル
群

が
一

団
と
な
っ

て
な
だ

ら
か
な
丘

状
の

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形

成
す
る
よ
う
に
適

切
に
誘

導
す
る
。

方
針
（
2
）

に
追
加

•
繁

華
街

、
住

宅
地

な
ど
地

域
特

性
を
活

か
し
な
が

ら
日

中
と
は

違
っ
た
夜

間
景

観
創

出
を
図

り
、
ま
ち
の

魅
力

向
上

を
進

め
る
。

方
針
（
2
）

に
追
加

•
道

路
や
広

場
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等

に
つ
い

て
、
周

辺
の

ま
ち

な
み
や
み
ど
り
、
建

物
と
の

調
和

を
図

る
と
と
も
に
、
公

共
空

間
で
展

開
さ
れ
る
人

々
の

多
様

な
活

動
が

ま
ち
の

魅
力

と
し
て
感

じ
ら
れ
る
景

観
を
誘

導
す
る
。

現
況

課
題

●
新
宿

グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
が

進
行

中
。

方
向
性

人
が
集

ま
る
「
心

」
の

顔
づ

く
り
に
取

り
組

み
、

新
宿
を
象

徴
す
る
都

市
景

観
を
誘

導
す
る
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
新

宿
を
象

徴
す
る
魅

力
あ
る
景

観
形

成
を
進

め
る
。

•
特

に
新

宿
駅

周
辺

で
は
、
新

宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る

ま
ち
の

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
景

観
を
中

心
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の

ま
ち
の

特
徴

を
活

か
し
た
景

観
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
ま

ち
の

魅
力

を
高

め
る
情

報
発

信
の

設
え
を
検

討
し
、
新

宿
な
ら
で

は
の

都
市

の
魅

力
を
世

界
に
発

信
す
る
。

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

５
景
観
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
位
置

づ
け
た

景
観

資
源

出
典
）新

宿
区

景
観

ま
ち
づ

く
り
計

画
（
令

和
5
年

3
月

改
定

）

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力
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【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
地
域
に
刻
ま
れ
た
ま
ち
の
記
憶
や
文
化
、
水
と
み
ど
り
や
眺
望
を
活
か
し
、
地
域
の
個
性
が
読
み
取
れ
る
景
観
を
誘
導
す
る
。

●
新
宿
駅
周
辺
で
は
、
賑
わ
い
や
夜
間
景
観
と
あ
わ
せ
、
ま
ち
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
象
徴
的
な
景
観
形
成
を
進
め
る
。

●
区
民
・
事
業
者
・
関
係
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
公
共
空
間
で
の
人
々
の
活
動
が
ま
ち
の
魅
力
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
景
観
を
誘
導
す
る
。

５
景
観
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

（骨
子

）

（
1）

地
域

の
個
性
を
活
か
し
た
多
様
な
景
観
形
成

●
地
域
に
刻

ま
れ
た
ま
ち
の
記
憶
や
、
新
宿
区
特
有
の

歴
史
や
国

際
色

な
ど
の

文
化
的

な
特

色
を

活
か
し
、
新
宿
区
特

有
の

歴
史

や
国

際
色

な
ど
の

文
化
的
な
特
色
を
活
か
し
、
よ
り
個

性
豊
か

で
魅
力
的
な
景
観

形
成

を
進

め
る
。

●
地
形
や
水
辺
、
み
ど
り
な
ど
、
地

域
ご
と
の

自
然

的
な
特

色
を
活

か
し
た
景
観

形
成
を
図
る
。

●
地
域
の
水
辺
、
斜
面

緑
地

や
寺

社
等

の
み
ど
り
を
保

全
・
創
出
し
、
水

と
み
ど
り
を
活
か
し
た
潤

い
の
あ
る
景
観
形
成
を
図

る
。

●
明
治
神
宮
聖
徳
記
念
絵

画
館

等
の

歴
史

的
建

造
物

を
中
心
と
し
た
眺
望
景

観
や
新

宿
御
苑

か
ら

の
良
好
な
眺
望
景
観
を
保
全
す
る
。

●
西
新
宿
周
辺
と
新
宿
駅

周
辺

の
超

高
層

ビ
ル
群

が
一

団
と
な
っ
て
な
だ

ら
か
な
丘
状

の
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
よ
う
に
適

切
に
誘

導
す
る
。

（
2）

賑
わ

い
と
潤

い
の
あ
る
景
観
形
成

●
「
創
造
交
流
の
心
」
等

で
の

賑
わ
い

あ
る
景

観
創

出
と
あ
わ
せ
、
繁

華
街
、
住

宅
地
な
ど
地
域
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
日

中
と
は
違

っ
た
夜

間
景

観
の

創
出
を
図
り
、
ま
ち
の
魅

力
向
上
を
進
め

る
。

●
水
辺
と
み
ど
り
豊
か
な
潤

い
の

あ
る
景

観
形

成
を
進

め
る
。

●
「
新
宿
区

景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
景

観
事

前
協

議
等
を
活
用
し
、
建
物
や
屋
外
広

告
物
等

に

つ
い
て
適
切
に
誘
導

す
る
こ
と
で
、
多

様
な
地

域
特

性
に
応
じ
た
景
観
形

成
を
推

進
す
る
。

●
道
路
や
広
場
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等

に
つ
い

て
、
周

辺
の
ま
ち
な
み
や
み
ど
り
、
建
物
と
の
調

和
を
図
る
と
と
も
に
、
公

共
空

間
で
展

開
さ
れ
る
人

々
の
多
様

な
活
動

が
ま
ち
の

魅
力
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
景
観
を
誘

導
す
る
。

（
3）

新
宿

を
象
徴

す
る
都
市
景

観
の
形
成

●
「
創

造
交

流
の

心
」
「
賑

わ
い

交
流

の
心

」で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の

拠
点

が
有

す
る
歴

史
や
文

化
、
自

然
、
個
性

あ
る
都
市

空
間

な
ど
を
活

か
し
、
新

宿
を
象

徴
す
る
魅

力
あ
る
景

観
形

成
を
進

め
る
。

●
特
に
新
宿

駅
周

辺
で
は
、
新

宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
ま
ち
の

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
る
景
観

を
中

心
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の

ま
ち
の

特
徴

を
活

か
し
た
景

観
を
創

出
す
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅

力
を
高

め
る
情

報
発

信
の

設
え
を
検

討
し
、
新

宿
な
ら
で
は
の

都
市

の
魅

力
を

世
界

に
発
信

す
る
。

（
4）

区
民
と
の
連

携
に
よ
る

景
観

ま
ち

づ
く
り

の
推
進

●
地
域

住
民

、
事
業

者
等

多
様

な
主

体
と
の

連
携

・
協

働
に
よ
り
景

観
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
る
。

●
東
京

都
・
隣
接

区
・
関

係
自

治
体

と
の

連
携

に
よ
る
広

域
的

な
景

観
誘

導
を
推

進
す
る
。
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ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
マ
ン
シ
ョ
ン
や
空
家
等
の
適
正
管
理
に
向
け
た
取
組
に
よ
り
、
良
好

な
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
た
。

●
社
会
情
勢
や
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た
住
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
等
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
に
基
づ
く
条
例

等
を
整
備
し
た
。

●
民
泊
に
起
因
す
る
近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
の
増
加
を
踏
ま
え
、
ル
ー

ル
の
明
確
化
や
事
業
者
に
対
す
る
監
視
指
導
を
実
施
し
た
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
発
展
に
向
け
、
「
新
宿
区
未
来
に
つ
な

ぐ
町
会
・
自
治
会
さ
さ
え
あ
い
条
例
」
を
策
定
し
た
。

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た
現
況
課
題

●
地
域
の
心
配
ご
と
は
「
住
民
マ
ナ
ー
の
悪
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
」
が
約

6
0

%
で
最
多
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

へ
の
参
加
割
合
は
低
調
。
「
現
在
参
加

な
し
・
今
後
も
参
加
し
な
い

(約
3

2
%

)」
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
へ
の

参
加

意
欲

が
低

い
層

が
一

定
数
存
在
す
る
も
の
の
、
「
現
在
参
加
な
し
・
今

後
参
加
希
望

(約
2

8
%
）
」
な
ど
、
新
た
な
参
加
意
向
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

●
定
住
意
向
は
約

9
0
％
と
高
い
。

●
子
育
て
・
高
齢
者
の

生
活
環
境
に
対
す
る
現
状
の
満
足
度
は
そ
れ
ぞ
れ
約
２
７
％
、
約

2
3
％
に
と
ど

ま
る
一
方
、
将
来
の
重
要
度
は
ど
ち
ら
も
約

7
6
％
、
約

7
7
％
と
高
い
。

●
住
環
境
の
心
配
と
し
て
、
日
当
た
り
・
風
通
し
等
の
悪
化

1
2

1
件
、
空
き
家
・
空
き
地
の
増
加

7
5
件
。

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

現
況

課
題

●
住
環
境

に
つ
い

て
、
日

当
た
り
・
風

通
し
等

の
悪

化
、
空

き
家

・
空

き
地

の
増

加
が
心
配

さ
れ
て
い

る
。

●
社
会
情

勢
や
人

々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化

に
対

応
し
た
住

環
境

づ
く
り
に

向
け
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
等

ま
ち
づ

く
り
方

針
」
に
基

づ
く
条

例
等

を
整

備
し
た
。

方
向
性

条
例
等

の
適

切
な
運

用
に
よ
り

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住

ま
い

づ
く
り
を
進

め
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
大

規
模

マ
ン
シ
ョ
ン
等

条
例

の
運

用
に
よ
る
良

好
な
住

環
境

の
形

成
を
図

る
。

•
住

宅
ス
ト
ッ
ク
が

量
的

に
充

足
し
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
地

域
と
の

調
和

や
防

災
、
環

境
に
配

慮
す
る
な
ど
住

宅
や
住

環
境

の
質

の
向

上
を
図

る
。

現
況

課
題

●
マ
ン
シ
ョ
ン
や
空

家
等

の
適

正
管

理
に
向

け
た
支

援
に
よ
り
、
良

好
な
生

活
環

境
づ
く
り
を
推

進
し
た
。

●
定
住

意
向

は
約

9
0

%
と
高

い
。

方
向
性

既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活

か
し
な
が

ら
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対

応
し

住
生
活

の
豊

か
さ
を
実

感
で
き
る
住

ま
い

づ
く
り
を
図

る
。

方
針
（
2
）

に
追
加

•
住

宅
性

能
表

示
制

度
や
長

期
優

良
住

宅
制

度
の

活
用

促
進

、
既

存
住

宅
の

改
修

支
援

等
に
よ
り
、
人

と
環

境
に
配

慮
し
た
質

の
高

い
住
宅

を
整

備
す
る
。

方
針
（
３
）

に
追
加

•
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住

宅
と
し
て
、
区

営
住

宅
の

適
正

な
管

理
・
運

営
を
進

め
る
と
と
も
に
、
民

間
住

宅
の

有
効

活
用

も
図

っ
て
い

く
。

•
都

市
計

画
を
活

用
し
た
大

規
模

開
発

等
の

機
会

を
捉

え
て
、
居

住
サ
ポ
ー
ト
住

宅
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住

宅
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル

住
宅

な
ど
多

様
な
住

宅
を
誘

導
し
て
い

く
。

現
況

課
題

●
心
配
ご
と
は
「住

民
マ
ナ
ー
の
悪
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
」が

約
6
0
％
で
最
多
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
へ
の

参
加

意
欲

が
低

い
層

が
一

定
数

存
在

す
る
も
の

の
、

「
参
加

な
し
・
今

後
参

加
希

望
(約

2
8

%
）
」
な
ど
、
新

た
な
参

加
意

向
も
確

認
さ

れ
る
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持

・
発

展
に
向

け
、
「
新

宿
区

未
来

に
つ
な
ぐ
町

会
・
自

治
会
さ
さ
え
あ
い

条
例

」
を
策

定
。

方
向
性

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
主

体
と
し
た

魅
力
あ
る
住

環
境

づ
く
り
を
支

援
す
る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
「
新

宿
区

未
来

に
つ
な
ぐ
町

会
・
自

治
会

さ
さ
え
あ
い

条
例

」
に
基

づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

居
住

者
を
含

む
地

域
の

様
々

な
主

体
に
よ

る
町

会
・
自

治
会

活
動

へ
の

参
加

・
協

力
・
連

携
を
促

進
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性

化
を
図

る
。

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

地
域
の
個
性
を

活
か
す

６
住
宅
・
住
環
境
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ワ
ン
ル
ー

ム
条
例

手
引
き

●
区
内
全
域
で
人
口
、
外
国
人
人
口
、

外
国
人
比
率
が
増
加
し
て
い
る
。

●
住
宅
宿
泊
事
業
者
数
（
旅
館
・
民
泊
）

が
急
増
し
て
い
る
。

宿
泊
事
業

者
数
（

旅
館
・

民
泊
）

H
30
年
6
月

民
泊
新
法

制
定

出
典
：
新

宿
区
の

概
況

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力

150



【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
災
害
へ
の
備
え
や
防
犯
性
の
向
上
、
空
家
等
へ
の
適
切
な
対
応
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
人
口
と
住
宅
供
給
量
の
バ
ラ
ン
ス
や
多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
人
と
環
境
に
配
慮
し
た
質
の
高
い
住
宅
の
整
備
・
誘
導
を
進
め
る
。

●
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の
居
住
支
援
と
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
に
よ
り
、
安
定
し
た
居
住
を
確
保
す
る
。

●
地
域
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
住
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

方
針

（骨
子

）

（
1）

安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り

●
災

害
に
備

え
た
ま
ち
づ
く
り
・住

ま
い
づ
く
り
や
防
犯
性

の
向

上
、
大

規
模

マ
ン
シ
ョ
ン
等

条
例

の
運
用
に
よ
り
良
好
な
住

環
境

の
形

成
を
図

る
。

●
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
量
的

に
充

足
し
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
地
域
と
の
調
和
や
防
災

、
環

境
に

配
慮
す
る
な
ど
住
宅
や
住

環
境

の
質

の
向

上
を
図

る
。

●
空
家
等
対
策
計
画
に
基

づ
き
、
空

家
等

の
発

生
抑

制
・
適

正
管
理
・
管

理
不
全

対
策
及

び
ご
み

屋
敷
対
策
を
促
進
す
る
。

●
良
好
な
住
環
境
の
維

持
等

を
目

的
に
、
住

宅
宿

泊
事

業
法
等
に
基
づ
く
民

泊
の
適

切
な
運
営

等
に
つ
い

て
、
新

宿
区
に
ふ
さ
わ
し
い
取
組
を
推
進
。

（
2）

住
生

活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り

●
多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
事

業
者

と
連

携
し
た
住
宅

の
供
給
、
住
み
替
え
な
ど

を
誘
導
す
る
。

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の

視
点

を
踏

ま
え
た
住

宅
整
備
の

誘
導
や
、
外
国
人

居
住
者
へ
の
多

言
語
生
活
情
報
の
提
供

等
に
よ
り
、
多

様
な
居

住
者

に
対

応
す
る
住

宅
を
整

備
・
誘
導
す
る
。

●
住
宅
性
能
表
示
制
度
や
長

期
優

良
住

宅
制

度
の

活
用
促
進

、
既
存
住

宅
の
改

修
支
援

等
に
よ

り
、
人
と
環
境
に
配

慮
し
た
質

の
高

い
住

宅
を
整

備
す
る
。

●
管
理
組
合
等
に
対
す
る
相

談
事

業
・
啓

発
の

実
施

や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
状

況
届
出

制
度
の

運
用

を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
条

例
等

に
基

づ
い
た
適
正
な
管
理
を
誘

導
し
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
維

持
管

理
・
再

生
を
支

援
す
る
。

（
3）

安
定

し
た
居

住
を
確
保
で

き
る
し
く

み
づ
く

り

●
不

動
産

団
体

と
連

携
し
た
住

み
替

え
相

談
会

等
の

実
施

に
よ
り
、
高

齢
者

や
障

害
者

等
の

住

ま
い

の
安

定
確

保
を
図

る
。

●
子
育

て
世
帯

の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
居

住
継

続
の

支
援

や
、
大

規
模

開
発

等
に
伴

う
需

要
と
既

存
施

設
の

状
況

を
踏

ま
え
た
民

間
子

育
て
支

援
施

設
の

整
備

と
の

連
携

に
よ
り
、
安

心
し
て

子
育

て
で
き
る
居

住
環

境
を
つ
く
る
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住

宅
と
し
て
、
区

営
住

宅
の

適
正

な
管

理
・
運

営
を
進

め
る
と
と
も
に
、
民

間
住

宅
の

有
効

活
用

も
図

っ
て
い

く
。

●
都

市
計

画
を
活

用
し
た
大

規
模

開
発

等
の

機
会

を
捉

え
て
、
居

住
サ
ポ
ー
ト
住

宅
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
住

宅
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
住

宅
な
ど
多

様
な
住

宅
を
誘

導
し
て
い

く
。

（
4）

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
主

体
と
し
た

魅
力
あ

る
住
環
境

づ
く
り

●
ま
ち
づ
く
り
制

度
等

を
活

用
し
、
地

域
主

体
の

良
好

な
住

環
境

づ
く
り
を
進

め
る
。

●
地
域

団
体

や
ま
ち
づ

く
り
活

動
団

体
へ
の

支
援

と
と
も
に
、
「
新

宿
区

未
来

に
つ
な
ぐ
町

会
・
自

治
会

さ
さ
え
あ
い
条

例
」
に
基

づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

居
住

者
を
含

む
地

域
の

様
々

な
主

体
に

よ
る
町
会

・
自
治

会
活

動
へ
の

参
加

・
協

力
・
連

携
を
促

進
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性

化

を
図
る
。

６
住
宅
・
住
環
境
整
備

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
「
新
宿
区

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ

く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
事
前
協
議
制
度
等
に
よ
り
質
の

高
い
建
物
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
整
備
を
誘
導
し

た
。

●
区
内
す
べ
て
の
駅
で
車
い
す
利
用
者
の
移
動
経

路
を
確
保
し
、
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
し
た
。

●
当
事
者
意
見
を
踏
ま
え
、
道
路
改
良
等
の
歩
行
環

境
整
備

を
進

め
た
。

●
戸
山
公
園
等
の
地

域
資
源
や
公
共
・
民
間
施
設
を

活
用
し
、
賑
わ
い
・
交
流
を
創
出
し
て
き
た
。

鉄
道
駅
ホ
ー
ム
ド
ア

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

●
2

0
2

4
年

の
訪

日
外

国

人
旅
行
者
数
は
過
去
最

高
と
な
り
、
訪
都
外

国
人

旅
行
者
の
訪
問
先
で
は

「
新
宿
・
大
久
保
」
が
都

内
2
位
と
な
っ
て
い

る
。

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た
現
況
課
題

●
「
心
配
に
感
じ
て
い

る
こ
と
」
で
は
、
「
観
光
客
・
来
街
者
の
増
加
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
支
障
」
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
や
災
害
関
連
項
目
に
次
い
で
上

位
に
挙
が
っ
て
お
り
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

へ
の
対
応
や
住
環

境
と
の
両
立
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

現
況

課
題

●
「
新
宿

区
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
ま
ち
づ

く
り
条

例
」
を
制

定
し
、
事

前
協

議
制

度
等
に
よ
り
質

の
高

い
建

物
や
道

路
、
公

園
な
ど
の

整
備

を
誘

導
し
た
。

方
向
性

多
様
な
人

々
が

安
心

し
て
利

用
・
活

動
で
き
る
都

市
環

境
を
整

え
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
「
新

宿
区

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
ま
ち
づ

く
り
条

例
」
に
よ
り
、

全
て
の

人
が

円
滑

に
利

用
で
き
る
建

物
や
道

路
、
公

園
な
ど
の

整
備

を
推

進
。

現
況

課
題

●
訪
日
外

国
人

旅
行

者
数

は
過

去
最

高
と
な
り
、
訪

都
外

国
人

旅
行

者
の

訪
問

先
で
は
「
新

宿
・
大

久
保

」
が

都
内

2
位

と
な
っ
て
い

る
。

●
「
観
光

客
・
来

街
者

の
増

加
に
よ
る
日

常
生

活
へ
の

支
障

」
が

心
配

ご
と
の

上
位

に
挙

が
っ
て
お
り
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
へ
の

対
応

や
住

環
境

と
の

両
立

が
課

題
と

な
っ
て
い

る
。

方
向
性

多
文
化

共
生

の
ま
ち
づ

く
り
と

安
全
・
安
心

で
誰

も
が

楽
し
め
る
市

街
地

環
境

の
整

備
を
推

進
す
る
。

方
針
（
2
）

に
追
加

•
多

言
語

に
よ
る
公

共
サ
イ
ン
の

整
備

、
外

国
人

へ
の

生
活

情
報

の
提

供
、
同

時
翻

訳
等

の
新

た
な
技

術
の

活
用

等
に
よ
り
、
多

文
化

共
生

の
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
す
る
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
新

宿
駅

周
辺

を
中

心
に
、
最

先
端

技
術

を
活

用
し
た
情

報
発

信
や
、
国

内
外

か
ら
の

来
街

者
が

新
宿

の
多

彩
な
文

化
や
活

動
に

触
れ
ら
れ
る
機

会
、
多

様
な
人

々
が

集
い

交
流
で
き
る
場

の
充

実
に
よ
り
、
新

た
な
価

値
や
魅

力
を
生

み
出

し
、
国

内
外

に
発

信
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
る
。

•
繁

華
街

に
お
け
る
防

犯
対

策
の

強
化

や
、
混

雑
・
雑

踏
事

故
等

の
防

止
対

策
に
よ
り
、
安

全
・
安

心
な
賑

わ
い

都
市

を
形

成
す
る
。

現
況

課
題

●
地
域

資
源

や
公

共
・
民

間
施

設
を
活

用
し
、
賑

わ
い

・交
流

を
創

出
し
て
き
た
。

方
向
性

こ
れ
ま
で
の

取
組

を
、
多

様
な
人

々
が

過
ご
し
、

参
加
・
交
流

で
き
る
都

市
空

間
づ

く
り
へ
発

展
さ
せ
る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
多

様
な
都

市
空

間
を
活

用
し
、
地

域
の

歴
史

・
記

憶
や
、
地

域
ご

と
の

多
様

な
資

源
を
活

か
し
な
が

ら
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成

に
資

す
る
賑

わ
い

づ
く
り
を
進

め
る
。

•
住

民
や
来

街
者

な
ど
多

様
な
人

々
が

思
い

思
い

に
過

ご
し
、

様
々

な
活

動
に
参

加
で
き
る
場

や
機

会
を
創

出
す
る
こ
と
で
、
公

共
空
間

で
の

豊
か
な
過

ご
し
方

を
育

む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

地
域
の
個
性
を
活
か
す

７
誰
も
が
豊
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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暮
ら
し
の
質
と

国
際
的

な
魅
力

暮
ら
し
の
質
と
国
際
的
な
魅
力

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

出
典
）
東
京
都
令
和
６
年
国
・
地
域
別
外
国
人
行
動
特
性
調
査
結
果

●
「
心
配
に
感
じ
て
い
る
こ
と
」
で
は
、
「
観
光
客
・
来
街
者
の
増
加
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
支
障
」
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
や
災
害
関
連
項
目
に
次
い
で
上
位
に
挙
が
っ
て
お
り
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

へ
の
対
応
や
住
環
境
と
の
両
立
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

●
町
会
等
か
ら
は
、
基
本
政
策
Ⅲ
「
賑
わ
い
都
市
・
新
宿
の
創
造
」
に
関
し
て
、
外
国
人
居
住
者
・
観
光

客
へ
の
ル
ー
ル
周
知
や
情
報
提
供
の
強
化
、
地
域
の
文
化
・
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
の
創
造
、

観
光
・
交
流
と
住
環
境
の
両
立
、
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

訪
都
外
国
人
旅

行
者

の
訪

問
先

出
典
）
東
京
都

令
和
６
年

国
・地

域
別

外
国
人
行
動

特
性

調
査

結
果

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力
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【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
多
文
化
共
生
を

中
心

に
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
ま
ち
を
利
用
し
、
活

動
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

●
安
全
・
安
心
を
確
保
し
な
が
ら

、
国
内
外
か
ら
多
様
な
人
々
を
迎
え
、
多
様
な
文
化
や
活
動
の
交
わ
り
か
ら
新
た
な
魅
力

や
交
流
を
生
み
出
し
、

世
界
に
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
公
共
空
間
等
を
活
か
し
、
多
様
な
人
々
が
思
い
思
い
に
過
ご
せ
、
滞
在
・
交
流
・
活
動
で
き
る
場
や
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
な
か
で
の
豊
か
な
日
常
を
育
む
。

方
針

（骨
子

）

（
1）

ユ
ニ

バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
推

進

●
「
新
宿
区
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
ま
ち
づ

く
り
条

例
」
に
基
づ
く
事
前

協
議
制

度
等
に
よ
り
、
全

て
の
人
が
円
滑
に
利
用

で
き
る
建

物
や
道

路
、
公

園
な
ど
の
整
備

を
誘

導
す
る
。

（
2）

多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
多
言
語
に
よ
る
公
共

サ
イ
ン
の

整
備

、
外

国
人

へ
の

生
活

情
報
の

提
供

、
同

時
翻
訳

等
の
新

た
な

技
術
の
活
用
等

に
よ
り
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

（
3）

国
内

外
か
ら
人
を
惹
き
つ
け
、
新
た
な
魅
力
と
交
流

を
生

み
出

す
ま
ち

づ
く
り

●
新
宿
駅
周
辺
を
中
心

に
、
最

先
端

技
術

を
活

用
し
た
情

報
発
信
や
、
国

内
外
か
ら
の
来
街

者
が
新

宿
の
多
彩
な
文
化
や
活

動
に
触

れ
ら
れ
る
機

会
、
多

様
な
人

々
が
集

い
交
流

で
き
る
場
の
充

実

に
よ
り
、
新
た
な
価

値
や
魅

力
を
生

み
出

し
、
国

内
外

に
発

信
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
繁
華
街
に
お
け
る
防
犯

対
策

の
強

化
や
、
混

雑
・
雑

踏
事
故

等
の
防

止
対
策
に
よ
り
、
安
全
・
安

心

な
賑
わ
い
都
市
を
形
成

す
る
。

７
誰
も
が
豊
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り

第
２
章
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（
4）

多
様

な
人
々

の
滞
在
・
交
流
・
活
動
を
育
む
都
市
空
間
づ
く
り

●
道
路
、
公
園
、
広
場
、
公

共
施

設
、
民

間
施

設
な
ど
の

多
様

な
都

市
空

間
を
活

用
し
、
地

域
の

歴

史
や
記
憶
、
地
域
ご
と
の

多
様

な
資

源
を
生

か
し
な
が

ら
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成

に
つ

な
が
る
賑
わ
い
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
区

民
が

健
康

増
進

等
の

た
め
に
気

軽
に
歩

い
て
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
。

●
公
園
、
図
書
館
、
カ
フ
ェ
な
ど
の

公
共

的
空

間
に
お
い

て
、
年

齢
や
国

籍
、
文

化
的

背
景

な
ど
に

か
か
わ
ら
ず
、
住
民

や
来

街
者

を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
人

々
が

思
い

思
い

に
過

ご
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
心
や
目

的
に
応

じ
て
滞

在
や
交

流
、
活

動
が

で
き
る
場

や
機

会
を
創

出
す
る
こ
と

で
、
住
民
の
暮
ら
し
や
来

街
者

等
の

多
様

な
過

ご
し
方

を
支

え
、
一

人
ひ
と
り
の

豊
か
な
日

常

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。
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ま
ち
づ

く
り
の

取
組
実
績

●
2

0
5

0
年
ま
で
に

C
O
₂排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
新
宿
」
の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
機

器
等
補
助
制
度
の

実
施
等
に
よ
り

C
O
₂排

出
量
の
削
減
を
推

進
し
た
。

●
路
面
補
修
と
あ
わ
せ
て
遮
熱
性
舗
装
を
計
画
的
に
施
工
す
る

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
空
間
の
整
備
を
推
進
し
た
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
新
宿
」

普
及
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「も

ん
ぼ
ん
」

基
礎

デ
ー
タ
か

ら
見
た
現
況
課
題

●
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
減
少
が
進

ん
で
い
る
一
方
、
東

京
都
全
体
と
し

て
気
候
変
動
に
よ
る
温
度
上
昇
が

継
続
し
て
い

る
。

居
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
か
ら
見
た
現
況
課
題

●
自
由
記
述
で
は
、
路
上
喫
煙
、
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル
等
、
身
近
な
生
活
環
境
の

改
善
を
求
め
る
意
見
が
挙
が
っ
て
い
る
。

新
た

に
追

加
す
る
方
針

「新
宿

区
の

現
況

・課
題
」抜

粋

「こ
れ

か
ら
の

新
宿

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
目
す
べ

き
視
点

」

現
況

課
題

●
2

0
5

0
年

ま
で
に

C
O
₂を

実
質

ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
新

宿
」
の

実
現
を
目

指
す
。

方
向
性

脱
炭
素

化
を
推

進
す
る
。

方
針
（
1
）

に
追
加

•
新

築
及

び
既

存
建

築
物

に
つ
い

て
、
Z

E
B
・
Z

E
H
水

準
を
満

た
し
た
建

築
物

を
誘

導
す
る
。

•
都

市
計

画
を
活

用
し
た
大

規
模

開
発

等
で

Z
E

B
化

を
誘

導
す
る
。

•
更

な
る
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の

創
出

に
向

け
て
取

り
組

む
。

•
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

C
O
₂の

排
出

量
削

減
に
配

慮
し
た
建

築
物

の
整

備
を
誘

導
す
る
。

•
エ
リ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入

を
検

討
す
る
。

現
況

課
題

●
気
候
変

動
に
伴

う
猛

暑
等

へ
の

適
応

と
し
て
、
暑

熱
対

策
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

の
導
入

が
注

目
さ
れ
て
い

る
。

方
向
性

気
候
危

機
へ
の

対
応

を
よ
り
強

化
す
る
。

方
針
（
２
）

に
追
加

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
積

極
的

に
導

入
す
る
。

気
候

変
動

に
伴

う
猛

暑
の

頻
発

・
長

期
化

に
対

応
す
る
た
め
、
熱

中
症

予
防

に
関

す
る
普

及
啓

発
等

を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
等

の
暑

熱
対

策
施

設
の

確
保

を
推

進
す
る
。

現
況

課
題

●
廃
棄
物

の
適

正
処

理
等

に
よ
る
資

源
循

環
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。

方
向
性

資
源
循

環
型

の
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
る
。

方
針
（
3
）

に
追
加

•
事

業
者
に
対

し
、
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使

用
を
抑

制
し
た

事
業

活
動

へ
の

転
換

、
再

資
源

化
の

推
進

、
廃

棄
物

保
管

場
所

の
確

保
等
に
よ
る
廃

棄
物

の
適

正
処

理
を
働

き
か
け
る
こ
と
で
、
ご

み
の

減
量

及
び

資
源

化
を
推

進
す
る
。

現
況

課
題

●
路
上
喫

煙
、
ポ
イ
捨

て
、
不

法
投

棄
、
ご
み
出

し
ル
ー
ル
等

、
身

近
な
生

活
環

境
の
改
善

を
求

め
る
意

見
が

挙
が

っ
て
い

る
。

方
向
性

環
境
美

化
を
推

進
す
る
。

方
針
（
4
）

に
追
加

•
ポ
イ
捨

て
防

止
、
路

上
喫

煙
禁

止
、
放

置
自

転
車

や
路

上
看

板
の

撤
去

、
不

法
投

棄
対

策
等

を
進

め
、
快

適
な
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
。

８
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

●
国
や
東
京
都
で
は
、
建
築
物
の

Z
E

B
・
Z

E
H
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

C
O
₂の

削
減
な
ど
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

●
気
候
変
動
に
伴
う
猛
暑
等
へ
の
適
応
と
し
て
、
暑
熱
対
策
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

●
資
源
利
用
の
面
で
は
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
よ
る
資
源
循
環
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

社
会
情
勢
の
変
化

強
靭
で
持
続
可
能

強
靭
で
持
続
可
能

暮
ら
し
の
質
と

国
際
的
な
魅
力

平
均
気
温

の
推
移

（
東
京

都
）

出
典
）
気

象
庁
デ

ー
タ

強
靭
で
持
続
可
能

変
化

へ
の

対
応

強
靭
で
持
続
可
能

地
域

の
個

性
を
活

か
す

暮
ら
し
の

質
と

国
際
的

な
魅

力
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８
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

方
針

（骨
子

）

（1
）

脱
炭

素
化

の
推
進

●
新
築
及
び
既
存
建

築
物

に
つ
い

て
、
断

熱
性

・
気

密
性
の
向

上
等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

や
、
太
陽
光
発
電

等
の

再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ

ー
の

活
用
を
促

進
す
る
こ
と
で
脱
炭
素

化
を
図

る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

普
及
や
、
排
熱

等
の
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
Z

E
B
・
Z

E
H
水

準
を
満
た
し
た
建
築

物
を
誘
導

す
る
。

●
特
に
都
市
計
画
を
活

用
し
た
大

規
模

開
発

等
に
お
い
て
は
、
地
域
冷

暖
房
施

設
の
受

入
の
検

討
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
設

備
の

導
入

を
促

進
し
、
Z

E
B
化
を
誘
導

す
る
。

●
壁
面
や
耐
荷
重
の
小

さ
い

屋
根

に
も
設

置
可

能
な
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
等

の
次
世

代

太
陽
電
池
を
活
用
し
た
太

陽
光

発
電

設
備

の
導

入
を
検

討
し
、
更
な
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
に
向

け
て
取

り
組

む
。

●
建
築
物
の
建
設
、
運

用
、
修

繕
・
更

新
、
解

体
、
廃

棄
に
至
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

C
O
₂の

排
出
量
軽
減
に
配
慮

し
た
建

築
物

の
整

備
を
誘

導
す
る
。

●
地
域
冷
暖
房
区
域

及
び

エ
ネ
ル
ギ

ー
の

面
的

利
用

の
受
け
入
れ
検

討
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
街

区
・
地
区
単
位
で
複
数

の
建

物
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
需

給
を
一
体
的

に
最
適

化
す
る
エ
リ
ア
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入

を
検

討
す
る
。

●
環
境
負
荷
の
少
な
い

区
民

の
新

た
な
移

動
手

段
と
し
て
、
ま
た
、
観
光
の

活
性
化

や
ま
ち
の

回
遊
性
の
向
上
が

期
待

さ
れ
る
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
。

（
2）

気
候

変
動
に
適

応
し
た
暑

熱
対
策
の

推
進

●
交

通
渋

滞
の

緩
和

、
自

動
車

交
通

の
抑

制
、
公

共
交

通
機

関
の

整
備

と
利

用
を
進

め
る
。

●
道
路

や
公
共

公
益

施
設

は
、
遮

熱
透

水
性

舗
装

な
ど
に
よ
る
整

備
を
進

め
る
。

●
建

物
の

敷
地

の
接

道
部

緑
化

、
建

物
の

屋
上

や
壁

面
緑

化
、
工

作
物

の
緑

化
を
進

め
る
と
と

も
に
、
樹
木

に
よ
る
緑

陰
空

間
の

確
保

、
広

場
や
駐

車
場

の
芝

生
化

な
ど
を
誘

導
す
る
な
ど
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
積

極
的

に
導

入
す
る
。

●
気
候

変
動

に
伴
う
猛

暑
の

頻
発

・
長

期
化

に
対

応
す
る
た
め
、
熱

中
症

予
防

に
関

す
る
普

及
啓

発
や
情
報

提
供

を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
等

の
暑

熱
対

策
施

設
の

確

保
を
推

進
す
る
。

（
3）

資
源

循
環
型
の

ま
ち
づ
く

り

●
大
規

模
開

発
・
商
業

施
設

建
設

時
の

資
源

・
廃

棄
物

の
効

率
的

な
排

出
促

進
、
建

設
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ

く
分
別

解
体

と
再

資
源

化
を
進

め
る
。

●
事
業

者
に
対
し
、
使

い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用

を
抑

制
し
た
事

業
活

動
へ
の

転
換

、
再

資

源
化

の
推

進
、
廃
棄

物
保

管
場

所
の

確
保

等
に
よ
る
廃

棄
物

の
適

正
処

理
を
働

き
か
け
る
こ

と
で
、
ご
み
の
減

量
及

び
資

源
化

を
推

進
す
る
。

（
4）

誰
も

が
快
適
に

過
ご
せ
る

都
市
環
境
の
整
備

●
工
事

に
伴
う
騒
音

・
振

動
等

の
規

制
・
監

視
・
指

導
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
、
土

壌
汚

染
調

査
に
よ

り
、
公
害

対
策

を
推

進
す
る
。

●
ポ
イ
捨
て
防
止

、
路
上

喫
煙

禁
止

、
放

置
自

転
車

や
路

上
看

板
の

撤
去

、
不

法
投

棄
対

策
な
ど

を
進
め
、
快
適

な
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
す
る
。

【
基
本
的
な
考
え

方
】

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
徹
底
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
に
よ
り
脱
炭
素
化
を
推
進
し
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
新
宿
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

●
み
ど
り
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
す
と
と
も
に
、
熱
中
症
予
防
や
暑
熱
対
策
施
設
の
確
保
な
ど
、
気
候
変
動
に
適
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
資
源
循
環
や
公

害
・
環
境
美
化
対
策
を
進
め
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
、
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
都

市
環
境
を
つ
く
る
。

方
針

（骨
子

）

８
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

第
２
章

部
門
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
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第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

の
骨
子
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都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
域

分
類

落
合

第
二

地
域

落
合

第
一
地
域

戸
塚
地
域

柏
木

地
域

新
宿

駅
周

辺
地

域

大
久
保
地
域

若
松
地
域

榎
地
域 簞

笥
地
域

四
谷
地
域

地
域
名
称

都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
骨
子

案
）

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

地
域
の
将
来
像

、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア
に
お
け
る
重
点
的
な
取
組
な
ど

一
体

化

再
整

理

ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

エ
リ
ア
戦
略

現
行
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
に
お
け
る

地
域
分
類
（
1
0
地
域
）と

現
行
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア
（１

６
エ
リ
ア
）

の
対
応
図

各
地

域
の
将
来
像

か
ら

そ
の
実
現
に
向

け
た
重
点
的
な
取
組
ま
で
を

示
す
内

容
へ

更
新

計
画
の
位
置
づ
け

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

•
今
回

の
策

定
で
は
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「地

域
別

ま
ち
づ
く
り
方
針

」と
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン
「エ

リ
ア
戦

略
」
を
一
体
化
し
、
各
地
域
の
将
来
像
か
ら
そ
の
実
現
に
向
け
た
重

点
的

な
取

組
ま
で
を
示
す
内
容
へ
更
新
し
ま
す
。
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３
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地
域
別
ま
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方
針
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地
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１
四
谷
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

地
域

の
課

題

●
後

背
地

の
木

密
・
狭
あ
い

道
路

：
若

葉
・
須

賀
町

等
の

木
造

住
宅

密
集
市

街
地
で
、
不

燃
化

と

細
街
路
の
拡
幅
整

備
に
よ
る
防

災
性

向
上

が
求

め
ら
れ
る
。

●
歴
史
景
観
と
建
替

え
の

調
整

：
荒

木
町

等
の

風
情

あ
る
景

観
を
守

り
つ
つ
、
建

替
え
時

の
高

さ
・
意
匠
・
用
途
を
ま
ち
づ

く
り
制

度
を
活

用
し
た
誘

導
が

必
要

。

●
み
ど
り
と
歩
行
者
の

回
遊

性
：
駅

前
の

歩
行

者
滞

留
空

間
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動

線
に
課

題
が

あ

り
、
御
苑

〜
外
苑

〜
外

濠
を
つ
な
ぐ
回

遊
の

充
実

が
必

要
。

●
駅
前
の
賑
わ
い
・
観
光

対
応

：
賑

わ
い

不
足

へ
の

対
応

に
加

え
、
迎

賓
館

公
開

や
大

規
模

イ
ベ

ン
ト
時
の
案
内
・
宿
泊

・
帰

宅
困

難
者

対
策

の
充

実
が

課
題

。

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
四
谷
駅
前
地
区
の

拠
点

整
備

：
駅

前
の

新
た
な
賑

わ
い
拠

点
が
整

備
さ
れ
、
業
務
・
商
業

機
能

の
強
化
及
び
文
化

・
交

流
機

能
の

導
入

、
広

場
整

備
に
よ
り
、
地

域
の
防

災
性
強

化
や
憩

い
と

賑
わ
い
の
場
の
創
出

が
図

ら
れ
た
。

●
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の

集
積

：
神

宮
外

苑
で
は
新

国
立
競

技
場
が

整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、

周
辺
の
関
連
施
設

整
備

が
進

め
ら
れ
て
い

る
。

●
木
密
市
街
地
の
防

災
性

向
上

：
若

葉
・
須

賀
町

地
区

で
の
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た
取

組

に
よ
り
、
防
災
性
の
向

上
が

進
め
ら
れ
て
い

る
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
御

苑
・
外

苑
・
外

濠
の
み
ど
り
：
新
宿
御
苑
・
神
宮
外
苑
・
外

濠
の

み
ど
り
が
連

続
し
、
都

心
随

一

の
水
と
み
ど
り
の
骨
格

を
形

成
し
て
い

る
。

●
歴
史
・
文
化
の
奥
行

き
：
迎

賓
館

や
荒

木
町

、
若

葉
・
須

賀
町
の
坂
と
路
地
な
ど
、
江
戸

以
来
の

歴
史
・
文
化
資
源
が

集
積

す
る
。

ま
ち

づ
く

り
の

キ
ー

ワ
ー

ド
：

暮
ら

し
と
賑
わ

い
の
調
和

／
歩
行
者

の
回
遊

性
／

防
災

性
向
上
／

新
宿

御
苑

・
神
宮
外
苑

・
外
濠
の

大
き
な
み

ど
り
／
風

情
あ
る
街

並
み

コ
モ
レ
四

谷
若
葉
・
須
賀
町
の
ま
ち
な
み

出
典

）
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

荒
木
町

出
典
）
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典

）
ま
ち
づ

く
り
戦
略
プ
ラ
ン

国
立

競
技

場

出
典

）
ま
ち
づ

く
り
戦
略
プ
ラ
ン
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地
域
の
将
来
像
：

歴
史

と
文

化
の

香
り
あ

ふ
れ

、
多

く
の
人
が
集
う
夢
の
ま
ち

１
四
谷
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

暮
ら
し
と
賑
わ
い
が
調
和
す
る
ま
ち

●
四
ツ
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、
業
務
・商

業
機
能
と
都

心
居
住
が
調
和
す
る
市
街
地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
・文

化
や
景
観
を
活
か
し

た
品
格
あ
る
都
市

空
間
を
形
成

ま
た
、
歴
史
・文

化
や
み
ど
り
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

大
学
な
ど
の
教
育
施
設
が
立
地
す
る
地
域
特
性
を
活
か
し
、
多
様
な
人
々
が
集
い
交

流
す
る
拠
点
を
形

成
（
「賑

わ
い
交

流
の

心
」

四
谷

地
区
）

●
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・文

化
交
流
拠
点
と
し
て
の
特

性
を
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

機
能
更
新
や
多
様
な
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
集
い
交
流
す
る
魅
力
あ
る
拠
点
を
形
成

ま
た
、
豊
か
な
み
ど
り
の
保
全
・創

出
や
歴
史
と
風
格
あ
る
都
市
景
観
の
継
承
、
広
場

や
歩
行
者
空
間
の
整
備
を
通
じ
て
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
や
み
ど
り
に
親
し
み
、
快
適
に

過
ご
せ
る
都
市
空

間
を
形
成
（
「賑

わ
い
交
流
の
心
」

神
宮
外
苑
・信

濃
町
駅
周
辺
地

区
）

●
業
務
商
業
の
重
要
な
路
線
と
し
て
多
く
の
人
々
が
往

来
す
る
賑
わ
い
の
創
出
（新

宿
通

り
・靖

国
通
り
）

●
住
機
能
と
商
業
機
能
が
調
和
し
た
複
合
市
街
地
の
誘
導

（新
宿
一

・二
・
五
丁
目
）

●
幹
線
道
路
後
背
の
住
宅
地
の
生
活
交
流
の
中
心
と
し
て
魅
力
あ
る
商
店
街
等
の
整
備

を
促
進
（四

谷
三
丁
目
駅
周
辺
）

（
2）

誰
も
が
移
動
し
や
す
く
歩
い
て
楽
し
め
る
ま
ち

●
業
務
商
業
の
誘
導
と
と
も
に
快
適
な
歩
行
空
間
等
創
出
（新

宿
通
り
沿
道
）

●
沿
道
商
業
に
配
慮
し
た
歩
道
景
観
整
備
・緑

化
を
推
進
（
明
治
通
り
・新

宿
通
り
・靖

国
通
り
等
）

●
補
助
第

5
8
号
線
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
な
ど
を
確
認
し
、
都
市

計
画
変
更
等
の
検
討
を
進
め
る
。

●
新
宿
駅
南
口
・東

口
か
ら
新
宿
御
苑
方
面
の
動
線
の
検
討
・サ

イ
ン
整
備
等
に
よ
り
回

遊
性
を
向
上

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
木
密
地
域
で
道
路
等
の
基
盤
整
備
・
共
同
建
替
え
に
よ
る
不
燃
化
を
進
め
る
（
若
葉
三
丁
目
等
）

（
4）

水
と
み
ど
り
を
身
近
に
感
じ
る
潤
い
あ
る
ま
ち

●
外
濠
・新

宿
御
苑
・明

治
神
宮
外
苑
の
み
ど
り
の
保
全
・
充
実
・
活
用

●
外
濠
・新

宿
御
苑
・明

治
神
宮
外
苑
に
よ
り
連
続
し
た
水
と
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成

●
「風

の
み
ち
（み

ど
り
の

回
廊
）」
と
し
て
街
路
樹
整
備
・沿

道
緑
化
を
推
進
（新

宿
通
り
・明

治
通
り
）

●
玉
川
上
水
・内

藤
新
宿

分
水
散
歩
道
の
管
理
・
保
全

●
大
規
模
公
園
を
核
に
周
辺
へ
み
ど
り
を
拡
大

（
5）

歴
史
・
文
化
と
風
情
あ
る
景
観
に
ふ
れ
る
ま
ち

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
風
情
を
活
か
し
た
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
み
を
創
出
（
荒
木
町
等
）

●
寺
社
・坂

道
等
の
歴
史

的
・
文
化
的
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
（若

葉
・
須
賀
町
等
）

方
針

（骨
子

）
方

針
（骨

子
）
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１
四
谷
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
新

宿
通

り
】

•
業

務
商
業

の
重

要
な
路

線
と
し
て
多
く

の
人

々
が

往
来

す
る
賑

わ
い
の
創
出

•
沿

道
は
快

適
な
歩

行
空

間
を
誘
導

•
沿

道
商
業

に
配

慮
し
た
歩

道
景
観
整

備
・
緑
化

を
推
進

•
「
風

の
み
ち
（
み
ど
り
の
回

廊
）」
と
し
て

街
路

樹
整

備
・
沿

道
緑

化
を
推

進

【
四
谷
三
丁
目
駅
周
辺
】

•
幹
線
道
路
後
背
の
住
宅
地
の
生
活
交
流
の
中
心
と

し
て
魅

力
あ
る
商

店
街
等

の
整
備

を
促
進

【
荒
木
町
】

•
風
情

を
活
か
し
た
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
み
を
創
出

【
若
葉
三
丁
目
等
】

•
木
密
地
域
で
道
路
等
の

基
盤
整
備
・共

同
建
替
え
に
よ
る
不
燃
化
を
進
め
る

【
新

宿
一

丁
目

・
二

丁
目

・五
丁

目
】

•
住

機
能

と
商

業
機

能
が

調
和

し
た
複

合
市
街

地
の

誘
導

•
外

濠
・
新

宿
御

苑
・
明
治

神
宮
外
苑
の
み

ど
り
の

保
全

・
充

実
・活

用
•
連

続
し
た
水

と
み
ど
り
の

骨
格
を
形
成

•
新

宿
駅

南
口

・
東

口
か
ら
御

苑
方

面
の

動
線

の
検

討
・
サ
イ
ン
整
備

等
に
よ
り
回

遊
性

を
向
上

•
補
助
第

5
8
号
線
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
影
響
な
ど
を
確
認
し
、
都
市
計
画

変
更
等
の
検
討
を
進
め
る

•
玉

川
上
水

・
内

藤
新

宿
分
水

散
歩
道
の

管
理

・
保

全

【
靖

国
通

り
】

•
業

務
商

業
の

重
要

な
路

線
と
し
て
多

く
の

人
々

が
往

来
す
る
賑

わ
い

の
創
出

•
沿

道
商

業
に
配

慮
し
た
歩

道
景
観

整
備

・
緑

化
を
推

進

【
若
葉
・
須
賀
町
等
】

•
寺
社
・
坂
道
の
歴
史
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

四
谷
駅
周
辺
エ
リ
ア

神
宮
外
苑
・
信
濃
町
駅
周
辺
エ
リ
ア

若
松
環

4
沿
道
エ
リ
ア
（
詳
細

若
松
地
域
）

新
宿

駅
東

口
エ
リ
ア
（
詳
細

新
宿
駅
周
辺
地
域
）

【
明

治
通

り
】

•
沿

道
商

業
に
配

慮
し
た
歩

道
景
観
整
備
・

緑
化

を
推

進
•
「
風

の
み
ち
（
み
ど
り
の
回

廊
）」
と
し
て
街

路
樹

整
備

・
沿

道
緑

化
を
推

進

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の
都
市
の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
四
谷
駅
周

辺
エ
リ
ア

１
四
谷
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図
重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性

：
潤
い
と
賑
わ
い
が
調
和
し
た
新
た
な
拠
点
の
形
成

①
品
格
あ
る
新
た
な
賑
わ
い
創
出

沿
道
を
含
め
た
賑
わ
い
の
形
成

・
賑
わ
い

交
流
軸
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
な
み
へ
誘

導
（
新

宿
通

り
沿

道
）

・
「
風
の
み
ち
（
み
ど
り
の
回
廊
）
」
に
ふ
さ
わ
し
い

空
間

を
創

出
（
新

宿
通

り
沿

道
）

・
商
店
街
等
と
連
携
し
連
続
し
た
賑
わ
い
を
形
成
（
外

苑
東

通
り
沿

道
）

・
更
新
期
を
迎
え
た
中
高
層
建
物
の
建
替
え
を
誘
導

新
た
な
賑
わ
い
交
流
拠
点
の
形
成

・
業
務
商
業
・
文
化
交
流
機
能
を
備
え
た
拠
点
を
形
成
（
四
谷
駅
前
地
区
）

・
魅
力
あ
る
ま
ち
な
み
形
成
、
快
適
な
歩
行
空
間

の
拡

充
（
四

谷
一

丁
目

北
地

区
）

・
駅
前
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
の
形
成
（
四
谷
一
丁

目
南

地
区

）

・
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
の
一
般
公
開
に
伴
う
賑
わ
い
を
創

出
（
新

宿
通

り
沿

道
な
ど
）

・
宿
泊
施
設

の
誘
導
と
あ
わ
せ
て
歴
史
的
文
化
資

源
等

を
活

用
し
て
魅

力
を
発

信

駅
と
駅
周
辺
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
強
化

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
り
快
適
な
歩
行
環
境
を
確
保

（
J
R
と
地

下
鉄

の
乗

換
ル
ー
ト
等

）

②
歴
史
と
潤
い
の
あ
る
駅
周
辺
の
空
間
形
成

歴
史
・
自
然
・
賑
わ
い
が
調
和
し
た
都
市
空
間
の
形
成

・
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
配
慮
し
た
ま
ち
な
み
を
形
成

（
四

ツ
谷

駅
周

辺
、
外

堀
通

り
沿

道
）

多
様
な
来
街
者
に
配
慮
し
た
空
間
の
形
成

・
分
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
都
市
空
間
を
形

成
（
四

ツ
谷

駅
、
四

谷
三

丁
目

駅
周

辺
）

③
地
域
の
安
全
性
と
魅
力
の
向
上

防
災
対
策
の
充
実

・
沿
道
建
物
の
耐
震
化
等
を
促
進
（
新
宿
通
り
）

・
一
時
滞
在
施
設
の
整
備
な
ど
帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進

・
繁
華
街
防
災
を
強
化
（
荒
木
町
）

・
道
路
の
無
電
柱
化
を
推
進

地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
情
報
の
発
信

・
商
店
街
や
観
光
資
源
の
情
報
を
各
団
体
と
連
携
し
て
発

信

・
繁

華
街

防
災

を
強
化

・
分

か
り
や
す
く
移

動
し
や
す
い

都
市

空
間

を
形

成

・
業
務
商
業
・
文
化
交
流
機

能
を
備
え
た
拠
点

を
形
成

【エ
リ
ア
全
体

】

更
新
期
を
迎
え
た
中
高
層

建
物

の
建
替
え
を
誘
導

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
の
一
般

公
開

に
伴
う
賑
わ
い
を
創
出

宿
泊
施
設
の
整
備
を
誘
導
し
、
歴

史
的
文
化
資
源
等
を
活
用
し
て
魅

力
を
発
信

一
時
滞
在
施
設
の
整
備
な
ど
帰

宅
困
難
者
対
策
を
推
進

道
路
の
無
電
柱
化
を
推
進

商
店
街
や
観
光
資
源
の
情

報
を
各

団
体
と
連
携
し
て
発
信

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
り
快

適
な
歩
行
環
境
を
確
保

・
分
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す

い
都
市
空
間
を
形
成

・
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
配
慮

し
た
ま
ち
な
み
を
形
成

・
魅
力
あ
る
ま
ち
な
み
形
成
、

歩
行
空
間
の
拡
充

・
賑

わ
い

交
流

軸
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
な
み
へ
誘
導

・
「
風

の
み
ち
（み

ど
り
の
回
廊
）」
に
ふ
さ
わ
し
い
空

間
を
創

出

・
沿

道
建

物
の

耐
震
化
等
を
促
進

・
商

店
街

等
と
連

携
し
連
続
し
た

賑
わ
い

を
形

成

・
駅
前
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い

拠
点
の
形
成
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

②
神
宮
外
苑
・
信
濃
町
駅
周
辺
エ
リ
ア

１
四
谷
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図
重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性

：
国
際

的
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
つ
な
が
る
玄
関
口
の
整
備
の
推
進

①
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
群
を
結
ぶ
駅
と
駅
周
辺
の
整
備

神
宮
外
苑
地
区
の
整
備

・
老

朽
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
段
階
的
な
整
備

を
促

進

・
都
市
機
能
の
充
実
や
賑
わ
い
を
創
出
（
国
立
競
技
場
駅
及
び
駅
周
辺
）

信
濃
町
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出

・
駅

前
の
顔
づ
く
り
な
ど
風
格
あ
る
都
市
空
間
を
形

成

・
四

谷
三
丁
目
駅
に
も
つ
な
が
る
沿
道
の
賑
わ
い
を
創

出
（
外

苑
東

通
り
沿

道
）

・
周

辺
施
設
利
用
者
向
け
の
宿
泊
機
能
の
整
備
を
誘
導

（
ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
大

学
病

院
周

辺
）

神
宮
外
苑
地
区
の
見
通
し
の
良
い
空
間
の
創
出

・
死

角
や
暗
が
り
の
な
い
防
犯
に
配
慮
し
た
空
間
を
創

出

②
潤
い
あ
ふ
れ
る
快
適
な
都
市
空
間
の
形
成

地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
景
観
形
成

・
聖

徳
記
念

絵
画

館
を
臨
む
眺
望

景
観

を
保
全
し
、
み
ど
り
豊

か
な
風

格
あ
る
景

観
を
創

出

・
地

域
特
性
を
踏
ま
え
た
良
好
な
景
観
を
形
成
（
信
濃

町
駅

周
辺

、
外

苑
東

通
り
沿

道
）

環
境
に
配

慮
し
た

道
路
対
策
の
推
進

・
道

路
等
の
改
修
時
に
環
境
配
慮
型
の
素
材
・
製
品

を
導

入
（
神

宮
外

苑
地

区
内

）

自
由
に
歩

い
て
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
の
創
出

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
の
整
備
（
信
濃
町
駅
〜
神
宮
外
苑

）

・
多

言
語
表
示
な
ど
わ
か
り
や
す
い
都
市
空
間
を
形

成
（
信

濃
町

駅
周

辺
）

・
歩

行
者
空
間
の
確
保
や
み
ど
り
の
創
出
で
良
好
な
住

環
境

を
創

出

（
外

苑
東
通
り
東
側
後
背
地
）

・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
再
編

を
通
じ
交
流
空
間
や
歩
行

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創

出

（
神

宮
外
苑
地
区
）

③
安
心
し
て
人

々
が
交
流
で
き
る
ま
ち
の
創
造

防
災
対
策
の
充
実

・
避

難
経
路
と
な
る
細
街
路
の
拡
幅
整
備
と
歩
行
者
空

間
を
確

保

・
一

時
滞
在
施
設
の
整
備
な
ど
隣
接
区
と
連
携
し
帰

宅
困

難
者

対
策

を
推

進

交
流
を
創
出
す
る
都
市
空
間
づ
く
り
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
交
流
創
出
を
図
る
た
め
都
市
空
間
を
整
備
（
神
宮
外
苑
地
区
）

・
駅

前
の

顔
づ

く
り
な
ど
風
格

あ
る
都

市
空

間
を
形
成

・
地

域
特

性
を
踏

ま
え
た
良
好

な
景

観
を
形

成

・
四

谷
三

丁
目

駅
に
も
つ
な
が

る
沿
道

の
賑

わ
い
を
創
出

・
地
域

特
性

を
踏
ま
え
た
良
好

な
景
観

を
形
成

・
歩
行
者
空
間
の
確
保
や

み
ど
り
の
創
出
で
良
好

な
住
環
境
を
創
出

・
都

市
機

能
の

充
実

や
賑
わ

い
を
創

出

・
老

朽
化

し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
段

階
的

な
整

備
を
促

進

・
死

角
や
暗

が
り
の

な
い
防
犯
に
配
慮

し
た
空

間
を
創

出

・
絵

画
館

を
臨
む
眺

望
景
観
を
保
全
し
、

風
格

あ
る
景

観
を
創
出

・
道

路
等

の
改

修
時
に
環
境
配
慮
型

の
素

材
・
製

品
を
導
入

・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
交

流
創

出
の

た
め
都

市
空

間
を
整
備

・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の

再
編
で
交
流
空
間

や
歩

行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
出

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
の
整
備

・
多
言
語
表
示
な
ど
わ
か
り

や
す
い
都
市
空
間
を
形
成

エ
リ
ア
全

体
】
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●
路
地
景
観
の
保
全
：
建

替
え
・
道

路
拡

幅
に
伴

う
路

地
景

観
の

喪
失

が
懸

念
さ
れ
、
防

災
性

を

高
め
な
が
ら
路
地
保

全
を
進

め
て
い

く
取

組
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。

●
地
域
の
回
遊
性
向
上

：
飯

田
橋

駅
周

辺
の

滞
留

空
間

・
歩

行
者

空
間

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動

線
等

の
整
備
に
よ
る
利
便

性
向

上
な
ど
、
地

域
の

回
遊

性
向

上
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。

２
簞
笥
地
域

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
木

密
市
街
地
の
防

災
性

向
上

：
赤

城
周

辺
地

区
、
牛

込
台

西
北
地

区
で
の
ま
ち
づ
く
り
制
度

を
活

用
し
た
取
組
に
よ
り
、
防

災
性

の
向

上
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

●
隣

接
区
と
連
携
し
た

ま
ち
づ

く
り
の

取
組

：
飯

田
橋

駅
周

辺
で
は
、
隣

接
区
な
ど
と
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
駅

周
辺

の
回

遊
性

向
上

等
の

取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

●
路

地
景
観
の
保
全

：
神

楽
坂

三
・
四

・
五

丁
目

地
区

で
の

ま
ち
づ
く
り
制
度

を
活
用
し
た
取
組

に
よ
り
、
路
地
景
観

の
保

全
が

進
め
ら
れ
て
い

る
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
神
楽
坂
の
歴
史
・
文

化
資

源
：
路

地
景

観
や
坂

な
ど
の

歴
史
的
・
文

化
的
資

源
に
よ
り
、
風

情

あ
る
商
業
地
が
形

成
さ
れ
て
い

る
。

●
製
本
印
刷
業
な
ど

の
地

場
産

業
：
市

谷
・
新

小
川

町
等
に
印

刷
・
製
本
関

連
産
業

が
集
積
し
、

地
域
の
産
業
を
支
え
て
い

る
。

●
外

濠
・
神

田
川

の
水
と
み
ど
り
：
外
濠
・
神
田
川
の
水
辺
と
桜

並
木
が

連
続
し
、
良

好
な
景

観
や

潤
い
あ
る
空
間
が

形
成

さ
れ
て
い

る
。

●
飯
田
橋
駅
周
辺
の

拠
点

機
能

：
複

数
路

線
が

集
ま
る
交

通
結
節
点

で
あ
り
、
業
務
・
商

業
施
設

や
病
院
機
能
が
多
く
立

地
し
て
い

る
。

地
域

の
課

題

出
典
：
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

飯
田
橋
歩
道
橋

出
典
：
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

神
楽

坂
通

り
神
楽
坂
を
代
表
す
る
路
地
景
観

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

整
備
が
完
了
し
た
放
射
第

2
5
号
線

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

住
ま

い
と
商
い
・
も
の
づ
く
り
の

共
存
／
地

域
の

回
遊

性
／
防
災

性
向

上
／

外
濠
・
神
田
川
の
水
と
み
ど
り
／
歴
史
や
風
情

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

２
簞
笥
地
域

出
典
：
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

飯
田
橋
歩
道
橋

出
典
：
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

神
楽
坂
通
り

神
楽

坂
を

代
表

す
る
路
地
景
観

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦
略

プ
ラ
ン

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦
略
プ
ラ
ン

整
備

が
完

了
し
た

放
射
第

2
5
号
線
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地
域
の

将
来
像
：

坂
と
水

歴
史

を
綴

る
粋
な
ま
ち

簞
笥

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

住
ま
い
と
商
い
、
も
の
づ
く
り
が
共
存
す
る
ま
ち

●
歴

史
あ
る
路
地
や
坂
、
昔
な
が
ら
の
風
情
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
商
業
・業

務
機
能
と
都
心

居
住
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

ま
た
、
商
い
と
暮
ら
し
が
共
存
す
る
地
域
特
性
を
活
か
し
、
路
地
景

観
の

保
全

や
屋
外
広

告
物

の
適
切
な
景
観
誘

導
を
通
じ
て
、
歩
い
て
楽
し
め
る
粋
な
街
並
み
を
継
承
・形

成
す
る
と

と
も
に
、
多
様
な
来

街
者
が
地
域
の
文
化
や
暮
ら
し
に
触
れ
、
交
流
す
る
拠
点
を
形
成
（「
賑

わ
い
交
流
の
心
」

神
楽
坂
地
区
）

●
道

路
や
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改
善
・強

化
、
防
災
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
業
務
・商

業
・宿

泊
・住

宅
・教

育
・医

療
・公

共
施
設
な
ど
、
多
様
な
都
市
機
能
が
集
積
・融

合
す
る
ま

ち
づ

く
り
を
推
進

ま
た
、
地
域
の
住
民
等
と
連
携
し
、
賑
わ
い
と
交
流
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
神
楽
坂
、
市
谷
、

九
段

下
、
後
楽
園
な
ど
の
多
様
な
ま
ち
を
つ
な
ぎ
、
広

域
的
な
回
遊
や
交
流
を
生
み
出
す
拠

点
を
形
成
（「
賑
わ
い
交
流
の
心
」

飯
田
橋
駅
周
辺
地
区
）

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
、
防
災
性
の
向
上
を
図
る

●
地

場
産
業
の
維
持
と
住
機
能
の
調
和

●
将

来
を
見
据
え
て
産

業
再
構
築
等
に
向
け
た
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
き
め
細
か
な
土
地

利
用
計
画
を
検
討

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
高
層
ビ
ル
や
大
規
模
建
物
が
周
辺
環
境
と
調
和
す
る
よ
う
誘

導

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
良
好
な
住
宅
地
と
し
て
保
全
（北

町
・中

町
・南

町
・払

方
町
・市

谷
砂
土
原
町
等
）

●
マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
一

定
規
模
以
上
の
建
築
計
画
に
つ
い
て
、
住
戸
面
積
の
最
低
規
模
や
緑
化

等
の
義
務
付
け
等
を
行
い

良
好
な
住
環
境
を
誘
導

方
針

（骨
子

）
方

針
（骨

子
）

（
2）

誰
も
が
移
動

し
や
す
く
歩
い
て
楽
し
め
る
ま
ち

●
荷
捌
き
車
両
等
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
て
商
業
施
設
に
荷
捌
き
駐
車
場
等
の
整
備

を
誘
導

●
歩

行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
道
路
の
状
況
に
応
じ
た
道
路
空
間
の
再
配
分
を
検
討

（
3）

災
害
に
強
く

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
木
造
密
集
地
域
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（南

榎
町
等
）

●
建
物
更
新
時
に
連
続
し
た
歩
道
状
空
地
を
確
保
（
牛
込
中
央
通
り
等
）

●
歩
き
た
く
な
る
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
み
ど
り
の
創
出
を
促
進
（
外
堀
通
り
）

●
放
射
第

2
5
号
線
（大

久
保
通
り
）の

整
備
促
進
に
つ
い
て
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
関
係
機
関

と
協
議

（
4）

水
と
み
ど
り

を
楽
し
む
ま
ち

●
外
濠
周
辺
の
み
ど
り
を
保
全
・
充
実
・活

用

●
遊
歩
道
の
緑
化
や
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
魅
力
的
な
水
辺
空
間
の
創
出
、
水
質
改
善
の
促

進
な
ど
に
よ
り
、
水

と
み
ど
り
で
連
続
し
た
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成

（
外
濠
・
神
田
川
）

●
坂
道
や
寺
社
の
み
ど
り
を
保
全
・
充
実
・活

用
す
る
と
と
も
に
、
緑
化
を
誘
導

●
様

々
な
機
会
等
を
捉
え
た
公
園
確
保
の
検
討
と
と
も
に
既
存
公
園
を
再
整
備

（
5）

歴
史
や
風
情

を
楽
し
め
る
ま
ち

●
特
色
あ
る
建
物
、
黒
塀
や
石
畳
な
ど
の
路
地
景
観
を
活
用

●
歴
史
的
資
源
の
発
掘

や
案
内
表
示
板
の
設
置
等
に
よ
り
地
域
資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

●
寺
社
等
の
歴
史
的
・文

化
的
資
源
を
活
か
し
回
遊
性
が
高
い
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

２
簞
笥
地
域

箪
笥
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２
簞
笥
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の
都
市
の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）

【
南

榎
町

】
•
ま
ち
づ

く
り
制

度
を
活

用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推

進

【
外

濠
通

り
】

•
歩

き
た
く
な
る
歩

行
者
空
間
の
充
実
と

み
ど
り
の

創
出

を
促

進

•
産

業
再

構
築

等
へ
地

域
の

実
情

に
あ
わ
せ
た
き
め
細

か
な
土
地
利

用
計
画

を
検

討

【
牛

込
中

央
通

り
】

•
建

物
更

新
時

に
連

続
し
た

歩
道

状
空

地
を
確

保

•
地
場
産
業
の
維
持
と
住
機
能
の
調
和

【
北
町
・
中
町
・
南
町
・払

方
町
・
市
谷
砂
土
原
町
等
】

•
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
、
良
好
な
住
宅
地
と
し

て
保

全

•
特
色
あ
る
建
物
、
黒
塀
や
石
畳
な
ど
の
路
地
景
観
の

活
用

•
外
濠
周
辺
の
み
ど
り
を
保
全
・充

実
・活

用
•
外
濠
・
神
田
川
の
遊
歩
道
緑
化
や
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
等

の
親

水
利

用
・
水

質
改

善
を
推

進

•
放
射
第

2
5
号
線
（
大
久
保
通
り
）の

整
備
促
進
に
つ

い
て
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
関
係
機
関
と
協
議

飯
田

橋
駅

東
口

周
辺

エ
リ
ア

神
楽

坂
エ
リ
ア

外
苑

東
通

り
沿

道
エ
リ
ア
（
詳
細

榎
地
域
）

169



ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
神
楽
坂
エ
リ
ア
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３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

取
組
の
方

向
性

：
賑
わ
い
創
出
と
風
情
あ
る
ま
ち
な
み
の
保
全

方
針

図
重
点

的
な

取
組

・
賑

わ
い

の
連

続
性

に
配
慮
し
た

整
備

を
促

進

・
ま
ち
づ

く
り
制
度

を
活
用
し
た
路

地
景

観
の

保
全

・
屋
外
広
告
物
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に

よ
る
規
制
・
デ
ザ
イ
ン
誘
導

・
地
域
と
行
政
が
連
携
し
て
置
き
看

板
等
対
策
を
推
進

【
神
楽
坂
三
・
四
・五

丁
目
等

】

・
地
域

と
連
携

し
「粋

な
ま
ち
神
楽

坂
」
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
等
を
誘
導

・
地
域

特
性

を
踏
ま
え
た
初
期
消
火

体
制
等
を
充
実

・
未
整
備
区
間
の
あ
り
方

を
検
討

①
さ
ら
な
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
よ
る
賑
わ
い
創
出

粋
な
ま
ち
神

楽
坂
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
地
域
と
連

携
し
「
粋
な
ま
ち
神
楽
坂
」
に
ふ
さ
わ
し
い

建
物

等
を
誘

導

（
神
楽
坂
三
・
四
・
五
丁
目
等
）

・
ま
ち
づ

く
り
制
度
を
活
用
し
た
路
地
景
観
の
保
全

・
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
検

討

・
観
光
客
に
対
応
し
た
神
楽
坂
に
ふ
さ
わ
し
い

宿
泊

施
設

の
整

備
を
誘

導

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
道
路
の
整
備

・
賑
わ
い

の
連
続
性
に
配
慮
し
た
整
備
を
促
進
（
放
射

第
2

5
号

線
（
大

久
保

通
り
）
）

・
未
整
備
区
間
の
あ
り
方
を
検
討
（
補
助
第

7
4
号

線
（
早

稲
田

通
り
）
）

②
粋

な
ま
ち
の

保
全
と
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
の

推
進

粋
な
ま
ち
神

楽
坂
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
拡
充

・
屋
外
広
告
物
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
規
制
・
デ
ザ

イ
ン
誘

導
（
神

楽
坂

通
り
等

沿
道

）

・
地
域
や
場
所
の
特
性
に
応
じ
た
み
ど
り
の
創
出

を
誘

導

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
誰
も
が
歩
き
や
す
い
道
路
空
間
を
整
備
（
神
楽
坂
通
り
を
含
む
坂
道
）

・
多
言
語
表
示
な
ど
わ
か
り
や
す
い
都
市
空
間
を
形

成
（
観

光
名

所
・
主

要
施

設
周

辺
）

③
安

心
・
快
適
に
暮

ら
せ
、
集
え
る
ま
ち
の
創
造

災
害
に
強

い
ま
ち
の
形
成

・
木
造
建
物
の
不
燃
化
・
耐
震
化
を
促
進
（
木
造
住

宅
密

集
地

）

・
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
初
期
消
火
体
制
等
を
充
実

路
上
等
障
害
物
の
対
策
の
推
進

・
地
域
と
行

政
が
連
携
し
て
置
き
看
板
等
対
策
を
推

進
（
神

楽
坂

通
り
等

）

地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
情
報
の
発
信

・
商
店
街
や
観
光
資
源
の
情
報
を
地
域
と
行
政
が
連

携
し
て
発

信
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地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性
：
住
・商

業
・業

務
が
調
和
し
た
賑
わ
い
創
出
の
推
進

方
針
図

①
新
た
な
拠
点
と
基
盤
整
備
の
推
進

基
盤
整
備
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
隣

接
区
と
連

携
し
、
人
の
流
れ
の
変
化
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推

進
（
飯

田
橋

駅
）

・
「
駅

と
駅

」
「
駅
と
ま
ち
」
を
つ
な
ぎ
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

改
善

・
強

化
を
図

る
（
飯

田
橋

駅
）

・
周

辺
地
域
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

・
大

規
模
開
発
で
回
遊
性

や
防
災
性
の
向
上
、
賑
わ
い
の

創
出

、
環

境
の

配
慮
に
向

け
た
ま
ち
づ

く
り
を
誘
導

・
地

域
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
宿
泊
機
能
の
整
備
を
誘

導

・
歩

行
者
空
間
の
拡
充
と
防
災
性
向
上

等
の
た
め
更

新
期

を
迎

え
る
建

物
の

建
替

え
を
促

進

放
射
第

2
5
号

線
沿
道

の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

・
土

地
利
用
の
転
換
と
広
幅
員
道
路

沿
道

に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
な
み
を
誘

導

（
放

射
第

2
5
号
線
沿
道
）

地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
情
報
の
発
信

・
観

光
資
源
な
ど
の
情
報
を
各
団
体
と
連
携
し
て
発

信

②
誰
も
が

快
適
に
移

動
で
き
る
趣
の
あ
る
空
間
形
成

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
安

全
で
快
適
な
歩
行
空
間
・
滞
留
空
間
の
整
備
と
飯
田

橋
歩

道
橋

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
検

討

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
歩
行
環
境
の
確
保
と
と
も
に
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直

し
を
検
討

地
域
特
性
を
活
か
し
周
辺
の
景
観
資
源
と
調
和
し
た
景
観

形
成

・
神

楽
坂
や
外
濠
の
景
観
に
配
慮
し
た
良
好
な
景
観

を
形

成

多
様
な
来
街
者
に
配
慮
し
た
空
間
の
形
成

・
目

的
地
等
が
わ
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
都
市
空

間
を
形

成

③
安
心
し
て
人

々
が
集
え
る
ま
ち
の
創
造

防
災
対
策
の
充
実

・
合

意
形
成
さ
れ
た
地
区
か
ら
街
区
単
位
の
建
替
え
を
検

討
し
防

災
性

を
向

上

・
放
射
第

2
5
号

線
の
整
備
を
踏
ま
え
た
防
災
機
能
の
充
実
と
帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進

・
土

地
利

用
の

転
換

と
広

幅
員
道
路
沿
道
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
な
み
を
誘

導

・
防

災
機

能
の

充
実

・
周
辺
地
域
を
つ
な
ぐ

歩
行

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形

成

・
大

規
模

開
発

で
回

遊
性

・
賑

わ
い

・
防

災
性
・

環
境

配
慮

の
ま
ち
づ

く
り
を
誘

導

・
地

域
特

性
に
ふ
さ
わ
し

い
宿

泊
機

能
の

整
備

を
誘

導

・
合

意
形

成
さ
れ
た
地

区
か
ら
街
区
単
位
の

建
替

え
を
検

討
し
防

災
性

を
向

上

・
隣
接
区
と
連
携
し
、
人
の

流
れ
の
変
化
を
考
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

・
「
駅
と
駅
」
「駅

と
ま
ち
」
を

つ
な
ぎ

歩
行

者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
改
善
・
強
化
を

図
る

・
安
全
で
快
適
な
歩
行
空

間
・
滞
留
空
間

の
整
備
と

歩
道
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
検
討

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る

歩
行
環
境
の
確
保
と
と
も

に
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
見
直
し
を
検
討

・
帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進
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地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
都
市
計
画
道
路
の

整
備

：
環

状
3
号

線
、
環

状
4
号

線
の

整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
既

存
の

ま
ち
な
み
に
変
化
が

生
ま
れ
て
い

る
。

●
木
密
市
街
地
の
防

災
性

向
上

：
赤

城
周

辺
地

区
、
牛

込
台

西
北
地

区
で
の
ま
ち
づ
く
り
制
度

を

活
用
し
た
取
組
に
よ
り
、
防

災
性

の
向

上
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
住
・
商
・
工
の
土
地
利

用
の

混
在

：
地

域
北

側
の

印
刷

・
製
本

関
連
業
、
幹
線
道

路
沿
い

の

商
店
、
閑
静
な
住
宅
地

な
ど
の

多
様

な
土

地
利

用
が

混
在
し
て
い
る
。

●
文
化
資
源
の
点
在

：
漱

石
山

房
記

念
館

を
は
じ
め
、
寺

社
や
文

化
財
な
ど
の
文

化
資
源

が

数
多
く
点
在
し
て
い

る
。

地
域

の
課

題

●
み
ど
り
の
不
足
：
緑

被
率

は
1
1
.2

%
（
R

7
年

度
）
と
区

内
で
最

も
低

く
、
公

園
面

積
も
他

の

地
域
に
比
べ
て
少
な
い

地
域

と
な
っ
て
い

る
。

●
道
路
整
備
に
伴
う
ま
ち
の

分
断

：
環

状
第

3
号

線
、
環

状
第

4
号

線
の

整
備

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
賑
わ
い
の

分
断

、
歩

行
環

境
等

の
変

化
が

懸
念

さ
れ
て
い

る
。

●
木
造
住
宅
密
集
地
の

防
災

性
：
地

域
全

体
の
不

燃
領

域
率

は
約

８
割

（
R

3
年

度
）
と
延

焼
防

止
の
目
安
（
7
割

）
を
上

回
っ
て
い

る
が

、
赤

城
下

町
（
5

3
.3

5
％

）
、
早

稲
田

南
町

（
6

3
.0

3
％
）
な
ど
局

所
的

に
地

域
危

険
度

が
高

い
地

区
が

残
っ
て
お
り
、
建

物
棟

数
密

度
の
高
さ
や
狭
あ
い

な
道

路
等

、
防

災
上

の
課

題
が

あ
る
。

●
歴
史
・
文
化
資
源
の

さ
ら
な

る
発

信
：
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動

線
の

整
備

や
わ
か
り
や
す
い

発
信

な

ど
、
歴
史
・
文
化
資

源
を
活

用
し
た
ま
ち
づ

く
り
が

引
き
続

き
求

め
ら
れ
て
い

る
。

整
備
が
進
む
外
苑
東
通
り

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

出
典
：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

漱
石
山
房

記
念

館

草
間
彌
生

美
術

館

出
典
：
新
宿
観

光
振

興
協
会

H
P

早
大
通
り

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

住
宅
・
商
業
・
工
業
の

調
和

／
み

ど
り
の
充

実
／

都
市

計
画
道
路

の
整

備
／
防
災
性
向
上
／
歴
史
・
文
化

整
備

が
進

む
外
苑
東
通
り

出
典

：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦
略

プ
ラ
ン

漱
石
山
房
記
念
館

草
間
彌
生
美
術
館

出
典
：
新
宿
観
光
振
興
協
会

H
P

早
大
通
り

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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地
域
の
将
来
像
：

今
も
昔

も
文

化
と
活

力
の

あ
る
ま
ち

早
稲

田

方
針

（骨
子

）
方

針
（骨

子
）

３
榎
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

住
ま
い
と
調
和
し
た
賑
わ
い
が
連
続
す
る
ま
ち

●
生
活
交
流
の
心
と
し
て
歩
道
の
拡
幅
や
駐
輪
環
境
の
整
備
を
進
め
賑
わ
い
の
創
出
と
利

便
性
が
高
い
魅
力
あ
る
拠
点
を
誘
導

（早
稲
田
駅
・牛

込
柳
町
駅
周
辺
）

●
地
場
産
業
や
商
店
街
を
活
か
し
た
、
住
機
能
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

（
2）

安
全
で
快
適
な
道
路
と
沿
道
空
間
を
育
む
ま
ち

●
幹
線
道
路
の
整
備
に
伴
う
商
店
街
の
賑
わ
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
総
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（環

状
第

3
号
線
（外

苑
東
通
り
））

●
拡
幅
整
備
に
あ
わ
せ
沿
道
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
（環

状
第

4
号
線
（夏

目
坂
通
り
））

●
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
快
適
な
歩
行
者
空
間
の

確
保
な
ど
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
関
係
機
関
と
協
議
（環

状
第

3
・4

号
線
、
放
射
第

2
5
号
線
）

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
沿
道
の
景
観
整
備
を
進
め
る
（早

稲
田
通
り
等
）

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
生
活
道
路
の
拡
幅
や
共
同
建
替
え
に
よ
り
防
災
性
を
強
化
（赤

城
周
辺
地
区
）

（
4）

身
近
な
水
と
み
ど
り
に
親
し
む
ま
ち

●
水
に
親
し
め
る
空

間
や
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
連
続
し
た
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成
（
神

田
川
）

●
坂
道
・寺

社
・宅

地
の
身
近
な
み
ど
り
を
充
実

●
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
公
園
の
確
保
と
既
存
公
園
の
再
整
備
に
よ
り
み
ど
り
の
空
間
を
充
実

（
5）

牛
込
の
歴
史
や
文
化
に
親
し
む
ま
ち

●
漱
石
山
房
記

念
館
等
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

●
散
歩
道
の
設
定

や
案
内
板
を
整
備
す
る
な
ど
寺
社
・
坂
道
等
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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く
り
方
針

方
針

図

【
環
状
第

3
号
線
（
外
苑
東
通
り
）】

•
幹
線
道
路
の
整
備
に
伴
う
商
店
街
の
賑

わ
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
配
慮
し
た

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

•
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
快
適
な
歩
行
者
空

間
の
確
保
な
ど
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま

え
て
関
係
機
関
と
協
議

•
地
場
産
業
や
商
店
街
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
住
機
能

と
の
共
存
を
図
る

【
早
稲
田
駅
周
辺
・
牛
込
柳
町
駅
周
辺
】

•
生
活
交
流
の
心
と
し
て
歩
道
の
拡
幅
や
駐
輪
環
境
の
整
備
を
進
め
賑
わ
い
と

利
便
性
が
高
い
魅
力
あ
る
拠
点
を
誘
導

【
神
田
川
】

•
水
に
親
し
め
る
空
間
や
自
然
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
連
続
し
た
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成

【
環

状
第

4
号

線
（
夏

目
坂

通
り
）】

•
拡

幅
整
備

に
あ
わ
せ
沿

道
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

•
都

市
計
画

道
路

の
整

備
促

進
に
つ
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
快

適
な
歩
行

者
空

間
の

確
保

な
ど
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
関
係
機

関
と
協

議

【
漱

石
山

房
記

念
館

周
辺
】

•
記

念
館
を
観

光
資

源
と
し
て
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

【
放

射
第

2
5
号

線
（
大

久
保

通
り
）】

•
都

市
計
画

道
路

の
整

備
促

進
に
つ
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
快
適

な
歩

行
者

空
間

の
確

保
な
ど
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
関
係
機
関

と
協

議

【
赤
城
周
辺
地
区
】

•
生
活
道
路
の
拡
幅
や
共
同
建
替
え
に
よ
り
防

災
性
を
強
化

【
早
稲
田
通
り
等
】

•
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
沿
道
の
景
観
整
備
を
進
め
る

若
松

環
4
沿

道
エ
リ
ア
（
詳
細

若
松
地
域
）

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の
都
市
の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
外
苑
東
通
り
沿
道
エ
リ
ア

３
榎
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方

向
性
：
安
全
で
潤
い
と
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

方
針

図

①
環
状
第

3
号
線
整
備
後

の
新
た
な
ま
ち
の
形
成

環
状
第

3
号
線
を
軸

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
ゆ
と
り
あ
る
歩
行
空
間
の
確
保
と
歩
道
・
交
差
点
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
（
外
苑
東
通
り
沿
道
）

・
賑
わ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
を
避
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
（
環
状
第

3
号
線
（
外
苑
東
通
り
）
）

・
商
業
機
能
の
維
持
・発

展
と
安
全
・快

適
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
等
を
推
進
（市

谷
柳
町
地
区
）

・
不
燃
化
と
良
質
な
住
宅
供
給
の
誘
導

と
と
も
に
、
み
ど
り
を
保
全
・
創
出
（
牛
込
台
西
北
地
区
）

・
商
業
機
能
の
維
持
・
向
上
と
中
高
層
住
宅
の
誘
導
に
よ
る
複
合
市
街
地

を
形
成
（
外
苑
東
通
り
沿
道
）

・
良
好
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
（
外
苑
東
通
り
西
側
地
域
）

地
域
の
回
遊
性
の
向
上

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
各

施
設

へ
の

歩
行

環
境

を
改

善
（
早
稲
田
駅
、
牛
込
柳
町
駅
周
辺
）

・
漱
石
山
房
記
念

館
な
ど
の

施
設

・
名
所
等
へ
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実

・
無
電
柱
化
に
よ
り
道
路
環
境

を
改
善
（
女
子
医
大
通
り
）

②
歴
史
が
息
づ
く
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
の
形
成

歴
史
・
文
化
・
景
観
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
歴
史
や
文
化
の

観
光
資
源
を
活
か
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進

（
漱
石
山
房
記
念
館
、
寺
社
な
ど
）

・
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
の
景
観
を
誘
導
（
外
苑
東
通
り
沿
道
）

・
が
け
上
、
台
地
上
か
ら
の
眺
め
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
活
か
し
た
景
観
を
誘
導

・
わ
か
り
や
す
く
移

動
し
や
す
い

都
市

空
間

を
形

成
（
早
稲
田
駅
・牛

込
柳
町
駅
周
辺
〜
漱
石
山
房
記
念
館

な
ど
）

み
ど
り
の
保
全
と
創
出

・
寺
社
の
樹
木
、
住
宅
地
の
み
ど
り
な
ど
地
域
特
性
を
活

か
し
た
み
ど
り
の
保
全

と
創
出

③
安
全
安
心
で
地
域
の
つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
の
形
成

地
域
の
防
災
体
制
の
強
化

・
沿
道
建
物
の
不
燃
化
・
耐
震
化
を
促
進
（
環
状
第

3
号
線
（
外
苑
東
通
り
）
沿
道
）

・
狭
あ
い
な
道
路
の
多
い
住
宅
地
で
は
建
物
の
不
燃
化
と
細
街
路
の
拡
幅
整
備

に
よ
り
防
災
性
を
強
化

・
が
け
・
擁
壁
の
適
切
な
維
持
を
推
進

・
地

域
特

性
を
踏

ま
え
た
初

期
消

火
体

制
等

を
充

実

・
夜
間
の
防
犯
体
制
の
充
実
を
推
進

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

・
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
支
援

【
牛
込
台
西
北
地
区

】

・
不
燃
化
と
良
質
な
住
宅
供
給

の
誘
導
と
と
も
に
、
み
ど
り
を

保
全
・
創
出

・
施
設
・
名
所
等
へ
の
歩
行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実

【
環
状
第

3
号
線

】

・
ゆ
と
り
あ
る
歩
行
空
間
の
確
保

と
歩
道
・
交
差
点
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
促
進

・
賑
わ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断

を
避
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

・
商
業
機
能
の
維
持
・向

上
と
中
高

層
住
宅
の
誘
導
に
よ
る
複
合
市

街
地
を
形
成

・
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
の

景
観
を
誘
導

・
沿
道
建
物
の
不
燃
化
・耐

震
化

を
促
進

・
商
業
機
能
の
維
持
・発

展
と
安
全
・

快
適
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
住
環

境
づ
く
り
等
を
推
進

・
誰
も
が
安
全
・
快
適
に
住
む
こ
と

が
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
各
施
設
へ
の

歩
行

環
境

を
改
善

・
わ
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
都

市
空

間
を
形

成

・
無

電
柱

化
に
よ
り
道
路
環

境
を
改

善
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く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
都
市
計
画
道
路
の

整
備

と
沿

道
ま
ち
づ

く
り
：
環

状
4
号
線
、
放

射
2

5
号

線
の
整

備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
環
状

4
号

線
沿

道
富

久
地

区
で
は
道

路
整

備
後
の
ま
ち
の
将

来
像
な
ど
に
つ

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

●
歩
き
や
す
い
道
路
空

間
の

整
備

：
水

野
原

通
り
、
女

子
医
大
通
り
で
無
電

柱
化
整

備
が
進

め
ら

れ
る
な
ど
、
歩
き
や
す
い

歩
行

者
空

間
の

創
出

を
進

め
て
い

る
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
医

療
・
福
祉
・
教
育
の

集
ま
る
住

宅
地

：
国

立
国

際
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー
や
東
京
女

子
医
大

病

院
、
学
習
院
大
学
等

の
公

共
、
文

教
施

設
が

多
く
立

地
し
て
い
る
。

●
戸

山
公
園
等
の
大

規
模

な
み

ど
り
：
戸

山
公

園
の

大
規

模
緑
地
を
は
じ
め
と
し
た
大

規
模
公

共
施
設
周
辺
で
の
緑

化
な
ど
に
よ
り
、
緑

被
率

の
高

い
地
域

と
な
っ
て
い

る
。

地
域

の
課

題

●
道
路
整
備
に
伴
う
ま
ち
の

分
断

：
都

市
計

画
道

路
の

整
備

に
よ
り
ま
ち
な
み
の

変
化

が
想

定

さ
れ
る
と
と
も
に
、
賑

わ
い

や
歩

行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

分
断

な
ど
が

懸
念

さ
れ
る
。

●
高
齢
者
等
の
歩
き
や
す
さ

：
医

療
・
福

祉
施

設
の

利
用

者
が

多
い

エ
リ
ア
で
あ
る
一

方
、
坂

道

や
段
差
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が

十
分

で
は
な
い

箇
所

が
あ
る
。

●
木
造
住
宅
密
集
地
の

防
災

性
：
環

状
第

4
号

線
に
面

し
て
い

な
い

地
域

で
は
狭

あ
い

な
道

路

や
行
き
止
ま
り
道

路
が

多
く
、
災

害
時

の
消

防
活

動
が

困
難

な
街

区
が

多
く
み
ら
れ
る
。

出
典
：
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

戸
山
公
園

出
典
：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

富
久

ク
ロ
ス

整
備

が
完

了
し
た

環
状

第
4
号

線
（
余
丁

町
・
河

田
町

区
間

）

出
典

：
景
観

形
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦
略

プ
ラ
ン

旧
小
笠
原
伯
爵
邸

ま
ち

づ
く

り
の

キ
ー

ワ
ー

ド
：

暮
ら

し
と
調
和

し
た
幹
線

道
路
沿
道

の
ま
ち

づ
く

り
／

歩
き
や
す

さ
・

バ
リ

ア
フ
リ
ー
／

防
災
性
向

上
／
戸
山

公
園
等
の

大
き
な
み

ど
り

出
典
：
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

戸
山

公
園

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

富
久
ク
ロ
ス

整
備
が
完
了
し
た
環
状
第

4
号
線

（
余
丁
町
・
河
田
町
区
間
）

出
典

：
景

観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦
略
プ
ラ
ン

旧
小

笠
原

伯
爵
邸
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地
域
の
将
来
像
：

誰
に
も
や
さ

し
い

元
気

の
あ
る
ま
ち

４
若
松
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

豊
か
な
住
ま
い
と
賑
わ
い
を
育
む
ま
ち

●
「生

活
交
流
の
心
」に

お
け
る
生
活
利
便
性
の
高
い
拠
点
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
教
育
機

関
と
連
携
し
、
活
力
あ
る
み
ど
り
豊
か
で
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
（西

早
稲
田

駅
周
辺
）

●
歩
道
の
拡
幅
や
駐
輪
環
境
の
整
備
、
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
に
よ
り
利
便
性
の
高
い
拠
点

を
誘
導
（若

松
河
田
駅
・若

松
地
域
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

●
魅
力
あ
る
業
務
商

業
施
設
の
誘
導
と
と
も
に
快
適
な
歩
行
者
空
間
と
良
好
な
景
観
を
創
出

し
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

（明
治
通
り
）

●
幹
線
道
路
整
備
に
合
わ
せ
、
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
や
建
築
物
の
誘
導
を
図
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
制
度
の
活
用
を
検
討

（環
状
第

4
号
線

・夏
目
坂

通
り
）

（
2）

誰
も
が
安
全
に
歩
き
や
す
い
ま
ち

●
地
域
内
に
医
療
・福

祉
・障

害
者
施
設
が
数
多
く
立
地
し
て
い
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
す
る
な
ど
誰
も
が
安
全
に
利
用
し
や
す
い
み
ち
づ
く
り
を
進
め
る

●
歩
行
系
幹
線
道
と
し
て
安
全
で
歩
き
た
く
な
る
み
ち
づ
く
り
を
進
め
る
（女

子
医
大
通
り
・箱

根
山
通
り
等
）

●
案
内
板
の
充
実
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
坂
道
の
安
全
施

設
を
充
実

●
良
好
な
景
観
形
成
に
向
け
て
坂
道
や
生
活
道
路
等
で
無
電
柱
化
を
検
討

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
延
焼
遮
断
帯
に
よ
り
防

災
機
能
を
確
保

●
老
朽
木
造
建
築
物
等
は
耐
火
建
築
物
等
へ
の
建
替
え
や
耐
震
化
を
誘
導

●
細
街
路
の
拡
幅
整
備
や
主
要
区
画
道
路
の
整
備
等
に
よ
り
防

災
性

の
強

化
を
図
る

（
4）

豊
か
な
み
ど
り
に
親
し
む
ま
ち

●
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「
七
つ
の
都
市
の
森
」
と
し
て
保
全
・
活
用
（
戸
山
公
園
周
辺
）

●
ス
ポ
ー
ツ
・レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

、
憩

い
の

場
と
し
て
み
ど
り
の

充
実
・活

用
と
と
も

に
、
緑

地
保

全
に
よ
り
生
物
の
生
息
環
境
を
充
実
（
戸
山
公
園

周
辺

）

●
「風

の
み
ち
（み

ど
り
の
回
廊
）」
と
し
て
街
路
樹
や
沿
道
の
緑
化
を
促
進
（明

治
通
り
沿
道
）

●
富
久
さ
く
ら
公
園
等
の
み
ど
り
と
街
路
樹
を
連
続
さ
せ
ゆ
と
り
あ
る
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
（環

状
第

4
号
線
沿
道
）

●
公
園
等
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
・地

域
活
動
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
を
活
か
し
て

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
（
富
久
さ
く
ら
公
園
周
辺
等
）

●
樹
木
や
植

樹
帯
の
維
持
管
理
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
公
園
等
に
お
け
る
快
適
な
滞
在
空

間
の
創
出
を
図
る

●
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
沿
道
の
ま
ち
づ
く
り
や
公
園
整
備
を
推
進
（
環
状

第
4
号
線
沿
道
・
富
久
さ
く
ら
公
園
等
）

（
5）

歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
、
歩
い
て
楽
し
む
ま
ち

●
旧
小
笠
原
伯
爵
邸
等
の
歴
史
的

・文
化
的
資
源
を
活
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
源
等
を
め
ぐ
る

ル
ー
ト
の
設
定
や
案
内
板
・散

策
路
の
整
備
を
検
討

方
針

（骨
子

）
方

針
（骨

子
）

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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４
若
松
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
女
子
医
大
通
り
・
箱
根
山
通
り
等
】

•
歩
行
系
幹
線
道
と
し
て
安
全
で
歩
き

た
く
な
る
み
ち
づ
く
り
を
進
め
る

西
早

稲
田

駅

【
若
松
河
田
駅
・
若
松
地
域
セ
ン
タ
ー
周
辺
】

•
歩
道
の
拡
幅
や
駐
輪
環
境
の
整
備
、
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
で
利
便

性
の
高
い
拠
点
に
誘
導

【
西

早
稲

田
駅

周
辺

】
•
生

活
拠

点
と
し
て
教

育
機

関
と
連
携
し
、
活
力
あ
る
み

ど
り
豊

か
で
歩

き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

【
環

状
第

4
号

線
】

•
幹

線
道

路
整

備
に
合

わ
せ
、
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い

土
地

利
用

や
建

築
物

の
誘
導
を
図
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
制

度
の

活
用

を
検
討

•
公

園
等

の
み
ど
り
と
沿
道
の
街
路
樹
を
連
続
さ
せ

空
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

•
幹

線
道

路
の

整
備

を
促

進
す
る
と
と
も
に
沿
道
の

ま
ち
づ

く
り
や
公

園
整

備
を
推
進

【
明

治
通

り
沿

道
】

•
魅

力
あ
る
業

務
商

業
施

設
の
誘
導
と
と
も
に
快
適

な
歩

行
者

空
間

と
良

好
な
景
観
を
創
出
し
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進

•
「
風
の
み
ち
（
み
ど
り
の
回
廊
）
」
と
し
て
街
路
樹
や

沿
道

の
緑

化
を
促

進

【
富

久
さ

く
ら
公

園
周

辺
等
】

•
公

園
等

を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
・
地
域
活
動
の

拠
点
と
位

置
づ

け
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導

【
若
松
地

域
セ
ン
タ
ー
周

辺
】

•
歩
道

の
拡

幅
や
駐

輪
環

境
の
整

備
、
商

店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
で
利
便

性
の

高
い

拠
点

に
誘

導

【
夏
目
坂
通
り
】

•
幹
線
道
路
整
備
に
合
わ
せ
、
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
や
建
築
物

の
誘
導

を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
制

度
の

活
用
を
検

討

【
戸
山
公
園
周
辺
】

•
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「七

つ
の
都
市
の
森
」と

し
て
保
全
・活

用
•
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
み
ど
り
の
充
実
・

活
用
と
と
も
に
、
緑
地
保
全
に
よ
り
生
物
の
生
息
環
境
を
充
実

【
富
久
さ
く
ら
公
園
な

ど
】

•
公
園
等
の
み
ど
り
と
沿
道

の
街
路

樹
を
連

続
さ
せ

空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

•
公
園
等
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・活

動
の
拠

点
と
位

置
づ
け
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
を
誘
導

•
旧
小
笠
原
伯
爵
邸
等
の
歴
史
的
・文

化
的
資
源
を
活
か
し
、
こ
れ
ら
の
資

源
等
を
め
ぐ
る
ル
ー
ト
の
設
定
や
案

内
板
・
散
策
路
の
整
備
を
検
討

若
松

環
4
沿

道
エ
リ
ア

西
早
稲
田
駅
周
辺
エ
リ
ア

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の

都
市

の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
若
松
環
4
沿
道
エ
リ
ア

４
若
松
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組

の
方

向
性
：
災
害
に
強
く
潤
い
あ
る
住
環
境
整
備
の
推
進

方
針

図

①
環
状
第

４
号
線
の
整
備
促
進
と
沿
道
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

環
状
第
４
号
線
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
整
備
を
促
進
（
環
状
第

4
号

線
）

・
沿
道
に
面
さ
な
い
住
宅
地
と
調

和
し
た
ま
ち
な
み
を
誘
導
（
環
状
第

4
号

線
沿
道
）

・
歩

い
て
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
自

転
車

利
用

環
境

の
向

上
や

住
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
な
み
の
形

成
を
図
る
（
環
状

第
4
号

線
周

辺
）

・
地

域
の
分
断
が
生
じ
る
区
間
で
は
住

民
の

往
来

の
確

保
と
と
も
に
交

通
安

全
対

策
を
検

討

・
地

域
特
性
を
踏
ま
え
道
路
と
沿
道
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
を
醸
成
（
環
状
第

4
号
線
（
夏

目
坂

通
り
）
）

・
権
利
者
の
合

意
形
成
の
も
と
、
大
規
模
な
開
発
等
を
進
め
る
場
合
は
、

地
域
の
魅
力
向
上
、
防
災
機
能
の
向
上
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

拡
充

を
図

る
（
富

久
町

等
）

快
適
な
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出

・
エ
リ
ア
一
帯
の
道
路
交
通

の
円
滑
化

を
図
る

・
無
電
柱
化
に
よ
る
道
路
環
境
の
改
善

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
空
間
の
確
保
や
敷
地
と
道
路
の

段
差
解
消

を
図

る
（
女

子
医

大
通

り
、
水

野
原

通
り
）

②
み
ど
り
豊

か
な
潤
い
あ
る
空
間
の
創
出

潤
い
の
あ
る
住
環
境
の
整
備

・
道
路

や
沿

道
の

緑
化
を
図
る
（
環
状
第

4
号
線
沿
道

）

公
園
の
充
実

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
公
園
づ
く
り
を
推
進

③
安
心
・
き

れ
い
・
快
適
な
ま
ち
の
創
造

地
域
の
防
災
体
制
の
強
化

・
沿
道
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
し
、
燃
え
広
が
ら
な
い

ま
ち
を
形

成
（
環

状
第

4
号

線
沿

道
）

・
狭

あ
い
な
道
路
が
多
い
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
初
期

消
火

体
制

等
を
充

実

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
防
災
性
の
向
上

を
図
る
（
富
久
町
等
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

・
大
規
模
施
設
の
広
場
の
活
用
等
に
よ
り
地
域
の
交

流
を
促

進

・
地

域
特

性
を
踏

ま
え
道
路
と
沿
道
の

あ
り
方

を
検

討
す
る
と
と
も
に
、

住
民

の
ま
ち
づ

く
り
意
識
を
醸
成

・
無

電
柱

化
に
よ
る
道
路
環
境
の
改
善

を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
空

間
の

確
保

・
段

差
解
消

・
権
利
者
の
合
意
形
成
の

も
と
、
大

規
模

な
開

発
等

を
進

め
る
場

合
は
、

地
域

の
魅

力
向

上
、
防

災
機

能
の

向
上

、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

拡
充

を
図

る

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
や

防
災

性
の

向
上

【
環
状
第

4
号
線

】

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
整
備
を
促
進

・
歩
い
て
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
創
出
す

る
と
と
も
に
自
転

車
利
用

環
境
の

向
上

や
住

環
境

に
配

慮
し
た
ま
ち
な
み
の
形

成
を
図
る

・
住
民
の
往
来
の
確
保
と
交
通
安
全
対
策

を
検
討

・
道
路
や
沿
道
の
緑
化
を
図
る

・
住
環
境
に
調
和
し
た
ま
ち
な
み
を
誘
導

・
沿
道
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
し
、
燃
え
広

が
ら
な
い
ま
ち
を
形
成
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

②
西
早
稲
田
駅
周
辺
エ
リ
ア

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性

：
新

た
な

文
化

・
賑

わ
い

拠
点

と
み

ど
り
豊

か
な

住
環

境
の

創
出

方
針

図

①
西

早
稲
田
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出

駅
前
拠
点
の
創
出

・
新

た
な
文
化
・
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
賑
わ
い
を
創

出
（
西

早
稲

田
駅

周
辺

）

・
駅

前
の
顔
づ
く
り
の
た
め
良
好
な
景
観
を
形
成

・
歩

行
者
の
滞
留
空
間
を
創
出
（
西
早
稲
田

駅
周
辺
）

幹
線
道
路
沿
道
の
ま
ち
づ
く
り

・
街

路
樹
の
整
備
や
沿
道
建
物
の
緑
化
で
み
ど
り
と
風

を
感

じ
る
都

市
空

間
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、

ゆ
と
り
あ
る
歩
道
や
賑
わ
い
の
誘
導
な
ど
に
よ
り
充

実
し
た
歩

行
者

空
間

の
整

備
を
促

進
（
明

治
通

り
沿
道
）

・
街

路
樹
と
公

園
・
沿
道
建
物
が
一
体
と
な
っ
た
み
ど
り
豊

か
な
沿

道
景

観
を
形

成

 （
明
治
通
り
、
諏
訪
通
り
、
大
久
保
通
り
沿
道
）

②
み

ど
り
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成

公
園
を
中
心
と
し
た
み
ど
り
豊
か
な
空
間
の
形
成

・
戸

山
公
園
の

み
ど
り
の
保
全
・
拡
充
と
と
も
に
そ
の

周
辺

の
連

続
性

に
配

慮
し
た
緑

化
に
よ
り
み
ど

り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

・
公

園
等
の
憩
い
の
場

や
周
辺
施
設
と
一
体
と
な
っ
た
み
ど
り
を
充

実

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

・
安

全
で
快
適
に
歩
け
る
み
ど
り
豊
か
な
み
ち
づ
く
り
を
推

進

・
駅
か
ら
周
辺

の
福

祉
・
文

教
施

設
へ
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配

慮
し
た
ア
ク
セ
ス
を
充

実

・
み
ど
り
の
散

策
路

、
坂

道
な
ど

快
適
で
文
化
の

香
り
や
潤

い
の

あ
る
散

策
路

な
ど
の

整
備

を
促

進

③
安

全
・
安
心
な
ま
ち
の
創
出

地
域
の
防
災
性
向
上

・
道

路
の
無
電
柱
化
を
推
進

・
燃
え
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（
木
造
住
宅
が
多
い
住
宅
地
）

良
好
な
住
環
境
の
形
成

・
公

園
の
み
ど
り
と
つ
な
が
る
緑
化
・
景
観
形
成
で
快

適
な
住

環
境

を
創

出

・
戸
山
公
園
周
辺

の
住

宅
地

で
は

見
通
し
を
確
保

し
防

犯
に
配

慮
し
た
空

間
を
形

成

【
幹

線
道

路
沿
道
】

・
街

路
樹

と
公
園
・沿

道
建
物
が
一

体
と
な
っ
た
み
ど
り
豊
か
な
沿
道

景
観

を
形

成
【
西
早
稲
田
駅
周
辺

】

・
新
た
な
文
化
・
賑
わ
い
の
拠

点
と
し
て
賑
わ
い
を
創
出

・
駅
前
の
顔
づ
く
り
の
た
め
良

好
な
景
観
を
形
成

・
歩
行
者
の
滞
留
空
間
を
創
出

・
快
適
で
文
化
の
香
り
や
潤

い
の
あ
る
散
策
路
な
ど
の

整
備
を
促
進

【
明

治
通

り
沿

道
】

・
街

路
樹

の
整

備
や
沿
道
建
物
の
緑
化
で

み
ど
り
と
風

を
感
じ
る
都
市
空
間
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り
あ
る
歩
道
や
賑

わ
い

の
誘

導
な
ど
に
よ
り
充
実
し
た
歩
行

者
空

間
の

整
備

を
促
進

４
若
松
地
域
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３
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５
大
久
保
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
西
早
稲
田
駅
前
の

ま
ち
づ

く
り
：
ま
ち
づ

く
り
協

議
会
に
お
い
て
地
区
の

課
題
整

理
や
ま
ち
の

将
来
像
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い

る
。

●
都
市
計
画
道
路
の

整
備

：
補

助
7

2
号

線
が

全
面

開
通

し
、
周
辺

幹
線
道

路
の
混

雑
緩
和

や
生

活
道
路
へ
の
通
過
交

通
の

流
入

抑
制

が
図

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
補
助

第
7

4
号

線
の
整

備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
多
文
化
の
住
ま
い
と
賑

わ
い

の
ま
ち
：
人

口
の

約
1
/
4
が
外

国
人
で
あ
り
、
日
本
人
と
外
国
人

が
と
も
に
住
み
、
多

国
籍

な
店

舗
で
賑

わ
い

が
形

成
さ
れ
た
多
文
化

共
生
の
ま
ち
と
な
っ
て

い
る
。

●
大
規
模
な
み
ど
り
と
大

久
保

つ
つ

じ
：
戸

山
公

園
や
早

稲
田

大
学
な
ど
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り

が
多
く
存
在
し
て
い

る
。
ま
た
、
当

地
域

は
江

戸
時

代
か
ら
の
歴
史
を
継
承
し
た
つ
つ
じ
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等

の
集

積
地

の
活

用
：
区

の
文
化

活
動
の

拠
点
で
あ
る
新

宿
文
化
セ
ン

タ
ー
や
新
宿
コ
ズ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
多
く
立

地
し
、
区
民
活

動
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

地
域

の
課

題

●
大
久
保
通
り
周
辺
の

歩
行

者
混

雑
：
来

街
者

の
増

加
に
よ
る
路

上
の

混
雑

や
店

舗
前

の
滞

留

が
地
域
住
民
の
通
行

の
支

障
に
な
っ
て
い

る
。

●
住
宅
市
街
地
の
防
災

性
：
老

朽
化

し
た
木

造
住

宅
や
細

街
路

が
多

く
、
防

災
面

で
課

題
の

あ

る
地
区
が
存
在
し
て
い

る
。

コ
ズ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

出
典

：
新

宿
区

H
P

文
化

セ
ン
タ
ー

出
典

：
新

宿
区

H
P

全
面
開
通
し
た
補
助
第

7
2
号
線

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

多
く
の
人
で
賑
わ
う
商
店
街

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

多
文

化
共
生
の
暮
ら
し
と
賑
わ
い

／
快

適
な

歩
行

環
境

／
防
災
性

向
上

／
戸

山
公
園
等
の
大
き
な
み
ど
り
／
文
化
活
動
拠
点

コ
ズ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

出
典
：
新
宿
区
H
P

文
化
セ
ン
タ
ー

出
典
：
新
宿
区
H
P

全
面
開
通
し
た
補
助
第
72
号
線

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

多
く
の
人
で
賑
わ
う
商
店
街

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン
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地
域
の
将
来
像
：

つ
つ

じ
の

さ
と
大

久
保

─
人

に
や
さ

し
い
多
文
化
共
生
の
ま
ち
─

方
針

（骨
子

）

５
大
久
保
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

住
ま
い
と
賑
わ
い
が
共
存
す
る
多
文
化
の
ま
ち

●
国
際
色
豊
か
な
商
業
・宿

泊
機
能
と
住
宅
地
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
個
性
あ
る
商
業
空
間
や

人
々
が
集
い
交
流
で
き
る
場
の
充
実
を
図
り
、
多
国
籍
な
食
文
化
や
異
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
賑
わ

い
と
交
流
の
拠
点
を
形
成

ま
た
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
、
歩
行
者
環
境
の
改
善
や
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
を

整
備

（「
賑
わ
い
交
流
の
心
」大

久
保
地
区
）

●
「生

活
交
流
の
心
」に

お
け
る
生
活
利
便
性
の
高
い
拠
点
の
形
成
（東

新
宿
駅
、
西
早
稲
田
駅
周

辺
）

●
「新

宿
こ
こ
・か

ら
広
場
」を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・活

動
の
拠
点
と
し
て
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導

（
2）

楽
し
く
快
適
に
回
遊
で
き
る
ま
ち

●
魅
力
あ
る
業
務
商

業
施
設
の
誘
導
と
と
も
に
快
適
な
歩
行
者
空
間
と
良
好
な
景
観
を
創
出
（明

治

通
り
沿
道
）

●
安
全
で
魅
力
あ
る
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
（明

治
通

り
沿
道

、
新
大

久
保

駅
周

辺
の

大
久

保

通
り
等
）

●
補
助
第

7
4
号
線
を
整
備
し
大
久
保
通
り
へ
の
通
過
交
通
を
流
入
抑
制

●
南
北
方
向
の
道
路
整
備
を
早
期
に
推
進
し
防
災
・交

通
の
課
題
を
解
消
（明

治
通
り
沿
道
等
）

●
歩
行
者
空
間
の
充
実
な
ど
安
心
し
て
歩
け
る
道
路
整

備
を
促
進
（補

助
第

7
4
号
線
等
）

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
避
難
場
所
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
周
辺
一
帯
の
不
燃
化
を
促
進
（百

人
町
三
丁
目
・戸

山
公
園

周
辺
等
）

●
共
同
化
や
不
燃
化
に
よ
り
防
災
性
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、
基
盤
整
備
や
歩
行
者
空
間
の
充
実
を

推
進
（百

人
町
一
・二

丁
目
、
大
久
保
一
・二

丁
目
等

）

（
4）

豊
か
な

み
ど
り
に
親
し
む
ま
ち

●
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「
七
つ
の
都
市
の
森
」
と
し
て
保
全
・
充
実
・
活
用
（
戸
山

公
園
周
辺
）

●
「風

の
み
ち
（
み
ど
り
の
回
廊
）
」
と
し
て
街
路
樹
の
設
置
や
沿
道
の
緑
化
を
促

進
（明

治
通

り
沿
道
）

●
「大

久
保
つ
つ
じ
」
を
活
か
し
た
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

●
教
育
機
関
と
連
携
し
大
規
模
公
園
を
核
に
み
ど
り
を
充
実
（戸

山
公
園
）

（
5）

多
様
な

文
化
が
息
づ
く
ま
ち

●
文
化
施
設
の
立
地
を
誘
導
し
文
化
活
動
の
拠
点
を
育
成
（
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

周
辺
）

●
「大

久
保
つ
つ
じ
」
を
活
か
し
景
観
的
に
も
魅
力
あ
る
資
源
を
め
ぐ
る
散
歩
道
を

整
備

●
坂
道
や
寺
社

等
の
情
緒
あ
る
ま
ち
な
み
を
維
持
す
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

●
「歌

舞
伎
町

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
推
進
し
、
防
犯
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
し
た

取
組
や
大
久

保
公
園
の
活
用
な
ど
に
よ
り
新
宿
が
誇
る
大
衆
文
化
の
発
信
地

と
し
て
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
（
歌
舞
伎
町
一
・
二
丁
目
）

方
針

（骨
子

）

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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大
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域

第
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地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
明
治
通
り
沿
道
】

•
安
全
で
魅
力
あ
る
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保

•
南
北
方
向
の
道
路
整
備
を
早
期
に
推
進
し
防
災
・
交
通
の
課
題
を
解
消

•
風
の
み
ち
（
み
ど
り
の
回
廊
）
」と

し
て
街
路
樹
や
沿
道
の
緑
化
を
促
進

•
魅
力
あ
る
業
務
商
業
施
設
を
誘
導
し
快
適
な
歩
行
者
空
間
と
景
観
を
創
出

【
新

大
久

保
駅

周
辺

の
大
久

保
通

り
】

•
安
全

で
魅

力
あ
る
快

適
な
歩

行
者

空
間

を
確
保

【
大

久
保

通
り
】

•
通
過

交
通

の
流

入
を

抑
制

【
戸
山
公
園
周
辺
】

•
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「七

つ
の
都
市
の
森
」と

し
て
保
全
・充

実
・
活
用

•
教
育
機
関
と
連
携
し
大
規
模
公
園
を
核
に
み
ど
り
を
充
実

•
避
難
場
所
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
周
辺
一
帯
の
不
燃
化
を
促
進

•
「
新

宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
」を

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・活

動
の
拠
点
と
し

て
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導

【
補
助

第
7

4
号

線
】

•
大
久

保
通

り
へ
の

通
過

交
通
を
流
入
抑
制

•
歩
行

者
空

間
の

充
実

な
ど
安
心
し
て
歩
け
る
道
路

整
備

を
促

進

【
百

人
町

三
丁

目
】

•
避
難

場
所

の
安

全
性

を
高

め
る
た
め
周

辺
一

帯
の

不
燃

化
を
促

進

【
百
人
町
一
丁
目
・
二
丁
目
・大

久
保
一
丁
目
・大

久
保
二
丁
目
】

•
共

同
化

・不
燃

化
と
基
盤

整
備
に
よ
り
防

災
性

を
向
上

【
新

宿
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
】

•
文

化
施
設
の
立
地
を
誘
導
し

文
化
活
動
の
拠
点
を
育
成

【
歌

舞
伎

町
一

丁
目

・二
丁
目
】

•
「
歌

舞
伎

町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を

推
進
し
、
防

犯
対

策
と
ま
ち
づ
く

り
の

連
携

し
た
取

組
や
大
久
保

公
園

の
活

用
な
ど
に
よ
り
新
宿

が
誇

る
大

衆
文

化
の
発
信
地
と

し
て
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上

西
早
稲
田
駅
周
辺
エ
リ
ア
（詳

細
若

松
地

域
）

大
久
保

・
百

人
町

エ
リ
ア

新
宿

駅
東

口
エ
リ
ア
（
詳
細

新
宿
駅
周
辺
地
域
）

歌
舞

伎
町

エ
リ
ア
（
詳

細
新

宿
駅
周
辺
地
域
）

ま
ち
づ

く
り

推
進
エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い
交
流
軸

七
つ
の

都
市

の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
大
久
保
・
百
人
町
エ
リ
ア

５
大
久
保
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性

：
人

々
を
惹
き
つ
け
る
新
た
な
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

方
針

図

①
新
た
な
賑
わ
い
創
出

民
間
開
発
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
民

間
開
発
と
連
携
し
た
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
住

環
境

に
配

慮
し
た

新
た
な
賑
わ
い
創
出
を
誘
導

・
大

規
模
な
低
未
利
用
跡
地
の
開
発
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推

進

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
道
路
整
備

・
滞
留
場
所
を
含
む
空
間
の
確
保
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

（
大
久
保
通
り
と
補
助
第

7
2
号
線
の
交
差
点
）

・
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
（
補
助
第

7
2
号

線
沿

道
）

・
未

整
備
の
都
市
計
画
道
路
の
あ
り
方
を
検
討
（
補
助
第

7
1
号

線
（
大

久
保

通
り
）
）

②
地
域
特
性
を
活
か
し
た
都
市
空
間
の
形
成

大
久
保
通
り
の
歩
行
者
空
間
の
改
良

・
賑

わ
い

を
維
持
し
な
が
ら
安
全
で
快
適
な
歩
行
者

空
間

を
確

保
（
大

久
保

通
り
と
沿

道
）

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
景
観
形
成

・
ま
ち
の
記
憶
や
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
景
観
を
形
成

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
空
間
の
形
成

・
歩

道
や
交
差
点
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
快
適
な
歩

行
者

空
間

を
形

成
（
新

大
久

保
駅

周
辺

）

・
安

全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
あ
り
方
を
検
討

・
わ
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
都
市
空
間
の
形
成
と
多

言
語

情
報

の
発

信
を
推

進

③
誰
も
が

と
も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
創
造

地
域
の
防
災
性
の
向
上

・
大

規
模
開
発

に
お
い
て
滞
留
空
間
や
防
災
広
場
等

の
確

保
を
誘

導

・
建

物
の
耐
震
化
を
促
進
（
木
造
住
宅
・
店
舗
密
集
地

区
）

・
避
難
経
路
と
な
る
細
街
路
の
拡
幅
整
備

・
多

文
化
共
生
の
視
点
を
踏
ま
え
防
災
体
制

を
強
化

地
域
の
生
活
環
境
の
向
上

・
地

域
と
行

政
が
連
携
し
た
置
き
看
板
・
放
置
自
転
車

対
策

を
推

進
（
大

久
保

通
り
な
ど
）

・
生

活
マ
ナ
ー
等

の
周
知
徹
底
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成

を
図

る

・
道

路
上
で
滞
留
・
飲
食
す
る
歩
行
者
等
を
指
定
公
共

ス
ペ
ー
ス
へ
誘

導

・
民

間
開

発
と
連

携
し
た
歩
行
者
空
間
の
充
実

と
住

環
境

に
配

慮
し
た
新

た
な
賑

わ
い
創
出

を
誘

導

・
大

規
模

な
低

未
利

用
跡
地
の
開
発
を
契
機
と

し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進

・
滞

留
場

所
を
含

む
空

間
の
確
保
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

・
歩

道
や
交

差
点

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
快

適
な
歩

行
者

空
間
を
形
成

・
未
整
備
の
都
市
計
画
道
路
の
あ
り
方
を
検
討

・
賑

わ
い

を
維
持

し
な
が

ら
安

全
で
快

適
な
歩

行
者
空
間
を
確
保

・
地
域
と
行
政
が
連
携
し
た
置
き
看
板
・放

置
自

転
車
対
策
を
推
進

・
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ

く
り
を
検

討
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ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
高

田
馬
場
駅
周
辺

の
ま
ち
づ

く
り
：
地

域
・
行

政
・
鉄

道
事
業
者

な
ど
が

連
携
し
、
駅
周

辺
の
機

能
強
化
や
地
区
の
賑

わ
い

向
上

等
に
向

け
た
検

討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
高
田
馬
場
駅
周
辺

の
拠

点
機

能
：
複

数
路

線
が

集
ま
る
交

通
結
節

点
で
あ
り
、
周

辺
に
は
商
業

機
能
が

集
積

し
て
い
る
。

●
賑
わ
い
あ

る
学
生

街
：
早

稲
田

大
学

を
は
じ
め
大

学
・
専
門

学
校
・
語
学
学
校

等
が
立

地
す
る
、

学
生
を
中
心
と
し
た
賑

わ
い

の
ま
ち
が

形
成

さ
れ
て
い

る
。

●
神
田
川
の
水
と
み
ど

り
：
神

田
川

沿
い

の
遊

歩
道

や
桜
並
木
、
親
水
テ
ラ
ス
、
甘
泉
園

公
園
な

ど
、
良
好
な
景
観
や
水

と
み
ど
り
に
親

し
め
る
空

間
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。

●
路
面
電
車
が
走
る
ま
ち
：
文

化
的

資
源

で
も
あ
る
東

京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
（
都

電
荒
川

線
）
が
走
っ

て
お
り
、
地
域
に
密
着

し
た
交

通
機

関
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い

る
。

地
域

の
課

題

●
高
田
馬
場
駅
や
駅

前
空

間
の

利
便

性
向

上
：
駅

の
混

雑
や
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の

交
通

環
境

等
、

駅
舎
や
駅
前
空
間

の
利

便
性

に
課

題
が

あ
る
。

●
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
：
障

害
者

施
設

等
の

福
祉

関
連

施
設

が
多

く
立

地
し
て
い

る
が

、
駅

の
乗
換
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
が

駅
施

設
外

を
経

由
す
る
な
ど
複

雑
に
な
っ
て
お
り
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
十
分

で
は
な
い

。

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

都
電

出
典
：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

神
田
川
沿
い
の
桜
並
木

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

神
田

川
親

水
テ
ラ
ス

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

高
田

馬
場

駅
前

広
場

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

学
生
街
と
し
て
の
賑
わ

い
／

駅
周

辺
の
バ
リ

ア
フ

リ
ー

／
神
田
川
の
水
と
み
ど
り
／
文
化
資
源

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

都
電

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

神
田
川
沿
い
の
桜
並
木

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

神
田
川
親
水
テ
ラ
ス

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

高
田
馬
場
駅
前
広
場
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地
域
の
将
来
像
：

心
豊

か
に
集

う
、
文

化
と
福

祉
と
若
者
の
ま
ち

６
戸
塚
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

暮
ら
し
と
調
和
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
賑
わ
い
の
ま
ち

●
駅
の
整
備
と
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
連
携
さ
せ
、
高
低
差
の
あ
る
地
形
に
お
い
て
も
、
誰
も
が

自
由
に
、
安
全
か
つ
快
適
に
移
動
で
き
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

ま
た
、
J
R
山
手
線
・西

武
新
宿
線
・東

京
メ
ト
ロ
東
西
線
の

3
路
線
が
結
節
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
と
賑
わ
い
が
あ
ふ
れ
る
駅
ま
ち
空
間
を
形
成
（「
賑
わ
い
交
流
の
心
」高

田
馬
場
地
区
）

●
「生

活
交
流
の
心
」に

お
け
る
生
活
利
便
性
の
高
い
拠
点
の
形
成
（西

早
稲
田
駅
周
辺
）

●
沿
道
の
商
業
集
積
を
活
か
し
快
適
で
魅
力
的
な
商
業
空
間

を
形
成
す
る
と
と
も
に
後
背
の
住

宅
地
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（早

稲
田
通
り
沿
道
）

●
魅
力
あ
る
業
務
商

業
施
設
の
誘
導
と
と
も
に
快
適
な
歩
行
者
空
間
や
良
好
な
景
観
を
創
出

（明
治
通
り
沿
道
）

（
2）

誰
も
が
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
ま
ち

●
乗
り
換
え
の
利
便

性
向
上
、
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点
的
に
推
進
（高

田
馬
場
駅
周
辺
）

●
さ
か
え
通
り
の
混

雑
緩
和
に
向
け
た
高
田
馬
場
早
稲

田
口
へ
の
別
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
検

討

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
安
全
性
の
向
上
（高

田
馬
場
三
・四

丁
目
等
）

●
建
物
の
耐
震
化
や
細
街
路
の
拡
幅
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
水
害
対
策
を
検
討
し
防
災
性
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

●
防
災
拠
点
と
し
て
の
戸
山
公
園
や
学
校
の
防
災
機
能
の
充
実
や
避
難
所
の
緑
化
な
ど
に
よ
る

快
適
な
避
難
環
境
整
備

（
4）

水
と
み
ど
り
に
親
し
む
ま
ち

●
神
田
川
の
水
と
み
ど
り
を
「
水
と
み
ど
り
の
環
」と

し
て
連
続
し
た
骨
格
を
形
成
（
神
田
川

沿
い
等
）

●
神
田
川
の
遊
歩
道
の
整
備
を
進
め
公
園
と
一
体
の
潤
い
あ
る
み
ど
り
の
空
間
と
す
る

（甘
泉
園
公
園
等

）

●
関
係
機
関
と
調
整
し
水
と
み
ど
り
に
親
し
め
る
公
園
の
整
備
を
検
討
（神

田
川
沿
い
・
宮

田
橋
公
園
等
）

●
水
辺
の
景
観
形
成
と
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
神
田
川
の
魅
力
づ
く
り
を
推
進
（
神
田
川
周
辺
）

●
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「
七
つ
の
都
市
の
森
」
と
し
て
保
全
・
充
実
・活

用
（
早
稲
田
大
学
周

辺
）

●
「風

の
み
ち
（み

ど
り
の
回
廊
）
」
と
し
て
街
路
樹

の
設
置
と
と
も
に
沿
道
緑
化
を
促
進

（明
治
通
り
沿
道

）

●
公

共
施

設
・大

学
等
の

地
域
に
開
か
れ
た
緑
地
の
活
用
を
検
討
し
斜
面
緑
地
の
保
全
・

充
実
・活

用
を
促
進

（
5）

文
化
資
源
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

●
都
電
と
神
田
川
を
い
か
し
た
潤
い
の
あ
る
ま
ち
な
み
を
誘
導

●
点
在
す
る
歴
史
的

・文
化
的
資
源
を
め
ぐ
る
散
歩
道
等
を
検
討

●
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
（
新
宿

N
P

O
協
働
推
進
セ
ン

タ
ー
周
辺
等
）

●
古
本
屋
、
染
色
業
、
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
な
ど
の
地
域
産
業
の
支
援
を
検
討
し
地
域
の
活
性
化

を
図
る
。

方
針

（骨
子

）

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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方
針

図

【
明
治
通
り
沿
道
】

•
魅
力
あ
る
業
務
商
業
施
設
の
誘
導
と
も
に
快
適
な
歩
行
者
空
間
や
良
好
な
景
観
を
創
出

•
「
風
の
み
ち
（
み
ど
り
の
回
廊
）
」
と
し
て
街
路
樹
の
設
置
と
と
も
に
沿
道
緑
化
を
促
進

【
早
稲
田
通
り
沿
道
】

•
沿
道
の
商
業
集
積
を
活
か
し
快
適
で
魅
力
的
な
商
業

空
間
を
形
成
す
る
と
と
も
に
後
背
の
住
宅
地
と
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

【
神

田
川

沿
い

】
•
神

田
川

の
水

と
み
ど
り
を
「水

と
み
ど
り
の
環
」
と
し
て
連
続
し
た
骨

格
を
形

成
•
関
係
機
関
と
調
整
し
水
と
み
ど
り
に
親
し
め
る
公
園
の
整
備
を
検
討

•
水

辺
の

景
観

形
成

と
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
神
田
川
の
魅
力
づ
く
り
を
推

進

神
田

川

【
甘
泉
園
公
園
周
辺
】

•
神

田
川

の
遊

歩
道

の
整

備
を
進

め
公
園

と
一

体
の

潤
い

あ
る
空

間
と
す
る

【
早
稲
田
大
学
周
辺
】

•
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「七

つ
の
都
市

の
森
」
と
し
て
保
全
・
充
実
・活

用

【
宮

田
橋

公
園

】
•
関

係
機

関
と
調

整
し
水
と
み

ど
り
に
親

し
め
る
公
園
の
整
備

を
検

討

【
新

宿
N

P
O
協

働
推

進
セ
ン
タ
ー
周

辺
】

•
地

域
活

動
の

拠
点

と
な
る
施

設
を
ま
ち
づ
く

り
に
活

か
す

【
高
田
馬
場
駅
周
辺
】

•
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
重

点
的
に
推
進

•
さ
か
え
通
り
の
混
雑
緩

和
に
向
け

た
高
田
馬
場
早
稲
田
口
へ
の
別

の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
検

討

高
田
馬
場
駅
周
辺
エ
リ
ア

西
早
稲
田
駅
周
辺
エ
リ
ア

（
詳
細

若
松
地
域
）

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の
都
市
の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
高
田
馬
場
駅
周
辺
エ
リ
ア

６
戸
塚
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性
：
賑
わ
い
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

方
針

図

①
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
都
市
空
間
の
整
備

再
開
発
等
を
視
野
に
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
駅

と
周

辺
ま
ち
づ
く
り
が
連
携
し
て
駅
舎
・
駅
出
入

口
・
駅

前
広

場
の

あ
り
方

を
検

討

・
駅

前
の
顔
づ
く
り
の
た
め
良
好
な
景
観
を
形
成

・
駅

舎
・
駅
前
空
間
の
安
全
性
強
化
と
歩
行
者
動
線

の
改

善
を
検

討

・
学

術
交
流
に
も
対
応
す
る
宿
泊
機
能
の
整
備
を
誘

導

快
適
な
歩
行
者
空
間
や
空
地
の
整
備

・
建

物
低
層
部
へ
の
商
業
施
設
等
の
誘
導

・
未

整
備
区
間
の
あ
り
方
を
検
討
（
補
助
第

1
6

9
号

線
（
早

稲
田
通

り
）
）

・
歩

行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
と
公
園
の
魅
力

向
上

を
促

進

 （
高
田
馬
場
駅
周
辺
〜
都
立
戸
山
公
園
）

・
連

続
立
体
交
差
化
な
ど
開
か
ず
の
踏
切
対
策
を
検

討

②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
推
進
の
強
化

高
田
馬
場
駅
及
び
周
辺
に
お
け
る
歩
行
者
の
安
全
性

や
利

便
性

の
向

上

・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
一
般
車
両
の
移
動
の
円
滑
化
（
駅

前
広

場
）

・
駅

前
通
り
の

歩
行
者
空
間
の
拡
充

・
福
祉
施
設
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
の
確
保

・
福

祉
施
設
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
の
確
保
（
駅

前
通

り
）

・
利

便
性
の
高
い
乗
換
ル
ー
ト
の
整
備
等
を
検
討
（
J
R
〜

西
武

〜
メ
ト
ロ
）

多
様
な
来
街
者
に
配
慮
し
た
空
間
の
形
成

・
目

的
地
等
が
わ
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
都
市
空

間
を
形

成

③
き
れ
い
・
安
心
・
楽
し
い

ま
ち
の
創
造

防
災
対
策
の
充
実

・
一

時
滞
在
施
設
の
整
備
な
ど
帰
宅
困
難
者
対
策

を
推

進

道
路
の
通
行
障
害
の
防
止
と
美
化
活
動
の
推
進

・
路

上
等
障
害
物
の
是
正
指
導
や
路
上
喫
煙
対
策
等

を
推

進
（
早

稲
田

通
り
、
駅

前
通

り
）

地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
情
報
の
発
信

・
商

店
街
や
観
光
資
源
の
情
報
を
各
団
体
と
連
携
し
て
発

信

・
駅

前
の

顔
づ

く
り
の
た
め
良
好
な

景
観

を
形

成

・
駅

舎
・
駅

前
空

間
の
安
全
性
強
化

と
歩

行
者

動
線

の
改

善
を
検

討
・
駅
と
周
辺
ま
ち
づ
く
り
が
連
携
し

て
駅
舎
・
駅
出
入
口
・駅

前
広
場

の
あ
り
方
を
検
討

・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
一
般
車
両
の
移

動
の
円
滑
化

・
利
便
性
の
高
い
乗
換
ル
ー
ト
の
整

備
等
を
検
討

・
未
整
備
区
間
の
あ
り
方
を
検
討

・
路

上
等

障
害

物
の

是
正
指
導
や

路
上

喫
煙

対
策

等
を
推
進

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
と

公
園
の
魅
力

向
上

を
促
進

・
周
辺

建
物

と
一
体

と
な
っ
た
駅
出

入
口
の
あ
り
方
を
検
討

・
連

続
立
体
交
差
化
な
ど
開
か
ず

の
踏
切
対
策
を
検
討

・
歩
行
者
空
間
の
拡
充
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第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
：
落
合
第
一
地
域
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７
落
合
第
一
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
良

好
な
住
環
境
形

成
に
向

け
た

ル
ー
ル

づ
く
り
：
上

落
合
東
部

地
区
で
は
地
域

住
民
で
構

成
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

会
に
お
い

て
定

め
た
ま
ち
づ

く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
良
好
な

住
環
境
形
成
が
進

め
ら
れ
て
い

る
。

●
水

辺
環
境
の
向
上

：
神

田
川

、
妙

正
寺

川
沿

い
に
お
い

て
、
遊

歩
道
の

整
備
を
行
っ
た
。

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
斜
面
緑
地
と
お
と
め

山
公

園
の

み
ど

り
：
お
と
め
山

公
園
を
含

む
斜
面

緑
地
や
湧

水
、
屋
敷

林
な
ど
、
台
地
・
斜

面
地

の
地

形
に
沿

っ
た
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
が

身
近
に
あ
る
。

●
歴
史
・
文
化
資
源
：
神

田
川

・
妙

正
寺

川
周

辺
で
は
伝

統
的
な
地
場

産
業
の

染
色
業

が
行
わ

れ
て
い

る
ほ
か
、
地
区
内
に
は
佐
伯
祐
三
や
中
村

彝
の
ア
ト
リ
エ
記

念
館

な
ど
が

点
在

し
て

い
る
。

●
神
田
川
・
妙
正
寺
川

の
水

辺
：
神

田
川

・
妙

正
寺

川
の

水
辺
と
遊
歩

道
に
よ
り
、
良
好
な
景

観

や
水
と
み
ど
り
に
親
し
め
る
空

間
が

形
成

さ
れ
て
い

る
。

●
み
ど
り
豊
か
な
住

宅
地

：
住

居
系

の
土

地
利

用
が

中
心

と
な
っ
て
お
り
、
台
地

部
で
は
戸
建

て
住
宅
を
中
心
と
す
る
良

好
な
住

宅
地

が
形

成
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
住

宅
地
で
の
緑
化
も

多
く
見
ら
れ
る
。

地
域

の
課

題

●
木
造
住
宅
密
集
地
域

の
防

災
性

向
上

：
木

造
の

戸
建

て
が

密
集

し
、
細

街
路

が
多

い
た
め
、
防

災
面
で
課
題
の
あ
る
地

域
が

あ
る
。
ま
た
、
地

域
全

体
の

不
燃

領
域

率
は
延

焼
防

止
の

目
安

と
な
る
７
割
を
上
回

っ
て
い

る
（
R

3
年

度
）
が

、
区

内
で
は
落

合
第

二
地

域
に
次

い
で
低

位
で

あ
り
、
下
落
合
４
丁

目
（
6

3
.3

8
％

）
や
上

落
合

２
丁

目
（
6

5
.2

2
％

）
な
ど
目

安
の

７
割

を
下

回
る
地
区
が
残
っ
て
い

る
。

●
鉄
道
に
よ
る
地
域
の

分
断

：
西

武
新

宿
線

に
よ
り
地

域
が

南
北

に
分

断
さ
れ
、
さ
ら
に
開

か

ず
の
踏
切
に
よ
り
地

域
内

の
移

動
利

便
性

が
低

く
な
っ
て
い

る
。

お
と
め
山
公
園

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

中
村
彝
ア
ト
リ
エ
記
念
館

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

農
道

由
来

の
道

路
と
沿

道
の
み

ど
り

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

上
落

合
二

丁
目

付
近

（
染
の

小
道
）

ま
ち

づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

良
好
な
住
環
境
／
地
域
の
移
動
利

便
性
／
防

災
性

向
上

／
神
田
川

・
妙

正
寺

川
の
水
と
み
ど
り
／
歴
史
・
文
化
資
源

お
と
め

山
公

園

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

中
村

彝
ア
ト
リ
エ
記

念
館

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

農
道
由
来
の
道
路
と
沿
道
の
み
ど
り

出
典
：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

上
落
合
二
丁
目
付
近
（
染
の
小
道
）
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地
域
の
将
来
像
：

と
も
に
つ

く
る
み

ど
り
豊

か
で
安
心
な
ま
ち

方
針

（骨
子

）

７
落
合
第
一
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

み
ど
り
を
身
近
に
楽
し
む
暮
ら
し
を
育
む
ま
ち

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
、
幹
線
道
路
沿
道
の
中
高
層

建
物

と
後
背

の
住

宅
地

が
調

和

し
た
ま
ち
な
み
を
誘

導

●
戸
建
て
住
宅
を
中
心
と
す
る
低
層
住
宅
地
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
、
緑
化
等
に

よ
り
良
好
な
住
環
境
を
保
全

●
斜
面
緑
地
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「七

つ
の
都
市
の
森
」と

し
て
保
全
・充

実
・活

用
（落

合
斜
面
緑
地

）

●
公
園
を
拠
点
に
み
ど
り
を
充
実
し
、
周
辺
に
あ
る
寺
社
等
の
公
園
的
空
間
の
活
用
も
検
討

（お
と
め
山
公
園
、
下
落
合
野
鳥
の
森
公
園
等
）

●
公
園
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
や
・地

域
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
（お

と
め
山
公
園
）

●
大
規
模
敷
地
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
保
全
す
る
制
度
を
検
討

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
ま
ち
の
み
ど
り
を
充
実

（
2）

誰
も
が
楽
し
く
快
適
に
移
動
で
き
る
ま
ち

●
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
沿
道
の
調
和
し
た
ま
ち
な
み
に
よ
り
路

線
型
の

商
業

地
と
し
て
育

成
（目

白
通
り
と
そ
の
沿
道
）

●
快
適
で
質
の
高
い
空
間
を
維
持
・活

用
し
景
観
誘
導
を
進
め
る
（山

手
通
り
沿
道
）

●
開
か
ず
の
踏
切
対
策
に
つ
い
て
事
業
者
に
要
請
し
、
安
全
性
・利

便
性
向
上
の
た
め
比
較

的
に
短
期
に
実
現
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
も
幅
広
く
検
討
（西

武
新
宿
線
沿
線
）

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
木
造
住
宅
密
集
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（上

落

合
東
部
地
区
）

●
木
造
密
集
地
域
を
中
心
に
基
盤
整
備
と
と
も
に
建
物
の
不
燃
化
や
耐
震
化
、
細
街
路
の

拡
幅
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
防
災
性
を
強
化

（
4）

水
辺
に
親
し
み
水
害
に
備
え
る
ま
ち

●
神
田
川
・妙

正
寺

川
を
「水

と
み
ど
り
の
環
」
と
し
て
連
続
し
た
骨
格
を
形
成
。
あ
わ
せ
て

水
質
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
働
き
か
け
る
。
（神

田
川
・妙

正
寺
川
沿
い
）

●
河
川
整
備
や
下
水
道
整
備

に
よ
り
水
害
対
策
を
促
進
（
神
田
川
・
妙
正
寺
川
）

●
ま
ち
づ
く
り
制
度

を
活
用
し
、
沿
道
の
緑
化
な
ど
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
（山

手
通
り
沿
道
・
斜
面
緑
地
等
）

（
5）

歴
史
・
文
化
が
薫
る
ま
ち

●
歴
史
的
・文

化
的
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

（ア
ト
リ
エ
記
念
館
周
辺
等
）

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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７
落
合
第
一
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
落
合
斜
面
緑
地
】

•
斜
面
緑
地
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を

「
七
つ
の
都
市
の
森
」と

し
て
保
全
・

充
実
・
活
用

•
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
、
沿
道

の
緑
化
な
ど
景
観
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る

【
お
と
め
山
公
園
】

•
公
園
を
拠
点
に
み
ど
り
を
充
実
し
、

周
辺
に
あ
る
寺
社
等
の
公
園
的
空

間
の
活
用
も
検
討

•
公

園
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
や
・
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用

【
神

田
川
沿

い
・
妙

正
寺

川
沿
い
】

•
「
水

と
み
ど
り
の

環
」
と
し
て
連
続
し
た
骨
格
を
形
成

•
河

川
整

備
や
下

水
道

整
備

に
よ
り
水
害
対
策
を
促
進

•
水

質
の

改
善

に
向

け
た
取
組

を
働
き
か
け
る

【
目

白
通

り
と
そ
の

沿
道

】
•
歩

行
者

空
間

の
充

実
と
沿
道

の
調
和

し
た
ま
ち
な
み
に

よ
り
路

線
型

の
商

業
地

と
し
て
育

成

【
西

武
新
宿

線
沿

線
】

•
開

か
ず
の

踏
切

対
策

に
つ
い
て
事
業
者
に
要
請
し
、
安
全

性
・
利
便

性
向

上
の

た
め
比
較
的
に
短
期
に
実
現
で
き
る
対

策
に
つ
い

て
も
幅

広
く
検

討

【
山

手
通
り
沿

道
】

•
快

適
で
質

の
高

い
空

間
を
維
持
・活

用
し
景
観
誘
導

を
進

め
る

•
ま
ち
づ
く
り
制

度
を
活

用
し
、
沿
道
の
緑
化
な
ど
景
観

に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

【
上

落
合
東

部
地

区
】

•
木

造
住

宅
密

集
地

域
で
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

【
ア
ト
リ
エ
記
念
館
周
辺
】

•
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を
観
光
資
源

と
し
て
活
か
し
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進

【
下
落
合
野
鳥
の
森
公
園
等

】
•
公
園
を
拠
点
に
み
ど
り
を
充
実
し
、

周
辺
に
あ
る
寺
社
等
の
公
園
的
空
間

の
活
用
も
検
討

中
井

駅
・
下

落
合
駅
周
辺
エ
リ
ア

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の
都
市
の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
中
井
駅
・
下
落
合
駅
周
辺
エ
リ
ア

７
落
合
第
一
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方

向
性

：
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

方
針

図

①
駅

を
中
心
と
し
た

賑
わ
い
創
出

新
た
な
機
能
を
備
え
た
中
井
駅
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

拡
充

・
広

場
・
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
活

動
や
案

内
を
充

実
、

  
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
の
案
内
等
の
充
実

（
中

井
駅

周
辺

）

・
賑

わ
い

創
出
と
段
差
解
消
な
ど
快
適
な
歩
行
者
空
間

を
創

出
（
中

井
通

り
、
駅

周
辺

）

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

・
東

京
都
の
実
施
す
る
河
川
改
修
事
業
等
に
あ
わ
せ
て
、
遊

歩
道

の
延

伸
を
検

討
（
妙

正
寺

川
）

・
開

か
ず
の
踏
切
対
策
に
お
け
る
歩
行
者
の
安
全
性
・
利

便
性

向
上

の
検

討
（
下

落
合

駅
周

辺
）

・
踏

切
に
よ
る
渋
滞
対
策
の
た
め
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検

討

②
水

と
み
ど
り
に
囲

ま
れ
た
潤
い
の
あ
る
空
間
形
成

良
好
な
住
環
境
の
形
成

・
地

域
や
場
所
の
特
性
に
応
じ
た
み
ど
り
の
創
出
を
誘

導

地
域
特
性
を
活
か
し
た
景
観
形
成

・
変

化
に
富
ん
だ
地
形
を
活
か
し
た
景
観
を
形
成
（
妙

正
寺

川
、
坂

、
台

地
上

な
ど
）

・
地

場
産
業
と
調
和
し
た
河
川
景
観
を
創
出
（
妙
正
寺

川
沿

い
）

③
防

災
体
制
の
強
化
と
魅
力
の
向
上

災
害
に
備

え
た
ま
ち
の
整
備

・
調

整
池
等
の
整
備
に
よ
る
水
害
対
策
を
推
進
（
妙
正

寺
川

）

・
無

電
柱
化
に
よ
る
防
災
性
向
上
と
道
路
環
境
の
改
善

（
上

落
中

通
り
）

・
防

災
拠
点
と
な
る
広
場
を
活
用
し
た
消
火
・
救
護
活

動
（
中

井
駅

）

・
地

域
特
性
に
配
慮
し
た
木
造
建
物
の
不
燃
化
・
耐
震
化

を
促

進

・
地

元
ル
ー
ル
へ
の
協
力
と
地
域
配
備
消
火
器
の
効
果

的
な
配

置
を
推

進

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

対
策
や
が
け
・
擁
壁
の
適
切
な
維
持
を
推

進

地
域
の
文
化
・
産
業
に
関
す
る
観
光
の
推
進

・
染

色
業
な
ど
地
場
産
業
に
よ
る
地
域
の
魅
力
向
上

・
賑
わ
い
創
出
と
段
差
解
消
な
ど
快
適
な

歩
行
者
空
間
を
創
出

【
妙
正
寺
川
沿
い

】

・
地
場
産
業
と
調
和
し
た
河
川
景
観
を
創
出

・
東
京
都
の
実
施
す
る
河
川
改
修
事
業
等
に
あ

わ
せ
て
、
遊
歩
道
の
延
伸
を
検
討

・
調
整
池
等
の
整
備
に
よ
る
水
害
対
策
を
推
進

・
無
電
柱
化
に
よ
る
防
災
性

向
上
と
道
路
環
境
の
改
善

・
広

場
・
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
活
動
や
駅

周
辺

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト

の
案

内
等

の
充

実

・
駅

周
辺

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト

の
案

内
等

の
充

実

・
防

災
拠

点
と
な
る
広
場
を
活
用

し
た
消
火
・
救
護
活

動

・
開
か
ず
の
踏
切
対
策
に
お
け
る

歩
行
者
の
安
全
性
・
利
便
性
向

上
の
検
討

・
未
整
備
の
都
市
計
画
道
路
の
あ

り
方
を
検
討
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第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
：
落
合
第
二
地
域

202



出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

道
路
基
盤
が
整
っ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
住
宅
地

目
白

文
化

村
の

空
気
を
受
継
ぐ
住
宅
地

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

林
芙
美
子
記
念
館
の
ゆ
た
か
な
み
ど
り

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦
略
プ
ラ
ン

整
備

が
進

む
補

助
第

2
6
号
線

●
木
造
住
宅
密
集
地
域

の
防

災
性

向
上

：
上

落
合

二
・
三

丁
目

や
中

井
一

・
二

丁
目

な
ど
は
木

造
の
建
物
が
密
集
し
、
細

街
路

が
多

い
た
め
、
防

災
面

で
課

題
の

あ
る
地

域
が

あ
る
。
地

域

全
体
の
不
燃

領
域
率

は
約

６
割
（
R

3
年

度
）
と
区

内
で
最

も
低

く
、
唯

一
延

焼
防

止
の

目
安

（
7
割
）
を
下
回
っ
て
い

る
。
妙

正
寺

川
周

辺
で
は
水

害
の

危
険

性
も
あ
る
。

●
高
齢
者
・
障
害
者
の

移
動

し
や
す
さ

の
改

善
：
居

住
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
障

害
の

あ
る

方
・
高
齢
者
の
移
動

し
や
す
さ
へ
の

満
足

度
は

7
.1

%
と
区

全
体

1
9

.9
%
を
下

回
る
。
中

井

駅
周
辺
は
歩
行
者

空
間

が
狭

く
、
駅

か
ら
遠

く
標

高
の

高
い

地
域

は
移

動
が

不
便

。

●
沿
道
・
駅
周
辺
の
賑

わ
い

の
不

足
：
目

白
通

り
や
中

野
通

り
な
ど
の

幹
線

道
路

沿
道

や
落

合

南
長
崎
駅
周
辺
は
身

近
な
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
施

設
の

賑
わ
い

が
不

足
し
、
中

井
駅

周
辺

の
商

店
街
も
賑
わ
い
の

連
続

性
が

不
足

。

８
落
合
第
二
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
良

好
な
住
環
境
形

成
に
向

け
た

ル
ー
ル

づ
く
り
：
上

落
合
中
央
・
三

丁
目
地

区
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
制
度
を
活
用
し
た
良

好
な
住

環
境

形
成

が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

●
駅

周
辺
整
備
の
推

進
：
中

井
駅

に
お
い

て
、
南

北
自

由
通
路

や
駅
前

広
場
の

整
備
を
行
っ
た
。

●
水

辺
環
境
の
向
上

：
神

田
川

、
妙

正
寺

川
沿

い
に
お
い

て
、
遊

歩
道
の

整
備
を
行
っ
た
。

地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
妙
正
寺
川
の
水
辺

と
斜

面
緑

地
の

み
ど

り
：
妙

正
寺

川
の

水
辺
、
東

西
に
連
な
る
斜
面

緑
地
、

住
宅
地
の
庭
木
や
公

園
の

み
ど
り
が

、
静

穏
な
住

環
境

と
身

近
に
結

び
つ
い
て
い
る
。

●
中
井
駅
・
落
合
南
長

崎
駅

の
生

活
機

能
：
中

井
駅

や
落
合
南

長
崎
駅

の
周
辺

に
日
常

の
買
物

や
通
院
、
交
流
を
支

え
る
身

近
な
生

活
機

能
が

ま
と
ま
り
、
商
店
街

や
地
域

活
動
の

場
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

●
目

白
文

化
村

と
哲
学
堂
公
園
・
記
念
館
：
大
正
期
に
開

発
さ
れ
た
目

白
文

化
村

や
耕

地
整

理

に
よ
る
西
落
合
三
・
四

丁
目

に
郊

外
住

宅
地

の
面

影
が
残
り
、
哲
学
堂

公
園
や
林

芙
美
子

記

念
館
が
歴
史
を
伝
え
て
い

る
。

地
域

の
課

題

出
典
：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

道
路
基

盤
が

整
っ
た

ゆ
と
り
の

あ
る
住
宅

地

目
白
文
化
村
の
空
気
を
受
継
ぐ
住
宅
地

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

林
芙
美

子
記

念
館

の
ゆ

た
か
な

み
ど
り

出
典
：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

整
備
が
進
む
補
助
第

2
6
号
線

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

良
好

な
住
環

境
と
沿
道
や
駅
周
辺
の
賑
わ
い

／
移

動
利

便
性
／
防

災
性

向
上

／
妙
正
寺
川
の
水
と
斜
面
緑
地
の
み
ど
り
／
歴
史
・
文
化
資
源
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地
域

の
将

来
像

：
住

み
つ

づ
け
ら
れ

る
み
ど

り
豊
か
な
ま
ち

落
合

方
針

（骨
子

）

８
落
合
第
二
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

良
好
な
住
環
境
と
身
近
な
賑
わ
い
が
調
和
す
る
ま
ち

●
低
層
住
宅
地
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
、
宅
地
細

分
化

の
防

止
や
緑
化

、
集
合

住
宅

の
周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
良
好
な
住
環
境
を
実
現
（西

落
合
三
・四

丁
目
、
中
井
二
丁
目
）

●
ま
ち
な
み
や
み
ど
り
、
景
観
等
に
配
慮
し
た
良
好
な
住
環
境
を
保
全

●
良
好
な
住
宅
街
区
や
坂
道
等
の
景
観
資
源
を
保
全
（西

落
合
三
・四

丁
目
等
）

●
住
宅
と
工
場
が
混
在
す
る
地
区
で
住
宅
・
工
業
が
調

和
し
た
ま
ち
な
み
を
誘
導
（西

落
合
一
・

二
丁
目
等
）

●
日
常
生
活
の
交
流
拠
点
と
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
身
近
な
商
業
施
設
を
育
成
（中

井
駅
周
辺
等
）

●
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
沿
道
の
調
和
し
た
ま
ち
な
み
に
よ
り
路

線
型
商

業
を
育
成
（目

白
通

り

と
そ
の
沿
道
等

）

（
2）

誰
も
が
楽
し
く
快
適
に
移
動
で
き
る
ま
ち

●
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
（中

野
通
り
、
哲
学
堂
通
り
）

●
開
か
ず
の
踏
切
対
策
に
つ
い
て
事
業
者
に
要
請
し
、
安
全
性
・利

便
性
向
上
の
た
め
比
較
的
に

短
期
に
実
現
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
も
幅
広
く
検
討
（西

武
新
宿
線
沿
線
）

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
坂
道
の
安
全
対
策
な
ど
高
齢
者
・障

害
者
が

安
全

に
移
動

で
き
る
み
ち
づ

く
り
を
推
進

●
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
沿
道
の
調
和
し
た
ま
ち
な
み
に
よ
り
路
線
型
の
商
業
地
と
し
て
育
成

（目
白
通
り
沿
道
）

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
基
盤
整
備
と
と
も
に
建
物
の
不
燃
化
・耐

震
化
を
促
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た

防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（上

落
合
三
丁
目
等
）

●
細
街
路
の
拡
幅
整
備
等
に
よ
り
防
災
性
を
向
上

●
河
川
整
備
や
下
水
道
整
備
に
よ
り
水
害
対
策
を
促
進
（
妙
正
寺
川
）

（
4）

水
辺
と
斜
面
緑
地
の
み
ど
り
を
楽
し
む
暮
ら
し
の
ま
ち

●
斜
面
緑
地
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「
七
つ
の
都
市
の
森
」
と
し
て
保
全
・
充
実
・活

用
（
落
合

斜
面
緑
地
等
）

●
「水

と
み
ど
り
の
環
」
と
し
て
連
続
し
た
水
と
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
と
も
に
良
好
な

河
川
景
観
を
誘
導
（
妙
正
寺
川
）

●
ま
ち
づ
く
り
制
度

を
活
用
し
ま
ち
の
み
ど
り
を
充
実
（
落
合
斜
面
緑
地
等
）

●
斜
面
緑
地
や
屋
敷
林
、
寺
社
等
の
み
ど
り
を
守
る
制
度
の
充
実
を
検
討

（
5）

落
合
の
歴
史
・
文
化
を
育
む
ま
ち

●
目
白
文
化
村
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
保
全
と
活
用
を
検
討

●
文
化
財
の
案
内
標
識
の
活
用
や
地
域
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
に
よ
り
落
合
の
歴

史
や
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
「
落
合
三
世
代
交
流
サ
ロ
ン
」
で
の
地
域
住
民
の
取
組

を
支
援
し
幅
広
い
世
代
の
区
民
の
交
流
を
支
援

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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８
落
合
第
二
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
目

白
文

化
村

】
•
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
保
全
と
活
用
を
検
討

【
西

落
合

一
・
二

丁
目
等

】
•
住

宅
と
工

場
が

混
在

す
る
地

区
で
住
宅
・商

業
・
工
業
が
調
和
し

た
ま
ち
な
み
を
誘

導

【
西
落

合
三

・
四

丁
目
】

•
良

好
な
住

宅
街

区
や
坂

道
等
の
景
観
資
源
を
保
全

•
宅

地
細

分
化

の
防

止
や
緑
化
、
集
合
住
宅
の
周
辺
環
境
と
の
調
和

な
ど
良

好
な
住

環
境

を
実
現

【
妙

正
寺

川
】

•
「
水

と
み
ど
り
の

環
」
と
し
て
連

続
し
た
骨
格
を
形
成

•
河

川
整

備
や
下

水
道

整
備

に
よ
り
水
害
対
策
を
促
進

【
西
武
新
宿
線
沿
線
】

•
開
か
ず
の
踏
切
対
策
に
つ
い
て
事
業
者
に
要
請
し
、
安

全
性
・
利

便
性

向
上

の
た
め
比

較
的

に
短

期
に
実

現
で

き
る
対
策
に
つ
い
て
も
幅
広
く
検
討

【
中
井
駅
周
辺
】

•
日
常
生
活
の
交
流
拠
点
と
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
身
近
な

商
業
施
設
を
育
成

【
目
白
通
り
沿
道
】

•
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
沿
道
の
調
和
し
た
ま
ち
な
み
に

よ
り
路
線
型
商
業

を
育
成

【
落
合
斜
面
緑
地
等
】

•
斜
面
緑
地
の
ま
と
ま
っ
た
み
ど
り
を
「七

つ
の
都
市
の

森
」
と
し
て
保
全
・充

実
・
活
用

•
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
ま
ち
の
み
ど
り
を
充
実

【
上

落
合

三
丁

目
等

】
•
基

盤
整

備
と
と
も
に
建
物

の
不
燃
化
・耐

震
化
を
促
進
し
、
ま
ち
づ

く
り
制

度
を
活

用
し
た
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

【
中

野
通

り
・
哲

学
堂

通
り
】

•
幹
線

道
路

の
整

備
促

進
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議

【
中
井
二
丁
目
】

•
宅
地
細
分
化
の
防
止
や
緑
化
、
集
合
住
宅
の
周
辺
環
境

と
の
調
和
な
ど
良
好
な
住
環
境
を
実
現

中
井
駅
・
下
落
合
駅
周
辺
エ
リ
ア
（
詳
細

落
合
第
一
地
域
）

西
落

合
エ
リ
ア

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の
都
市
の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
西
落
合
エ
リ
ア

８
落
合
第
二
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組 取
組
の
方
向
性
：
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
魅
力
の
発
展

方
針

図

①
良
好

な
住
環
境
の
保
全
と
向
上

良
好
な
住
居
機
能
の
保
全
と
魅
力
向
上
、
商
業
機
能
の
充

実

・
整
っ
た
道

路
基
盤
を
活
か
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
低
層

住
宅

地
と
し
て
環

境
を
保

全

・
敷
地
の
細
分
化
の
抑
制
な
ど
の
ル
ー
ル
を
検
討
（
住

宅
地

）

・
生
活
の
利
便
性
に
寄
与
す
る
駅
前
の
賑
わ
い
を
創

出
（
落

合
南

長
崎

駅
周

辺
）

・
幹
線
道
路
沿

道
の
賑
わ
い
の
連
続
を
創
出
（
目
白
通
り
、
新
青
梅
街
道
、
中
野
通
り
）

良
好
な
道
路
環
境
の
向
上

・
歩
行
環
境
の
充
実

（
落
合

南
長

崎
駅

周
辺

）

・
住
宅
地
の

歩
行
者
を
優
先
し
た
道
路
環
境
の
維
持

管
理

・
歩
行
者
に
配
慮
し
た
道
路
空
間
と

 バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
安
全
な
生
活
環
境
の
保

全
（
幹

線
道

路
）

・
整
備
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
を
検
討
（
補
助
第

2
6
号

線
（
中

野
通

り
）
）

②
環
境

に
や
さ

し
く
潤
い
あ
る
ま
ち
の
保
全

環
境
に
配

慮
し
た

住
宅
地
の
形
成

・
道
路
・
沿
道
・
住
宅
地
の
緑
化
な
ど
み
ど
り
の
保
全

・
創

出

・
透
水
性
・
遮
熱
性
舗
装
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
道

路
整

備
を
推

進

み
ど
り
豊
か
な
良
好
な
住
宅
地
の
景
観
保
全

・
格
子
状
の
直
線
道
路
を
活
か
し
、
み
ど
り
と
ゆ
と
り
の

あ
る
景

観
を
形

成

・
み
ど
り
の
保
全
と
周
辺
と
連
続
し
た
み
ど
り
の
形
成

を
推

進

③
安
全

安
心
で
愛
着
の
あ
る
ま
ち
の
保
全

地
域
の
防
災
・
防
犯
体
制
の
強
化

・
防
災
性
の
向
上
（
木
造
住
宅
が
多
い
住
宅
地
）

・
初
期
消
火
体
制
の
充
実
と
災
害
対
応
力
の
強
化
を
促

進

・
空
き
家
・
空
き
地
の
管
理
不
全
対
策
を
推
進

・
夜
間
の
防
犯
体
制
の
充
実
を
推
進

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

・
こ
れ
ま
で
の
協
働
の
実
績
を
踏
ま
え
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持

を
推

進

・
整

備
後

の
ま
ち
の

あ
り
方
を
検
討

・
生
活
の
利
便
性
に
寄
与
す

る
駅
前
の
賑
わ
い
を
創
出

・
歩
行
環
境
の
充
実

【
幹
線
道
路
沿
道
以
外
の
住
宅
地
】

・
整
っ
た
道
路
基
盤
を
活
か
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る

低
層
住
宅
地
と
し
て
環
境
を
保
全

・
敷

地
の

細
分

化
の

抑
制
な
ど
の
ル
ー
ル
を
検

討

・
歩
行
者
を
優
先
し
た
道
路
環
境
の
維
持
管
理

・
格
子
状
の
直
線
道
路
を
活
か
し
、
み
ど
り
と
ゆ

と
り
の
あ
る
景
観
を
形
成

・
み
ど
り
の
保
全
と
周
辺
と
連
続
し
た
み
ど
り
の

形
成
を
推
進

・
防
災
性
の
向
上

・
空
き
家
・
空
き
地
の
管
理
不
全
対
策
を
推
進

・
こ
れ
ま
で
の
協
働
の
実
績
を
踏
ま
え
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
推
進

【
幹

線
道

路
沿

道
】

・
賑

わ
い

の
連

続
を

創
出

・
歩

行
者

に
配

慮
し
た

道
路

空
間

と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

に
よ
る

安
全

な
生

活
環

境
の

保
全
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第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
：
柏
木
地
域
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９
柏
木
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
新

宿
副
都
心
に
近
接

し
た

都
心

居
住

：
新

宿
副

都
心

の
超

高
層
ビ
ル
地
区
に
近
接
し
な
が

ら
、
住
宅
地
や
商
店
街

等
が

身
近

に
そ
ろ
い

、
暮

ら
し
や
す
い
都
心

居
住
の

地
域
と
な
っ
て

い
る
。

●
桜

並
木
・
神
田
川
上

水
公

園
な

ど
の

自
然

：
西

側
の

神
田
川
と
桜
並
木
、
神
田
上

水
公
園

な

ど
の
水
辺
と
み
ど
り
が

、
都

心
近

接
の

利
便

性
と
調

和
し
、
良
好
な
住
環
境

を
形
成
し
て
い

る
。

●
受

け
継
が
れ
て
き

た
文

化
：
寺

社
や
古

く
か
ら
の

祭
り
、
内

村
鑑
三
・
西

篠
八
十

な
ど
文
化

人
の
足
跡
が
、
地
域

で
受

け
継

が
れ
て
き
た
文

化
と
し
て
日
常

の
風
景

に
残
っ
て
い
る
。

地
域

の
課

題

幹
線
道

路
沿

い
の

個
別

の
開
発

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

北
部
の
区
画
整
理
さ
れ
た
住
宅
地

出
典

：
景
観

形
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

青
梅
街

道

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

神
田
川
上
水
公
園

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

●
道
路
、
橋
梁
整
備
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の

推
進

：
橋

梁
（
新
開

橋
、
万
亀

橋
）
の
修
繕

工
事
を

実
施
。

●
外

国
人
住
民
と
の
交

流
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
促

進
の

し
く
み
を

充
実
：
民
間

語

学
学
校
開
校
に
伴
い

、
町

会
と
地

域
連

携
し
た
、
外

国
人
生
徒

の
地
域

行
事
へ
の
参
加

促

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

都
心
居
住
／
歩
行
者
空

間
の

向
上

／
防
災
性

向
上

／
神

田
川
の
水
と
み
ど
り
／
柏
木
文
化

●
木
造
住
宅
密
集
地

域
の

防
災

性
：
老

朽
化

し
た
木

造
住

宅
や
細

街
路

が
多

く
、
防

災
面

で
課

題
の
あ
る
地
域
が
あ
る
。
火

災
時

の
延

焼
の

恐
れ
が

あ
り
、
避

難
経

路
や
防

災
拠

点
が

不
足

し
て
い
る
。

●
歩
行
者
空
間
の
不

足
と
移

動
の

し
に
く
さ

：
青

梅
街

道
沿

道
は
、
再

開
発

等
に
よ
り
人

の
流

れ
が
変
わ
り
、
歩

道
に
人

が
あ
ふ
れ
、
歩

き
に
く
い

状
況

に
な
っ
て
い

る
。

●
み
ど
り
の
不
足
と
ま
ち
な

み
の

調
和

：
緑

被
率

1
3

.0
%
（
R

7
年

度
）
は
区

内
で
２
番

目
に
低

い
。

●
住
民
の
つ
な
が
り
づ

く
り
：
単

身
世

帯
率
、
外

国
人

比
率

が
と
も
に
区

内
有

数
の

高
さ
で
あ

り
、
住
民
の
つ
な
が

り
づ

く
り
が

課
題

と
な
っ
て
い

る
。

幹
線
道
路
沿
い
の
個
別
の
開
発

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

北
部

の
区

画
整

理
さ
れ
た
住
宅
地

青
梅
街
道

神
田

川
上

水
公

園

出
典

：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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地
域
の
将
来
像
：

─
輝
く
国
際
都
市
の
眺
め
、
歴
史
と
新
た
な
文
化
が
息
づ
く
、

や
す
ら
ぎ
の
暮
ら
し
─

住
み
た
く
な
る
ま
ち

柏
木

方
針

（骨
子

）

９
柏
木
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

高
い
利
便
性
と
良
好
な
住
環
境
が
整
う
ま
ち

●
都
心
の
生
活
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
快
適
な
住
環
境
の
形
成
を
進
め
る
（
都
心
居
住
推
進
地

区
）

●
地
区
計
画
等
の
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た
共
同
建

替
え
・基

盤
整

備
に
よ
り
防
災
性

と
住
環
境
を
改
善
（北

新
宿
一

〜
三
丁
目
）

（
2）

誰
も
が
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
ま
ち

●
幹
線
道
路
沿
道
、
商

店
街
で
は
商
業
環
境
や
歩
行
者
空
間
を
充
実
し
、
活
性
化
を
誘
導

●
「創

造
交
流
の
心
」と

し
て
都
市
基
盤
の
整
備
や
み
ど
り
・歩

行
者
空
間
の
充
実
を
図
り
、

歩
い
て
楽
し
い
環
境
の
整
備
や
、
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
（西

新
宿
六

～
八
丁
目
等
）

●
「都

市
活
動
軸
」と

し
て
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
（放

射
第

6
号

線
沿
道
）

（
3）

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
や
細
街
路
が
多
い
地
域
で
は
、
基
盤
整
備
と
と
も
に
、
建
物
の
不

燃
化
、
耐
震
化
を
促
進
し
防
災
機
能
の
強
化
を
推
進
（
北
新
宿
一
〜
三
丁
目
）

●
細
街
路
の
拡
幅
整
備
に
よ
り
安
全
性
を
高
め
る

（
4）

豊
か
な
水
辺
空
間
に
よ
る
潤
い
あ
る
ま
ち

●
「水

と
み
ど
り
の
環
」
と
し
て
水
に
親
し
め
る
連
続
し
た
水
と
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成
（
神

田
川
）

●
ま
ち
づ
く
り
制
度

を
活
用
し
建
物
の
高
さ
や
色
彩
等
が
周
辺
の
ま
ち
な
み
に
調
和
す
る

よ
う
誘
導

●
公
共
施
設
や
寺

社
等
の
み
ど
り
を
保
全
・充

実
・活

用
し
、
公
園
的
空
間
と
し
て
活
用

（
5）

歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
の
歴
史
・文

化
資
源
、
祭
り
や
文
化
人
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

●
外
国
人
住
民
や
多
様
な
世
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
進

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順
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柏
木
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
北

新
宿

一
〜

三
丁
目

】
•
地

区
計

画
等

の
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
た
共
同
建
替

え
・
基

盤
整

備
に
よ
り
防
災
性
と
住
環
境
を
改
善

•
老

朽
化

し
た
木

造
住
宅
や
細
街
路
が
多
い
地
域
で
は
、
基
盤

整
備

と
と
も
に
、
建

物
の
不
燃
化
、
耐
震
化
を
促
進
し
防
災

機
能
の

強
化

を
推
進

【
神

田
川

】
•
「
水

と
み
ど
り
の

環
」
と
し
て
水
に
親
し
め
る
連
続
し
た
水
と

み
ど
り
の

骨
格

を
形

成

【
放

射
第

6
号

線
沿

道
】

•
「
都

市
活

動
軸

」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
さ
ら
に

魅
力

あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る

【
幹

線
道

路
沿
道
や
既
存
の
商
店
街
】

•
商

業
環

境
や
歩
行
者
空
間
の
充
実
に
よ
り
活
性
化
を
誘
導

【
西

新
宿
六
～
八
丁
目
等
】

•
「
創

造
交
流
の
心
」
と
し
て
都
市
基
盤
の
整
備
や
み
ど
り
・歩

行
者
空
間
の
充
実
を
図
り
、
歩
い
て
楽
し
い
環
境
の
整
備
や
、

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

大
久
保
・
百
人
町
エ
リ
ア
（
詳
細

大
久
保
地
域
）

十
二

社
通
り
・
青

梅
街

道
周

辺
エ
リ
ア

（
詳

細
新

宿
駅

周
辺

地
域

）

新
宿

駅
西
口

エ
リ
ア

（
詳

細
新

宿
駅

周
辺

地
域

）

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の

都
市

の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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●
世

界
最
大
級
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
：
世

界
最

大
級

の
利

用
者
を
受

け
入
れ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
中

心
に
、
東
口
の
百
貨
店

・
大

型
商

業
施

設
、
西

口
の

ビ
ジ
ネ
ス
街
な
ど
性
格

の
異
な
る
市
街
地

が
広
が
る
。

●
賑

わ
い
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の

集
積

：
歌

舞
伎

町
の

繁
華

街
や
新
宿

通
り
の
百

貨
店

・
大

型
商
業
施
設
な
ど
、
買

物
・
娯

楽
・
文

化
芸

術
の

機
能

が
高
密

度
に
集
ま
っ
て
い
る
。
映

画
、
演

劇
、
音
楽
な
ど
大
衆
文

化
・
娯

楽
の

発
展

に
よ
り
、
ま
ち
の

独
自
の

文
化

が
生
み
出
さ
れ
て
き

た
。

●
新

宿
中
央
公
園
周

辺
の

み
ど

り
と
玉

川
上

水
：
新

宿
中
央

公
園
や
西

新
宿

超
高
層
ビ
ル
地
区

の
公
開
空
地
に
は
、
豊

富
な
み
ど
り
が
あ
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の

避
難
場

所
に
も
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
江

戸
時

代
の

玉
川

上
水

か
ら
神

田
川

に
分

水
す
る
助

水
堀

な
ど
の

水
路

跡
地

は
散

歩
道
と
し
て
存
在
し
て
い

る
。

●
新

宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
再

編
：
「
世

界
一

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
の
充

実
・
強
化
」
「
駅
と
ま
ち
、
ま
ち
と
ま
ち
の

回
遊

性
向

上
」
「
国
際
競
争
力
の

強
化
に
資
す
る
機

能
の
導
入
」
に
向
け
、
駅

、
駅

前
広

場
、
駅

ビ
ル
等

を
一

体
的
に
再
編

し
、
東
西

デ
ッ
キ
や
東

西
自

由
通
路
な
ど
多
層

の
歩

行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

、
歩

行
者
優
先

の
駅
前

広
場
へ
の

再
構

成
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動

線
の

整
備

な
ど
を
進

め
て
い

る
。

●
新

宿
駅
東
口
地
区

に
お

け
る
ま
ち
づ

く
り
：
地

区
計

画
等
を
活
用
し
、
多
様
な
規
模
の

建
築
物

の
建
替
え
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
新

宿
ら
し
い

賑
わ
い

の
維

持
発
展

や
安
全
・
安

心
で
快
適

な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
。

●
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
の

歌
舞

伎
町
実

現
：
広

場
や
公
園
等
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
東
急
歌
舞
伎
町

タ
ワ
ー
の

竣
工

な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
歌
舞
伎

町
の
実

現
に
向

け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い

る
。

●
再
開
発
事
業
等
の
推
進
：
西
新
宿
五
丁
目
各
地

区
、
西
新

宿
三
丁

目
西
地

区
な
ど
の
木
造

密

集
地
域
に
お
い
て
、
防

災
性

向
上

に
向

け
て
市

街
地

再
開

発
事
業

な
ど
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

●
歩
行
者
空
間
と
乗
換

動
線

の
不

足
：
駅

前
広

場
は
自

動
車

中
心

の
空

間
構

成
で
歩

行
者

が

滞
留
で
き
る
空
間

が
不

足
し
、
乗

換
経

路
は
複

雑
で
段

差
が

あ
り
、
幹

線
道

路
を
横

断
で
き

る
空
間
も
不
足
し
て
い

る
。

●
災
害
時
の
混
乱
と
繁

華
街

の
防

災
：
多

く
の

来
街

者
が

活
動

す
る
都

心
と
し
て
、
大

規
模

地

震
等
の
災
害
時
の
混

乱
や
帰

宅
困

難
者

の
発

生
が

懸
念

さ
れ
る
。
商

業
ビ
ル
の

火
災

へ
の

備
え
も
課
題
。

●
路
上
荷
さ
ば
き
と
放

置
自

転
車

：
店

舗
等

へ
の

配
達

の
た
め
の

路
上

荷
さ
ば
き
車

両
や
放

置

自
転
車
が
歩
行
者
動

線
を
阻

害
し
、
靖

国
通

り
や
区

役
所

通
り
で
は
渋

滞
も
生

じ
て
い

る
。

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

ま
ち
づ

く
り
の

動
き

地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

地
域

の
課

題

東
西
自
由
通
路

出
典
：
新
宿
区

H
P

思
い
出
横
丁

出
典
：
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

西
新
宿
一

丁
目

商
店

街
地

区

出
典
：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

新
宿
中
央

公
園

出
典
：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

新
宿

駅
東

口
駅

前

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

西
新

宿
超

高
層

ビ
ル

地
区

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

出
典

：
ま
ち
づ

く
り
戦

略
プ
ラ
ン

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：

国
際
競
争
力
の
強
化
／
地
域
の
回
遊
性
向
上
／
防
災
性
の
向
上
／
新
宿
中
央

公
園
の
み

ど
り

／
大

衆
文
化
・

歴
史

東
西

自
由

通
路

出
典

：
新

宿
区

H
P

思
い

出
横

丁

出
典

：
景

観
形

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

西
新
宿
一
丁
目
商
店
街
地
区

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

新
宿
中
央
公
園

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

新
宿
駅
東
口
駅
前

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

西
新
宿
超
高
層
ビ
ル
地
区
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

出
典
：
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン
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地
域
の
将
来
像
：

人
を

魅
せ
る
活

力
と
文

化
の

薫
り
あ
ふ
れ
る
環
（
わ
）の

ま
ち

方
針

（骨
子

）

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
1）

国
際
交
流
に
よ
る
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち

●
世
界
最
大
級
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
新
宿
駅
を
核
に
、
国
際
水

準
の

都
市

機
能

や
人
・文

化
・情

報
・技

術
の
集

積
を
図
る
と
と
も
に
、
新
宿
駅
直
近
、
新
宿
西
口
、
新
宿
駅
東
口
な
ど

の
各

エ
リ
ア
の
特
性

を
活
か
し
た
都
市
機
能
の
更
新
や
都
市
空
間
の
再
編
を
進
め
、
多
様

な
交
流
・連

携
・挑

戦
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
国
際
的
な
拠
点
を
形
成

ま
た
、
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
介
し
て
東
西
の

ま
ち
と
み
ど
り
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
中

心
の

東
西
骨
格
軸
を
整
備
し
、
歩
行
者
の
回
遊
性
と
利
便
性
を
向
上
（「
創
造
交
流
の
心
」新

宿
駅

周
辺
地
区
）

●
新

た
な
価
値
を
新
宿

駅
直
近
地
区
か
ら
西
新
宿
、
十
二
社
通
り
・青

梅
街
道
周
辺
、
東
口
、

歌
舞
伎
町
の
各
エ
リ
ア
に
展
開
し
、
各
エ
リ
ア
の
特
性
を
生
か
し
た
機
能

更
新

や
都
市

空
間

の
再

編
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
と
し
て
質
の
高
い
国
際
交
流
拠
点
を
形
成
。

（「
創
造
交
流
の
心
」新

宿
駅
周
辺
地
区
）

●
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
介
し
て
東
西
の
ま
ち
と
み
ど
り
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
中
心
の
空
間
と

し
て
の
東
西
骨
格
軸
を
整
備
し
、
歩
行
者
の
回
遊
性
と
利
便
性
を
高
め
る
。
（「
創
造
交
流
の

心
」新

宿
駅
周
辺
地
区
）

●
観

光
機
能
を
充
実
し
国
際
観
光
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
向
上

●
国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
の
顔
づ
く
り
を
推
進

●
誰

も
が
わ
か
り
や
す
い
案
内
・サ

イ
ン
を
整
備
し
移
動

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

●
都

市
開
発
諸
制
度
等

に
よ
り
国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

●
誰

も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
国
際
的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
拠
点
を
形
成
（歌

舞
伎
町
等
）

●
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
宿
泊
機
能
の
誘
導

●
地

域
・事

業
者
・行

政
等
の
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、
公
共
空
間
等
を

活
用
し
た
多
様
な
活
動
や
交
流
を
創
出
し
、
新
宿
駅
周
辺
の

魅
力

・価
値
を
持
続

的
に
向
上

●
魅

力
を
維
持
し
つ
つ
再
構
築
を
図
り
国
際
的
な
商
業

拠
点
と
し
て
賑
わ
い
を
創
出
（新

宿
駅

東
口

地
区
）

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順

（
2）

暮
ら

し
と

賑
わ

い
が

調
和

す
る

ま
ち

●
定

住
人
口
を
確
保
し
住
機
能
と
業
務
商
業
機
能
が
調
和
し
た
複
合
市
街
地
を
誘
導

(都
心
居

住
推
進
地
区

)

●
業
務
商
業
の
集
積
と
都
心
居
住
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
し
、
開
発
時
に
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
確
保

●
住
宅
密
集
地
域
で
快
適
な
住
環
境
の
形
成
と
都
心
居
住
を
推
進

（
3）

誰
も
が
安
全

で
歩
き
や
す
い
ま
ち

●
東
西
デ
ッ
キ
の
新

設
や
駅
周
辺
の
再
整
備
に
よ
り
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
充
実
と
回
遊
性
を

向
上

●
駅
前
空
間
を
充
実
さ
せ
歩
行
者
広
場
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
回
遊
動
線
を
整
備

●
地
下
通
路
や
デ
ッ
キ
等
の
整
備
を
促
進
し
回
遊
性
を
向
上

●
駐
車
場
の
出
入
口
を
移
設
し
、
駅
前
広
場
に
流
入
す
る
車
両
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者

中
心
の
駅
周
辺
環
境
を
整
備

●
共
同
配
送
や
共
同
駐
車
場
の
整
備
を
検
討
し
環
境
負
荷
と
歩
行
環
境
を
改
善

●
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
ル
ー
ル
に
基
づ
く
駐
車
場
の
設
置
を
誘
導

●
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
活
用
し
、
駅
と
ま
ち
、
ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
回
遊
性
の
高
い
移
動

環
境
を
形
成
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魅
せ
る
活
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化
の
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環
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わ
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ま
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1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

（
5）

水
と
み
ど
り
を
身
近
に
親
し
む
ま
ち

●
新
宿
中
央
公
園
と
そ
の
周
辺
を
「七

つ
の
都
市
の
森
」と

し
て
保
全
・
充
実
・
活
用
（新

宿

中
央
公
園
周
辺
）

●
「水

と
み
ど
り
の
環
」
と
し
て
区
外
周
を
囲
む
連
続
し
た
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成
（
神
田

川
）

●
区
外
周
を
囲
む
連
続
し
た
み
ど
り
の
骨
格
を
形
成
（
神
田
川
、
山
手
通
り
、
甲
州
街
道
等
）

●
「風

の
み
ち
（み

ど
り
の
回
廊
）
」と

し
て
街
路
樹
や
沿
道
の
緑
化
を
進
め
、
東
口
・西

口
を

つ
な
ぐ
み
ど
り
を
創
出
（
新
宿
通
り
・
4
号
街
路
）

●
多
彩
な
み
ど
り
の
創
出
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
よ
り
都
心
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
の
魅
力

を
向
上
（新

宿
中
央
公
園
）

●
建
物
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
寺
社
な
ど
の
公
園
的
な
空
間
の
活
用
、
低
中
層
建
物
の

屋
上
等
を
活
か
し
み
ど
り
を
連
続
さ
せ
魅
力
的
な
景
観
を
誘
導

（
6）

歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち

●
玉
川
上
水
を
偲
ぶ
流
れ
の
活
用
や
通
り
名
称
等
に
旧
町
名
、
地
名
の
活
用
を
検
討
し
、
歴

史
・文

化
資
源
を
継
承

●
「歌

舞
伎
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
推
進
し
、
防
犯
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
し
た
取
組
や

大
久
保
公
園
の
活
用
な
ど
に
よ
り
新
宿
が
誇
る
大
衆
文
化
の
発
信
地
と
し
て
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
を
向
上
（歌

舞
伎
町
一
・二

丁
目
）

方
針

（骨
子

）

①
土
地
利
用
系
、
②
交
通
系
、
③
防
災
系
、
④
み
ど
り
系
、
⑤
歴
史
文
化
系
の

順

（
4）

災
害
に
強
く

持
続
可
能
で
安

全
・

安
心

に
過

ご
せ

る
ま

ち

●
幹

線
道
路
沿
道
の
不
燃
化
を
促
進
し
周
辺
住
宅
地
の
安
全
性
を
向
上
（青

梅
街
道
、
山
手

通
り
、
甲
州
街
道
沿
道
）

●
帰

宅
困
難
者
の
一
時
滞
在
施
設
の
整
備
を
促
進

●
避

難
誘
導
の
案
内
板
を
整
備
し
昼
間
区
民
の
避
難
誘
導
体
制
を
強
化

●
避

難
道
路
沿
道
や
周
辺
一
帯
の
不
燃
化
に
よ
り
防
災
機
能
を
強
化
（新

宿
中
央
公
園
周
辺
・

西
新

宿
地
区
）

●
歩

道
の
拡
充
や
地
下

通
路
の
整
備
に
よ
り
避
難
場
所
へ
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る

●
ま
ち
づ
く
り
制
度
を
活
用
し
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（西

新
宿
五
丁
目
等
）

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

的
利
用
や
環
境
技
術
の
導
入
を
誘
導
し
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
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1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

【
新

宿
中
央

公
園

周
辺

】
•
新

宿
中

央
公

園
と
そ
の

周
辺
を
「七

つ
の
都
市

の
森

」と
し
て
保
全
・
充
実
・活

用
•
避

難
道

路
沿

道
や
周

辺
一

帯
の
不
燃

化
に
よ
り
防

災
機

能
を
強

化

【
甲

州
街
道

・
山

手
通
り
】

•
区

外
周
を
囲

む
連

続
し
た
み
ど
り
の

骨
格

を
形

成
•
幹

線
道
路

沿
道

の
不

燃
化

を
促
進
し

周
辺

住
宅

地
の

安
全

性
を
向
上

【
西

新
宿
五

丁
目

等
】

•
ま
ち
づ
く
り
制

度
を
活

用
し
災
害
に
強

い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進

【
新
宿
駅
】

•
東
西
デ
ッ
キ
や
駅
周
辺
の
再
整
備
に
よ
り

歩
行
者
空
間
と
回
遊
性
を
向
上

【
新

宿
通

り
・
４
号

街
路

】
•
「
風

の
み
ち
（
み
ど
り
の
回

廊
）」
と
し
て
街

路
樹

や
沿

道
の

緑
化

を
進

め
、
東
口

・西
口

を
つ
な
ぐ
み
ど
り
を
創
出

•
玉

川
上

水
を
偲

ぶ
流

れ
の

活
用

や
通

り
名

称
等

に
旧

町
名

、
地

名
の
活

用
を

検
討

し
、
歴

史
・
文
化

資
源
を
継

承

ま
ち
づ

く
り

推
進

エ
リ
ア

創
造

交
流

の
心

賑
わ
い

交
流

の
心

生
活

交
流

の
心

【
歌
舞
伎
町
】

•
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
国
際
的

な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
拠
点
を
形
成

•
「
歌

舞
伎

町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
推
進

し
、
防
犯
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携

し
た
取
組
や
大
久
保
公
園
の
活
用
な

ど
に
よ
り
新
宿
が
誇
る
大
衆
文
化
の

発
信
地
と
し
て
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を

向
上

【
新
宿
駅
東
口
地
区
】

•
魅
力

を
維
持

し
つ
つ
再
構
築

を
図
り
国
際

的
な
商
業

拠
点

と
し
て
賑
わ
い
を
創
出

【
西

新
宿

地
区

】
•
避

難
道
路

沿
道

や
周

辺
一

帯
の
不
燃

化
に
よ
り
防

災
機

能
を
強

化

【
新

宿
中

央
公

園
】

•
多

彩
な
み
ど
り
の

創
出

や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化

等
に
よ
り
都

心
の

オ
ア
シ
ス
と

し
て
の

魅
力

を
向

上

【
神

田
川
】

•
「
水

と
み
ど
り
の

環
」
と
し
て
区
外
周
を

囲
む
連
続

し
た
み
ど
り
の

骨
格
を
形
成

【
青
梅

街
道

】
•
幹

線
道

路
沿

道
の

不
燃

化
を
促

進
し

周
辺

住
宅

地
の

安
全

性
を
向
上

十
二

社
通

り
・
青

梅
街

道
周

辺
エ
リ
ア

新
宿

駅
西

口
エ
リ
ア

新
宿
駅
直
近
エ
リ
ア

新
宿
駅
東
口
エ
リ
ア

歌
舞
伎
町
エ
リ
ア

賑
わ
い

交
流

軸

七
つ
の

都
市

の
森

風
の

み
ち

(み
ど
り
の

回
廊

）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
新
宿
駅
直
近
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性
：
多
様
な
目

的
で
集
ま
る
人
や
多
様
な
都
市
機
能
を
持
つ
ま
ち
が
交
流
し
、
世
界
に
広
が
る
創
造
交
流
拠
点

①
多

様
な
都
市
機
能
の
集
積
に
よ
る
国
際
交
流
拠
点
の

形
成

新
宿
の
魅
力
を
発
信
す
る
交
流
・
商
業
・
業
務
・
観

光
機

能
の

強
化

・
新
宿
の
魅
力
の
発
信
と
と
も
に
、
観
光
・
滞
在

支
援

機
能

や
商

業
・
賑

わ
い

機
能

等
を
充

実
・
強

化

・
新

た
な
産
業
創
発
や
交
流
を
促
す
業
務
機

能
等

を
誘

導

新
宿
駅
の
顔
づ
く
り

・
次

世
代
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
の
顔
と
な
る
空

間
を
東

西
南

北
に
誘

導

・
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
駅
ビ
ル
の
更
新
な
ど
国

際
交

流
拠

点
を
形

成
（
新

宿
駅

）

②
誰

も
が
わ
か
り
や
す
い
人
中
心
の
都
市
空
間

東
西
南
北
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

・
東

西
デ
ッ
キ
新
設
と
東
西
自
由
通
路
に
よ
る
東

西
の

軸
を
形

成
（
新

宿
駅

）

・
駅
と
ま
ち
、
ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
多
層
の
歩

行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成

・
道
路
空
間
の
歩
行
者
優
先
化

（
３
号
街
路
、
４
号

街
路

、
６
号

街
路

、
７
号

街
路

、
１
２
号

街
路

、
新

宿
駅

付
近

街
路

第
1
0
号
線

、
新

宿
通

り
、
新
宿

中
央

通
り
）

多
様
な
来
街
者
に
配
慮
し
た
空
間
の
形
成

・
駅

前
広
場
の
歩
行
者
優
先
化
や
車
両
流
入

の
抑

制
を
進

め
、
次

世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
対

応
し
た
交

通
環

境
を
形

成
（
新
宿
駅
駅
前
広
場
）

・
再

編
す
る
広
場
と
鉄
道
・
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
間
の

乗
り
換

え
動

線
の

確
保

な
ど
歩

行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充

実

・
線

路
上
空
の
広
場
空
間
と
駅
前
広
場
に
面

す
る
建

物
内

の
公

共
的

空
間

を
誘

導
（
新

宿
駅

・
駅

前
広

場
周

辺
）

・
縦
動
線

や
乗
換
動
線
の
充
実
と
駐
車
場
・駐

輪
場
の
再
編

・
わ
か
り
や
す
い
空
間
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

、
多

言
語

対
応

に
よ
る
、
誰

も
が

利
用

し
や
す
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
を
促

進
（
新
宿
駅
）

連
続
し
た
ま
ち
な
み
の
形
成

・
低

層
部
を
中
心
に
賑
わ
い
あ
る
空
間
を
つ
く
り
、
魅

力
あ
る
景

観
を
形

成
（
駅

前
広

場
及

び
周

辺
ビ
ル
）

・
ま
ち
な
み
の
連
続
性
に
配
慮
し
魅
力
向
上
に
資

す
る
屋

外
広

告
物

を
誘

導

③
賑

わ
い
と
魅
力
あ
る
都
市
環
境
の
形
成

防
災
対
策
の
充
実

・
一

時
滞
在
施
設
の
整
備
や
公
民
連
携
に
よ
る
帰

宅
困

難
者

対
策

を
推

進

環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
の
形
成

・
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
高
効

率
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
設

備
の

導
入

を
促

進

潤
い
あ
ふ
れ
る
快
適
な
都
市
環
境
の
形
成

・
重

層
的
な
緑
化
に
よ
る
み
ど
り
の
軸
と
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
創

出
（
新

宿
中

央
公

園
〜

新
宿

御
苑

）

・
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
喫
煙
所
の
整
備
等
を
推

進
（
新

宿
駅

）
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方
針

図

ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

①
新
宿
駅
直
近
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

・
次
世
代
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
の
顔

と
な
る
空
間

を
誘
導

・
東
西
デ
ッ
キ
新
設
と
東
西
自
由
通
路
に
よ
る
東
西

の
軸
を
形

成

・
線
路
上
空
の
広
場
空
間
と
駅
前
広
場
に
面

す
る
建

物
内

の
公
共

的
空
間

を
誘
導

・
わ
か
り
や
す
い
空
間
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

、
多
言

語
対
応

に
よ
る
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
促

進

・
低
層
部
を
中
心
に
賑
わ
い
あ
る
空
間
を
つ
く
り
、
魅
力

あ
る
景

観
を
形

成
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

②
新
宿
駅
東
口
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性
：
日
本
を
代
表
す
る
賑
わ
い
と
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
歩

い
て
楽

し
い

活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
整
備

車
両

流
入

の
段

階
的

な
抑

制
・
通
過
交
通
の
抑
制
を
進
め
、
ア
ク
セ
ス
交
通
の

段
階

的
な
抑

制
を
検

討
・
東
口

駅
前
広
場
の
再
編

や
新
宿
駅
付
近
街
路
第

1
0
号

線
の

整
備
等

に
合

わ
せ
交

通
動

線
の

段
階

的
な
整

理
を
検

討
大
規
模
な
開
発
と
連
携
し
た
交
通
施
設
整
備

・
駅
前
広
場
の
再
整
備
、
靖
国
通
り
地
下
通
路

の
延

伸
、
新

宿
三

丁
目

駅
周

辺
に
お
け
る
わ
か
り
や
す
い

出
入

口
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
の

確
保

等
を
誘
導

・
隔
地
・
集
約
駐
車
場
、
集
約
駐
輪
場
、
路
外
共
同

荷
さ
ば
き
場

等
の

整
備

を
誘

導
歩

い
て
楽

し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
回
遊
性
を
向
上
す
る
地
下
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充

を
検

討
・
車
両
流
入
を
段
階
的
に
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
道

路
空

間
を
歩

行
者

優
先

へ
再

編
（
新

宿
通

り
、
新

宿
中

央
通

り
）

・
地
上
と
地
下

及
び
地
下
間

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
結

ぶ
歩

行
者

動
線

を
充

実
・
路
上
駐
車
対
策
と
駐
車
場
の
地
域
ル
ー
ル
運

用
に
よ
る
車

両
流

入
の

抑
制

・
通
り
に
面
し
た
賑
わ
い
機
能
と
回
遊
性
を
向
上

さ
せ
る
空

間
づ

く
り
を
誘

導
・
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
形
成

・
歩
行
を
補
完
す
る
自
動
運
転
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
宅
配
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
を
進
め
、
こ
れ
ら
が
低
速
で
共

存
す
る
歩

車
共

存
型

の
次

世
代

道
路

空
間

を
形

成

②
賑

わ
い
と
交
流
を
生
み
出
す
都
市
空
間
の
形
成

新
た

な
商

業
や
文

化
を

体
験

し
共
感

で
き

る
ま
ち
づ

く
り
の

推
進

・
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
業
・
娯
楽
・
芸
能

・
芸

術
・
業

務
等

の
機

能
を
誘

導
・
通
り
に
面
し
た
多
様
な
賑
わ
い
空
間
の
創
出

を
誘

導
・
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
補
完
や
縦
動
線
、
滞

留
空

間
等

を
充

実
・
新
た
な
文
化
施
設
の
立
地
を
誘
導
し
文
化
活

動
の

拠
点

を
創

出
（
新

宿
文

化
セ
ン
タ
ー
等

）
み
ど

り
と
潤

い
の
創

出
・
活
気
あ
る
空
間
を
形
成
し
、
個
性
的
で
魅
力
的

な
景

観
を
形

成
・
屋
上
・
壁
面
緑
化
な
ど
に
よ
る
み
ど
り
の

軸
を
創

出
（
新

宿
御

苑
〜

新
宿

中
央

公
園

）
・
多
言
語
対
応
の
案
内
サ
イ
ン
や

IC
T
等
を
活
用
し
た
案
内
誘
導
の
整
備
を
促
進

・
街
路
樹
の
整
備
や
沿
道
建
物
の
緑
化
に
よ
る
み
ど
り
豊

か
な
都

市
空

間
を
形

成
（
御

苑
大

通
り
）

③
誰

も
が
安
心
し
て
滞
在
で
き
る
ま
ち
の
創
造

安
心

し
て
滞

在
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

・
客
引
き
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ビ
ル
火
災
予
防
の

査
察

等
を
推

進
・
地
域
と
行
政
が
連
携
し
て
置
き
看
板
等
対
策

を
推

進
・
災
害
時
の
滞
留
者
の
避
難
誘
導
の
た
め
情
報

発
信

体
制

を
構

築
・
一
時
滞
在
施
設
の
整
備
や
公
民
連
携
に
よ
る
帰

宅
困

難
者

対
策

を
推

進
・
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
創
出
（
東
京
医

大
通

り
沿

道
）

エ
リ
ア
の
魅

力
の

発
信

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
と
情
報
発

信
を
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
と
と
も
に
推
進
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

②
新
宿
駅
東
口
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

・
新
た
な
文
化
施
設
の
立
地
を
誘

導
し
文

化
活

動
の

拠
点

を
創

出

【
東

京
医

大
通

り
沿

道
】

・
安

全
で
快

適
な
歩

行
者

空
間

を
創

出

【
御

苑
大

通
り
】

・
街

路
樹

の
整

備
や
沿

道
建

物
の
緑

化
に
よ
る
み
ど
り
豊

か
な
都

市
空

間
を

形
成

・
地
下
通
路

の
延

伸

・
わ
か
り
や
す
い

出
入

口
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
経

路
の

確
保

を
誘

導
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

③
新
宿
駅
西
口
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性
：
新
た
な
魅
力
の
創
出
と
洗
練
さ
れ
た
都
市
空
間
の
充
実

①
賑

わ
い
の
創
造
と
回
遊
性
の
向
上

超
高
層
ビ
ル
地
区
の
再
生

・
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
競
争
力
を
強
化
し
、
多
様
な
都

市
機

能
を
導

入

・
賑

わ
い
歩
き
や
す
く
居
心
地
の
良
い
空
間

形
成

に
向

け
た
建

物
低

層
部

・
公

開
空

地
・
道

路
・
公

園
の

一
体

的
な
活

用
や
再

編
を
検
討
（
４
号
街
路

周
辺

）

・
屋

外
広
告
物
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
賑

わ
い

を
創

出

増
加
す
る
来
街
者
等
を
考
慮
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充

・
道

路
・
公
園
・
街
区
が
一
体
と
な
っ
た
歩
行

者
空

間
を
形

成

・
地

上
と
地
下
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

・
新

宿
駅
西
口
駅
前
広
場
か
ら
新
宿
中
央
公

園
を
つ
な
ぐ
自

動
運

転
車

等
や
公

共
交

通
を
補

完
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

を
進
め
、
地
区
内
の

回
遊
性
を
向
上

西
新
宿
一
丁
目
商
店
街
地
区
に
お
け
る
「
誰
も
が

訪
れ

や
す
く
、
賑

や
か

で
魅

力
的

な
通

り
が

集
ま
る
ま
ち
」
の

実
現

・
多

様
な
用
途
の
集
積
と
歩
行
者
優
先
に
合

わ
せ
た
交

通
環

境
の

形
成

等
を
誘

導

・
賑

わ
い

あ
る
ま
ち
な
み
と
快
適
な
歩
行
者
空

間
を
創

出

・
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
屋
外
広
告
物

等
を
誘

導

・
置
き
看

板
等
対
策
の
推
進

②
快

適
で
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
空
間
の
形
成

地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
効

率
化

・
地

域
冷
暖
房
の
活
用
や
自
立
分
散
型
電
源

の
普

及
な
ど
エ
ネ
ル
ギ

ー
利

用
を
効

率
化

多
彩
な

み
ど
り
と
潤
い
あ
る
空
間
の
形
成

・
多
彩
な
み
ど
り
の
創
出
や
公
民
連
携

に
よ
り
公

園
の

魅
力

を
高

め
、
公

開
空

地
等

の
再

整
備

に
あ
た
っ
て
は
公

園
と
の

つ
な
が
り
に
配
慮

し
た
空
間
づ

く
り
を
誘
導
（
新
宿
中
央

公
園
）

・
街

路
樹
の
整
備
や
沿
道
建
物
の
緑
化
に
よ
る
み
ど
り
の

軸
を
創

出
（
新

宿
中

央
公

園
〜

新
宿

御
苑

）

多
様
な
来
街
者
に
配
慮
し
た
空
間
の
形
成

・
公

開
空
地
等
の
再
整
備
に
あ
わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動

線
を
確

保

・
目
的
地

等
が
わ
か
り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
都
市
空
間
を
形
成

・
先

端
技
術
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

③
災

害
に
強

く
地

域
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創

造

防
災
対
策
の
充
実

・
一

時
滞
在
施
設
の
整
備
や
公
民
連
携
に
よ
る
帰

宅
困

難
者

対
策

を
推

進

公
共
空
間
等
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
公

共
空
間
・
公
開
空
地
・
民
間
施
設
等
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
開

催
に
よ
る
利

活
用

・
商

店
街
や
観
光
資
源
の
情
報
を
各
団
体
と
連

携
し
て
発

信

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
芸
術
・
文
化
の
創
出

・
地
域
の

文
化
施
設
を
活
用
し
、
芸
術
・
文
化
の
発
信
拠
点
を
創
出
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

③
新
宿
駅
西
口
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

方
針

図

・
道
路
・
公
園
・
街
区
が
一
体
と

な
っ
た
歩
行
者
空
間
を
形
成

・
み
ど
り
の
創

出
や
公
民

連
携
で
公
園
の

魅
力

を
高
め
、
公
園
と
の
つ
な
が
り
に
配
慮
し
た
空

間
を
誘
導

・
街
路

樹
の

整
備

や
沿
道
建
物

の
緑
化

に
よ
る

み
ど
り
の
軸
を
創
出

・
地

域
の
文
化
施
設
を

活
用
し
、
芸
術
・
文
化

の
発
信
拠
点
を
創
出

【
西

新
宿

一
丁

目
商

店
街
地

区
】

・
多

様
な
用

途
の

集
積

と
歩

行
者

優
先
に
合

わ
せ
た
交
通

環
境

等
の

形
成

を
誘

導

・
賑

わ
い

あ
る
ま
ち
な
み
と
快

適
な
歩

行
者
空

間
を
創

出

・
ま
ち
の

魅
力

向
上

に
資

す
る
屋

外
広

告
物
等

を
誘
導

・
置

き
看

板
等

対
策

の
推
進
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

④
十
二
社
通
り
・
青
梅
街
道
周
辺
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性
：
災
害
に
強
く
利
便
性
の
高

い
都
心
居
住
整
備
の
推
進

方
針

図

【
西

新
宿

五
丁

目
北
地
区
】

・
親

水
空

間
の

整
備

を
推
進

【
西
新
宿
七
丁
目
・
西
新
宿
八
丁
目
地
区

】

・
エ
リ
ア
間
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
回
遊
性
を
向
上

・
歩
行
者
が
快
適
に
通
行

で
き
る
空
間
を
形
成

【
西
新
宿
五
丁
目
地
区
】

・
複
数
の
市
街
地
再
開
発
事
業
が
連
携
し
新
宿

中
央
公
園
と
つ
な
が
る
み
ど
り
と
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
一
体
的
に
形
成

・
周
辺
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
た
景
観
を
形
成

・
木

造
住

宅
密

集
地

域
に
お
け
る
共

同
建

替
え
・
不

燃
化

建
替
え
の
誘

導
、
ま
ち
づ

く
り
手
法
の
検
討
に

よ
る
ま
ち
の

不
燃
化
を
推
進

【
西
新
宿
三
丁
目
西
地
区
】

・
水
道
道
路
の
拡
幅
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
動
線
の
充
実
を
促
進

①
利
便
性
の
高
い
都
心
居
住
の
推
進

新
た
な
生
活
空
間
の
確
保

・
質

の
高
い
住
環
境
と
み
ど
り
豊
か
な
憩
い
の
空
間

等
を
整

備

・
魅

力
あ
る
商
業
・
業
務
や
生
活
支
援
機
能
の
導
入

を
誘

導

・
土

地
の
高
度
利
用
に
よ
る
空
地
の
創
出
と
交
流
の
場

の
整

備

地
域
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

・
水

道
道
路
の
拡
幅
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
の
充
実
を
促

進
（
初
台
駅
～
西
新
宿
三
丁
目
西
地
区
）

・
歩

行
者
が
快
適
に
通
行
で
き
る
空
間
を
形
成
（
青

梅
街

道
沿

い
な
ど
）

・
エ
リ
ア
間

(新
宿
駅
西
口
、
新
宿
駅
直
近
、
大
久
保

・
百

人
町

エ
リ
ア
）
の

つ
な
が

り
を
形

成
し

回
遊
性
を
向
上
（
西
新
宿
七
丁
目
・
八
丁
目
地
区
）

②
潤

い
あ
ふ
れ
る
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
空
間
の
形
成

潤
い
と
憩
い
の
空
間
整
備

・
西
新
宿
五
丁
目
北
地
区
の
神
田
川
沿
い

に
お
い
て
親

水
空

間
の

整
備

を
推

進

・
複

数
の
市
街
地
再
開
発
事
業
が
連
携
し
新
宿
中
央

公
園

と
つ
な
が

る
み
ど
り
と
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
一
体
的
に
形
成
（
西
新
宿
五
丁
目
）

環
境
に
配

慮
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
推
進

・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
を
誘
導

一
体
的
な
景
観
形
成

・
周

辺
と
の

連
続
性
に
配
慮
し
た
景
観
を
形
成
（
西
新

宿
五

丁
目

）

③
地

域
の
安
心
や
魅

力
の
形
成

災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
市

街
地
再
開
発
事
業
等
で
周
辺
を
含
め
た
防
災
性
の

向
上

を
推

進

・
木

造
住
宅
密
集
地

域
に
お
け
る
共
同

建
替

え
・
不

燃
化

建
替

え
等

の
誘

導
、

ま
ち
づ

く
り
手
法
の
検
討

に
よ
る
ま
ち
の
不
燃
化
を
推

進

・
災

害
時
の
地
域
の
防
災
拠
点
を
形
成

・
避

難
経
路
と
な
る
細
街
路
の
拡
幅
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
手

法
に
よ
る
歩

行
者

空
間

の
確

保

地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
の
推
進

・
市

街
地
再
開
発
事
業
等
で
創
出
さ
れ
た
広
場
等
を
活

用
し
た
地

域
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

等
を
促

進
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ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ
ア

⑤
歌
舞
伎
町
エ
リ
ア

1
0

新
宿
駅
周
辺
地
域

第
３
章

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

重
点

的
な

取
組

取
組
の
方
向
性

：

世
界
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
歌
舞

伎
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

方
針

図

【
シ
ネ
シ
テ
ィ
広

場
周
辺

】

・
広

場
の

活
用

に
よ
り
賑
わ
い
を
創
出
し
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
を
形
成

・
西
武
新
宿
駅
と
シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場
を
つ

な
ぎ

、
歩

行
者

の
回

遊
性

向
上

と
賑

わ
い
の
創
出
を
推
進

【
新
宿
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
地
区

】

・
ま
ち
の
風
情
の
保
全
と
防
災
性
の
向
上

【
歌

舞
伎

町
一

丁
目
一
番
街
地
区
】

・
ま
ち
の

魅
力

を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
実
施

【
歌
舞
伎
町
一
丁
目
平
和
会
地
区
】

・
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
実
施

①
誰
も
が
楽
し
め
る
賑
わ
い
拠
点
の
形
成

賑
わ
い
拠
点
の
形
成

・
広
場
の
活
用

に
よ
り
賑
わ
い
を
創
出
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
を
形

成

（
シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場
）

・
賑
わ
い

の
連
続
性
確
保
等
の
た
め
建
物
低
層
部
に
商

業
施

設
等

の
用

途
を
誘

導

・
ま
ち
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
実
施
（
歌
舞
伎
町

一
丁

目
一

番
街

・
平

和
会

地
区

）

道
路
・
交
通
対
策
の
推
進

・
観
光
バ
ス
等

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
誘
導

・
荷
さ
ば
き
施
設
の
集
約
化
な
ど
荷
さ
ば
き
対
策
を
促

進

・
西
武
新
宿
駅
と
シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場
を
つ
な
ぎ

歩
行
者
の
回
遊
性
向
上
と
賑
わ
い
の
創
出
を
推
進

②
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
空
間
の
形
成

新
た
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
の
景
観
形
成

・
屋
外
広
告
物
や
照
明
を
活
用
し
た
歌
舞
伎
町
独
自

の
景

観
を
形

成

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

・
地
域
冷
暖
房
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
拡
充
を
誘

導

潤
い
あ
る
都
市
空
間
の
創
出

・
地
域
や
場
所
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
み
ど
り
を
創

出

③
安
全
安

心
で
き
れ
い
な
ま
ち
の
創
造

地
域
の
防
災
性
の
向
上

・
ま
ち
の

風
情

を
守
り
な
が
ら
防
災
性

を
向
上

(新
宿

ゴ
ー
ル
デ
ン
街

地
区

)

・
地
元
商
店
街
や
民
間
企
業
と
連
携
し
た
帰
宅
困
難

者
対

策
の

推
進

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

・
客
引
き
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ビ
ル
火
災
予
防
の
査
察
等

を
推

進

・
地
域
と
行

政
が
連
携
し
置
き
看
板
や
放
置
自
転
車
対

策
等

を
推

進

き
れ
い
な
歌
舞
伎
町
の
推
進

・
美
化
活
動
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
徹
底
、
道
路
清
掃
等
を
推
進

西
新
宿
の
街
路
名
と
東
口
の
新
宿
駅
付
近
街
路
1
0
号
街
路
を
追
加
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て

の
骨
子
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多
様

な
主

体
が
協
働
し
、
都
市
空
間
を
「
つ
く
り
、
使
い
、
育

て
る
」ま

ち
づ

く
り
へ

区
民
、
町

会
・自

治
会
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
（エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
、
N

P
O
な
ど
）、

事
業
者
、
行
政
、
大
学
・研

究
機

関
な
ど
、
多

様
な
主

体
が

協
働
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役

割
や
強

み
を
活

か
し
な
が

ら
、
都
市
空
間
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

使
い

方
や
運

営
、
改

善
ま
で
を
と
も
に
考

え
、
実
践
す
る
「
つ
く
り
、
使
い
、
育
て
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
は
区
の
境
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
東

京
都

や
隣
接

す
る
周

辺
区

と
情

報
共
有

や
計
画
・
事
業
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
広
域
的
な
視
点
に
立
っ

て
連
携

し
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

参
考
：現

行
ま
ち
づ
く
り
戦

略
プ
ラ
ン
よ
り

第
４
章

１
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
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第
４
章

２
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
方
策

こ
れ
ま
で

整
え
て
き

た
制

度
や
ル
ー
ル

を
着

実
に
運

用
し
、
ま
ち
の
魅

力
や
安

全
性

を
高

め
る
ま
ち
づ

く
り
へ

こ
れ
ま
で
新

宿
区

で
は
、
地
区
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
策
定
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
・景

観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り
条
例

、
大

規
模

マ
ン

シ
ョ
ン
等

条
例

な
ど
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
支

え
る
制

度
や
ル
ー
ル
の

整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
制
度
や
ル
ー
ル
を
着

実
に
運

用
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の

状
況

や
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
・
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
良

好
な
市

街
地
環
境
の
形
成
を
進
め
ま
す
。

新
宿
駅

周
辺

の
大

規
模
な
都
市
更
新
を
は
じ
め
、
駅
周

辺
の
拠

点
形
成

、
都

市
計

画
道
路

の
整
備

に
伴
う
沿
道

市
街
地
の
変
化
、
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
改
善
な
ど
、
今
後
も
様
々

な
場

所
で
市

街
地

の
更
新
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地

域
で
は
、
地
区

計
画
、
都

市
開

発
諸

制
度
、
市

街
地

再
開

発
事
業
等
を
特
性
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
、
既
存
市
街
地
と
の

調
和
を
図

り
な
が

ら
、
都
市
機
能
の
更
新
や
公
共
空
間

の
充

実
、
防
災

性
の
向

上
等
を
進

め
ま
す
。

例

市
街
地
の
特
性

ま
ち
づ
く
り
の
方
向

ま
ち
づ
く
り

制
度
・手

法
の
例

鉄
道
駅
周
辺
な
ど
の
「心

」
都
市
機
能
の
集
積
と
歩
行
者
中
心
の
空
間
づ
く
り
を
進

め
、
周
辺
市
街
地
へ
賑
わ
い
や
交
流
を
広
げ
ま
す
。

地
区
計
画
／
都
市
開
発
諸
制
度
／
市
街
地
再
開
発
事
業
／

土
地
区
画
整
理
事
業
／
駐
車
場
地
域
ル
ー
ル

 等

幹
線
道
路
沿
道

道
路
と
沿
道
が
一
体
と
な
っ
た
土
地
利
用
を
誘
導
し
、

賑
わ
い
・歩

行
環
境
・防

災
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

用
途
地
域
・地

区
計
画
の
見
直
し
／
防
火
地
域
・新

た
な
防

火
規
制
区
域
／
道
路
・歩

行
空
間
整
備

 等

木
造
住
宅
密
集
市
街
地

建
替
え
や
道
路
・避

難
空
間
の
確
保
を
着
実
に
進
め
、
地

域
の
住
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
安
全
で
災
害
に
強
い
市

街
地
へ
更
新
し
ま
す
。

地
区
計
画
／
防
火
規
制
／

道
路
・歩

行
空
間
整
備

 等

歴
史
・文

化
を
有
す
る
市
街
地

地
域
固
有
の
路
地
や
ま
ち
な
み
、
歴
史
・文

化
資
源
を
活

か
し
な
が
ら
、
地
域
の
個
性
を
継
承
す
る
建
物
更
新
や

空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
区
計
画
／
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
／
屋
外
広
告
物
の
地

域
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

（
１
）
市
街
地
の
更
新
に
応
じ
た
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
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②
空

間
を

使
う

①
使

う
人
と
と
も
に
つ
く
る

③
地
域

で
育

て
る

第
４
章

２
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
方
策 空
間
の
活
用
・
運
営
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ

こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ

く
り
に
よ
り
、
道
路
、
公
園
、
駅
前
広
場
な
ど
、
都
市
活
動
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
新
た
な
空
間

を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
既

に
あ
る

空
間
も
含

め
、
暮

ら
し
や
地
域
活
動
、
賑
わ
い
に
ど
う
活

か
す
か
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
人
々

の
活
動

や
交

流
を
支
え
、
よ
り
快
適
で
利
便
性
の
高

い
都

市
空
間

の
実
現

を
目
指

し
ま
す
。

そ
の

た
め
、
整

備
と
そ
の
後
の
活
用
・運

営
を
一
体
的

に
考

え
、
技

術
革

新
を
積

極
的

に
活

用
し
な
が
ら
、
区
民

、
地

域
団
体
、
事
業
者
、
来
街
者
な
ど
、
ま
ち
を
使
う
多
様
な
人
々
が
ま

ち
づ

く
り
に
関

わ
り
、
豊
か
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
フ
が
生
ま
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

【活
用
検
討
】

つ
く
る
空
間
を
、
ど
う
使
う
か

【参
画
】

誰
と
、
ど
う
考
え
て
つ
く
る
か

【運
用
】

つ
く
っ
た
後
、
ど
う
運
営
し
て
い
く
か

•
社

会
実

験
に
よ
る
実

践
・検

証

•
ほ
こ
み
ち
制

度
、
P

a
rk

-P
F
I、

公
開

空
地

の

活
用

等
の

制
度

活
用

•
デ
ー
タ
等
に
よ
る
利
用
実
態
の
把
握
と
計
画

へ
の

反
映

な
ど

•
計

画
段

階
か
ら
の
区
民
・事

業
者
の
参
画

•
町

会
・商

店
会
・
N

P
O
等
の
多
様
な
主
体
と

の
連

携

•
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

IC
T
活
用
等
に
よ
る

ニ
ー
ズ
把

握

な
ど

•
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

•
維
持
管
理
・
運
営
へ
の
多
様
な
参
画

•
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
利
用
状
況
検
証

と
継

続
的

な
改

善

な
ど

空
間

を
計

画
す
る
プ
ロ
セ
ス
の

な
か
で
、
そ
の

空
間

を
ど
う
使

う
か
、
そ
こ
で
ど
の

よ
う
な
活

動
を
生

み

出
し
た
い

か
な
ど
を
検

討
し
、
反

映
し
ま
す
。

行
政

だ
け
で
計

画
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に

使
う
人

々
の

視
点
を
取
り
入
れ
、
多
様
な
主
体

と
と
も
に
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
や
使
い
方

を
考

え
ま
す
。

整
備
し
て
完
成
で
は
な
く
、
使
い
な
が
ら
地
域
の

変
化
や
利
用
状
況
に
応
じ
て
育
て
、
使
わ
れ
続
け

る
都
市
空
間
を
め
ざ
し
ま
す
。

主
な

制
度

・手
法

主
な

制
度

・手
法

主
な

制
度

・
手
法

（
２
）
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
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第
４
章

３
ま
ち
づ
く
り
の
進
行
管
理

・地
域
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の
熟
度
、
都
市
基
盤
整
備
・民

間
開
発
等
の
動
向
を
踏
ま
え
た
取
組
の
優
先
順
位
付
け

・個
別
計

画
・関

連
事

業
と
の
連

携

・地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
把
握

・各
種
デ
ー
タ
や
先
進
技
術
等
を
活
用
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
や
地
域
の
変
化
の
把
握

・社
会
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応

・都
市
機
能
の
最
適
配
置
・誘

導
の
検

討

・都
市
基
盤
（道

路
・上

下
水

道
・エ

ネ
ル
ギ
ー
等
）の

計
画
的
な
更
新
と
、
更
新
を
契
機
と
し
た
機
能
の
高
度
化
・
最
適
配
置
の
検
討

社
会

情
勢

の
変

化
や
お
お
む
ね

1
0
年
を
経
過
し
た
時

点
の

施
策
の

進
捗
状

況
を
踏

ま
え
て
評

価
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
後
の

1
0
年
間
を
見
据
え
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

こ
の

他
、
社

会
状
況
の
変
化
や
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の

機
運

の
高
ま
り
等

を
捉

え
、
必

要
に
応

じ
て
機

動
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

限
ら
れ
た
財

源
や
体
制
の
な
か
で
、
地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ

く
り
の

熟
度

、
都

市
基

盤
整
備

・民
間
開

発
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
戦
略
的
に
取
組
を

進
め
ま
す
。

主
な

制
度

・手
法

社
会

の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
柔
軟
に
見
直
し
な
が
ら
進

め
る
ま
ち
づ

く
り
へ

（
１
）

 戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
２
）

 都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
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現行基本計画との関係性 

基本政策 

本計画は６つの基本政策で構成しています。前計画の基本政策との対応関係は次のとおりで

す。線の色は、前計画のどの基本政策の取組を引き継いでいるかを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 基本政策Ⅰ：子育て・教育・若者支援、地域コミュニティ、多文化共生、平和など 

● 基本政策Ⅱ：健康づくり、福祉、セーフティネット、生涯学習・スポーツの取組 

● 基本政策Ⅲ：防災・減災、感染症への備えなど、非常時の備え 

● 基本政策Ⅳ：防犯、生活環境、環境、道路・交通、みどり・公園など、 

日常の住みやすさを高める取組 

● 基本政策Ⅴ：産業、商店街、文化、観光、魅力ある都市空間づくりの取組 

● 基本政策Ⅵ：行政サービス、行財政運営、公共施設マネジメントなど、 

全ての政策を支える区政運営の基盤 

 

 

前計画における基本政策の体系 本計画における基本政策の体系 

基本政策Ⅰ 
暮らしやすさ１番の新宿 

基本政策Ⅱ 
新宿の高度防災都市化と 
安全安心の強化 

基本政策Ⅲ 
賑わい都市・新宿の創造 

基本政策Ⅳ 
健全な区財政の確立 

基本政策Ⅴ 
好感度１番の区役所 

基本政策Ⅰ 
新宿の未来への継承と発展 

基本政策Ⅱ 
誰もが自分らしく暮らせるまち新宿 

基本政策Ⅲ 
新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

基本政策Ⅳ 
住みやすさで選ばれるまち新宿 

基本政策Ⅴ 
多彩なまち新宿の躍進 

基本政策Ⅵ 
持続可能な区民サービス基盤の強化 
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個別施策 

本計画の基本政策ごとに、個別施策（右）と前計画の個別施策（左）との対応関係を示します。

左側の色は、前計画のどの基本政策に属していたかを表しています。 

基本政策Ⅰ 新宿の未来への継承と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 子どもや若者を、家庭・学校・地域が一体となって支える取組を位置付けています 

● 地域コミュニティ、多文化共生、平和の取組もあわせて位置付けています 

● 前計画の基本政策Ⅰ・Ⅲの取組を引き継いでいます 

 

 

前計画の個別施策 本計画 基本政策Ⅰの個別施策 

前計画 基本政策Ⅰ 
暮らしやすさ１番の新宿 

安心できる子育て環境の整備 

未来を担う子どもたちの 
生きる力を伸ばす教育の充実 

女性や若者が活躍できる地域づくりの推進 

地域の課題を共有し、ともに考え、 
地域の実情に合ったまちづくりの推進 

前計画 基本政策Ⅲ 
賑わい都市・新宿の創造 

多文化共生のまちづくりの推進 

平和都市の推進 

安心して子育てできる環境の充実 

未来を担う子どもたちの 
『生きる力』を育む教育の推進 

若者をはじめとした誰もが 
いきいきと活躍できる 
地域づくりの推進 

地域で活動する様々な主体が 
ささえあう地域コミュニティの推進 

平和都市の推進 
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基本政策Ⅱ 誰もが自分らしく暮らせるまち新宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 健康づくり、高齢者・障害者福祉、セーフティネット、地域福祉など、 

住み慣れた地域で暮らし続けるための取組を位置付けています 

● 生涯学習・スポーツを、健康づくりやフレイル予防とあわせて位置付けています 

● 前計画の基本政策Ⅰ・Ⅲの取組を引き継いでいます 

 

 

 

 

 

 

 

前計画の個別施策 本計画 基本政策Ⅱの個別施策 

前計画 基本政策Ⅰ 
暮らしやすさ１番の新宿 

生涯にわたり心身ともに健康で暮らせる 
健康寿命の延伸に向けた取組の充実 

住み慣れた地域で暮らし続けられる 
地域包括ケアシステムの推進 

障害者がいきいきと 
暮らし続けられる環境の整備 

セーフティネットの整備充実 

地域での生活を支える取組の推進 

福祉全般 

前計画 基本政策Ⅲ 
賑わい都市・新宿の創造 

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを 
楽しむ環境の充実 

自分らしく生涯にわたり心身ともに 
健康で暮らせる取組の推進 

誰もが生涯にわたり 
学習・スポーツ活動などを 
楽しむ環境の充実 

互いに支え合いながら 
暮らし続けられる 
地域包括ケアシステムの推進 

障害者がいきいきと 
暮らし続けられる環境の整備 

セーフティネットの機能強化 

地域での生活を支える取組と 
総合的な地域福祉の推進 
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基本政策Ⅲ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 災害に強いまちづくり、地域の防災体制、感染症への備えなど、 

非常時に区民の命と暮らしを守る取組を位置付けています 

● 前計画の基本政策Ⅱの取組を引き継いでいます 

 

 

 

 

前計画の個別施策 本計画 基本政策Ⅲの個別施策 

前計画 基本政策Ⅱ 
新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

災害に強い、 
逃げないですむ安全なまちづくり 

災害に強い体制づくり 

暮らしやすい安全で安心なまちの実現 

保健衛生全般 

災害に強い、 
逃げないですむ安全なまちづくり 

災害に強い体制づくり 

感染症などから 
暮らしを守る体制の強化 
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基本政策Ⅳ 住みやすさで選ばれるまち新宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 防犯、生活環境、まちの美化、脱炭素・資源循環、道路・交通、 

みどり・公園など、日々の住みやすさを高める取組を位置付けています 

● 前計画の基本政策Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの取組を引き継いでいます 

 

 

 

前計画の個別施策 本計画 基本政策Ⅳの個別施策 

前計画 基本政策Ⅰ 
暮らしやすさ１番の新宿 

地域の課題を共有し、ともに考え、 
地域の実情に合ったまちづくりの推進 

前計画 基本政策Ⅱ 
新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

暮らしやすい安全で安心なまちの実現 

保健衛生全般 

前計画 基本政策Ⅲ 
賑わい都市・新宿の創造 

誰もが安心して楽しめる 
エンターテイメントシティの実現 

地球温暖化対策の推進 

資源循環型社会の構築 

道路環境の整備 

交通環境の整備 

豊かなみどりの創造と 
魅力ある公園等の整備 

犯罪のない安全・安心なまちづくり 

地域で安心して 
生活できる環境の整備 

心地よい快適なまちの実現 

地球温暖化対策の推進 

資源循環型社会の構築 

誰もが利用しやすい 
道路・交通環境の整備 

豊かで美しいみどりの創造と 
魅力ある公園等の整備 

243



 

基本政策Ⅴ 多彩なまち新宿の躍進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 産業・商店街の振興、文化芸術・歴史、観光、 

歩きやすく魅力ある都市空間づくりなど、 

新宿の魅力と活力を高める取組を位置付けています 

● 前計画の基本政策Ⅲの取組を引き継いでいます 

 

 

 

前計画の個別施策 本計画 基本政策Ⅴの個別施策 

前計画 基本政策Ⅲ 
賑わい都市・新宿の創造 

活力ある産業が芽吹くまちの実現 

魅力ある商店街の活性化に向けた支援 

まちの歴史や記憶、文化、芸術など 
多様な魅力による賑わいの創造 

誰もが安心して楽しめる 
エンターテイメントシティの実現 

国際観光都市・新宿としての魅力の向上 

回遊性と利便性の向上による 
魅力的で歩いて楽しいまちづくり 

誰もが自由に歩ける、 
利用しやすく、わかりやすいまちづくり 

地域特性を活かした都市空間づくり 

産業の持続的な発展に向けた支援 

商店街の魅力向上・活性化の推進 

多彩な文化芸術と歴史を 
活かしたまちの魅力の創造 

区民の暮らしと調和のとれた 
国際観光都市・新宿としての 
魅力の向上 

回遊性と利便性の向上による 
魅力的で歩きやすいまちづくり 

地域特性を活かした持続可能で 
魅力ある都市空間づくり 
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基本政策Ⅵ 持続可能な区民サービス基盤の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容 

● 行政サービスの充実、持続可能な行財政運営、公共施設マネジメントなど、 

全ての政策を支える区政運営の基盤を位置付けています 

● 前計画の基本政策Ⅳ・Ⅴの取組を引き継いでいます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前計画の個別施策 本計画 基本政策Ⅵの個別施策 

前計画 基本政策Ⅳ 
健全な区財政の確立 

効果的・効率的な行財政運営 

公共施設マネジメントの強化 

前計画 基本政策Ⅴ 
好感度１番の区役所 

行政サービスの向上 

職員の能力開発、意識改革の推進 

地方分権の推進 

人事制度全般 

行政サービスの強化 

持続可能な行財政運営 

公共施設マネジメントの推進 
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用語解説 
本計画で使用している主な用語について、五十音順に解説しています。 

あ行 

ICT 
Information & Communications Technology の略で、ア

イ・シー・ティーと読む。情報や通信に関する技術の総称のこと 

開かずの踏切 
電車の運行本数が多い時間帯において、遮断時間が 40 分／時以上

となる踏切のこと 

アウトリーチ 

支援が必要であるにもかかわらず、自ら相談に来ることが難しい人

に対し、行政や支援機関が訪問するなど積極的に働きかけ、必要な

支援を届けること 

アスベスト 
石綿のことで天然の鉱物繊維。その特性上建築資材に適していた

が、有害性が指摘され全面的に禁止されている 

アフォーダブル住宅 子育て世帯等が手頃な家賃で安心して住むことが出来る賃貸住宅 

新たな防火規制 

東京都建築安全条例第 7 条の 3 の規定に基づく防火規制。建物の

不燃化を促進し木造密集地域の再生産を防止するために、災害時の

危険性の高い地域について指定し、建物の耐火性能を強化する規制 

一時滞在施設 
駅周辺の滞留者や路上等の屋外で被災した外出者などを、帰宅が可

能となるまでの間、一時的に受け入れるための施設 

一類感染症 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に規

定された感染症のうち、感染力・重篤度・危険性が極めて高いエボラ

出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マール

ブルグ病、ラッサ熱のことをいう 

インクルーシブ 
「包摂的な」という意味。年齢や障害の有無などにかかわらず、誰も

が排除されることなく、ともに参加できること 

インフラ 

インフラストラクチャーの略。都市における社会生活や経済活動を円

滑に維持し、発展させるために基盤となる施設。道路・鉄道・港湾・上

下水道、電気・ガス・通信などの施設をいう 

ウェルビーイング／Well-

being 
身体的・精神的・社会的に良好な状態 

ウォーカブル／ウォーカブル

なまちづくり 

人々が歩きたくなる・出かけたくなるような居心地が良い人中心の

空間づくりを進めるまちづくり 

雨水流出抑制施設／雨水貯留

施設 

雨水を一時的に貯留、または地下に浸透させることにより、河川や下

水道への雨水流出を抑制するもの 

AI 

Artificial Intelligence の略で、エー・アイと読む。人工知能のこ

と。コンピューターで、記憶・推論・判断・学習など、人間の知的機能を

代行できるようにモデル化されたソフトウェア・システム 

AI オンデマンド交通 
AI を活用した効率的な配車により、利用者予約に対し、リアルタイム

に最適配車を行うシステム 
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AI ロボティクス 
AI の「考える力」とロボットの「動く力」を組み合わせ、現実空間で人

の作業を支援・実行する技術 

液状化 地震の揺れにより地盤が液体のようになること 

駅まち空間 
駅や駅前広場と一体的に、周辺市街地との関係も踏まえて、必要な

機能の配置を検討する空間 

エコロジカルネットワーク 

人と自然の共生を確保していくため、原生的な自然地域等の重要地

域を核として、生態的なまとまりを考慮した上で、有機的に繋いだ生

態系のネットワーク 

SDGs 

（持続可能な開発目標） 

2030 年までに「だれ一人取り残さない」世界をめざす、世界共通の

17 の目標のこと 

NPO 

Non-Profit Organizationの略。行政や民間企業に属さず、社会的

に必要な公益的活動をする民間の非営利組織のこと。福祉やまちづく

り、環境、国際協力などの社会的な課題に、市民が主体的に取り組んで

いる組織をいう。都道府県や指定都市からＮＰＯ法（特定非営利活動促進

法）に基づく認証を得た団体は法人格を有する 

エネルギーマネジメントシステ

ム（EMS） 

センサーや IT を用いて，家庭やビル，工場等の利用者がエネルギー

を使用する状況を管理しながら，その最適化を図るシステム 

エリア 

・エネルギー・マネジメント 

ICT を活用したエネルギー管理の技術を、地区・街区（エリア）全体に

適用するもの。住宅やオフィス、商業施設や公共施設、病院、学校な

どをエネルギー・ネットワークでつなぎ、電力のピークカットや非常時

の電力融通などを行うことで、エリア全体のエネルギー利用効率を最

適化することを目指す 

エリアマネジメント 
地域の良好な環境の維持や賑わいの創出などを図るための、住民、

団体等による主体的な地域経営の取組 

エリアリノベーション 
空き地、空き家、空き店舗の活用などを通じて、エリアの魅力や価値

を高める取組のこと 

延焼遮断帯 

地震に伴う市街地火災の延焼を阻止する機能を果たす道路、河川、

鉄道、公園等の都市施設及びこれらと近接する耐火建築物等により

構成される帯状の不燃空間。震災時の避難経路、救援活動時の輸送

ネットワークなどの機能も担う 

オープンスペース 

公園・広場・道路・河川・樹林地・農地など、建物によって覆われてい

ない土地の総称。加えて、宅地内における広場や歩行者空間、植栽地

として整備された空間や建物間の空地などをさす 

か行 

介護予防 

要介護状態の発生をできる限り防ぐ（遅らせる）こと、そして要介護

状態にあってもその悪化をできる限り防ぐこと、さらには軽減を目

指すこと 

隔地・集約駐車場 

隔地駐車場は、東京都駐車場条例に基づき設置が義務付けられた駐

車施設を、同条例に基づく地域ルールにより敷地外に隔地した場合

における、隔地先の駐車施設。集約駐車場は、複数の建物の隔地駐

車場を集約した駐車施設 
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歌舞伎町タウン・ 

マネージメント 

歌舞伎町ルネッサンスの取組を関係者が連携して推進していくため、

地元、事業者、関係行政機関等を構成員として設立した団体 

歌舞伎町ルネッサンス 

歌舞伎町の環境浄化・環境美化を図り、歌舞伎町を映画、演劇、映

像、文化芸術など「大衆文化・娯楽の企画・制作・消費の拠点」とする

ことにより、誰もが安心して楽しめるまちへと再生する活動 

基礎自治体 
住民にとって最も身近な行政サービスを提供する市町村、特別区（東

京 23 区）のこと 

帰宅困難者 

事業所や学校などに通勤、通学または買い物その他の理由により来

店、もしくは来所する人のうち、大地震等の災害時に交通機関の運行

が停止したことにより、徒歩で帰宅することが困難となり保護が必要

となる人 

強靭性／Resilience 
災害や社会の変化等のリスクに見舞われた際に、素早く復旧し、適応

しながら繁栄していく力のこと 

共同化 2 人以上の土地や建物の所有者が共同で建物を建て替えること 

共同荷さばき施設／路外共同

荷さばき場 
道路以外の場所に設ける共同の荷さばき駐車スペース 

居住サポート住宅 
居住支援法人等が大家と連携し、日常の安否確認、訪問等による見

守り、福祉サービスへのつなぎ等の入居中サポートを行う賃貸住宅 

クーリングシェルター 
危険な暑さから避難できる場所として市町村長が指定した施設であ

り、熱中症特別警戒情報が発表されたとき、一般に開放される 

グリーンインフラ 
自然環境を活かし、地域固有の歴史・文化、生物多様性を踏まえ、安

全・安心な暮らし、居心地が良く快適なまちをつくるためのもの 

グリーンスローモビリティ 
時速 20 ㎞未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな

移動サービスで、その車両も含めた総称のこと 

グローバル化／

Globalization 

モノやお金だけでなく、人や技術、情報などが国境を越えて行き来

し、世界のつながりが強まっていくこと 

景観形成ガイドライン 

新宿区景観まちづくり条例第 9 条に基づき、地域の景観特性に応じ

た良好な景観の形成を推進するため、新宿区景観まちづくり計画に

基づく指針として定めたもの 

景観まちづくり計画 

景観法第 8 条に基づき、良好な景観の形成に関する計画として、景

観行政団体が定めるもの。新宿区は、平成 21（2009）年 4 月に策

定 

健康寿命 
人の寿命あるいは余命のうち、心身ともに健康で暮らすことができ

る期間 

減災 災害時に発生し得る被害を最小限に抑えること 

建設リサイクル法 

特定建設資材に係る分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源

化等の促進等を目的に、平成 12（2000）年 5 月 31 日に公布され

た。主な内容は、①建物等に使用されている建設資材に係る分別解

体等及び建設資材廃棄物の再資源化等の義務づけ、②発注者または

自主施工者による工事の事前届出、元請業者からの発注者への書面

による報告の義務づけ、③解体工事業者の登録制度や技術管理者に

よる解体工事の監督である 
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公共空間／Public Space 
道路や河川空間、公園や広場など一般に開放されている公共性の高

い空間。私有地も含まれる 

交通結節機能 
空港や鉄道駅等で、バス、自動車等、他の交通機関との乗り継ぎが図

られ、多方向への移動の円滑化、利便性を確保する機能 

交通バリアフリー基本構想 

（新宿区） 

高齢者や障害者も安心して暮らせる、住みよいまちづくりを進めて

いくため、「旅客施設と周辺道路、駅前広場、信号機等について、整合

をとりつつ、安全性に配慮したうえで、重点的かつ一体的にバリアフ

リー化を進めること」を目的とした交通バリアフリーに関する基本構

想。平成 17（2005）年４月策定 

公民連携／官民連携 

公共施設等の建設、維持管理、運営等を行政と民間が連携して行う

ことにより、民間の創意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行

政の効率化等を図るもの 

合理的配慮 

障害のある人から、社会の中にあるバリア（障壁）を取り除くための

対応を求める意思が伝えられたときに、行政機関等や事業者が、負

担が重すぎない範囲で行う必要かつ合理的な対応。障害者差別解消

法の改正により、令和 6（2024）年 4 月から事業者にも提供が義務

化された 

コージェネレーションシステム 

一つのエネルギーから複数のエネルギー（電気・熱など）を取り出すシ

ステム。具体的には、発電を行うと同時に、従来、大気中に放出して

いた排熱を回収して給湯や冷暖房用に利用し、エネルギー効率を高

めるシステムのこと 

こども家庭センター 

妊娠期から子育て期まで、母子保健と児童福祉の両機能が連携し、

切れ目なく相談支援を行う体制。令和 6（2024）年 4 月施行の改正

児童福祉法により、区市町村に設置の努力義務が課された 

子どもの権利 

子どもの保障されるべき基本的な人権を国際的に定めた条約が、平

成元（1989）年 11 月 20 日国連総会において採択され、平成 2

（1990）年に「子どもの権利条約」が国際条約として発効された。日

本は、平成 6（1994）年に条約を批准した。この条約による子どもの

権利の代表的なものには、「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」

「参加する権利」がある 

個別避難計画 

災害時の避難に支援を必要とする人（避難行動要支援者）一人ひとり

について、避難を支援する人や避難先、避難方法などをあらかじめ

定めておく計画。令和 3（2021）年の災害対策基本法の改正によ

り、作成が市町村の努力義務とされた 

コミュニティガーデン 

（地域の庭） 

地域の住民が主体となって、地域のために場所の選定から造成、維

持管理までを自主的な活動によって支えている「みどりの空間」やそ

の活動そのものをさす概念。本計画では「生活や活動の場にある身

近なみどり」のこと 

コンパクト＋ネットワーク 

店舗や公共施設、病院などの暮らしに必要な施設を拠点ごとにまと

め、それらを電車・バスや情報通信でつないで、暮らしやすくする考

え方のこと 

さ行 
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災害時要援護者 

災害発生時において必要な情報を迅速かつ的確に把握し、災害から

自らを守るために安全な場所に避難するなどの一連の行動をとるの

に支援を必要とする人々（高齢者、障害者、外国人、難病患者、乳幼

児、妊産婦等を想定）をいう 

細街路 

建築基準法第 42 条第 2 項の規定による現況幅員 4m 未満の狭い

道路。なお、細街路の拡幅整備とは、新宿区細街路拡幅整備条例に

基づく事前協議等による細街路の拡幅整備のこと 

再生可能エネルギー 

太陽光や水力、風力、バイオマス、地熱などを活用したエネルギーの

こと。エネルギー源として永続的に利用可能であり、発電時に CO₂

を排出しないことが特長である 

シェアサイクル／ 

自転車シェアリング 

レンタサイクルシステムの発展形。レンタサイクルが借りた場所に返す

方式であるのに対し、他の駐輪場（サイクルポート）でも貸出・返却を

可能としたもの 

ジェンダー平等 
性別にかかわらず、一人ひとりが平等に権利、機会、責任を分かち合

い、あらゆる物事をともに決めることができること 

市街地再開発事業 

都市再開発法に基づき、建物と公共施設とを一体的に整備すること

により、木造住宅密集地域や住宅、店舗及び工場等が混在し、防災面

や居住環境面で課題を抱える市街地における土地の合理的かつ健

全な高度利用と都市機能の更新を図ることを目的とする事業 

事業継続計画（BCP） 

「災害時に重要業務が中断しない」または、「重要業務が中断したとし

ても目標時間内に再開する」ことで「取引の他社流出」、「シェアの低

下」、「企業評価の低下」などを防止する計画 

次世代モビリティ 
IT 技術を活用した、環境にやさしい乗り物のこと。例えば、電動キッ

クボード、小型 EV 自動車、宅配ロボットなどがある 

事前復興まちづくり 

（復興事前準備） 

災害が起きる前から「被災後の復興の進め方」を話し合い、手順や目

標を決めておくこと 

自動運転／自動運転技術 

カメラやセンサー、GPS などを活用し、システムが人に代わって運

転する技術。人の関与の程度により、5 段階のレベル分けがされてお

り、レベル 1 とレベル 2 はドライバーによる監視がつき、レベル 3 か

らレベル 5 まではシステムによる監視となる。レベル 1 は自動ブレ

ーキなどの運転支援、レベル 5 は完全自動運転となる 

社会実験 
新たな施策を本格的に導入する前に、場所や期間を限定して地域の

方々とともに試行する取組み 

遮熱性舗装／遮熱透水性舗装 

アスファルトなどの舗装表面に赤外線を反射させる遮熱性樹脂を塗

布し、昼間の路面温度上昇の低減や夜間の舗装からの放熱量を抑え

る舗装工法 

住宅宿泊事業法 

住宅の全部又は一部を活用し、宿泊料を受けて人を宿泊させる事業

（民泊）について、住宅宿泊事業の届出や、住宅宿泊管理業・住宅宿泊

仲介業の登録等の一定のルールを定め、事業者等に適正な運営を行

うことを義務付けたもの（平成 30（2018）年 6 月 15 日施行）。な

お、住宅宿泊事業法の届出等や旅館業法の許可の手続きを行わず、

この事業を実施しているものは、いわゆる「違法民泊」として旅館業

法違反となる。 
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住宅ストック ある時点における住宅の総量。これまでに蓄積された住宅 

住宅性能表示制度 

「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づき、地震や火災時の

安全性、省エネルギー性、維持管理や更新への配慮に関すること等住

宅の性能を評価し表示するための基準や手続きが定められている制

度 

集約型都市構造 
郊外へ拡散した市街地を見直し、都市機能や居住を複数の拠点に集

約するとともに、公共交通で結ぶ都市構造へ転換する考え方 

集約駐輪場 離れた場所における複数の建物の駐輪場の集約による駐輪施設 

省エネ 
限りあるエネルギー資源の枯渇を防ぐため、エネルギーを効率よく使

うこと 

職住近接 
居住地と勤務地を近接化し、長時間通勤による負担や通勤時の道路

混雑等の抑制、CO₂排出量の削減等環境負荷の軽減等を図ること 

消防水利 
消防法に規定する消防に必要な水利施設として指定されたもので、

消火栓や防火水槽等またはこれに類する施設 

食育 

健康の基本となる食生活について教育を行うこと。食べる物を選ぶ

力、調理法、味覚形成、食べ物に関する知識を学ぶことで、豊かな食

生活を楽しむ力をつけることを目指す 

自立分散型電源 

経済効率性を高めるとともに環境に適合し、かつ災害時のエネルギ

ーを確保するため、エネルギーを消費する地区に近い場所に設置さ

れた発電装置。コージェネレーション設備、太陽光や風力発電設備、

燃料電池など、各種の多様な電源が含まれる 

新型インフルエンザ 

インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することにより発症

する病気で、通常、ヒトからヒト等、同種の間で感染するものである。

ウイルスが変異することによって発生する今までヒトが感染したこと

のない新しいタイプのインフルエンザを新型インフルエンザと呼ぶ 

新宿グランドターミナル 

新宿駅、駅前広場、駅ビル等が有機的に一体化した次世代のターミナ

ルのこと。新宿駅直近地区では、東西の移動がしにくいことや人の滞

留空間が不足していること、駅・駅ビルの老朽化が進んでいることな

どの課題があり、都と新宿区が策定した「新宿の拠点再整備方針（平

成 30（2018）年 3 月）」で、線路上空にデッキを新設することや駅

前広場を人中心に再構成すること、駅の改良や駅ビルの機能更新を

進めることなどにより、新宿グランドターミナルとして再編していく

こととしている 

スカイライン 
山並みや稜線などの地形や、都市の建築物群が連続して街並みの輪

郭を形成する空との境界線のこと 

スマートシティ 

グローバルな諸課題や都市や地域の抱えるローカルな諸課題の解

決、また新たな価値の創出を目指して、ICT 等の新技術や官民各種

のデータを有効に活用した各種分野におけるマネジメントが行われ、

社会、経済、環境の側面から、現在および将来にわたって、人々によ

り良いサービスや生活の質を提供する都市または地域 
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３R 

資源循環型社会を推進するために取り組む行動、①ごみの発生自体

を減らす「発生抑制（Ｒｅｄｕｃｅ：リデュース）」、②繰り返し使う「再使

用（Ｒｅｕｓｅ：リユース）」、③資源として再生して利用する「再生利用

（Ｒｅｃｙｃｌｅ：リサイクル）」の３つの頭文字をとったもの 

生活習慣病 

食習慣、喫煙、飲酒などの生活習慣が、その発症や進行に影響を

及ぼす疾患の総称。高血圧、循環器病などは生活習慣病の一例で

ある 

生物多様性 

全ての生物が、遺伝子、種、生態系（ある一定の区域に存在する動植

物と、水や大気、土といった非生物的環境とのまとまり）や生物間相

互の作用といった点で多様であることを指す 

セーフティネット 

元々は、サーカスの空中ブランコや綱渡りのとき、万が一の落下に備

えて張られた網から由来し、「安全網」「安心ネット」あるいは「安全装

置」と訳されてきた。今日の一般的なセーフティネットとは、病気、事

故、失業、災害、犯罪など人生における不測の事態に陥ったときに、

安全と安心を確保するためにあらかじめ国や自治体、個人が備えて

いる様々な対策をいう 

セクシュアル・ 

ハラスメント 

労働や教育などの公的な場の社会関係において、歓迎されない性的

言動または行為により、相手に不快感を与えること 

ZEB／ZEH 

先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制やパッシブ技術の採

用による自然エネルギーの積極的な活用、高効率な設備システムの

導入等により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギー化を

実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、エネルギ

ー自立度を極力高め、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロと

することを目指した建築物。ZEB は４段階(ZEB-Oriented, 

ZEB-Ready, Nearly ZEB, ZEB)、ZEH は５段階（ZEH-

Oriented,Nearly ZEH,Nearly ZEH+,ZEH,ZEH+)等で評価

される 

ゼロカーボンシティ 
脱炭素社会に向けて、2050年二酸化炭素実質排出量ゼロに取り組むこ

とを表明した地方公共団体のこと 

ゼロカーボンシティ新宿 
令和 32（2050）年までに区内の二酸化炭素（CO₂）排出量実質ゼ

ロを目指す取組み 

創エネ 太陽光発電システム等によりエネルギーを創出すること 

た行 

大規模マンション等条例 

大規模マンションの新築等及び開発事業の実施に関し必要な事項を

定め、区と開発事業者等が連携して、良好な市街地環境の形成、防災

性の向上、環境に配慮したまちづくりを推進する条例 

耐震化率 
全建物のうち、新耐震基準（昭和 56（1981）年基準）または、これと

同等の耐震性能を有する建物の割合 

多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が互いの文化的ちがいを認め合い対

等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きて

いくこと 
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地域危険度 

東京都震災対策条例に基づく「地震に関する地域危険度測定調査」におい

ておおむね5年毎に測定し、公表している指標。危険性の度合いを5つ

のランクに分けて相対的に評価 

地域ケア会議 

地域ケア会議は、地域包括ケアシステムの実現に向けた会議であり、

個別のケースを扱う「個別型」、地域課題を検討する「日常生活圏域

型」、行政計画等へとつなげる検討を行う「地域ケア推進会議」の３類

型がある 

地域包括ケアシステム 

生活の中心となる住まいにおいて、できる限り自身が元気で自立し

た暮らしを送るための介護予防に努めることを基本とし、安心した日

常生活を送るための生活支援が受けられ、万が一、医療や介護が必

要になっても、高齢者本人やその家族等が、地域の様々な支援や専

門的なサービスを包括的に利用することによって、可能な限り在宅

で生活できるような仕組みのこと 

地域ルール 

（駐車場地域ルール） 

駐車場の附置義務について、東京都駐車場条例による一律の基準で

はなく、区市が地域の実情に応じた独自の附置義務基準を制定する

もの 

地域冷暖房 

各ビルにボイラーや冷凍機などの冷暖房用の熱源機器を設置し、ビ

ルごとに行ってきた従来の冷房・暖房に対して、地域内の建物群の冷

暖房・給湯をまとめて行うシステムのこと 

地区計画 

都市計画法に基づき一定の区域を対象に、建物の形態、公共施設の

配置などを定め、その地区にふさわしい良好な環境を整備・保全する

ための計画 

中心市街地活性化／ 

中心市街地再生 

まちの中心部に人が集まり、買い物や仕事、交流が盛んになるよう、

にぎわいと活力を高める取組のこと 

長期優良住宅 

構造や設備等について住宅を長期にわたり良好な状態で使用するた

めの基準に適合している住宅の建築・維持保全に関する計画につい

ての認定制度 

長周期地震動 超高層建築物等に影響がある、長周期かつ長時間継続する地震動 

DX（デジタル・ 

トランスフォーメーション） 

デジタル技術やデータを活用して、業務やサービス、組織のあり方を

変革し、新たな価値を生み出すこと。自治体での取組を「自治体

DX」、観光分野での取組を「観光 DX」などという 

テレワーク 

「在宅勤務」、「モバイルワーク」、「サテライトオフィス勤務（施設利用型

勤務）」の３つのテレワーク形態の総称。ICT(情報通信技術)を活用

し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方のこと 

透水性舗装／浸透性舗装 

局地的な集中豪雨の発生で、河川や下水道への急激な負荷による道

路冠水等の水害発生に対応するため、雨水の一部を地下に浸透させ

る舗装工法 

特定事業主 

「次世代育成支援対策推進法」及び「女性の職業活動における活躍の

推進に関する法律」において、事業主に行動計画の策定を義務付け

ており、事業主のうち、公務部門（国及び地方公共団体の機関、それ

らの長又はそれらの職員で政令で定めるもの）を特定事業主、民間

部門を一般事業主と規定している 
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都市開発諸制度 

公開空地の確保など公共的な貢献を行う建築計画に対して、容積率や斜

線制限などの建築基準法に定める形態規制を緩和することにより、市街

地環境の向上に寄与する良好な都市開発の誘導を図る制度 

都市型水害 
広域な市街地の浸水や、地下鉄、地下街などの地下空間の浸水、ライフ

ライン機能の低下などの被害が発生する、都市地域における水害 

都市施設 

都市計画法で定められる都市の骨格を形成する施設で、道路、河川、

公園等の施設、水道や電気、ガスの供給施設または処理施設等、良好

な都市環境を保持するために必要とされる施設 

土地区画整理事業 

土地区画整理法に基づき、都市計画区域内の土地について、公共施

設の整備改善及び宅地の利用増進を図るために行われる土地の区

画や形質の変更、公共施設の整備に関する事業 

な行 

内水氾濫 雨水が排水施設で川に排水できずに、宅地などにあふれること 

人間中心／ 

People-centred 

技術や仕組みではなく「暮らす人のため」を第一に考え、住民が主体

的にまちづくり等に参加する考え方のこと 

ネイチャーポジティブ／ 

Nature-positive 

生物多様性の損失を止め、自然を回復の方向に向かわせることを目

指す考え方のこと 

ネット・ゼロ・エネルギー・ 

ハウス（Net Zero 

Energy House） 

「住宅で年間に消費するエネルギー量」と「住宅で年間につくるエネル

ギー量」の差がゼロ、もしくはつくるエネルギー量のほうが多くなる

住宅のこと。ZEH（ゼッチ）とも呼ばれる 

は行 

Park-PFI 
都市公園において、飲食店、売店等の公園施設の設置又は管理を行

う民間事業者を公募により選定する制度 

パーソナルモビリティ 
超小型モビリティや電動キックボード等の個人で移動するための移

動手段 

ハザードマップ 

大雨によって河川等が増水し、水があふれた場合の浸水予想などに

基づき、区内で予想される浸水範囲や土砂災害の恐れのある区域

と、各地域の避難所などを示した地図。新宿区のハザードマップに

は、「洪水ハザードマップ」、「土砂災害ハザードマップ」、「がけ・擁壁

ハザードマップ」があり、それぞれ災害時の危険箇所を地図で示して

いる 

パブリックライフ／ 

Public Life 

広場や公園、図書館、カフェなど、誰もが使える場所で人々が出会い

交流する機会や繋がりのこと 
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ヒートアイランド、 

ヒートアイランド現象 

建物や工場、自動車などによる人工排熱の増加、緑地の減少とアス

ファルトやコンクリート面などの拡大による地表面被膜の人工化、密

集した建物による風通しの阻害などによる都市形態の高密度化によ

り、地表面での熱吸収が行われずに、都市部に熱が溜まる現象で、自

然の気候とは異なった都市部特有の局地的な気象。都市部におい

て、郊外部よりも気温が高くなり、等温線を描くと都市部が島の形に

似ることから、この名称が付けられている 

避難確保計画 
洪水、雨水出水、高潮、津波等の災害時において、施設の利用者の円

滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な措置を定める計画 

避難所 

災害によって現に被害を受けた人や、災害によって現に被害を受け

る恐れがある人が、災害時等において生命の安全を確保でき、一時

的に生活できる施設 

避難場所 

大規模な市街地火災等の災害時に身の安全を確保するため、住民が

避難する安全な場所。東京都が震災対策条例に基づき、避難場所を

指定し、主に大規模な公園や空地が指定されている 

福祉避難所 
自宅や通常の避難所での生活が困難な高齢者や障害者等のために

開設される避難所のことをいう 

不燃領域率 

市街地の「燃えにくさ」を表す指標。建物の不燃化や道路、公園など

の空地の状況から算出し、不燃領域率が 70%を超えると市街地の

焼失率はほぼゼロとなる 

フレイル 

加齢に伴い筋力や心身の活力が低下し、健康な状態と要介護状態の

中間にある、要介護となるリスクが高い状態。運動習慣や食生活の改

善、口腔機能の維持、社会参加などの「フレイル予防」に取り組むこと

で、健康な状態に戻ることが期待できる 

ペロブスカイト太陽電池 
ペロブスカイト結晶構造を有する材料を発電層として用いた、軽量・

柔軟等の特徴を兼ね備える太陽電池 

防火地域 

都市計画法による地域地区の一つ。主として商業地など、建物の密

集している市街地において、建物の構造を制限することによって不

燃化を図り、市街地における火災の危険を防除するために指定され

る。建築基準法により具体的な規制が定められており、一定規模以

上の建物は耐火建築物または準耐火建築物としなければならない 

防災街区事業 
密集市街地において特定防災機能の確保と土地の健全な利用を図

る事業 

包摂性／Inclusive 
お金や性別、年齢、国籍、宗教などに関係なく、だれもがまちの活動

やサービスに参加・利用できるようにすること 

ほこみち制度 

（歩行者利便増進道路制度） 

歩道の中に歩行者の利便性増進を図る空間を定めることが可能にな

る制度。道路管理者が特例区域と定めた区域内であれば、道路占用

許可が柔軟に認められる。また、道路管理者は道路空間を占用する

者を公募により選定することが可能。その場合、最長 20 年間の占

用が可能となる 

ま行 
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まちづくりルール 
地区計画やまちづくり構想、ガイドライン等、地域の課題にきめ細か

く対応していくために地域住民との協働でさだめるルール 

未利用エネルギー 

河川水・下水等の温度差エネルギー（夏は大気よりも冷たく、冬は大

気よりも暖かい水）や、工場等の排熱といった、今まで利用されてい

なかったエネルギーの総称 

無電柱化 

災害の防止、安全・円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図るた

め、電線を地下に埋設することなどにより、電柱または電線の道路上

への設置を抑えたり、道路上の電柱または電線を撤去したりするこ

と 

木造住宅密集地域 

（木密地域・木密市街地） 

東京都防災都市づくり推進計画で指定する、震災時に延焼被害のお

それがある老朽住宅が密集している地域 

モビリティハブ 
公共交通の乗り場やシェアモビリティのポート、交流スペースなどを

備え、交通ネットワーク上で連携させた複合型の交通結節点 

や行 

ヤングケアラー 

家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認めら

れる子ども・若者。令和 6（2024）年の子ども・若者育成支援推進法

の改正により、国・地方公共団体等が支援に努めるべき対象として明

記された 

ユニバーサルデザイン 

年齢、性別、国籍、個人の能力等にかかわらず、誰もが利用できるよ

う生活環境その他の環境を作りあげること。新宿区では、誰もが移動

しやすく、利用しやすく、わかりやすいまちづくりを行うため、平成

23（2011）年 3 月に「ユニバーサルデザインまちづくりガイドライ

ン」を策定し、令和 2（2020）年 3 月に「新宿区ユニバーサルデザイ

ンまちづくり条例」を制定した 

容積率 敷地面積に対する建物の延べ床面積の割合 

用途地域 

都市計画法に基づき、市街地の建物の用途について規制及び誘導を

行う地域地区。区内では 8 種類指定されている。また、建築基準法

において定められた地域ごとに、建築できる建物の用途や容積率、

建蔽率などが規制されている 

要配慮者 

発災前の備え、発災時の避難行動、避難後の生活などの各段階にお

いて特に配慮を必要とする者（高齢者、障害者、外国人、難病患者、

乳幼児、妊産婦等を想定）をいう 

予防保全 

施設に不具合が生じてから対処する「事後保全」ではなく、点検等に

より劣化を予測し、損傷が軽いうちに計画的に修繕を行う維持管理

の手法。施設の長寿命化や費用の平準化につながる 

ら行 

ライフサイクル CO₂（LCCO₂） 
建物を建ててから、使い、取り壊すまでの「一生」の間に出る CO₂等

の合計量のこと 
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ライフステージ 
人の一生を、幼年期、少年期、青年期、壮年期、老年期などと分けた

それぞれの段階をいう 

ライフライン 
日常生活に不可欠である電気・電話・ガス・水道などのネットワークシ

ステム 

リユース 

一度使用した物や部品などをそのまま再利用すること。不用になっ

た物を再利用する点で、素材として再活用をするリサイクルと区別さ

れる 

緑化計画書制度 

良好な都市環境づくりを進めることを目的として、新宿区みどりの条

例に基づき、建築行為等を行うとき、区民や事業者によって緑化を

行うことを協議・誘導する制度 

緑被率 
上空から見たときの樹木・樹林、草地、屋上緑地に覆われている土地

の面積比率のことで、みどりの豊かさを示す指標 

レジリエンス 
災害などの予期せぬ出来事が起きた際に、被害を最小限に抑え、し

なやかに回復する力 

わ行 

ワークショップ 

市民参加によるまちづくりの手法の一つで、立場や経験、考え方の異

なる人が参加し、知恵と工夫を出し合い、協働作業を通じて成果をと

りまとめていくこと 

ワーク・ライフ・バランス 
誰もが仕事とそれ以外の責任・欲求とをうまく調和させられるよう

な、生活リズムのもてる働き方を調整すること 

ワンルームマンション条例 

新宿区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例。ワンル

ームマンション等の建築に起因する紛争の防止を図るとともに、少子

高齢化社会に対応した住戸の整備を促し、円滑な近隣関係の維持と

良好な居住環境の形成により、様々な人が暮らしやすい地域づくり

の必要性を考慮し、定められた条例。平成 16（2004）年 4 月施行、

令和 8（2026）年 10 月改正施行 
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